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相川亮一コーチ　（2009年）



相川亮一

相川亮一（あいかわ　りょういち 1946年 - 2011年）は神奈川

県横浜出身のサッカー指導者。私立栄光学園卒業、早稲田大学卒

業。FIFA公認コーチ。2011年 1 月心不全のため永眠。

【人　物】

神奈川の受験進学校出身の変り種。独自のサッカー観を持ち、

独学でサッカー理論を学ぶ。1971年に日本サッカー協会主催第2

回公認サッカー・コーチング・スクールを受講し、平木隆三（日

本サッカー協会主任コーチ）に師事。

1973年にテヘランで開催された国際サッカー連盟（FIFA）主催

公認アジアコーチング・スクールを受講。デットマール・クラ

マー（西ドイツ）主任コーチに師事。

翌1974年から当時は珍しい存在だったクラブチーム、読売サッ

カークラブとコーチ契約。以後、ユースコーチおよびトップチー

ムのアシスタントコーチ、ヘッドコーチを経て監督に就任。当時

の日本リーグ1部に昇格、JSLカップ優勝、天皇杯出場などを経験

する。

読売サッカークラブの時代にジョージ与那城、ラモス瑠偉らを

率いて読売旋風を巻き起こしたが、1982年に監督を辞任後は、主

に高校生の指導者として活躍。

全国高校サッカー選手権を目指し、桐蔭学園、國學院久我山、

日本学園、駿台学園などのサッカー部強化に貢献。 また就任わず

か2年で駿台学園高校を初の関東大会東京予選優勝に導く。 

晩年は、フットサル場開設支援およびサッカー指導者を派遣す

るスポーツ業務営業会社などの設立にも参加する傍ら、数多くの

少年チームや中学高校チームの指導にあたる。2005年より母校栄

光学園のサッカー部強化にも努めた。



【サッカー履歴】

1946年 神奈川県横浜市に生まれる

1959年 - 1965年 神奈川県私立栄光学園中学／高校

1963 年 - 1967 年 高校２年から栄光サッカー部の指導にあたる

1965年 早稲田大学第1政治経済学部政治学科入学

1966年 - 1971年 神奈川県私立山手学院サッカー部コーチ

1971年 JFA公認コーチングスクール受講

（主任コーチ：平木隆三）

1971年 - 1975年 神奈川国体選抜コーチ

1973年 FIFA 公認ASIA COACHING SCHOOL（於テヘラン）

受講（主任コーチ：D. Cramer）

1974年 - 読売サッカークラブ・ユースコーチ

1975年 - 読売サッカークラブトップチームコーチ

1977年 （読売サッカークラブ日本サッカーリーグ1部昇格）

1978年 - 1982年 読売サッカークラブトップチーム監督

1985年 - 1995年 外資系医療機器メーカー勤務

1986年 - 1996年 桐蔭学園高校サッカー部ほか強化コーチ

1997年 - 1999年 國學院久我山高校強化コーチ、ほか

2000年 FISCO創設

2000年 - 杉並 FC強化コーチ、

日本学園高校サッカー部強化コーチ、ほか

2002年 - ワールドカップの東京開催を機に、数多く

のサッカーレポートを執筆。

2005年 - 2011年 栄光学園サッカー部強化コーチ

2007年 - 2010年 駿台学園サッカー部総監督就任、ほか

2011年 1月 永眠（享年64歳）
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別
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の
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神
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川
県
サ
ッ
カ
ー
協
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名
誉
会
長

元
神
奈
川
県
立
湘
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
監
督

鈴
木
　
中

相
川
君
、
君
と
初
め
て
の
出
会
い
は
、
四
十
数
年
前
湘
南
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
だ
っ
た
と
思
う
。
学
生
服
を
着

て
グ
ラ
ン
ド
の
上
か
ら
練
習
を
見
な
が
ら
盛
ん
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
早
稲
田
の
学
生

だ
っ
た
と
思
う
。

そ
の
後
話
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
神
奈
川
県
の
高
校
生
の
国
体
選
抜
の
コ
ー
チ
を
お
願
い
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
中
か
ら
そ
の
後
教
師
の
道
に
進
ん
だ
者
が
何
人
も
お
り
ま
す
。
小
柴
、
大
友
、
西
塚
、
青
木
、
那
須
野
先

生
他
数
名
、
そ
し
て
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
、
植
木
、
早
野
、
尾
崎
、
大
友
、
菅
野
、
都
並
、
戸
塚
、
君
ら
の
名

前
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

国
体
選
手
に
ま
つ
わ
る
色
々
な
思
い
出
話
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
昭
和
四
十
六
年
和
歌
山
国
体
・
四
十
七

年
鹿
児
島
国
体
で
は
監
督
と
コ
ー
チ
と
し
て
の
楽
し
か
っ
た
遠
征
話
、
藤
沢
体
育
セ
ン
タ
ー
で
の
夏
の
合
宿
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
イ
ラ
ン
で
行
わ
れ
た
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
の
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
へ
の
参
加
。
ま
た
二
〇
〇
二
年
ワ
ー
ル
ド



カ
ッ
プ
の
時
の
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
の
講
演
の
通
訳
等
、
い
つ
も
君
の
真
面
目
な
生
き
方
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
読
売
ク
ラ
ブ
で
の
活
躍
・
桐
蔭
学
園
高
校
の
指
導
、
最
近
は
東
京
の
高
校
で
の
指
導
、
そ
し
て
母
校

栄
光
学
園
の
指
導
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
界
で
の
功
績
は
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◇

　
葬
儀
の
際
の
弔
辞
（
全
文
）





 （クラマ－氏弔辞　訳）

相川さんのご家族、友人、そして指導を受けたみなさま

　

私の友人、「ザ・コーチ、アイカワ－サン」は、生まれついての

「教育者」であり「リーダー」でした。その資質と勤勉さは、誰

もが認める彼の特質でした。

　彼は、彼自身が確信しているからこそ、人に確信を与えること

ができました。

　彼は、彼自身が感動していたからこそ、人を感動させることが

できました。

　彼は、強い責任感を持ってことにあたった点で模範的でした。

　彼は「高潔で、優しく、良い」人間でした。

　日本のサッカーは偉大な仲間を失ったのです。

　「ザ・コーチ、アイカワ－サン」のために、

　深く頭を垂れて、

　デットマール・クラマ－



Date: Fri, 29 Apr 2011
From: Frans van Balkom 
Dear Mr. Ushiki,
  
 I was deeply saddened to hear that Mr. Ryoichi 
Aikawa passed away. 
  
 I remember him as a very good, conscientious 
young coach who was very eager to learn and his 
well mannered approach was very much appreciated 
by me and the players alike.  On and off the 
field he was a very good example for the Yomiuri 
players and other coaches.  He had a well 
balanced character in comparison with my more 
aggressive style of coaching which was a great 
benefit to the team.  He was a big help in the 
development of the young players. 
  
 Please give my heartfelt condolences to his 
family.
  
 If you require any additional information please 
do not hesitate to contact me.
  

Greetings in Sports,
Frans van Balkom



（バルコム氏弔文　訳）

相川亮一さんの逝去を知り、深く悲しんでいます。

知り合ったころ、彼は非常に優秀で、まじめな若いコーチでした。

　彼は熱心に学び、真摯に取り組みました。　その姿勢は、私か

らもプレーヤーからも高く評価されていまた。

フィールド内でも外でも、彼は読売クラブのプレーヤーたちと他

のコーチたちにとって非常によい模範でした。

私のコーチングのスタイルは激しすぎるところがありましたが、

それに比べて彼はバランスのとれたコーチでした。それがチーム

の大きな利点となりました。

とくに若いプレーヤーを指導するとき、彼の存在は大きな助けに

なりました。

　心からの哀悼の意をご家族にも、お伝えください。

（もっと詳しい話が必要であれば、遠慮なく連絡してください）

元読売クラブ監督

フランツ・ファン・バルコム
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着
実
に
そ
の
夢
を
追
い
続
け
た
。
後
年
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
の
寄
稿

文
と
比
較
す
る
と
、
何
十
年
経
っ
て
も
そ
の
目
標
が
ブ
レ
て
い
な
い
事
が
わ
か
る
。

一
、
山
手
加
藤
主
将
へ
の
手
紙

二
、
山
手
コ
ー
チ
辞
任
メ
ッ
セ
ー
ジ

一
九
七
一
年

三
、
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
技
術
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
九
七
八
年

四
、
サ
ッ
カ
ー
王
国
を
目
指
し
て

一
九
八
五
年

五
、
ク
ラ
マ
ー
講
習
会
レ
ポ
ー
ト

二
〇
〇
二
年

六
、
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ 

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ
　
創
刊
号
　
（
広
報
誌
寄
稿
文
）

一
九
八
〇
年

七
、
読
売
ク
ラ
ブ
の
サ
ッ
カ
ー
　
〜
総
合
ク
ラ
ブ
を
め
ざ
し
て
〜
　

（
読
売
ク
ラ
ブ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
四
十
周
年
記
念
誌
か
ら
転
載
）
二
〇
〇
九
年

八
、
コ
ー
チ
の
中
の
サ
ッ
カ
ー
風
土
に
出
会
い
に
行
く

栄
光
サ
ッ
カ
ー
部
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
　
相
川
寄
稿
文
　
二
〇
〇
一
年



第
三
部
　
付
録
　
相
川
亮
一
遺
稿
集
（
電
子
版
）

※

　
相
川
は
、
雑
誌
寄
稿
文
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
技
術
レ
ポ
ー
ト
、
コ
ー
チ
ン
グ
日
誌
、
な
ど
多
く
の
原

稿
を
残
し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
分
量
が
多
く
ま
た
独
特
の
難
解
な
表
現
が
随
所
に
あ
り
印
刷
し
た
紙

面
で
は
読
み
に
く
い
た
め
、
一
部
を
抜
粋
し
、
残
り
は
磁
気
媒
体
に
し
て
原
文
資
料
を
多
数
収
録
し
た
。

相
川
亮
一
「
コ
ー
チ
の
目
」
　
電
子
版
　
目
次

編
集
後
記



「
ザ
・
サ
ッ
カ
ー
・
コ
ー
チ
」
の
残
し
た
業
績

サ
ッ
カ
ー
・ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

牛
木
素
吉
郎

相
川
亮
一
は
、
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
・
コ
ー
チ
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、
コ
ー
チ
に
徹
す
る

こ
と
を
生
き
が
い
と
し
た
。
「
サ
ッ
カ
ー
・
コ
ー
チ
そ
の
も
の
」
だ
っ
た
。

そ
のT

h
e

　S
o
c
c
e
r

　C
o
a
c
h
 

が
残
し
た
も
の
を
二
つ
あ
げ
て
み
た
い
。

一
つ
は
、
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
チ
ー
ム
を
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
押
し
上
げ
た
こ
と

で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
デ
ッ
ト
マ
ー
ル
・
ク
ラ
マ
ー
の
「
コ
ー
チ
学
」
を
独
自
の
方
法
で
実
践
し
た

こ
と
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
残
し
て
い
る
。
ユ
ー
ス
年
代
の
ク
ラ
ブ
の
サ
ッ
カ
ー
の
道

を
切
り
開
い
た
こ
と
、
神
奈
川
県
の
高
校
、
ユ
ー
ス
の
指
導
で
実
績
を
残
し
た
こ
と
、
読
売
ク

ラ
ブ
で
女
子
サ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
す
べ
て
は
「
ク
ラ
ブ
の
サ
ッ

カ
ー
」
と
「
ク
ラ
マ
ー
の
サ
ッ
カ
ー
」
の
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
括
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

思
う
。
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■

読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で

読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
「
い
き
さ
つ
」
は
、
『
ク
ラ
ブ
・
サ
ッ
カ
ー
の
始
祖
鳥
、

読
売
ク
ラ
ブ
〜
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
四
〇
年
』
（
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
一
九
六
九
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
、
二
〇
一
〇
年
）
に
相
川
自
身
が
書
き
残
し
て
い
る
。
（
本
書 

資
料
の

32
ペ
ー
ジ
に
再
録
）

読
売
ク
ラ
ブ
と
の
出
会
い
は
偶
然
の
よ
う
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
偶
然
と
は
言
え
な
い
。

一
．
プ
ロ
・
コ
ー
チ
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
　

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
真
ん
中
を
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
境
界
が
走
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
読
売
ク
ラ
ブ
は
東
京
の
ク
ラ
ブ
で
も
あ
り
、
神
奈
川
の
ク
ラ
ブ
で
も
あ
っ
た
。

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
は
創
立
当
初
か
ら
東
京
都
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
登
録
し
、
ユ
ー
ス
・
チ
ー
ム
は
神

奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
登
録
し
て
い
た
。
神
奈
川
県
の
高
校
・
ユ
ー
ス
の
仕
事
を
引
き
受
け

て
い
た
相
川
が
読
売
ク
ラ
ブ
に
現
れ
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。

読
売
ク
ラ
ブ
は
「
将
来
の
プ
ロ
」
を
め
ざ
し
て
い
た
。
当
時
は
日
本
体
育
協
会
の
偏
狭
な

「
ア
マ
チ
ュ
ア
規
程
」
が
加
盟
団
体
を
縛
っ
て
い
て
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
プ
ロ
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
立
場
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
読
売
ク
ラ
ブ
は
、
そ
の
網
の
目
を
か
い
く
ぐ
っ

て
、
実
質
的
に
プ
ロ
化
へ
の
道
を
歩
み
始
め
て
い
た
。

笹
浪
永
光
事
務
局
長
は
選
手
や
コ
ー
チ
に
報
酬
を
支
給
し
て
い
た
。
表
向
き
に
は
名
目
を
つ
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け
、
内
部
的
に
は
公
然
と
規
程
違
反
を
し
て
い
た
。
当
時
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
の
主
流
だ
っ
た

大
学
や
実
業
団
（
企
業
）
の
チ
ー
ム
は
、
そ
う
い
う
読
売
ク
ラ
ブ
を
苦
々
し
く
思
っ
て
い
た
。

相
川
は
早
稲
田
大
学
の
学
生
だ
っ
た
が
体
育
会
系
の
運
動
部
と
は
関
係
が
な
く
、
大
学
選
手

と
し
て
ア
マ
チ
ュ
ア
規
程
に
縛
ら
れ
る
立
場
に
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
欧
州
の
事
情
を
知
っ
て

い
た
か
ら｢
プ
ロ
ア
マ
共
存｣

が
サ
ッ
カ
ー
の
本
来
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
当
初
は
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
程
度
で
あ
っ
た
に
し
ろ｢

プ
ロ
の
コ
ー
チ｣

と
し
て

読
売
ク
ラ
ブ
か
ら
報
酬
を
受
け
る
こ
と
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
、
そ
う
い
う
こ
と
に
理
解
が
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
無
関
心
で

あ
っ
た
こ
と
に
も
助
け
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
読
売
ク
ラ
ブ
と
の
接
触
は
、
相
川
亮
一
の
「
プ
ロ
・
コ
ー
チ
」
と
し
て
の

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

二
．
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
就
任
の
い
き
さ
つ

そ
の
こ
ろ
、
読
売
ク
ラ
ブ
の
監
督
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
（
国
籍
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
の
フ
ラ

ン
ツ
・
フ
ァ
ン
・
バ
ル
コ
ム
だ
っ
た
。
相
川
は
そ
の
下
で
ユ
ー
ス
（
高
校
生
年
代
）
を
担
当
し

て
い
た
。

バ
ル
コ
ム
は
、
コ
ー
チ
と
し
て
の
相
川
の
才
能
を
評
価
し
て
い
て
、
辞
任
す
る
と
き
後
任
に
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相
川
を
推
薦
し
た
。

し
か
し
、
笹
浪
事
務
局
長
は
、
す
ぐ
に
は
相
川
を
監
督
に
し
な
か
っ
た
。

理
由
は
二
つ
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

一
つ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
出
身
の
ジ
ョ
ー
ジ
与
那
城
ら
を
含
む
個
性
の
強
い
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
不
安
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
当
時
の
日
本
リ
ー
グ
を
構
成
し
て
い
た
会
社
チ
ー
ム
の
な
か
で
、
読
売
ク
ラ

ブ
は
白
い
目
で
見
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
風
圧
を
避
け
ら
れ
る
人
物
が
必
要
だ
と
考
え
た
こ

と
で
あ
る
。

そ
こ
で
笹
浪
事
務
局
長
は
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
実
力
者
だ
っ
た
小
野
卓
爾
（
中
央
大
学

監
督
）
に
、
後
任
監
督
の
推
薦
を
依
頼
し
た
。

「
小
野
さ
ん
の
推
薦
で
松
丸
貞
一
さ
ん
に
監
督
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
」

笹
浪
事
務
局
長
が
こ
う
電
話
し
て
き
た
と
き
、
筆
者
（
牛
木
）
は
、
び
っ
く
り
仰
天
し
た
。

読
売
ク
ラ
ブ
の
選
手
た
ち
は
「
個
性
が
強
い
」
と
い
え
ば
聞
こ
え
は
い
い
が
、
当
時
の
日
本

サ
ッ
カ
ー
の
主
流
か
ら
は
「
は
ぐ
れ
者
」
の
集
ま
り
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
い
う
連

中
を
集
め
て
プ
ロ
化
を
目
指
し
て
い
る
チ
ー
ム
に
と
っ
て
は
、
も
っ
と
も
不
向
き
な
監
督
の
よ

う
に
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

松
丸
は
慶
応
大
学
出
身
で
、
一
九
三
四
年
極
東
大
会
の
日
本
代
表
選
手
だ
っ
た
。
ま
た
、
慶
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応
大
学
が
関
東
大
学
リ
ー
グ
で
一
九
三
七
年
か
ら
四
連
覇
し
た
黄
金
時
代
の
監
督
だ
っ
た
。
戦

後
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
常
務
理
事
だ
っ
た
。
経
歴
、
肩
書
と
も
に
重
み
が
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
こ
ろ
は
精
神
力
を
強
調
す
る
話
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
ま
た
慶
応
で
は

ダ
イ
レ
ク
ト
パ
ス
を
つ
な
ぐ
組
織
の
サ
ッ
カ
ー
を
指
導
し
た
と
聞
い
て
い
た
。
読
売
ク
ラ
ブ
に

は
個
人
技
に
こ
だ
わ
る
選
手
が
多
く
、
そ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

松
丸
監
督
が
適
任
だ
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
ま
た
協
会
常
務
理
事
と
し
て
は
審
判
担
当
で
技
術

の
現
場
か
ら
は
離
れ
て
い
た
。
名
門
慶
応
大
学
の
長
老
で
は
あ
る
が
、
日
本
リ
ー
グ
の
運
営
を

し
て
い
る
戦
後
派
の
慶
応
Ｏ
Ｂ
と
は
世
代
が
離
れ
て
い
て
、
影
響
力
が
大
き
い
と
も
思
え
な

か
っ
た
。

筆
者
（
牛
木
）
は
、
松
丸
監
督
案
に
反
対
し
、
相
川
コ
ー
チ
と
コ
ン
ビ
を
組
む
の
に
適
当
な

監
督
を
求
め
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

松
丸
さ
ん
は
監
督
に
就
任
す
る
つ
も
り
で
、
そ
の
こ
ろ
す
で
に
「
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
」
に
様

子
を
見
に
き
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
を
後
に
な
っ
て
知
っ
た
。
松
丸
さ
ん
の
人
柄
の
良
さ

を
知
っ
て
い
る
の
で
、
個
人
的
に
は
、
ま
こ
と
に
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
あ
る
。

三
．
西
邑
監
督
と
の
コ
ン
ビ
で
一
部
昇
格

代
わ
り
の
監
督
候
補
と
し
て
西
邑
（
に
し
む
ら
）
昌
一
を
推
薦
し
、
一
九
七
六
年
か
ら
西
邑
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監
督
、
相
川
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
コ
ン
ビ
が
実
現
し
た
。

西
邑
監
督
を
推
薦
し
た
理
由
は
、
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
経
歴
の
重
み
、

関
西
学
院
の
監
督
と
し
て
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
重
視
の
チ
ー
ム
で
優
勝
し
た
実
績
、

関
学
と
早
大
の
二
つ
の
大
学
出
身
で
関
東
と
関
西
の
両
方
に
顔
が
あ
る
こ
と
、

な
ど
で
あ
る
。

関
西
在
住
だ
っ
た
の
で
「
と
き
ど
き
、
東
京
へ
出
て
き
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
だ
け
で

い
い
か
ら
」
と
話
を
し
て
引
き
受
け
て
も
ら
っ
た
。

サ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
の
自
分
の
考
え
を
、
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
無
理
や
り
押

し
付
け
て
チ
ー
ム
作
り
を
す
る
よ
う
な
指
導
者
で
は
な
か
っ
た
。
選
手
た
ち
の
特
徴
と
相
川

コ
ー
チ
の
立
場
を
理
解
し
た
う
え
で
適
切
な
指
導
が
で
き
る
人
柄
だ
っ
た
。

結
果
と
し
て
、
西
邑
監
督
を
引
っ
張
り
出
し
た
の
は
大
成
功
だ
っ
た
。

「
と
き
ど
き
で
い
い
」
と
頼
ん
だ
の
だ
が
、
毎
週
末
に
東
京
に
出
て
き
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出

た
。し

か
し
、
練
習
も
選
手
起
用
も
相
川
コ
ー
チ
に
任
せ
て
い
た
。
相
川
が
一
人
一
人
の
選
手
の

特
徴
と
自
主
性
を
生
か
し
て
試
合
に
臨
む
の
を
黙
っ
て
見
て
い
た
。
相
川
は
「
今
か
ら
思
う
と

西
邑
さ
ん
な
り
に
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
か
と
思
う
」
と
言
っ
て
い
る
。
だ
が
、
相
川
コ
ー
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チ
の
基
本
的
な
や
り
方
に
口
は
出
さ
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
「
監
督
と
し
て
は
、
な
に
も
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
当
時
の
選
手
も
い
る
。
だ

が
、
ベ
ン
チ
で
観
察
で
き
る
立
場
に
い
た
人
は
「
試
合
運
び
に
つ
い
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

相
川
コ
ー
チ
に
し
て
い
た
」
と
証
言
す
る
。
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
戦
況
が
一
変
し

た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

西
邑
監
督
の
豊
富
な
実
戦
経
験
が
、
相
川
コ
ー
チ
の
持
た
な
い
も
の
を
補
っ
た
。

西
邑 

-
 

相
川
の
コ
ン
ビ
で
読
売
ク
ラ
ブ
は
、
日
本
リ
ー
グ
の
二
部
か
ら
一
部
へ
昇
格
し
、
日

本
の
ト
ッ
プ
へ
の
道
を
登
り
始
め
た
。
西
邑
監
督
が
辞
任
し
た
あ
と
一
九
七
九
年
に
相
川
が
監

督
に
昇
格
し
た
。

公
式
に
監
督
と
し
て
在
任
し
た
期
間
は
四
シ
ー
ズ
ン
だ
が
、
実
質
的
に
は
西
邑
監
督
の
時
代

も
含
め
て
七
シ
ー
ズ
ン
、
読
売
ク
ラ
ブ
の
指
揮
を
と
っ
た
。

西
邑
監
督
の
協
力
と
相
川
コ
ー
チ
の
業
績
は
、
と
も
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■

ク
ラ
マ
ー
の
弟
子
と
し
て

相
川
亮
一
は｢

ク
ラ
マ
ー
の
弟
子｣

を
自
任
し
て
い
た
。
い
ま
、
彼
の
業
績
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
ま
さ
に
、
彼
は
「
ク
ラ
マ
ー
の
弟
子
」
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

相
川
亮
一
は
、
二
つ
の
意
味
で
ク
ラ
マ
ー
の
弟
子
だ
っ
た
。
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一
．
ク
ラ
マ
ー
の
コ
ー
チ
学
を
実
践

第
一
に｢

コ
ー
チ｣

と
し
て
、
ク
ラ
マ
ー
が
教
え
た
考
え
方
と
指
導
法
を
実
践
し
た
。
そ
れ
に

よ
っ
て
主
と
し
て
神
奈
川
と
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
若
い
素
材
を
育
て
た
。

デ
ッ
ト
マ
ー
ル
・
ク
ラ
マ
ー
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
を
指
導
し
た
コ
ー

チ
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
日
本
代
表
チ
ー
ム
強
化
の
た
め
に

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
招
請
し
、
当
時
の
西
ド
イ
ツ
・
サ
ッ
カ
ー
協
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。

ク
ラ
マ
ー
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
チ
ー
ム
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
日
本
で
の
自
分
の
使
命
と
し
て

来
日
し
た
。
そ
の
仕
事
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の
勝
利
と
一
九
六

八
年
メ
キ
シ
コ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
ル
に
な
っ
て
実
っ
た
。

し
か
し
、
ク
ラ
マ
ー
の
最
大
の
功
績
は
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
を
全
面
的
に
、
根
本
か
ら
改
革

し
た
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
、
コ
ー
チ
が
指
導
す
る
方
法
、
い
わ
ば｢

コ
ー
チ
学｣

を
教
え
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
の
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
は
世
界
の
レ
ベ
ル
か
ら
大
き
く
遅
れ
て
い
た
の
で
、
ト
ッ
プ

の
代
表
選
手
を
指
導
す
る
だ
け
で
は
、
大
き
な
進
歩
は
望
め
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
技
術
や
戦
術
を
直
接
指
導
す
る
だ
け
で
な
く
、
コ
ー
チ
が
指
導
す
る
方
法
、

い
わ
ば｢

コ
ー
チ
学｣

を
教
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
日
本
で
は
考
え
ら
れ
て
い
な
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か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

ク
ラ
マ
ー
の
「
コ
ー
チ
学
」
は
協
会
の
コ
ー
チ
ン
グ
・
コ
ー
ス
（
講
習
会
）
を
通
じ
て
、
あ

る
い
は
協
会
の
機
関
誌
や
専
門
誌
を
通
じ
て
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
全
国
に
広
ま
っ
た
。

し
か
し
、
多
く
の
理
解
は｢

表
面
的｣

だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
正
確
に
パ
ス
を
つ
な
ぐ
た
め
に

ク
ラ
マ
ー
が
イ
ン
サ
イ
ド
キ
ッ
ク
を
指
導
す
る
と
、
イ
ン
サ
イ
ド
キ
ッ
ク
の
重
要
性
だ
け
が
強

調
さ
れ
た
。

相
川
亮
一
の
理
解
は
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
が
ボ
ー
ル
を
扱
う
ス
ポ
ー
ツ
で
あ

り
、
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぐ
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
相
手
の
ゴ
ー
ル
を
陥
れ
味
方
の
ゴ
ー
ル
を
守
る
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
実
際
的
な
方
法
と
し
て
ク
ラ
マ
ー
の

「
コ
ー
チ
学
」
を
実
践
し
た
。

ク
ラ
マ
ー
の｢

コ
ー
チ
学｣

の
本
質
を
理
解
し
た
実
践
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
し
、
ク

ラ
マ
ー
の｢

コ
ー
チ
学｣

を
超
え
た
指
導
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
神
奈
川
か
ら
も
、
読
売
ク
ラ
ブ
か
ら
も
、
多
く
の
す
ぐ
れ
た
プ
レ
ー
ヤ
ー

を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

二
、
サ
ッ
カ
ー
の
構
造
改
革

ク
ラ
マ
ー
の
業
績
を
詳
細
に
取
材
し
た
中
条
一
雄
の
『
デ
ッ
ト
マ
ー
ル
・
ク
ラ
マ
ー
、
日
本
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サ
ッ
カ
ー
改
革
論
』
（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
二
〇
〇
八
年
）
を
読
め
ば
、
ク
ラ

マ
ー
自
身
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
チ
ー
ム
の
強
化
を
自
分
の
業
績
と
し
て
第
一
に
評
価
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
ク
ラ
マ
ー
が
日
本
に
残
し
た
業
績
と
し
て
は｢

日
本
サ
ッ
カ
ー
の
構
造
改
革｣

の
提

案
の
ほ
う
が
、
よ
り
重
要
だ
と
思
う
。

一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
っ
た
あ
と
、
ク
ラ
マ
ー
は
日
本
を
去
る
に
あ
た
っ

て
「
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
の
た
め
の
提
言
」
を
残
し
た
。
そ
れ
は｢

日
本
サ
ッ
カ
ー
の
構
造
改
革｣

の
提
案
だ
っ
た
。
そ
の
重
要
な
考
え
方
の
一
つ
は
「
ク
ラ
ブ
組
織
」
で
あ
る
。

単
一
の
企
業
の
会
社
員
に
よ
る｢

実
業
団
チ
ー
ム｣

と
、
単
一
の
大
学
の
学
生
だ
け
に
よ
る｢

大

学
チ
ー
ム｣

が
、
当
時
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
中
心
だ
っ
た
。
ク
ラ
マ
ー
は
、
社
員
や
学
生
と
い
う

「
身
分
」
を
超
え
た
チ
ー
ム
、
あ
る
い
は
大
学
生
や
社
会
人
と
い
う
「
年
齢
」
を
超
え
た
チ
ー

ム
の
在
り
方
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
は
欧
米
で
は
ふ
つ
う
の
「
ク
ラ
ブ
」
の
サ
ッ
カ
ー
で
あ
る
。

ク
ラ
マ
ー
構
造
改
革
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
柱
は
「
リ
ー
グ
組
織
」
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
、
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
支
え
て
い
た
の
は
、
実
業
団
（
企
業
）
チ
ー
ム
と
大

学
チ
ー
ム
だ
っ
た
。
こ
の
二
つ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
グ
ル
ー
プ
で
試
合
を
し
て
い
た
。
「
高
い

レ
ベ
ル
同
士
の
試
合
が
で
き
な
い
の
は
不
合
理
」
と
い
う
の
が
ク
ラ
マ
ー
の
考
え
だ
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
こ
ろ
の
大
会
は
短
期
（
一
週
間
程
度
）
の
勝
ち
抜
き
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
中
心
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だ
っ
た
。
「
一
回
戦
で
負
け
た
チ
ー
ム
は
一
試
合
し
か
チ
ャ
ン
ス
な
い
の
は
不
合
理
」
と
い
う

の
が
ク
ラ
マ
ー
の
主
張
だ
っ
た
。

簡
潔
に
い
え
ば
「
同
じ
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
に
よ
る
、
リ
ー
グ
戦
（
総
当
た
り
）
方
式
の
導

入
」
が
ク
ラ
マ
ー
改
革
の
考
え
方
の
基
本
だ
っ
た
。

相
川
は
、
こ
の
考
え
を
読
売
ク
ラ
ブ
と
神
奈
川
の
ユ
ー
ス
で
実
行
し
よ
う
と
考
え
た
。

一
つ
は
、
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
全
国
大
会
の
開
催
で
あ
る
。

一
七
歳
以
下
の
チ
ー
ム
の
全
国
大
会
と
し
て
高
校
チ
ー
ム
の
大
会
は
あ
る
。
し
か
し
、
読
売

ク
ラ
ブ
の
ユ
ー
ス
・
チ
ー
ム
は
、
同
じ
年
代
だ
が
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
る
大
会
が
な
い
。
そ

う
で
あ
れ
ば
、
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
の
大
会
を
自
力
で
作
ろ
う
と
考
え
て
実
行
し
た
。

リ
ー
グ
組
織
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
で
、
高
校
と
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
を
考
え

た
。
多
く
の
チ
ー
ム
が
、
日
常
的
に
試
合
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
、
ク
ラ
マ
ー
の
「
構
造
改
革
」
を
、
自
分
の
足
元
の
実
情
に
合
わ
せ
て
実
行
し
た

こ
と
で
あ
る
。
技
術
や
戦
術
だ
け
で
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
組
織
の
構
造
改
革
を
実
行
し
た
と
こ
ろ

に
相
川
の
「
ク
ラ
マ
ー
の
弟
子
」
と
し
て
の
優
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
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◇
相
川
亮
一
の
仕
事
は
、
関
係
者
以
外
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
当
時
は
、
そ
れ
ほ
ど

評
価
も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
九
八
〇
年
代
ま
で
は
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
を
動
か
し
て
い
た
の
は
、
主
と
し
て
伝
統
の
あ

る
大
学
サ
ッ
カ
ー
の
出
身
の
元
名
選
手
だ
っ
た
か
ら
、
大
学
体
育
会
系
サ
ッ
カ
ー
部
の
出
身
で

な
く
、
名
選
手
で
も
な
か
っ
た
相
川
の
仕
事
を
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
主
流
は
認
め
た
く
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
・
コ
ー
チ
と
し
て
、
相
川
の
生
き
る
道
は
、
学
校
や
会
社
の
チ
ー
ム
に
は

な
か
っ
た
。
「
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
創
設
さ
れ
た
「
読
売
ク
ラ
ブ
」
に
し
か
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
読
売
ク
ラ
ブ
は｢

反
主
流｣

で
あ
り
、
相
川
亮
一
も｢

反
主
流｣

だ
っ
た
。
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二
〇
年
か
三
〇
年
早
か
っ
た

元
フ
ジ
タ
監
督
、
元
日
本
代
表
監
督

Ｆ
Ｃ
東
京
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

石
井
義
信

私
は
一
九
七
五
年
か
ら
八
〇
年
ま
で
日
本
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
Ｊ
Ｓ
Ｌ
）
一
部
の
フ
ジ
タ
で

監
督
を
務
め
、
八
一
年
か
ら
八
五
年
ま
で
は
Ｊ
Ｓ
Ｌ
の
常
任
運
営
委
員
と
い
う
立
場
だ
っ
た
。

名
目
上
の
監
督
は
関
西
在
住
の
西
邑
昌
一
さ
ん
だ
っ
た
も
の
の
、
実
質
的
に
は
七
六
年
か
ら
読

売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
監
督
と
な
り
、
七
八
年
の
一
部
昇
格
を
経
て
八
二
年
の
シ
ー
ズ
ン
ま
で

指
揮
を
と
っ
た
相
川
く
ん
と
は
、
「
ラ
イ
バ
ル
監
督
」
と
い
う
立
場
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

私
の
在
任
中
、
フ
ジ
タ
は
七
七
年
と
七
九
年
に
Ｊ
Ｓ
Ｌ
で
優
勝
を
果
た
し
た
。
七
七
年
は
ブ

ラ
ジ
ル
人
コ
ン
ビ
の
マ
リ
ー
ニ
ョ
と
カ
ル
バ
リ
オ
を
軸
に
一
八
試
合
で
六
四
得
点
（
Ｊ
Ｓ
Ｌ
記

録
）
と
い
う
破
壊
的
な
得
点
力
で
勝
っ
た
が
、
読
売
ク
ラ
ブ
が
一
部
に
昇
格
し
、
力
を
つ
け
て

き
た
七
九
年
の
優
勝
は
、
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
チ
ー
ム
に
で
き
て
い
な
け
れ
ば
達
成
さ
れ

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
読
売
ク
ラ
ブ
の
成
長
は
急
激
だ
っ
た
。

当
時
の
読
売
ク
ラ
ブ
に
は
、
個
人
的
な
能
力
が
高
く
、
理
屈
で
は
抑
え
ら
れ
な
い
選
手
が
た

く
さ
ん
い
た
。
そ
う
し
た
選
手
が
ひ
と
り
な
ら
抑
え
る
の
は
可
能
だ
。
し
か
し
何
人
も
い
る
と
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非
常
に
や
っ
か
い
だ
。
ジ
ョ
ー
ジ
与
那
城
、
ラ
モ
ス
、
ジ
ャ
イ
ロ
、
小
見
幸
隆
、
岡
島
俊
樹
、

橋
本
好
章
、
戸
塚
哲
也
…
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
の
育
ち
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
本
当
に
や
り
に
く

か
っ
た
。
た
し
か
こ
の
年
、
読
売
ク
ラ
ブ
は
Ｊ
Ｓ
Ｌ
カ
ッ
プ
を
取
っ
た
と
思
う
。

外
か
ら
見
て
い
て
、
こ
う
し
た
選
手
を
使
っ
て
戦
っ
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
と
同

時
に
、
「
読
売
ク
ラ
ブ
の
監
督
だ
け
は
絶
対
に
や
り
た
く
な
い
」
と
も
考
え
て
い
た
。
個
性
的

な
選
手
た
ち
は
、
監
督
に
と
っ
て
頼
り
に
な
る
と
と
も
に
、
非
常
に
難
し
い
存
在
で
も
あ
る
か

ら
だ
。

当
時
の
フ
ジ
タ
に
も
う
る
さ
い
選
手
は
い
た
。
今
井
敬
三
、
古
前
田
充
、
マ
リ
ー
ニ
ョ
、
カ

ル
バ
リ
オ
…
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
サ
ッ
カ
ー
哲
学
」
と
い
っ
た
も
の
を
も
っ
て
い
て
実
力
も
あ
っ

た
か
ら
、
戦
術
な
ど
に
つ
い
て
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
意
見
を
言
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
な
ん
と
か

説
得
し
て
プ
レ
ー
さ
せ
る
こ
と
が
監
督
と
し
て
の
私
の
仕
事
で
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
読
売
ク
ラ
ブ
の
場
合
、
う
る
さ
い
選
手
が
フ
ジ
タ
以
上
に
た
く
さ
ん
い
て
、
し
か

も
大
学
ま
で
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
た
選
手
な
ど
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
況
だ
っ
た
か
ら

「
体
育
会
」
的
な
上
下
関
係
も
な
く
、
そ
の
大
変
さ
は
、
私
な
ど
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
だ
っ
た

に
違
い
な
い
。
そ
ん
な
チ
ー
ム
を
実
質
的
に
七
シ
ー
ズ
ン
も
率
い
て
き
た
と
い
う
事
実
だ
け
で

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
と
し
て
の
相
川
く
ん
の
力
は
十
二
分
に
証
明
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
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Ｊ
Ｓ
Ｌ
を
中
心
と
す
る
当
時
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
監
督
た
ち
は
、
Ｊ
リ
ー

グ
時
代
の
今
日
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
い
た
。
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
な
ど
な
く
、
選
手
を
引
退
し

た
人
が
指
導
者
に
な
り
、
監
督
と
な
る
の
が
普
通
だ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
う
い
う
形
で
あ
れ
ば
、

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
と
し
て
の
説
得
力
と
は
、
選
手
時
代
の
実
績
と
ほ
と
ん
ど
イ
コ
ー
ル
に
な
る
。

日
本
代
表
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
…
。
そ
の
な
か
で
相
川
く
ん
は
ま
っ
た
く
異
質
だ
っ
た
。

相
川
く
ん
が
正
式
に
読
売
ク
ラ
ブ
の
監
督
と
し
て
登
録
さ
れ
た
七
九
年
の
他
チ
ー
ム
の
監
督

の
顔
ぶ
れ
を
見
て
み
よ
う
。

三
菱
は
横
山
謙
三
。
立
教
大
卒
で
、
東
京
、
メ
キ
シ
コ
両
五
輪
の
正
Ｇ
Ｋ
。
古
河
は
鎌
田
光

夫
。
中
央
大
卒
で
、
こ
れ
も
東
京
、
メ
キ
シ
コ
の
両
五
輪
に
出
場
、
ス
イ
ー
パ
ー
と
し
て
活
躍

し
た
。
ヤ
ン
マ
ー
は
釜
本
邦
茂
。
早
稲
田
大
卒
、
東
京
、
メ
キ
シ
コ
の
両
五
輪
に
出
場
し
、
メ

キ
シ
コ
で
は
得
点
王
。
東
洋
工
業
は
小
城
得
達
。
中
央
大
卒
で
、
こ
れ
も
東
京
・
メ
キ
シ
コ
両

五
輪
で
中
心
的
存
在
だ
っ
た
。
日
立
は
野
村
六
彦
。
中
央
大
卒
で
、
五
輪
出
場
経
験
は
な
い
が

代
表
歴
は
あ
り
、
第
一
回
Ｊ
Ｓ
Ｌ
（
六
五
年
）
の
得
点
王
。
新
日
鉄
は
宮
本
輝
紀
。
こ
れ
は
大

卒
で
は
な
か
っ
た
が
、
東
京
と
メ
キ
シ
コ
の
両
五
輪
で
活
躍
し
て
い
る
。
日
本
鋼
管
は
上
田
稔
。

代
表
歴
は
な
い
が
、
京
都
の
山
城
高
校
か
ら
関
大
と
サ
ッ
カ
ー
の
名
門
で
プ
レ
ー
し
、
鋼
管
で

も
守
備
の
中
心
と
し
て
Ｊ
Ｓ
Ｌ
で
長
く
活
躍
し
た
人
。
日
産
が
加
茂
周
。
代
表
歴
は
な
い
が
、
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名
門
関
学
卒
で
、
ヤ
ン
マ
ー
に
在
籍
し
、
初
期
の
Ｊ
Ｓ
Ｌ
で
プ
レ
ー
し
た
。
そ
し
て
フ
ジ
タ
が

私
。
大
卒
で
は
な
く
、
東
洋
工
業
に
在
籍
し
、
初
期
の
Ｊ
Ｓ
Ｌ
で
３
シ
ー
ズ
ン
プ
レ
ー
し
て
引

退
し
た
。
た
だ
、
代
表
に
は
選
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
な
か
で
少
し
異
質
だ
っ
た
の
は
、
加
茂
と
私
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
加
茂
は
「
選
手
と
し
て

実
績
は
な
く
て
も
、
コ
ー
チ
と
し
て
日
本
一
に
な
り
た
い
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
も
っ
て
い

た
。
私
に
は
「
体
育
会
」
的
な
先
輩
後
輩
の
人
間
関
係
の
意
識
が
薄
く
、
「
全
方
位
」
で
人
づ

き
あ
い
が
で
き
る
立
場
だ
っ
た
。
東
洋
工
業
の
サ
ッ
カ
ー
部
か
ら
引
退
し
た
後
、
藤
和
不
動
産

か
ら
熱
心
に
誘
わ
れ
て
新
し
く
つ
く
ら
れ
た
サ
ッ
カ
ー
部
の
コ
ー
チ
に
就
任
し
た
（
そ
の
藤
和

不
動
産
が
後
に
フ
ジ
タ
と
な
る
）
。
加
茂
も
ヤ
ン
マ
ー
か
ら
日
産
に
移
っ
た
が
、
当
時
と
し
て

は
非
常
に
珍
し
い
例
だ
っ
た
。
当
時
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
「
主
流
」
か
ら
す
れ
ば
、
加
茂
や
私

は
、
後
の
相
川
く
ん
の
よ
う
に
見
え
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
相
川
く
ん
の
「
異
質
」
ぶ
り
は
群
を
抜
い
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
プ
レ
ー
歴
は

あ
り
、
高
校
選
手
権
に
も
出
場
し
た
と
い
う
が
、
Ｊ
Ｓ
Ｌ
は
お
ろ
か
、
現
在
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
た
大
学
リ
ー
グ
で
の
プ
レ
ー
経
験
も
な
い
。
デ
ッ
ト
マ
ー
ル
・
ク
ラ

マ
ー
さ
ん
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
た
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ー
チ
ン
グ
コ
ー
ス
で
の
経
験
と
、
自
ら
の
勉

強
、
研
究
だ
け
で
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
リ
ー
グ
に
挑
ん
だ
の
だ
か
ら
。
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私
が
「
面
倒
な
チ
ー
ム
」
の
監
督
を
退
き
、
Ｊ
Ｓ
Ｌ
の
常
任
運
営
委
員
に
な
っ
て
一
年
目
の

八
一
年
、
フ
ジ
タ
と
読
売
ク
ラ
ブ
が
優
勝
を
か
け
て
最
終
節
で
対
戦
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ

た
。
会
場
は
名
古
屋
の
瑞
穂
球
技
場
。
勝
ち
点
差
２
で
フ
ジ
タ
が
リ
ー
ド
し
て
い
た
が
、
得
失

点
差
は
フ
ジ
タ
が
＋
17
で
読
売
ク
ラ
ブ
が
＋
16
。
総
得
点
は
読
売
ク
ラ
ブ
が
圧
倒
的
に
リ
ー
ド

し
て
い
た
。
読
売
ク
ラ
ブ
は
１
点
差
で
も
勝
て
ば
逆
転
優
勝
と
い
う
、
相
川
く
ん
時
代
の
読
売

ク
ラ
ブ
が
最
も
優
勝
に
迫
っ
た
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
。

力
と
し
て
も
、
読
売
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
て
お
か
し
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
相
川
く
ん
と
読
売

ク
ラ
ブ
に
と
っ
て
は
運
も
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
フ
ジ
タ
が
全
員
守
備
で
か
ろ
う
じ
て
０
対
０

の
引
き
分
け
に
持
ち
込
み
、
三
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

現
在
の
Ｊ
リ
ー
グ
の
監
督
で
相
川
く
ん
と
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
の
は
、
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー

ジ
ャ
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
、
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
な
ど
の
監
督
を
歴
任
し
、
二
〇
一
一
年
に
は

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
を
率
い
て
い
る
三
浦
俊
也
く
ん
だ
。
三
浦
く
ん
も
選
手
と
し
て
の
経
歴

は
相
川
く
ん
程
度
で
、
ド
イ
ツ
で
勉
強
し
、
Ｊ
リ
ー
グ
で
も
理
論
家
と
し
て
知
ら
れ
る
監
督
と

な
っ
た
。

し
か
し
一
九
八
〇
年
代
は
じ
め
の
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
界
に
は
、
相
川
く
ん
や
現
在
の
三
浦
く

ん
の
よ
う
な
「
異
質
」
を
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
る
空
気
は
な
か
っ
た
。
Ｊ
Ｓ
Ｌ
の
監
督
会
議
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で
は
、
た
と
え
ば
釜
本
が
話
し
始
め
る
と
、
誰
も
異
論
を
は
さ
む
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
。
そ
こ

に
は
体
育
会
的
な
上
下
関
係
が
厳
然
と
存
在
し
て
い
た
。
相
川
く
ん
が
監
督
会
議
に
出
て
も
、

他
の
監
督
た
ち
は
ほ
ど
ん
ど
無
視
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

現
在
、
三
浦
く
ん
が
活
躍
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
相
川
く
ん
は
二
〇
年
か
三
〇
年
早
か
っ

た
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
い
ま
な
ら
、
彼
の
能
力
が
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
チ
ー
ム
の
指
導
で
も
っ

と
も
っ
と
生
か
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
メ
デ
ィ
ア
と
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
対
立
し
た
か

も
し
れ
な
い
が
…
。

八
二
年
の
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
、
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
グ
運
営
委
員
を
さ

れ
て
い
た
下
条
英
夫
さ
ん
と
い
う
人
か
ら
電
話
を
も
ら
っ
た
。
当
時
の
私
は
七
人
の
Ｊ
Ｓ
Ｌ
常

任
運
営
委
員
の
ひ
と
り
と
し
て
、
中
立
の
立
場
に
あ
っ
た
。

「
う
ち
の
相
川
が
サ
ッ
カ
ー
界
の
人
と
つ
き
あ
わ
ず
、
孤
立
し
た
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
い

ち
ど
話
を
し
て
や
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」

そ
ん
な
内
容
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
快
諾
し
た
。

下
条
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
、
相
川
く
ん
が
千
駄
ヶ
谷
の
フ
ジ
タ
本
社
に
や
っ
て
き
た
の
は
、

八
二
年
の
暮
れ
の
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
う
。

そ
の
と
き
何
を
話
し
た
の
か
、
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
。
釜
本
な
ど
気
に
せ
ず
に
、
気
楽
に
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話
し
た
ほ
う
が
い
い
よ
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

当
時
、
監
督
会
議
が
あ
る
と
、
相
川
く
ん
は
か
な
ら
ず
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
姿
の
ま
ま
や
っ
て
き

た
。
そ
れ
が
プ
ロ
コ
ー
チ
と
し
て
の
「
仕
事
着
」
で
、
指
導
現
場
か
ら
会
議
の
時
間
に
間
に
合

う
よ
う
飛
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
が
、
他
の
チ
ー
ム
の
監
督
た
ち
は
（
大
半
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な

の
だ
か
ら
当
然
だ
っ
た
が
）
、
当
然
の
よ
う
に
背
広
、
ネ
ク
タ
イ
姿
で
、
相
川
く
ん
は
服
装
で

も
異
質
だ
っ
た
。

「
服
装
な
ん
て
ど
う
で
も
い
い
こ
と
だ
け
ど
、
み
ん
な
が
そ
う
し
て
い
る
な
ら
、
同
じ
よ
う

に
し
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
」

そ
ん
な
話
を
し
た
こ
と
だ
け
は
、
不
思
議
に
よ
く
覚
え
て
い
る
。

「
で
き
る
だ
け
努
力
し
て
、
と
け
込
む
よ
う
に
し
ま
す
」

言
葉
少
な
に
話
を
聞
い
て
い
た
相
川
く
ん
は
、
最
後
に
と
つ
と
つ
と
そ
う
語
っ
た
。
だ
が
新

し
い
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
前
に
監
督
を
辞
任
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
何
度
も
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
対
戦
し
、
間
違
い
な
く
才
能
あ
る
コ
ー
チ
だ
っ
た

相
川
く
ん
と
会
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
、
八
二
年
暮
れ
、
フ
ジ
タ
本
社
の
応
接
室
が
最
後
だ
っ

た
。
だ
か
ら
相
川
く
ん
に
つ
い
て
は
「
若
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
く
、
六
四
歳
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
愕
然
と
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
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◇

石
井
義
信
（
い
し
い
・
よ
し
の
ぶ
）

　
一
九
三
九
年
三
月
一
三
日
生
ま
れ
、
広
島
県
福
山
市
出
身
。
県
立
福
山
葦
陽
高
校
か
ら
一
九
五
七
年
に
東
洋
工
業

に
入
社
、
サ
ッ
カ
ー
部
で
活
動
。
一
九
六
二
年
に
日
本
代
表
に
選
ば
れ
、
Ａ
代
表
一
試
合
。
六
五
年
に
始
ま
っ
た
日

本
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
で
は
六
七
年
ま
で
プ
レ
ー
、
Ｍ
Ｆ
と
し
て
三
年
連
続
優
勝
に
貢
献
。
引
退
後
、
六
八
年
に
藤
和

不
動
産
（
後
の
フ
ジ
タ
）
に
コ
ー
チ
兼
選
手
と
し
て
移
籍
、
七
五
年
に
監
督
と
な
る
。
七
七
年
、
七
九
年
に
日
本

リ
ー
グ
優
勝
、
八
一
年
か
ら
八
五
年
ま
で
は
日
本
リ
ー
グ
の
常
任
運
営
委
員
、
八
六
年
〜
八
七
年
に
か
け
て
日
本
代

表
監
督
。
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
で
は
最
終
予
選
に
ま
で
進
ん
だ
。
二
〇
〇
一
年
以
来
Ｆ
Ｃ
東
京
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
技
術
委
員
も
務
め
る
。
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ア
イ
カ
ワ
は
、
日
本
人
と
し
て
は
変
わ
っ
て
い
る
方
な
の
か
？

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ

元
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
コ
ー
チ
、
　
神
奈
川
県
立
湘
南
高
校
卒
業
生

湯
浅
健
二

「
ま
あ
・
・
見
方
に
も
よ
り
ま
す
が
、
た
し
か
に
、
日
本
的
な
枠
組
み
か
ら
は
、
ち
ょ
っ
と

は
み
出
し
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
・
・
」

何
年
か
前
、
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
で
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
国
際
会
議
で
の
こ
と
。

ド
イ
ツ
（
プ
ロ
）
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
連
盟
が
主
催
し
、
毎
年
七
月
に
行
わ
れ
る
世
界
規
模
の
情

報
交
流
イ
ヴ
ェ
ン
ト
で
あ
る
。
私
も
毎
回
招
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
と
き
は
、
デ
ッ
ト

マ
ー
ル
・
ク
ラ
ー
マ
ー
も
出
席
し
て
い
た
。

久
し
ぶ
り
の
再
会
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
兼
ね
て
ホ
テ
ル
の
部
屋
を
尋
ね
、
サ
ッ
カ
ー
談
義
に

花
を
咲
か
せ
た
。
そ
こ
で
、
冒
頭
の
よ
う
に
、
相
川
亮
一
さ
ん
も
話
題
の
テ
ー
ブ
ル
に
の
っ
た

と
い
う
わ
け
だ
。
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「
ア
イ
カ
ワ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
は
、
と
て
も
優
れ
て
い
る
と
思
う
。
彼
と
は
、
私
が
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
務
め
た
イ
ラ
ン
で
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
初
め
て
会
っ
た

の
だ
が
、
常
に
進
歩
の
ヒ
ン
ト
を
探
し
つ
づ
け
る
積
極
的
な
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。
と
に
か
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
質
問
を
ぶ
つ
け
て
く
る
ん
だ
よ
。

そ
の
質
問
は
、
お
し
な
べ
て
高
度
な
モ
ノ
だ
っ
た
。
こ
ち
ら
は
、
質
問
の
内
容
や
、
そ
の
し
ゃ

べ
り
方
な
ど
で
相
手
を
判
断
す
る
わ
け
だ
が
、
明
ら
か
に
彼
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
っ
た
な
。
ま

た
一
人
の
受
講
生
と
し
て
周
り
の
仲
間
を
う
ま
く
ま
と
め
る
な
ど
、
オ
レ
の
仕
事
を
助
け
て
く

れ
も
し
た
。
懐
か
し
い
な
・
・
」

そ
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
こ
と
は
、
私
も
相
川
さ
ん
か
ら
聞
い
て
い
た
。

「
オ
レ
は
、
ク
ラ
ー
マ
ー
か
ら
、
コ
ー
チ
と
し
て
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
重
要
性
を
学
ん

だ
と
思
う
。
人
を
引
っ
張
っ
て
い
く
チ
カ
ラ
・
・
。
ま
あ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
も
い
え
る
か

な
。
一
度
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
食
堂
で
の
こ
と
だ
け
れ
ど
、
受
講
生
全
員
が
そ
ろ
っ
て
ラ

ン
チ
を
取
っ
て
い
た
と
き
、
ク
ラ
ー
マ
ー
が
連
絡
事
項
を
伝
え
る
た
め
に
食
堂
ホ
ー
ル
に
入
っ

て
き
た
。
そ
の
と
き
の
こ
と
だ
。
ま
あ
皆
が
、
あ
れ
は
変
な
ヤ
ツ
だ
よ
な
〜
・
・
な
ん
て
感
じ
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て
い
た
あ
る
受
講
生
が
、
雑
談
を
止
め
な
か
っ
た
ん
だ
よ
」

そ
こ
で
一
度
、
懐
か
し
く
思
い
出
す
よ
う
に
言
葉
を
切
っ
た
相
川
さ
ん
が
つ
づ
け
た
。
「
そ

の
と
き
だ
っ
た
。
ま
さ
に
カ
ミ
ナ
リ
の
よ
う
な
大
声
が
ホ
ー
ル
に
響
き
わ
た
っ
た
ん
だ
。

『
シ
ャ
ッ
ト
・
ア
ッ
プ
ッ
！
！
』
っ
て
ね
。
も
ち
ろ
ん
ク
ラ
ー
マ
ー
が
ブ
チ
か
ま
し
た
わ
け
だ

け
れ
ど
、
そ
の
後
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
ん
だ
。
次
の
瞬
間
に
は
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う

に
、
例
の
低
い
声
で
、
そ
れ
も
ゆ
っ
く
り
と
、
連
絡
事
項
を
伝
え
、
ス
タ
ス
タ
と
ホ
ー
ル
か
ら

出
て
い
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
。
い
や
、
ホ
ン
ト
、
い
ま
思
い
出
し
て
も
爽
快
な
体
感
だ
っ
た

ね
」も

ち
ろ
ん
サ
ッ
カ
ー
の
戦
術
や
コ
ー
チ
ン
グ
の
学
習
が
メ
イ
ン
だ
っ
た
と
は
い
え
、
相
川
さ

ん
は
、
そ
ん
な
「
成
文
の
コ
ン
テ
ン
ツ
」
と
は
全
く
次
元
の
違
う
「
心
理
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」

の
根
源
的
な
フ
ァ
ク
タ
ー
を
も
、
し
っ
か
り
と
感
じ
取
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
と
し
て
の
優
れ
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
。

私
が
、
ド
イ
ツ
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
養
成
コ
ー
ス
で
勉
強
し
て
い
た
と
き
も
そ
う
だ
っ
た
。
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「
成
文
」
の
方
は
、
そ
こ
そ
こ
に
、
「
時
間
外
」
で
交
わ
さ
れ
る
元
プ
ロ
選
手
や
現
役
プ
ロ

コ
ー
チ
連
中
と
の
様
々
な
タ
イ
プ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
こ
そ
が
、
私
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い

学
習
機
会
だ
っ
た
。
そ
う
・
・
「
行
間
」
の
情
報
収
集
。

コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
は
単
な
る
「
形
式
的
な
機
会
」
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
は
、
自

分
主
体
の
（
本
物
の
）
学
習
能
力
が
問
わ
れ
る
。
積
極
的
に
考
え
つ
づ
け
、
勇
気
を
も
っ
て
決

断
し
、
実
行
し
て
い
く
チ
カ
ラ
こ
そ
が
問
わ
れ
る
の
だ
。
私
は
、
そ
の
こ
と
を
相
川
さ
ん
か
ら

学
ん
だ
と
思
う
。

相
川
さ
ん
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
忘
れ
も
し
な
い
、
横
浜
の
「
国
際
ス
ポ
ー
ツ
」
を
尋
ね

た
と
き
の
こ
と
だ
っ
た
。
私
の
湘
南
高
校
時
代
の
恩
師
、
鈴
木
中
先
生
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。
早

稲
田
大
学
の
政
経
学
部
と
い
う
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
卒
業
し
た
相
川
さ
ん
。
で
も
、
そ
ん
な
学

歴
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
ど
な
く
、
す
ぐ
に
、
自
分
は
プ
ロ
コ
ー
チ
に
な
る
と
宣
言
し
、
（
日
本

的
に
言
う
！
？
）
ヤ
ク
ザ
の
道
を
突
き
進
ん
だ
。
そ
ん
な
彼
は
、
当
時
の
私
の
目
に
も
、
と
て

も
魅
力
的
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
映
っ
た
。
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彼
と
は
、
色
々
な
テ
ー
マ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
交
わ
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
が
（
実

際
に
は
、
様
々
な
テ
ー
マ
を
ブ
チ
か
ま
さ
れ
、
い
つ
も
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
た
！
？
）
、

そ
れ
ら
全
て
の
テ
ー
マ
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
型
に
は
ま
ら
な
い
・
・
型
に
は
め
ら
れ
な

い
・
・
と
い
う
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
う
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
と
し
て
の

独
立
性
、
独
自
性
・
・
。

そ
の
後
わ
た
し
は
、
ド
イ
ツ
へ
サ
ッ
カ
ー
留
学
し
、
深
い
、
深
〜
い
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
つ
づ
け
た
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
初
め
て
、
相
川
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
「
自
分
が
囚
わ
れ

て
い
る
枠
組
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
の
重
要
性
を
体
感
し
は
じ
め
た
と
思
う
。

私
が
、
ド
イ
ツ
の
国
家
試
験
に
合
格
し
、
ド
イ
ツ
サ
ッ
カ
ー
協
会
公
認
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

コ
ー
チ
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
た
の
は
一
九
八
一
年
の
こ
と
。
と
は
い
っ
て
も
、
当
時
の
日
本

に
プ
ロ
コ
ー
チ
と
し
て
の
仕
事
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
い
。
そ
ん
な
折
、
ド
イ
ツ
語
の
技
術
翻
訳

な
ど
で
細
々
と
生
計
を
立
て
て
い
た
私
に
、
相
川
さ
ん
が
声
を
掛
け
て
く
れ
た
。
読
売
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
の
職
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
だ
。
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最
初
は
サ
テ
ラ
イ
ト
チ
ー
ム
の
監
督
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
後
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
も
受
け
持

ち
、
最
終
的
に
は
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
監
督
に
招
聘
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
プ
ロ
コ
ー
チ
、
ル

デ
ィ
ー
・
グ
ー
テ
ン
ド
ル
フ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
一
九
八
六
年
ま
で
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ

ブ
に
在
籍
し
た
。

そ
の
間
、
私
を
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
引
っ
張
っ
て
く
れ
た
相
川
さ
ん
は
、
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
の
監
督
を
辞
し
、
ク
ラ
ブ
を
去
っ
た
。
と
て
も
潔
い
態
度
だ
っ
た
。
そ
ん
な
、
プ
ロ
の
仕
事

人
（
相
川
亮
一
の
美
学
！
？
）
と
し
て
の
基
本
的
な
生
き
様
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
保
守
的
な

日
本
サ
ッ
カ
ー
界
か
ら
見
れ
ば
「
は
ぐ
れ
者
」
が
多
か
っ
た
当
時
の
選
手
た
ち
を
、
「
正
し
い

プ
ロ
の
方
向
」
へ
ド
ラ
イ
ブ
で
き
た
の
だ
と
思
う
。

日
本
サ
ッ
カ
ー
を
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
へ
脱
皮
さ
せ
る
と
い
う
大
志
半
ば
に
し
て
読
売
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
を
去
っ
た
相
川
亮
一
さ
ん
。
そ
の
こ
と
で
、
目
的
を
成
就
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
が
少

し
後
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
、
彼
の
為
し
た
「
仕
事
」
が
、

「
Ｊ
」
開
幕
当
初
に
プ
ロ
集
団
と
し
て
抜
群
の
存
在
感
を
発
揮
し
た
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
川
崎
の
重
要

な
礎
に
な
っ
た
こ
と
は
確
か
な
事
実
だ
っ
た
。
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た
し
か
に
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
カ
タ
チ
で
日
本
サ
ッ
カ
ー
（
協
会
！
？
）
史
に
刻
み
込
ま
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
相
川
亮
一
さ
ん
だ
が
、
実
質
的
に
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
発
展
を
支
え
て
い
る

（
支
え
て
い
た
）
人
々
は
知
っ
て
い
る
。
彼
が
日
本
サ
ッ
カ
ー
に
残
し
た
素
晴
ら
し
い
功
績
の

内
実
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
確
実
に
、
後
世
に
正
し
い
カ
タ
チ
で
伝
わ
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

い
ま
考
え
直
し
て
み
る
と
、
私
が
相
川
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
こ
と
の
な
か
で
最
も
重
要
だ
っ
た

も
の
は
、
『
創
造
的
な
破
壊
』
と
い
う
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
だ
っ
た
と
思
う
。
次
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

イ
メ
ー
ジ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
「
創
造
的
な
破
壊
」
。
そ
の
底
流
に
は
、
理
想

マ
イ
ナ
ス
現
状
イ
コ
ー
ル
課
題
・
・
と
い
う
、
進
化
を
支
え
る
絶
対
的
な
「
構
図
式
」
が
あ
る
。

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
相
川
亮
一
さ
ん
と
関
わ
っ
た
、
楽
し
く
も
厳
し
い
日
々
に
思

い
を
馳
せ
て
い
た
。

相
川
亮
一
さ
ん
の
ご
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
改
め
て
、
彼
に
対
す
る
心
か
ら
の
謝
意
を
表

し
た
い
。

合
掌
・
・
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テ
ヘ
ラ
ン
で
の
思
い
出

（
財
）
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
　
参
与

筑
波
大
学
名
誉
教
授
　
平
成
国
際
大
学
特
任
教
授

松
本
光
弘

今
日
は
二
〇
一
一
年
五
月
二
〇
日
　
日
曜
日
　
朝
四
時
四
五
分
。
朝
日
が
輝
き
始
め
、
木
々

は
柔
ら
か
い
新
緑
を
そ
よ
風
に
揺
ら
れ
な
が
ら
心
地
よ
さ
そ
う
に
空
気
を
腹
い
っ
ぱ
い
吸
い
込

ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
私
は
去
る
四
月
二
十
一
日
で
満
七
〇
歳
と
な
り
ま
し
た
。

只
今
の
私
は
多
く
の
課
題
に
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く
、
忙
殺
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中

で
青
春
の
真
っ
只
中
で
出
会
っ
た
相
川
亮
一
氏
の
「
思
い
出
ば
な
し
」
を
記
す
こ
と
に
い
さ
さ

か
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。
兄
の
会
社
の
清
算
手
続
き
、
息
子
家
族
と
嫁
の
実
家
家
族
の
福
島
原
発

二
〇
キ
ロ
圏
内
か
ら
の
避
難
、
大
地
震
に
よ
る
義
母
の
福
島
か
ら
つ
く
ば
へ
の
移
住
そ
し
て
入

院
介
護
施
設
入
所
、
新
大
学
設
置
申
請
、
定
年
最
後
の
平
成
国
際
大
学
で
の
授
業
等
々
時
間
が

い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
二
三
歳
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ッ
カ
ー
指
導
の
忙
し
さ
と

困
難
さ
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
や
り
よ
う
は
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

そ
の
サ
ッ
カ
ー
指
導
の
原
点
と
な
る
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
考
え
方
の
集
大
成
と
も
な
っ
た
テ
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ヘ
ラ
ン
で
の
第
三
回
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ア
ジ
ア
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
。
そ
こ
で
の
相
川
氏
と
の
三
ヶ

月
は
半
端
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
人
と
も
「
徹
底
す
る
」
性
格
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
さ
し
く
一
日
一
日
を
積
み
上
げ
て
い
く
、
そ
ん
な
三
ヶ
月
の
合
宿
生
活
で
し
た
。

相
川
氏
と
の
最
初
の
出
会
い
は
こ
の
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
参
加
の
た
め
羽
田
空
港
に
行
っ

た
と
き
で
し
た
。
今
で
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
の
多
く
の
方
々
と
顔
見
知
り
に
な
っ
て
い
ま
す
が

当
時
は
ま
だ
選
手
生
活
を
終
え
た
ば
か
り
、
そ
の
上
私
は
東
京
教
育
大
学
の
監
督
か
ら
福
島
大

学
教
育
学
部
に
転
任
し
て
そ
う
あ
ま
り
時
間
は
経
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
相
川
亮
一
」
、
は

じ
め
て
聞
く
名
前
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
経
歴
の
持
ち
主
か
も
全
然
分
か
り
せ
ん
で
し
た
。

今
に
な
っ
て
思
い
返
す
と
中
央
大
学
と
筑
波
大
学
の
定
期
戦
で
毎
年
お
会
い
し
て
い
た
三
村 

恪
様
、
私
達
東
京
教
育
大
学
の
大
先
輩
鈴
木 

中
先
生
な
ど
の
強
烈
な
後
押
し
で
こ
の
テ
ヘ
ラ
ン

の
第
三
回
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
参
加
を
果
た
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。

そ
の
当
時
は
こ
の
よ
う
な
国
際
舞
台
の
行
事
に
推
薦
さ
れ
る
に
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
で
多
少

な
り
と
も
活
躍
し
た
実
績
が
必
要
で
し
た
。
当
の
私
が
こ
の
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
推
薦
さ

れ
る
に
値
す
る
実
績
を
有
し
て
い
た
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
少
な
く
と
も
選
手
と
し
て
は

関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
、
全
国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
大
会
等
の
出
場
、
指
導
者
と
し
て
は
東
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京
教
育
大
学
蹴
球
部
監
督
の
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
比
べ
相
川
氏
は
早
稲
田
大
学
出
身
と
ま
で
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
サ
ッ
カ
ー
で
活

躍
し
た
と
は
あ
ま
り
聞
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
彼
自
身
も
当
時
自
分
の
こ
と
は
あ
ま
り

語
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
い
ざ
テ
ヘ
ラ
ン
に
到
着
し
、
活
動
を
開
始
す
る
と
そ
の
貪
欲
と
も
い
え
る
学
習
意

欲
で
い
つ
で
も
、
ど
こ
に
で
も
出
没
し
、
何
で
も
吸
収
し
て
や
ろ
う
と
い
う
積
極
さ
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

二
人
は
同
じ
部
屋
で
三
ヶ
月
の
合
宿
生
活
を
し
た
の
で
す
が
、
私
達
の
部
屋
は
ど
ち
ら
も
居

な
い
、
あ
る
い
は
ど
ち
ら
か
が
居
な
い
、
こ
の
二
つ
の
状
況
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
両
人
と
も

好
奇
心
旺
盛
、
活
動
力
満
点
、
他
人
に
あ
ま
り
干
渉
し
な
い
性
格
等
々
の
原
因
か
ら
か
互
い
に

認
め
な
が
ら
も
あ
ま
り
深
入
り
し
な
い
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
今
思
う
と
で
き
て
い
た
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
テ
ヘ
ラ
ン
で
の
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
終
え
、
私
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
指
導
者

養
成
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
中
央
に
関
わ
り
、
相
川
氏
は
神
奈
川
県
を
中
心
と
し
た
活

動
を
経
て
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
中
枢
に
入
り
、
ク
ラ
ブ
発
展
の
起
爆
剤
と
し
て
日
本
サ
ッ
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カ
ー
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。
独
特
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
、
先
輩
や
同
僚
に
話
す
話

し
方
と
は
全
く
違
っ
た
話
し
方
で
選
手
に
接
す
る
彼
の
姿
が
今
も
印
象
に
残
り
ま
す
。

相
川
氏
が
読
売
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
を
終
え
、
次
に
彼
の
指
導
実
績
に
出
会
っ
た
の
は
私
が
筑

波
大
学
に
転
任
し
て
か
ら
続
い
て
い
る
獨
協
大
学
の
非
常
勤
講
師
の
授
業
の
と
き
で
し
た
。
あ

る
年
の
新
年
度
が
始
ま
っ
て
間
も
な
く
の
サ
ッ
カ
ー
の
実
技
の
授
業
中
、
え
ら
く
ボ
ー
ル
扱
い

が
う
ま
く
、
そ
の
上
独
創
的
な
プ
レ
イ
を
す
る
学
生
が
い
ま
し
た
。

そ
の
学
生
に
出
身
高
校
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
東
京
北
区
に
あ
る
私
立
の
高
校
の
名
前
を
い
い
ま

し
た
。
先
生
は
誰
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
相
川
亮
一
氏
の
名
前
が
出
て
き
ま
し
た
。
や
は
り
彼
の
教

え
方
は
独
特
で
こ
の
よ
う
に
教
え
子
の
プ
レ
イ
を
見
た
だ
け
で
彼
の
姿
が
思
い
出
せ
る
そ
ん
な

気
が
し
た
の
が
今
か
ら
十
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
学
生
が
い
う
に
は
、
相
川
コ
ー
チ
は
身
体
を
悪
く
し
て
あ
ま
り
無
理
が
で
き
な
い
こ
と

も
私
は
そ
の
と
き
聞
き
ま
し
た
。
心
の
中
で
心
配
し
な
が
ら
も
会
う
機
会
も
無
く
時
間
が
経
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
す
る
内
に
私
の
東
京
教
育
選
手
当
時
の
監
督
で
順
天
堂
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
監
督
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部
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
故
小
宮
義
久
先
生
の
お
別
れ
会
の
席
上
、
ば
っ
た
り
相
川
氏
に
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
時
久
し
ぶ
り
に
い
ろ
い
ろ
話
を
し
、
身
体
の
具
合
等
も
尋
ね
ま
し

た
。あ

れ
か
ら
三
年
、
相
川
氏
は
六
〇
歳
半
ば
に
し
て
逝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
の
彼
に
対
す
る
率
直
な
感
想
は
「
も
っ
と
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
中
心
に
出
て
き
て
も
良
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
す
か
！
！ 

」
と
い
う
思
い
で
す
。

い
つ
も
控
え
め
で
、
無
口
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
角
度
か
ら
の
も
の
の
見
方
、
そ
し
て
本
質
を
逃

さ
な
い
。
私
が
会
っ
た
多
く
の
仲
間
の
中
で
も
大
変
興
味
深
い
人
物
で
し
た
。
彼
の
年
で
は
早

す
ぎ
る
永
遠
の
別
れ
、
お
母
様
の
姿
が
気
に
な
り
ま
す
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◇

　
松
本
光
弘
氏
は
一
九
七
三
年
に
テ
ヘ
ラ
ン
（
イ
ラ
ン
）
で
開
催
さ
れ
た
第
三
回 

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ 

ア
ジ
ア
コ
ー
チ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト
。
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1973年　テヘラン　FIFA アジア コーチング スクールにて

（左から：相川、クラマ−、松本）

1973年　テヘラン　同期生と相川（左）



第
一
部
　
相
川
コ
ー
チ
に
捧
ぐ

一
章
　
栄
光
学
園
関
係

※

　
一
九
六
〇
年
代
　
〜
　
一
九
七
〇
年
代

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
へ
の
志
を
立
て
た
頃

※

　 
二
〇
〇
〇
年
　
〜
　
二
〇
一
一
年
（
没
年
）

相
川
亮
一
は
、
神
奈
川
県
私
立
栄

光
学
園
中
学
に
入
学
し
、
サ
ッ
カ
ー

部
へ
入
部
。
Ｗ
Ｍ
の
レ
フ
ト
ハ
ー

フ
と
し
て
活
躍
。
神
奈
川
県
大
会

優
勝
。
高
校
の
新
人
戦
優
勝
。
高

二
の
関
東
大
会
に
出
場
し
一
回
戦

で
敗
退
す
る
も
、
最
後
の
全
国
高

校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
へ
の
出

場
を
果
た
し
た
。

早
稲
田
大
学
第
一
政
経
学
部
に
進

学
し
、
当
時
新
設
さ
れ
た
山
手
学

院
サ
ッ
カ
ー
部
の
コ
ー
チ
と
な
る
。

こ
れ
が
以
来
四
十
年
以
上
に
も
わ

た
る
相
川
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
人

生
の
始
ま
り
と
な
る
。
晩
年
は
母

校
栄
光
サ
ッ
カ
ー
部
の
コ
ー
チ
と

し
て
回
帰
。

 

1945 昭和20

1946 横浜市に誕生

1950

1955 昭和30

1959 栄光学園中学入学

1960

1962 栄光学園高校

1965 昭和40    1965早稲田大学入学



母
校
サ
ッ
カ
ー
部
コ
ー
チ

栄
光
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
・
後
援
会
会
長

栄
光
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
十
六
期

 

望
月
晴
文

二
〇
〇
二
年
に
栄
光
サ
ッ
カ
ー
部
が
創
立
五
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き
日
を
迎
え
た
。
サ
ッ

カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
有
志
を
中
心
と
し
て
記
念
の
本
を
刊
行
し
た
。
関
係
者
は
大
変
な
苦
労
で
あ
っ

た
が
若
き
日
の
熱
い
想
い
が
蘇
る
に
は
十
分
な
刺
激
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
五
十
代
以
上
の
シ
ニ
ア
Ｏ
Ｂ
の
中
で
、
か
つ
て
神
奈
川
県
の
強
豪
チ
ー
ム
の

一
つ
で
も
あ
っ
た
母
校
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
県
の
地
区
予
選
も
勝

ち
抜
け
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
を
何
と
か
打
開
さ
せ
た
い
と
い
う
議
論
が
始
ま
っ
た
。

特
に
熱
心
に
Ｏ
Ｂ
が
支
援
す
る
必
要
性
を
説
い
た
の
が
十
七
期
生
の
押
本
君
で
あ
っ
た
。
押

本
君
を
中
心
に
幾
人
も
の
Ｏ
Ｂ
と
機
会
を
見
つ
け
て
は
議
論
を
し
た
。
時
に
は
学
校
の
先
生
た

ち
を
交
え
て
。
そ
の
心
は
、
「
俺
た
ち
は
今
考
え
て
も
熱
い
思
い
を
持
っ
て
、
限
ら
れ
た
時
間

で
は
あ
っ
た
が
、
全
身
全
霊
で
サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
？
　
人
生
に
お

け
る
そ
れ
は
そ
れ
は
貴
重
な
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
思
い
で

あ
っ
た
。
い
つ
し
か
志
を
と
も
に
す
る
も
の
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
後
援
会
を
作
る
こ
と
に
な
っ

60



た
。そ

し
て
、
そ
の
輪
の
中
の
特
別
な
と
こ
ろ
に
い
た
の
が
十
三
期
生
の
相
川
さ
ん
で
あ
っ
た
。

一
九
六
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
た
日
本
代
表
を
指
導
す
る
た
め
、
コ
ー
チ
と
し
て
招

聘
さ
れ
た
「
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
デ
ッ
ド
マ
ー
ル
・
ク
ラ
マ
ー
氏
に
師
事
し
、

日
本
を
代
表
す
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
教
え
、
長
い
間
プ
ロ
の
コ
ー
チ
と
し
て
活
躍
、
大
き
な
実

績
の
あ
る
相
川
さ
ん
。
我
々
の
議
論
が
始
ま
る
こ
ろ
か
ら
、
先
ん
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス

で
コ
ー
チ
を
始
め
て
く
れ
た
。

二
〇
〇
五
年
五
月
二
十
二
日
、
長
い
堂
々
巡
り
の
よ
う
な
議
論
を
乗
り
越
え
後
援
会
設
立
総

会
の
日
を
迎
え
た
。
参
加
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
、
「
も
ち
ろ
ん
強
い
チ
ー
ム
を
作
り
た
い
。

そ
の
た
め
に
努
力
を
す
る
若
者
を
鼓
舞
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
技
術
や
戦
術
を
正
し
く
学
ば

せ
た
い
。
そ
の
環
境
づ
く
り
を
し
た
い
。
」
で
あ
っ
た
と
思
う
。

我
々
の
構
想
の
中
心
軸
は
、
初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
相
川
さ
ん
で
あ
っ
た
。
世
界
の
サ
ッ

カ
ー
を
知
り
、
若
者
を
教
え
る
す
べ
を
知
り
、
そ
し
て
栄
光
学
園
と
い
う
進
学
校
で
部
活
動

サ
ッ
カ
ー
を
す
る
意
味
を
知
っ
て
い
る
相
川
亮
一
と
い
う
人
に
我
々
の
想
い
を
託
す
し
か
な

か
っ
た
し
、
そ
れ
が
ベ
ス
ト
な
策
だ
と
我
々
み
ん
な
が
知
っ
て
い
た
。

後
援
会
の
活
動
は
発
足
こ
そ
し
た
も
の
の
、
口
で
言
う
ほ
ど
簡
単
で
は
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
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人
ほ
ど
の
会
員
を
集
め
キ
チ
ン
と
集
金
す
れ
ば
回
る
と
思
っ
た
も
の
の
、
会
議
を
す
る
た
び
に

会
員
増
加
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
相
川
さ
ん
に
ま
と
も
な
コ
ー
チ
料
は
払
え
な
い
と
い
う
報
告
が
続

い
た
。
そ
ん
な
こ
と
は
お
構
い
な
し
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
コ
ー
チ
は
続
い
た
。

二
〇
〇
八
年
一
月
、
新
人
戦
湘
南
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
久
々
に
本
大
会
に
出
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
後
援
会
活
動
開
始
以
来
の
朗
報
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
成
果
は
一
進
一

退
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
部
活
の
サ
ッ
カ
ー
は
毎
年
毎
年
メ
ン
バ
ー
も
変
わ
り
、
本
当
に
定

着
す
る
た
め
に
は
チ
ー
ム
の
中
に
い
か
に
良
い
も
の
が
蓄
積
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り

一
朝
一
夕
に
は
本
当
の
成
果
と
言
え
る
も
の
と
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

相
川
さ
ん
は
そ
ん
な
こ
と
を
含
め
て
、
も
っ
と
も
冷
静
に
、
淡
々
と
受
け
止
め
、
指
導
に

通
っ
て
く
れ
た
。
時
に
は
鋭
く
刺
す
よ
う
な
一
言
を
発
し
、
時
に
は
熱
く
精
神
論
を
若
者
に

語
っ
て
い
た
。

彼
が
逝
っ
て
し
ま
っ
た
い
ま
、
も
は
や
尋
ね
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い
が
、
い
っ
た
い
な
ぜ
プ

ロ
コ
ー
チ
と
し
て
最
先
端
の
チ
ー
ム
で
教
え
て
い
た
彼
が
、
時
間
を
割
い
て
大
船
に
通
っ
て
く

れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

我
々
、
母
校
を
離
れ
て
何
十
年
も
た
ち
、
あ
る
日
人
生
を
振
り
返
り
、
あ
の
田
浦
や
大
船
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
置
き
忘
れ
て
き
た
何
か
を
思
い
出
し
訪
ね
る
。
そ
こ
で
球
を
蹴
っ
て
い
る
若
者
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に
、
か
つ
て
と
同
じ
よ
う
な
熱
い
思
い
を
見
て
み
た
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
の
共
有
が
、
後
援
会

活
動
の
原
点
で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

た
だ
そ
れ
は
我
々
の
場
合
で
あ
る
。
相
川
亮
一
と
い
う
人
は
サ
ッ
カ
ー
漬
け
の
人
生
を
一
心

に
走
っ
て
き
た
人
で
あ
る
。
彼
が
何
故
、
い
ま
や
サ
ッ
カ
ー
の
ロ
ー
カ
ル
の
チ
ー
ム
を
あ
れ
ほ

ど
ま
で
に
熱
心
に
情
熱
を
こ
め
て
指
導
し
た
の
か
。

も
は
や
、
も
う
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼
が
大
学
生
の
頃
、
頻
繁
に
栄
光
に
来
て
後
輩
を

教
え
て
い
た
こ
と
を
思
う
と
、
も
し
か
し
た
ら
最
初
に
作
っ
た
作
品
の
そ
の
後
の
修
繕
を
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
に
駆
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
私
は
思
う
。

追
伸
：
後
援
会
活
動
は
相
川
コ
ー
チ
の
情
熱
を
胸
に
新
し
い
発
想
で
再
出
発
し
ま
す
。

63



相
川
さ
ん
の
こ
と

栄
光
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
後
援
会 

幹
事
長

栄
光
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
十
七
期 

押
本
俊
明

初
め
て
会
っ
た
の
は
昭
和
三
十
八
年
の
九
月
だ
っ
た
。

僕
ら
が
中
一
で
彼
が
高
二
、
十
三
歳
と
十
七
歳
の
こ
と
だ
っ
た
。
場
所
は
田
浦
の
高
校
の
教

室
。「

十
三
期
の
ア
イ
カ
ー
リ
ョ
ー
イ
チ
、
君
ら
の
指
導
を
す
る
」
と
教
壇
の
上
で
短
く
言
っ
て

こ
っ
ち
は
つ
い
さ
っ
き
先
輩
部
員
の
前
で
し
ど
ろ
も
ど
ろ
の
自
己
紹
介
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
で

ま
だ
制
服
に
ト
レ
パ
ン
姿
な
の
に
「
さ
っ
そ
く
だ
が
ボ
ー
ル
の
蹴
り
方
を
教
え
る
」
と
始
ま
っ

た
。
「
基
本
は
イ
ン
ス
テ
ッ
プ
キ
ッ
ク
と
い
っ
て
足
の
甲
で
蹴
る
。
立
ち
足
は
最
後
の
一
歩
を

大
き
く
し
て
ボ
ー
ル
の
真
横
に
こ
の
よ
う
に
踏
み
込
む
。
も
っ
と
も
俺
ら
は
「
蹴
り
慣
れ
」
し

て
る
か
ら
実
際
は
も
う
少
し
浅
い
け
ど
な
」
と
、
ア
レ
ヨ
ア
レ
ヨ
の
う
ち
に
師
弟
関
係
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

キ
ツ
ネ
目
で
細
身
、
ほ
ん
と
に
栄
光
生
？ 

と
疑
う
よ
う
な
不
良
っ
ぽ
さ
を
臭
わ
せ
て
、
そ
れ

で
も
音
に
聞
こ
え
た
栄
光
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
り
た
い
と
い
う
ほ
ど
の
少
年
た
ち
に
は
そ
れ
が
一
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種
し
び
れ
る
よ
う
な
感
じ
で
、
皆
み
る
み
る
た
ら
し
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

色
ん
な
こ
と
を
教
わ
っ
た
。

な
か
で
も
後
年
、
自
分
が
中
学
生
を
教
え
る
立
場
に
な
っ
た
と
き
、
「
押
本
、
お
ま
え
が
例

え
ば
今
日
な
ら
今
日
の
練
習
を
指
導
し
た
と
し
て
、
選
手
が
『
あ
あ
確
か
に
練
習
前
と
後
で
は

こ
こ
が
良
く
な
っ
た
』
と
思
え
る
ほ
ど
の
指
導
が
で
き
な
き
ゃ
、
い
い
コ
ー
チ
と
は
い
え
な

い
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
い
ま
曲
が
り
な
り
に
も
経
営
者
と
し
て
人
の
上
に

立
っ
て
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
厳
し
さ
を
自
分
に
課
し
続
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
・
・
・
？

と
こ
ろ
で
、
去
年
の
秋
、
私
は
栄
光
サ
ッ
カ
ー
部
関
係
者
に
以
下
の
よ
う
な
メ
ー
ル
を
流
し

た
。
ち
ょ
っ
と
長
く
な
る
が
引
用
す
る
。

『
諸
先
輩
な
ら
び
に
諸
大
兄

　
唐
突
に
お
便
り
し
ま
す
。

あ
る
経
緯
が
あ
っ
て
人
に
紹
介
さ
れ
、
き
の
う
奥
寺
康
彦
氏
（
達
）
と
飲
み
ま
し
た
。

彼
は
昭
和
四
〇
年
の
中
学
の
県
大
会
で
我
々
に
大
敗
し
た
（
夏
冬
い
ず
れ
も
準
決
勝
に
て
栄
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光 

四
対
〇 

舞
岡
中
、
栄
光 

五
対
〇 

舞
岡
中
）
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
て
、
「
ド
イ
ツ
人
の

コ
ー
チ
が
い
る
ら
し
い
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
パ
ス
を
チ
ン
チ
ン
回
さ
れ
て
、

ど
ん
な
練
習
を
す
れ
ば
あ
ん
な
パ
ス
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
」
と
私
に
語

り
ま
し
た
。

酒
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
歳
の
せ
い
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
が
、
万
感
胸
に
迫
り
不
覚
に
も

泣
き
ま
し
た
。
』

こ
の
メ
ー
ル
に
色
ん
な
人
が
反
応
し
た
。

相
川
さ
ん
の
反
応
を
紹
介
し
よ
う
。
例
に
よ
っ
て
、
栄
光
の
国
語
の
恩
師
、
阿
部
忠
も
真
っ

青
の
全
く
句
読
点
な
し
の
独
特
の
文
章
だ
が
、
こ
れ
が
彼
か
ら
貰
っ
た
最
後
の
メ
ー
ル
と
な
っ

た
。『

だ
か
ら
栄
光
の
サ
ッ
カ
ー
は
誰
が
そ
れ
を
指
導
し
た
か
と
い
う
こ
と
と
は
無
縁
に
後
々
ケ

ル
ン
で
ブ
ン
デ
ス
リ
ー
ガ
選
手
に
な
っ
た
よ
う
な
偉
大
な
選
手
の
少
年
時
代
に
彼
の
た
ま
し
い

を
ふ
る
わ
せ
た
ん
だ
と
そ
の
く
ら
い
の
誇
り
を
抱
い
て
い
い
の
だ
と
な
に
か
欠
け
て
い
た
も
の

も
あ
っ
た
ろ
う
が
サ
ッ
カ
ー
の
サ
ッ
カ
ー
ら
し
い
と
こ
ろ
を
横
須
賀
の
片
隅
か
ら
発
信
し
て
い
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た
と
い
う
の
が
相
手
か
ら
今
に
し
て
学
ぶ
心
地
よ
い
評
価
で
し
ょ
さ
あ
そ
の
伝
統
を
ど
う
す
る

か
と
Ｏ
Ｂ
は
そ
の
脈
絡
の
な
か
に
生
き
て
い
る
わ
け
だ
』

相
川
さ
ん
。
こ
う
い
う
感
じ
っ
て
今
の
現
役
に
わ
か
る
か
ね
え
。

彼
ら
に
も
こ
う
い
う
「
ち
ょ
っ
と
い
い
話
」
、
人
に
語
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
貰
い
た
い
よ
ね

え
。相

川
さ
ん
。
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
そ
ち
ら
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ま
で
、
さ
よ
う
な
ら
。

『
　
秋
暮
れ
て
　
と
ほ
き
い
く
さ
の
手
柄
か
な
　
』

67



突
然
の
知
ら
せ

栄
光
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
十
三
期
（
同
期
）

村
田
讓
二

今
日
も
ギ
リ
ギ
リ
の
電
車
に
白
楽
で
飛
び
乗
っ
て
、
横
浜
駅
で
は
一
番
外
れ
の
東
横
線
か
ら

反
対
側
の
京
浜
急
行
に
ラ
ッ
シ
ュ
の
人
を
掻
き
分
け
て
走
り
、
ホ
ー
ム
へ
の
階
段
を
駆
け
上
が

る
。
丁
度
特
急
電
車
が
到
着
、
そ
れ
に
滑
り
込
み
セ
ー
フ
。
特
急
だ
か
ら
京
浜
田
浦
は
止
ま
ら

な
い
。
一
つ
手
前
の
追
浜
駅
で
降
り
て
、
又
々
階
段
を
駆
け
足
で
上
り
下
り
。
駅
前
の
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
へ
ダ
ッ
シ
ュ
。
来
た
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込
ん
で
ホ
ッ
ト
一
息
。
や
れ
や
れ
こ
れ
で

何
と
か
遅
刻
に
な
ら
ず
に
済
み
そ
う
だ
。
大
概
一
緒
に
な
る
の
が
相
川
君
。
他
の
人
も
相
乗
り

で
、
割
り
勘
で
タ
ク
シ
ー
代
を
払
っ
た
っ
け
。
乗
っ
た
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
が
栄
光
の
先

輩
の
お
父
さ
ん
だ
っ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
も
う
少
し
早
い
電
車
に
乗
っ
た
ら
と
諭
さ
れ
た
り

し
て
。

練
習
が
終
る
と
さ
っ
さ
と
帰
る
グ
ル
ー
プ
と
最
後
に
や
っ
と
帰
る
連
中
と
に
分
類
さ
れ
る
が

相
川
君
は
必
ず
遅
い
方
で
し
か
も
一
番
最
後
。
別
に
部
室
の
戸
締
ま
り
を
担
当
し
て
い
た
訳
で

は
な
い
が
。
そ
し
て
横
浜
駅
で
途
中
ち
ょ
っ
と
寄
り
道
。
家
に
帰
る
迄
に
腹
に
何
か
入
れ
な
い

と
持
た
な
い
と
。
田
浦
近
辺
で
は
先
生
、
先
輩
、
後
輩
、
父
兄
の
眼
が
う
る
さ
く
て
。
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私
は
高
校
二
年
で
サ
ッ
カ
ー
部
引
退
。
そ
の
後
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
程
サ
ッ
カ
ー
と
は
縁

が
な
か
っ
た
が
、
彼
は
そ
の
後
も
サ
ッ
カ
ー
一
筋
。
そ
の
活
躍
ぶ
り
は
皆
様
先
刻
ご
承
知
の
通

り
。
丁
度
彼
が
読
売
ク
ラ
ブ
の
監
督
を
し
て
い
た
時
は
ク
ラ
ブ
の
面
々
と
撮
っ
た
写
真
の
年
賀

状
を
送
っ
て
き
て
く
れ
て
い
た
。
息
子
が
サ
ッ
カ
ー
に
興
味
を
お
ぼ
え
だ
し
た
こ
ろ
だ
っ
た
の

で
、
「
お
父
さ
ん
の
友
人
は
凄
い
だ
ろ
う
」
と
人
の
褌
を
借
り
て
親
父
の
威
厳
を
保
っ
た
り
し

た
。ド

イ
ツ
に
駐
在
し
て
い
た
時
、
た
ま
た
ま
乗
っ
た
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
が
や
た
ら
日
本
の

サ
ッ
カ
ー
通
。
ク
ラ
マ
ー
だ
グ
ー
テ
ン
ド
ル
フ
だ
と
話
し
だ
し
た
。
最
後
に
は
俺
も
日
本
か
ら

コ
ー
チ
の
声
が
か
か
っ
た
な
ん
ぞ
と
言
い
出
す
始
末
。
そ
こ
で
俺
の
一
番
の
友
人
は
ク
ラ
マ
ー

の
一
番
弟
子
だ
ぞ
と
言
っ
て
話
を
締
め
く
く
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
の
は
世

界
中
で
こ
ん
な
に
も
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
手
段
な
ん
だ
な
と
実
感
し
た
次
第
。

そ
れ
に
し
て
も
何
と
も
突
然
の
知
ら
せ
。
私
も
葬
儀
に
参
列
し
た
が
、
我
々
以
上
に
後
輩
の

教
え
子
の
数
の
多
か
っ
た
事
。
そ
の
事
こ
そ
彼
の
人
柄
そ
し
て
彼
が
一
番
力
を
入
れ
て
い
た
事

の
証
明
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
の
細
い
身
体
、
細
い
顔
、
細
い
眼
で
若
干
口
を
と
が
ら
せ
て

サ
ッ
カ
ー
へ
の
情
熱
を
語
っ
て
い
た
姿
に
も
う
会
え
な
い
の
は
何
と
も
や
り
き
れ
な
い
。
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相
川
君
を
偲
ん
で

栄
光
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
十
三
期
（
同
期
）

佐
藤
純
一

相
川
君
と
は
栄
光
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
に
て
中
学
、
高
校
通
算
五
年
間
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し

た
。
（
栄
光
学
園
の
場
合
は
高
三
に
な
る
と
受
験
準
備
の
為
、
原
則
部
活
動
か
ら
引
退
す
る
事

が
慣
習
と
な
っ
て
お
り
、
高
三
の
一
年
間
は
活
動
し
な
か
っ
た
為
）
同
君
は
背
番
号
６
を
着
け

今
で
言
え
ば
ボ
ラ
ン
チ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
、
私
は
背
番
号
８
で
今
で
言
う
ゲ
ー
ム
メ
ー
カ
ー
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
で
、
二
人
で
中
盤
の
核
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
同
君
は
決
し
て
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
と
言

う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
細
い
体
の
割
に
は
人
と
の
競
り
合
い
に
強
く
、
又
走
力
は

チ
ー
ム
一
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
ぐ
ら
い
に
走
り
ま
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
例
え
て
言
う
な

ら
オ
シ
ム
監
督
時
代
の
代
表
チ
ー
ム
の
中
盤
を
務
め
た
鈴
木
選
手
の
様
な
存
在
だ
っ
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

同
君
と
の
最
大
の
思
い
出
は
高
二
の
冬
に
出
場
し
た
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
の
一
回
戦

で
の
シ
ー
ン
で
す
。

対
戦
相
手
は
三
重
県
代
表
の
上
野
高
校
で
し
た
が
、
試
合
が
始
ま
っ
て
直
ぐ
に
感
じ
た
事
は
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こ
れ
ま
で
経
験
し
た
の
事
が
無
い
ぐ
ら
い
に
走
り
回
る
チ
ー
ム
だ
っ
た
事
で
す
。
短
距
離
ダ
ッ

シ
ュ
な
ら
人
に
は
負
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
私
で
し
た
が
相
手
チ
ー
ム
が
走
り
回
る
の
で
、
試

合
開
始
か
ら
十
分
ぐ
ら
い
で
息
が
上
が
り
、
試
合
終
了
ま
で
持
つ
か
な
と
心
配
し
た
ぐ
ら
い
で

し
た
。
（
私
が
こ
う
言
う
様
状
態
で
あ
っ
た
事
は
、
結
局
誰
に
も
打
ち
明
け
ま
せ
ん
で
し
た

が
）
そ
う
言
う
状
況
に
あ
っ
て
、
敵
と
対
等
以
上
に
張
り
合
っ
て
く
れ
た
の
が
相
川
君
で
、
そ

の
時
に
は
大
変
頼
も
し
く
感
じ
頼
り
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

相
手
が
一
点
を
先
行
し
、
我
々
も
何
と
か
同
点
に
追
い
付
こ
う
と
懸
命
に
チ
ャ
ン
ス
を
作
ろ

う
と
ト
ラ
イ
し
た
の
で
す
が
、
決
定
的
チ
ャ
ン
ス
が
中
々
訪
れ
な
い
ま
ま
時
間
が
経
過
し
た
後

半
三
〇
分
ぐ
ら
い
の
時
に
、
今
思
え
ば
唯
一
無
二
の
得
点
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
ま
し
た
。
競
り
合

い
の
中
か
ら
ボ
ー
ル
が
私
と
相
川
君
の
中
間
ぐ
ら
い
に
落
ち
た
の
で
す
が
、
数
セ
ン
チ
ボ
ー
ル

に
近
か
っ
た
私
が
シ
ュ
ー
ト
を
し
た
所
、
無
常
に
も
ボ
ー
ル
は
ゴ
ー
ル
の
バ
ー
を
超
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
の
時
、
側
に
居
た
相
川
君
か
ら
「
ば
〜
か 
！
」
と
怒
鳴
ら
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
の
相

川
君
の
表
情
と
共
に
忘
れ
ら
れ
な
い
シ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。
結
局
試
合
は
一
対
〇
の
ま
ま
終

了
し
、
我
が
栄
光
学
園
は
一
回
戦
負
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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も
う
一
つ
の
思
い
出
は
私
が
三
菱
電
機
に
勤
め
て
居
た
時
の
事
で
す
。
突
然
「
栄
光
の
サ
ッ

カ
ー
部
で
一
緒
だ
っ
た
相
川
で
す
」
と
電
話
が
掛
か
っ
て
来
ま
し
た
。

彼
が
始
め
た
医
療
関
係
販
売
の
為
の
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
リ
ク
ル
ー
ト
し
た
い
の
だ
が

三
菱
電
機
関
係
者
で
推
薦
出
来
る
ス
タ
ッ
フ
は
い
な
い
か
と
の
問
い
合
わ
せ
で
し
た
。

同
君
は
早
稲
田
、
私
は
上
智
だ
っ
た
事
も
あ
り
、
栄
光
卒
業
後
は
没
交
渉
だ
っ
た
の
で
す
が

卒
業
後
十
数
年
経
っ
た
あ
る
日
の
事
で
し
た
。
何
人
か
推
薦
出
来
た
の
で
す
が
、
結
局
双
方
の

条
件
等
が
合
わ
ず
に
採
用
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
と
し
て
は
同
君
が
私
を
頼
っ
て
来

て
く
れ
た
事
に
若
干
の
驚
き
と
頼
っ
て
く
れ
た
と
言
う
嬉
し
さ
を
覚
え
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
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相
川
亮
一
君
の
思
い
出

栄
光
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
十
三
期
（
同
期
）

戸
田
忠
澄

相
川
亮
一
君
と
の
付
き
合
い
は
中
学
・
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
で
の
こ
と
な
の
で
、
ち
ょ
う
ど

半
世
紀
前
に
な
る
。
相
川
君
は
な
か
な
か
の
戦
略
家
だ
っ
た
。
中
学
三
年
の
夏
休
み
、
サ
ッ

カ
ー
の
練
習
の
合
間
に
私
は
彼
に
何
か
ユ
ー
モ
ア
小
説
を
読
み
た
い
と
言
っ
た
ら
し
い
。
彼
は

面
白
い
全
集
が
あ
る
か
ら
譲
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
夏
の
暑
い
日
に
山
を
越
え

て
彼
の
家
ま
で
自
転
車
で
全
集
を
受
け
取
り
に
出
か
け
て
行
っ
た
。
す
る
と
彼
は
全
集
の
一
冊

だ
け
を
出
し
て
き
た
。
「
こ
れ
が
読
み
終
わ
っ
た
ら
次
を
渡
す
か
ら
」
と
言
い
わ
れ
て
そ
の
一

冊
を
受
け
取
っ
て
帰
っ
た
。
番
号
を
見
て
、
全
集
の
第
一
巻
で
は
な
い
こ
と
を
不
思
議
に
思
い

な
が
ら
も
読
み
始
め
て
み
る
と
、
面
白
く
て
一
気
に
読
み
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
又
次

を
受
け
取
り
に
行
っ
て
、
ま
た
一
気
に
読
ん
で
、
ま
た
次
を
受
け
取
り
に
行
っ
た
。
都
度
番
号

は
ば
ら
ば
ら
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
そ
の
夏
の
う
ち
に
ユ
ー
モ
ア
全
集
は
全
部
読
み
終
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
最
後
の
方
は
読
む
こ
と
が
習
慣
化
し
て
い
た
。
全
部
読
み
終
わ
っ
た
時
に
、
中
学
生

な
が
ら
に
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。
最
初
に
全
集
全
巻
を
ど
さ
っ
と
渡
さ
れ
て
い
た
ら
、
あ
る
い

は
初
め
の
方
に
超
面
白
い
本
が
続
い
て
い
な
か
っ
た
ら
、
最
後
ま
で
読
み
き
ら
ず
、
た
だ
本
棚

に
飾
っ
て
終
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
の
そ
ん
な
作
戦
に
中
学
生
な
が
ら
舌
を
巻
い
た
。

73



彼
の
口
癖
は
「
よ
、
行
く
か
」
だ
っ
た
。
高
校
の
時
、
試
合
が
終
わ
っ
て
藤
沢
の
県
営
グ
ラ

ン
ド
か
ら
の
帰
り
道
、
横
浜
駅
に
着
く
と
「
た
ん
麺
の
う
ま
い
店
が
あ
る
か
ら
行
く
か
？
」
と

最
初
に
声
を
か
け
た
の
は
彼
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
試
合
の
後
は
、
横
浜
駅
で
降
り
て
、
西
口
の

地
下
の
路
地
の
奥
に
あ
る
狭
い
カ
ウ
ン
タ
ー
の
店
「
一
品
香
」
の
暖
簾
を
く
ぐ
っ
て
た
ん
麺
を

食
べ
る
の
が
横
浜
方
面
に
帰
る
我
々
一
群
の
習
慣
と
な
っ
た
。
「
お
じ
さ
ん
テ
レ
ビ
つ
け
て

よ
」
と
店
長
に
頼
ん
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
奥
の
テ
レ
ビ
で
日
本
リ
ー
グ
の
試
合
に
見
入
っ
た
。

ヤ
ン
マ
ー
の
釜
本
、
三
菱
の
杉
山
、
東
洋
工
業
の
小
城
な
ど
な
ど
。

最
後
ま
で
部
活
に
い
た
の
も
彼
だ
っ
た
。
高
校
二
年
の
全
国
大
会
を
最
後
に
同
学
年
の
大
部

分
が
休
部
し
た
。
私
も
そ
う
し
た
が
、
彼
は
渡
辺
幸
男
君
と
共
に
三
年
生
で
も
プ
レ
イ
を
続
け

て
い
た
。
彼
の
サ
ッ
カ
ー
へ
の
こ
だ
わ
り
が
ま
ば
ゆ
か
っ
た
。

最
近
六
十
雀
の
チ
ー
ム
で
プ
レ
イ
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
一
人
か
ら
、

「
元
読
売
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
の
相
川
さ
ん
か
ら
、
コ
ー
チ
の
研
修
会
で
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た

よ
。
」
と
嬉
し
そ
う
に
言
わ
れ
た
。
そ
の
人
は
私
が
相
川
君
と
知
り
合
い
だ
と
は
知
ら
ず
に
話

し
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
。
私
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
彼
は
尊
敬
さ
れ
る
人
に
な
っ
て
い
た
の
だ

と
知
っ
た
の
だ
っ
た
。
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相
川
君
と
の
想
い
出

栄
光
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
十
三
期
（
同
期
）

渡
辺
幸
男

私
と
彼
と
は
昭
和
三
十
四
年
四
月
栄
光
学
園
入
学
時
か
ら
半
世
紀
強
に
わ
た
り
、
サ
ッ
カ
ー

を
通
し
て
長
い
付
き
合
い
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
私
を
サ
ッ
カ
ー
に
引
き
ず
り
込
ん
だ
の
は
彼

で
す
。
当
時
の
私
は
ま
だ
野
球
に
熱
中
し
て
お
り
、
サ
ッ
カ
ー
に
は
全
く
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
中
学
二
年
に
な
る
時
、
彼
か
ら
サ
ッ
カ
ー
部
へ
の
入
部
を
強
く
勧
誘
さ
れ
た
の
で
す

が
、
決
め
手
は
栄
光
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
に
は
サ
ッ
カ
ー
し
か
な
い
と
言
う
一
言
で
し
た
。

当
時
の
栄
光
サ
ッ
カ
ー
部
は
県
下
で
は
常
に
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
全
国
大
会
出
場
も
夢
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
サ
ッ
カ
ー
へ
の
転
換
が
私
自
身
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
の
が
彼
で
し
た
。
以
後
五
十
年
以
上

サ
ッ
カ
ー
に
の
め
り
込
み
サ
ッ
カ
ー
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
人
生
を
送
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

中
学
・
高
校
で
五
年
間
一
緒
に
プ
レ
ー
し
、
彼
の
華
麗
で
は
な
い
が
細
身
な
が
ら
縦
横
に
走

り
回
る
献
身
的
な
プ
レ
ー
が
今
で
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
週
二
回
の
練
習
時
間
を
補
う
た
め
殆

ど
毎
日
二
人
で
壁
に
向
か
い
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
た
こ
と
も
懐
か
し
い
想
い
出
で
す
。
成
績
的
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に
も
中
学
県
大
会
優
勝
、
昭
和
三
十
九
年
正
月
の
全
国
高
校
選
手
権
出
場
等
楽
し
い
想
い
出
を

た
く
さ
ん
つ
く
る
こ
と
が
で
き
、
サ
ッ
カ
ー
に
転
向
し
た
当
初
の
夢
を
達
成
す
る
こ
と
も
出
来

ま
し
た
。
高
校
三
年
に
な
る
と
大
学
受
験
準
備
の
た
め
部
活
か
ら
足
を
洗
う
の
が
慣
例
で
す
が

二
人
で
話
し
後
輩
を
サ
ポ
ー
ト
し
夏
ま
で
続
け
る
こ
と
に
し
、
栄
光
と
し
て
は
最
後
の
関
東
大

会
出
場
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
も
懐
か
し
い
想
い
出
で
す
。

大
学
時
代
は
別
々
で
し
た
が
、
私
は
体
育
会
で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
、
彼
は
同
好
会
で
プ
レ
ー

し
な
が
ら
、
指
導
者
へ
の
道
を
進
み
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。
時
た
ま
私
の
練
習
を
見
に
来
て
、

帰
り
に
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
の
サ
ッ
カ
ー
談
議
も
楽
し
み
で
し
た
。
当
時
は
、
釜
本
・
杉

山
・
森
・
宮
本
輝
等
を
中
心
と
し
た
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
ル
の
時
代
で
し
た
。
そ

の
後
彼
は
、
そ
の
チ
ー
ム
を
率
い
た
ク
ラ
マ
ー
氏
の
コ
ー
チ
ィ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
学
び
、
本
格

的
に
プ
ロ
コ
ー
チ
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
も
、
よ
く
私
の
自
宅
を
訪
ね
て
く
れ
て
酒
を
飲
み
な
が
ら
一
晩
中

サ
ッ
カ
ー
オ
ン
リ
ー
の
話
を
し
翌
朝
帰
っ
て
い
く
こ
と
も
度
々
あ
り
ま
し
た
。
私
の
妻
に
言
わ

せ
る
と
サ
ッ
カ
ー
以
外
頭
に
な
い
人
で
し
た
。
停
滞
す
る
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
再
建
を
如
何
に
し

た
ら
成
し
え
る
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
が
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
よ
る
プ
ロ
化
が
不
可
欠
で
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あ
る
が
彼
の
持
論
で
し
た
。
読
売
ク
ラ
ブ
の
強
化
に
尽
力
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
ジ
ョ
ー
ジ
与
那

城
、
ラ
モ
ス
等
の
優
秀
な
選
手
を
入
団
さ
せ
、
日
本
リ
ー
グ
・
Ｊ
リ
ー
グ
で
の
読
売
時
代
の
礎

を
築
い
た
の
も
彼
の
功
績
で
し
た
。
ま
た
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
強
化
に
も
努
め
松
木
・
戸
塚
等
の

日
本
代
表
選
手
を
輩
出
し
ま
し
た
。

何
回
か
私
が
所
属
す
る
会
社
の
チ
ー
ム
を
読
売
ラ
ン
ド
に
招
い
て
も
ら
い
、
ユ
ー
ス
チ
ー
ム

と
試
合
を
し
ま
し
た
が
、
今
思
う
に
松
木
・
戸
塚
・
大
友
等
そ
う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
に
、
飛

び
入
り
で
ラ
モ
ス
選
手
が
参
加
し
た
り
で
忘
れ
ら
れ
な
い
想
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

晩
年
も
赤
坂
・
四
谷
等
で
酒
を
飲
む
機
会
を
得
て
、
彼
の
サ
ッ
カ
ー
持
論
を
拝
聴
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
現
状
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
に
は
満
足
せ
ず
改
革
を
口
に
し
て
お
り
、
彼
と
し
て

は
志
半
ば
で
去
っ
た
と
の
思
い
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

彼
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
次
に
再
会
し
た
と
き
も
ま
た
一
緒
に
ボ
ー
ル
を
蹴

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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人
生
を
変
え
た
ひ
と
言

サ
ッ
カ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

栄
光
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
十
八
期

大
住
良
之

栄
光
学
園
中
学
三
年
生
の
九
月
に
サ
ッ
カ
ー
部
に
は
い
っ
た
。
三
カ
月
間
ほ
ど
は
入
部
し
た

て
の
中
学
一
年
生
の
チ
ー
ム
に
は
い
っ
て
の
基
礎
技
術
の
練
習
だ
っ
た
。

当
時
は
小
学
校
の
と
き
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
子
供
な
ど
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
か
ら
、

み
ん
な
へ
た
く
そ
だ
っ
た
。
私
も
同
じ
よ
う
に
へ
た
く
そ
だ
っ
た
。
技
術
の
進
歩
は
亀
の
よ
う

に
遅
か
っ
た
が
、
体
力
面
は
急
激
に
伸
び
た
。
毎
週
毎
週
、
ぐ
ん
ぐ
ん
体
力
が
つ
い
て
く
る
の

が
わ
か
っ
た
。

冬
を
迎
え
る
こ
ろ
、
よ
う
や
く
中
学
三
年
生
の
チ
ー
ム
で
練
習
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

キ
ッ
ク
も
何
も
恐
ろ
し
く
へ
た
く
そ
だ
っ
た
が
、
走
る
こ
と
に
か
け
て
は
ひ
け
を
と
る
こ
と
は

な
く
、
「
そ
の
う
ち
技
術
は
つ
く
」
と
、
楽
し
く
部
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

春
休
み
に
な
っ
て
、
私
た
ち
は
相
川
さ
ん
が
指
導
す
る
高
校
チ
ー
ム
に
加
わ
っ
て
練
習
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
練
習
は
合
理
的
だ
っ
た
が
、
同
時
に
非
常
に
厳
し
か
っ
た
。
そ
し
て
も
の
す

ご
く
恐
か
っ
た
。

練
習
の
最
後
に
イ
ン
タ
ー
バ
ル
ラ
ン
が
あ
っ
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
回
り
な
が
ら
、
ハ
ー
フ
ラ
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イ
ン
か
ら
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
ま
で
ダ
ッ
シ
ュ
す
る—

。
こ
れ
を
三
〇
分
間
も
や
る
の
だ
か
ら
た
ま

ら
な
い
。
相
川
さ
ん
は
ダ
ッ
シ
ュ
の
直
前
に
な
る
と
列
の
最
後
尾
に
回
り
、
笛
で
合
図
を
す
る

と
、
も
が
き
な
が
ら
懸
命
に
走
る
私
た
ち
を
楽
々
と
追
い
抜
い
て
い
く
。
し
か
も
背
後
か
ら
な

ん
と
も
形
容
し
難
い
叫
び
声
を
上
げ
な
が
ら
迫
っ
て
く
る
の
だ
。
私
は
恐
怖
に
駆
ら
れ
て
走
っ

た
。一

九
六
七
年
の
春
の
話
で
あ
る
。

相
川
さ
ん
は
私
た
ち
に
新
し
い
ヘ
デ
ィ
ン
グ
を
教
え
た
。
ク
ラ
マ
ー
流
の
ヘ
デ
ィ
ン
グ
で
、

そ
れ
ま
で
の
ヘ
デ
ィ
ン
グ
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
も
の
だ
っ
た
。

中
学
生
の
と
き
に
教
え
ら
れ
て
い
た
の
は
上
半
身
を
固
定
し
、
い
わ
ば
野
球
の
バ
ッ
ト
の
よ

う
に
ボ
ー
ル
を
打
つ
ヘ
デ
ィ
ン
グ
だ
っ
た
が
、
相
川
さ
ん
が
教
え
た
の
は
、
体
を
し
な
や
か
に

使
い
、
ボ
ー
ル
を
打
つ
頭
の
一
点
に
全
身
の
力
を
集
中
す
る
と
い
う
も
の
で
、
今
日
で
は
小
学

生
で
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
や
っ
て
い
る
方
法
だ
。

み
ん
な
必
死
に
練
習
し
た
。
し
か
し
三
年
間
使
い
慣
れ
て
き
た
ヘ
デ
ィ
ン
グ
か
ら
新
し
い
ヘ

デ
ィ
ン
グ
に
す
る
の
は
大
変
な
よ
う
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
ど
う
し
た
こ
と
か
、
私
は
す
ぐ
に
コ

ツ
を
つ
か
ん
だ
。
凝
り
固
ま
っ
た
も
の
が
な
か
っ
た
お
か
げ
だ
ろ
う
。

二
人
一
組
と
な
り
、
ひ
と
り
が
投
げ
て
、
も
う
ひ
と
り
が
ヘ
デ
ィ
ン
グ
す
る
と
い
う
練
習
。

相
川
さ
ん
が
回
り
な
が
ら
、
「
こ
こ
が
違
う
」
な
ど
と
指
導
し
て
い
る
。
私
の
と
こ
ろ
に
近
づ
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い
て
く
る
の
が
わ
か
る
。

「
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
！ 

」

相
川
さ
ん
の
口
か
ら
予
想
も
し
な
か
っ
た
言
葉
が
飛
び
出
し
た
。
私
が
ヘ
デ
ィ
ン
グ
し
た
と

き
だ
っ
た
。
周
囲
の
み
ん
な
が
驚
い
た
よ
う
に
振
り
向
き
、
私
の
ほ
う
を
見
た
。
も
う
一
本
ヘ

デ
ィ
ン
グ
。

「
完
璧
だ
」

そ
う
言
っ
て
、
相
川
さ
ん
は
次
の
と
こ
ろ
に
回
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
私
は
天
に
も
昇
る
気
持
ち
だ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
部
に
は
い
っ
て

か
ら
技
術
面
で
ほ
め
ら
れ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
か
ら
だ
。

足
の
ほ
う
の
進
歩
は
一
年
た
っ
て
も
二
年
た
っ
て
も
遅
々
た
る
も
の
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
相
川
さ
ん
の
ひ
と
言
が
私
に
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
さ
せ
る
力
に
な
っ
た
。
公
式
戦
な
ど
ほ
と

ん
ど
出
ら
れ
ず
に
高
校
生
活
を
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
結
局
サ
ッ
カ
ー
と
離
れ
る
こ
と
の
な

い
人
生
に
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
思
え
ば
、
こ
の
と
き
の
相
川
さ
ん
の
ひ
と
言
だ
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。
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相
川
コ
ー
チ
と
出
会
っ
て

栄
光
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
十
九
期

高
橋
正
明

相
川
コ
ー
チ
と
の
出
合
い
は
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
時
に
初
め
て
サ
ッ

カ
ー
と
い
う
球
技
を
テ
レ
ビ
で
見
て
、
そ
う
言
え
ば
学
校
で
も
球
を
蹴
飛
ば
し
て
い
る
連
中
が

結
構
居
る
な
と
初
め
て
気
付
い
て
以
来
で
あ
る
。
今
時
の
よ
う
に
サ
ッ
カ
ー
が
一
般
に
定
着
し

て
い
な
か
っ
た
事
も
あ
り
、
そ
れ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
と
言
う
競
技
の
存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
が

他
の
世
界
で
勉
強
だ
何
だ
と
う
る
さ
く
言
わ
れ
て
む
し
ゃ
く
し
ゃ
し
て
い
た
少
年
が
、
球
を
蹴

飛
ば
し
て
ス
カ
ッ
と
し
て
そ
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
て
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
部
し
た
時
に
、
グ
ラ

ン
ド
に
立
っ
て
い
た
コ
ー
チ
が
相
川
コ
ー
チ
だ
っ
た
。
途
中
で
入
部
し
た
た
め
に
、
最
初
は
他

の
同
級
生
と
は
別
メ
ニ
ュ
ー
で
、
上
級
生
の
指
導
者
が
サ
イ
ド
キ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
テ
ッ
プ
キ
ッ

ク
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
と
時
々
相
川
コ
ー
チ
が
キ
ッ
ク
の
立
ち
足
の
位
置
、
蹴
る
足
の
部
位

角
度
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
瞬
間
な
ど
の
詳
細
な
解
説
を
交
え
な
が
ら
蹴
り
方
の
見
本
を
見
せ
て
く

れ
た
。
合
理
的
な
理
論
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。

グ
ラ
ン
ド
で
は
無
愛
想
な
人
だ
っ
た
が
、
様
々
な
質
問
を
す
る
と
、
熱
心
に
解
説
し
て
く
れ

た
。
徐
々
に
「
蹴
り
方
」
だ
け
で
な
く
、
フ
ェ
イ
ン
ト
や
、
目
の
配
り
方
、
戦
術
、
体
力
ト

81



レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
質
問
と
な
る
が
、
そ
れ
を
同
じ
様
に
非
常
に
丁
寧
に
理

論
的
に
解
説
し
て
く
れ
た
。
サ
ッ
カ
ー
合
宿
と
称
し
て
何
人
か
の
同
級
生
と
共
に
自
宅
に
泊
ま

り
込
み
、
一
晩
中
、
模
造
紙
に
マ
ジ
ッ
ク
で
次
々
と
解
説
図
を
書
き
な
が
ら
多
く
の
テ
ー
マ
を

学
ん
だ
事
も
あ
っ
た
。
思
え
ば
、
今
か
ら
四
十
年
以
上
も
前
、
自
分
達
が
高
校
生
、
相
川
コ
ー

チ
が
ま
だ
大
学
生
の
頃
の
話
だ
。
相
川
コ
ー
チ
の
サ
ッ
カ
ー
知
識
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
だ
ろ
う

か
？
　
当
時
、
サ
ッ
カ
ー
の
専
門
書
な
ど
ま
だ
余
り
無
く
、
わ
ず
か
に
「
チ
ャ
ナ
デ
ィ
の
サ
ッ

カ
ー
」
と
い
う
英
語
の
専
門
原
書
が
あ
る
く
ら
い
で
、
雑
誌
や
ム
ッ
ク
の
サ
ッ
カ
ー
雑
誌
な
ど

が
日
本
語
で
出
版
さ
れ
て
た
訳
で
は
な
い
。
ど
こ
か
ら
か
英
語
の
サ
ッ
カ
ー
解
説
書
を
入
手
し

て
来
て
、
す
べ
て
相
川
コ
ー
チ
は
自
分
で
大
学
ノ
ー
ト
に
独
特
の
文
字
と
表
現
で
び
っ
ち
り
書

き
込
ん
で
翻
訳
し
て
い
た
の
だ
。
そ
の
相
川
ノ
ー
ト
の
コ
ピ
ー
を
大
切
に
持
ち
帰
り
、
学
校
で

回
し
読
み
し
た
り
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
た
ま
た
ま
入
学
し
た
慶
應
大
学
で
迷
い
無
く
体
育
会
ソ
ッ

カ
ー
部
に
入
っ
た
。
よ
う
や
く
本
物
の
サ
ッ
カ
ー
に
触
れ
る
事
と
な
る
が
、
大
学
の
サ
ッ
カ
ー

は
そ
れ
ま
で
の
理
論
先
行
の
サ
ッ
カ
ー
の
知
識
と
は
ま
た
別
世
界
で
、
授
業
よ
り
も
優
先
し
て

毎
日
グ
ラ
ン
ド
を
走
り
回
り
、
考
え
る
余
裕
も
無
く
、
練
習
や
部
の
行
事
、
公
式
戦
に
追
わ
れ

た
。
体
力
が
あ
っ
て
当
た
り
前
、
技
術
の
あ
る
者
が
正
選
手
と
な
っ
て
行
く
実
力
主
義
。
部
員
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は
選
手
を
目
指
し
て
練
習
す
る
が
、
高
校
で
ち
ゃ
ん
と
鍛
え
て
い
な
い
体
は
、
グ
ラ
ン
ド
を
走

る
だ
け
で
関
節
が
す
り
減
り
、
気
を
抜
く
と
す
ぐ
に
捻
挫
す
る
。
し
か
し
、
当
時
の
ソ
ッ
カ
ー

部
に
は
大
学
生
で
全
日
本
代
表
に
召
集
さ
れ
る
よ
う
な
選
手
が
た
く
さ
ん
居
た
の
で
、
同
じ
グ

ラ
ン
ド
で
ま
ざ
ま
ざ
と
実
力
の
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
だ
け
が
一
目
置
か

れ
る
環
境
に
、
こ
れ
が
サ
ッ
カ
ー
な
の
か
？
　
と
思
っ
て
、
随
分
反
発
し
た
時
期
も
あ
る
。
そ

う
言
う
時
に
、
ま
た
相
川
コ
ー
チ
に
質
問
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
度
に
、
サ
ッ
カ
ー
の
選
手
に

な
る
た
め
の
必
要
な
要
素
や
超
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
試
練
を
説
か
れ
た
。
ま
た
サ
ッ
カ
ー
と

い
う
競
技
に
関
わ
る
様
々
な
裏
方
の
存
在
に
も
気
付
い
た
。
大
学
サ
ッ
カ
ー
、
ア
マ
チ
ュ
ア

サ
ッ
カ
ー
、
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
ハ
ー
ド
ル
を
解
説
さ
れ
た
。
さ
ら
に

チ
ー
ム
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
も
教
え
ら
れ
た
。

当
時
の
相
川
コ
ー
チ
は
、
す
で
に
読
売
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
に
な
っ
て
い
て
、
時
々
読
売
ラ
ン

ド
な
ど
で
大
学
の
チ
ー
ム
と
練
習
試
合
を
や
っ
た
。
そ
の
時
の
読
売
の
選
手
達
に
混
じ
っ
て

ジ
ョ
ー
ジ
与
那
城
や
カ
リ
オ
カ
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
勢
が
居
た
。
那
須
の
藤
和
不
動
産
の
グ
ラ
ン
ド

で
合
宿
の
時
に
、
デ
ビ
ュ
ー
前
の
来
日
直
後
の
精
悍
で
細
身
の
セ
ル
ジ
オ
越
後
が
居
た
。
本
場

の
プ
ロ
チ
ー
ム
で
リ
ベ
リ
ー
ノ
と
ポ
ジ
シ
ョ
ン
争
い
を
し
た
日
系
人
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
そ

の
プ
レ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
相
川
コ
ー
チ
は
淡
々
と
そ
れ
ら
の
選
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手
の
特
徴
と
レ
ベ
ル
を
比
較
し
な
が
ら
彼
ら
の
解
説
を
し
て
く
れ
た
。
思
え
ば
、
そ
の
時
に
初

め
て
「
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
。
す
で
に
相
川
コ
ー
チ
は
、
中
学
高
校
生

の
少
年
の
レ
ベ
ル
か
ら
、
大
学
、
日
本
リ
ー
グ
の
大
人
の
選
手
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
プ
ロ
の
世
界

レ
ベ
ル
ま
で
の
違
い
を
き
ち
ん
と
ク
ラ
ス
分
け
し
て
い
て
分
析
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
頃
か
ら
時
代
は
多
少
前
後
す
る
が
、
相
川
コ
ー
チ
が
読
売
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
チ
に
就
任
す

る
前
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
ア
ジ
ア
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
三
ケ
月
間
参
加
し
た
。
当
時
の
主
任

コ
ー
チ
が
ク
ラ
マ
ー
コ
ー
チ
で
、
そ
こ
で
プ
ロ
コ
ー
チ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
て
い
た
。
つ

ま
り
、
相
川
コ
ー
チ
は
、
世
界
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
を
ク
ラ
マ
ー
コ
ー
チ
か
ら
学
ん
で
い
た
。

そ
の
間
、
山
手
学
院
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
コ
ー
チ
の
代
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
私
の

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
デ
ビ
ュ
ー
と
な
っ
た
。
そ
の
代
償
と
し
て
、
帰
国
後
の
相
川
コ
ー
チ
か
ら
、

ク
ラ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
内
容
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
の
時
す
で
に
相
川
コ
ー
チ
の
頭
に

は
世
界
地
図
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
現
実
の
環
境
を
見
つ
め
な
が
ら

そ
の
コ
ー
チ
ン
グ
理
論
を
日
本
で
も
実
践
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
神
奈
川
県
の
国
体

選
手
の
コ
ー
チ
も
経
験
し
て
い
た
が
、
そ
の
時
に
日
本
の
高
校
生
の
全
国
レ
ベ
ル
を
体
験
し
な

が
ら
、
そ
こ
で
通
じ
る
選
手
の
強
化
に
も
努
め
た
。
早
野
選
手
ら
そ
の
時
に
発
掘
さ
れ
た
た
く

さ
ん
の
選
手
が
後
の
Ｊ
リ
ー
グ
で
活
躍
し
た
。
読
売
で
も
戸
塚
選
手
や
都
並
選
手
、
松
木
選
手
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ら
多
く
の
次
世
代
選
手
が
出
現
し
た
。

い
つ
の
日
か
、
相
川
コ
ー
チ
と
サ
ッ
カ
ー
問
答
を
す
る
事
が
習
慣
的
に
な
っ
て
い
た
。
私
は

大
学
卒
業
後
は
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
道
は
真
直
ぐ
歩
け
な
か
っ
た
が
、
お
互
い
に
違
う
世
界
で

サ
ッ
カ
ー
の
経
験
と
教
訓
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
議
論
す
る
事
が
常
で
あ
っ
た

し
か
し
、
相
川
コ
ー
チ
が
、
い
つ
も
こ
だ
わ
る
の
は
、
こ
の
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
選
手
と
話
題

の
対
象
選
手
の
比
較
で
あ
っ
た
。
常
に
出
会
っ
た
選
手
の
分
析
を
し
て
い
て
、
特
長
と
欠
陥
な

ど
を
整
理
し
て
、
選
手
の
ラ
ン
ク
付
け
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
偶
然
の
機
会
に
見
つ
け
た
逸
材

が
居
れ
ば
、
そ
れ
が
田
舎
の
高
校
生
で
あ
ろ
う
と
、
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
で
あ
ろ
う
と
目
を
輝
か

せ
て
磨
け
ば
光
る
と
熱
心
に
語
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
プ
ロ
コ
ー
チ
と
い
う
職
業
に
こ
だ
わ
っ

た
の
も
、
泥
に
埋
も
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
選
手
を
発
掘
し
、
そ
れ
を
磨
き
あ
げ
て
ワ
ー
ル
ド

ク
ラ
ス
に
育
て
る
と
い
う
夢
を
語
っ
た
。
現
場
至
上
主
義
で
、
選
手
を
育
て
あ
げ
て
勝
て
る

チ
ー
ム
を
作
っ
て
な
ん
ぼ
の
世
界
で
あ
る
。

そ
れ
が
故
に
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
マ
ス
コ
ミ
に
踊
ら
さ
れ
た
に
わ
か
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
や
評
論

家
を
好
ま
な
か
っ
た
。
グ
ラ
ン
ド
で
勝
負
し
ろ
、
と
。
た
だ
し
、
残
念
な
が
ら
い
つ
も
肝
心
な

試
合
に
負
け
て
し
ま
っ
た
。
読
売
ク
ラ
ブ
が
天
皇
杯
の
決
勝
に
臨
ん
だ
時
に
も
、
負
け
た
。
勝

負
師
と
し
て
の
敗
北
と
い
う
よ
り
、
勝
負
に
勝
つ
た
め
に
ま
だ
隠
れ
て
居
た
思
わ
ぬ
要
因
が
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あ
っ
た
と
、
苦
笑
い
し
な
が
ら
後
で
い
つ
も
負
け
惜
し
み
を
述
べ
た
が
、
自
己
流
に
対
す
る
厳

し
い
現
実
を
怨
む
事
は
な
か
っ
た
。

晩
年
に
な
る
が
、
相
川
コ
ー
チ
が
も
う
一
度
母
校
栄
光
の
サ
ッ
カ
ー
部
を
コ
ー
チ
し
て
み
よ

う
と
言
い
出
し
た
。
昔
か
ら
栄
光
に
は
時
々
コ
ー
チ
と
し
て
通
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
「
も

う
一
度
」
と
言
っ
た
。
考
え
て
み
る
と
、
栄
光
の
グ
ラ
ン
ド
で
コ
ー
チ
を
し
て
も
見
返
り
が
あ

る
訳
で
も
な
し
、
逆
に
一
部
の
関
係
者
か
ら
誤
解
さ
れ
余
計
な
事
を
教
え
る
な
と
対
立
も
あ
っ

た
が
、
ほ
と
ぼ
り
が
冷
め
る
と
ま
た
グ
ラ
ン
ド
に
立
っ
て
い
た
。
何
を
い
ま
さ
ら
と
思
っ
た
が

初
心
に
戻
っ
て
、
ま
た
積
み
木
を
積
み
直
す
あ
く
な
き
挑
戦
だ
っ
た
。
プ
ロ
の
世
界
で
の
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
コ
ー
チ
に
は
興
味
を
示
さ
ず
、
自
分
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
中
か
ら
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
拾

お
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
原
石
探
し
の
行
脚
は
小
学
生
に
も
及
び
、
い
く
つ
も
の
少
年
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
に
も
顔
を
出
し
て
い
た
。
た
だ
相
川
コ
ー
チ
が
母
校
に
求
め
た
も
の
は
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

湘
南
地
方
の
田
舎
か
ら
プ
ロ
の
世
界
で
も
通
用
す
る
選
手
を
発
掘
し
よ
う
と
し
た
訳
で
は
な

い
だ
ろ
う
が
、
サ
ッ
カ
ー
に
は
あ
る
程
度
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
持
っ
た
選
手
が
必
要
で

そ
う
い
う
選
手
達
が
構
成
す
る
チ
ー
ム
が
、
体
力
的
に
も
練
習
量
で
も
勝
る
他
校
に
ど
こ
ま
で

食
い
下
が
れ
る
の
か
、
ど
こ
ま
で
試
合
を
制
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
証
明
し
た
か
っ
た
に
違
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い
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
思
い
は
、
母
校
だ
け
に
こ
だ
わ
る
も
の
で
も
な
く
、
言
わ
ば
神
奈
川

県
湘
南
地
方
と
い
う
出
身
地
へ
の
こ
だ
わ
り
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
ど
こ
か
あ
か
抜
け
た
湘

南
ボ
ー
イ
の
サ
ッ
カ
ー
で
も
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
の
世
界
で
も
優
位
に
立
て
る
可
能
性
が
あ
る
と

笑
っ
て
い
た
が
、
そ
の
思
い
は
、
湘
南
高
校
の
監
督
で
あ
り
神
奈
川
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
重
鎮
で

あ
る
鈴
木 
中
先
生
と
の
交
流
の
中
で
も
発
揮
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
常
に
、
サ
ッ
カ
ー
の
世
界

で
マ
イ
ナ
ー
か
ら
メ
ジ
ャ
ー
に
這
い
上
が
る
努
力
で
あ
り
、
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
ア
ウ
ト
サ

イ
ダ
ー
な
ら
で
は
の
独
学
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
原
動
力
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
む
し
ろ
そ
の

よ
う
な
マ
イ
ナ
ー
な
環
境
を
好
み
、
そ
こ
か
ら
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
に
挑
戦
す
る
不
屈
の
ゲ
ー
ム

に
挑
ん
だ
。

結
果
的
に
は
遺
稿
集
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
相
川
コ
ー
チ
の
残
し
た
「
コ
ー
チ
ン
グ
日

誌
」
は
、
二
〇
〇
二
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
開
催
と
い
う
快
挙
の
前
後
に
盛
り
上
が
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
書
き
ま
く
っ
た
コ
ー
チ
ン
グ
メ
モ
で
あ
る
。
一
時
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
公

開
し
た
事
も
あ
り
、
見
知
ら
ぬ
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
な
ど
か
ら
も
時
々
質
問
が
届

い
た
り
も
し
た
。
相
川
コ
ー
チ
の
信
念
は
、
プ
ロ
・
ア
マ
に
限
ら
ず
本
質
は
同
じ
で
、
日
本

サ
ッ
カ
ー
界
の
父
と
呼
ば
れ
た
「
言
葉
の
魔
術
師
」
師
匠
ク
ラ
マ
ー
コ
ー
チ
の
言
葉
を
そ
の
ま

ま
実
行
し
て
い
た
。
多
く
の
ク
ラ
マ
ー
名
言
集
の
中
で
も
、
特
に
、
「
サ
ッ
カ
ー
は
、
子
供
を
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大
人
に
し
、
大
人
を
紳
士
に
す
る
」
「
サ
ッ
カ
ー
に
は
人
生
の
す
べ
て
が
あ
る
」
の
実
践
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
ボ
ー
ル
は
丸
い
」
も
好
き
な
言
葉
だ
っ
た
。
何
事
も
や
っ
て
み

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。

一
昨
年
、
突
然
の
心
臓
病
に
倒
れ
入
院
し
た
際
に
、
ど
こ
で
聞
き
付
け
た
の
か
、
師
匠
ク
ラ

マ
ー
コ
ー
チ
か
ら
「
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
」
と
書
か
れ
た
見
舞
い
カ
ー
ド
が
届
い
た
時
に
、
大

切
に
仕
舞
い
込
ん
で
い
て
見
せ
て
く
れ
た
が
、
そ
の
時
に
は
さ
す
が
の
相
川
コ
ー
チ
の
目
も
珍

し
く
潤
ん
で
い
た
。
さ
す
ら
い
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
と
し
て
、
ま
だ
や
り
た
い
勝
負
が
残
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
願
い
は
成
就
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
相
川
コ
ー
チ
の
人

生
を
象
徴
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
師
匠
か
ら
ま
た
弔
文
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い

た
。"

T
h
e
 
C
o
a
c
h
 
A
i
k
a
w
a
-
s
a
n
"

で
始
ま
り
、
生
れ
な
が
ら
の
有
能
な
コ
ー
チ
で
あ
り
、
日
本

サ
ッ
カ
ー
界
は
惜
し
い
人
材
を
無
く
し
た
、
と
結
ん
で
あ
っ
た
。
相
川
コ
ー
チ
も
、
こ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
ど
ん
な
に
か
嬉
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。

ま
た
い
つ
か
、
ど
こ
か
で
サ
ッ
カ
ー
問
答
お
願
い
し
ま
す
。
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酔
狂
な
師
匠
、
相
川
さ
ん

栄
光
学
園
元
サ
ッ
カ
ー
部
ニ
十
三
期

高
山
　
智

相
川
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
十
三
期
の
先
輩
だ
っ
た
。
若
い
女
性
三
人
を
呼
ん
で
合

コ
ン
し
よ
う
と
い
う
企
画
に
、
そ
の
先
輩
が
相
川
さ
ん
を
連
れ
て
き
た
。
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で

会
っ
て
会
食
、
二
次
会
は
カ
ラ
オ
ケ
。
九
年
前
だ
っ
た
。

二
〇
〇
二
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
全
試
合
の
コ
メ
ン
ト
を
メ
ー
ル
配
信
し
て
く
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
栄
光
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
先
生
た
ち
と
、
品
川
の
居
酒
屋
で
会
っ
て
も
ら
っ
た
。

そ
こ
か
ら
、
栄
光
サ
ッ
カ
ー
部
の
コ
ー
チ
と
し
て
相
川
さ
ん
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。

前
述
の
先
輩
が
国
会
議
員
パ
ー
テ
ィ
券
が
あ
る
か
ら
市
ヶ
谷
に
来
い
と
言
う
の
で
、
話
の
タ

ネ
に
で
か
け
て
、
そ
の
先
輩
と
赤
坂
ま
で
歩
い
て
い
た
ら
、
立
ち
食
い
そ
ば
屋
か
ら
出
て
き
た

相
川
さ
ん
に
出
く
わ
し
た
。
ご
自
分
の
自
転
車
を
指
差
し
て
「
お
れ
の
ベ
ン
ツ
」
と
言
っ
た
。

赤
坂
の
ス
ナ
ッ
ク
で
カ
ラ
オ
ケ
。

江
戸
文
化
伝
承
の
会
企
画
の
「
屋
形
船
花
見
会
」
で
、
相
川
さ
ん
と
会
っ
た
。
カ
ラ
オ
ケ
タ

イ
ム
で
英
語
の
歌
を
相
川
さ
ん
が
披
露
し
た
ら
、
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
芥
川
賞
作
家
で
画
伯
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だ
っ
た
亡
き
夫
を
も
つ
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
が
酔
っ
て
か
ら
ん
だ
。
「
江
戸
の
集
ま
り
で
、
ア
メ

リ
カ
の
歌
な
ん
て
」
と
。
そ
の
女
性
が
、
イ
タ
リ
ア
語
の
ア
リ
ア
を
地
声
で
歌
う
の
を
見
て
、

相
川
さ
ん
「
バ
カ
女
」
と
つ
ぶ
や
い
た
。

私
の
企
画
す
る
異
業
種
交
流
会
で
も
講
演
を
し
て
く
れ
た
。
私
の
六
本
木
ヒ
ル
ズ
で
の
一
〇

〇
回
記
念
講
演
に
も
、
私
の
会
社
の
創
立
十
周
年
パ
ー
テ
ィ
に
も
来
て
く
れ
た
。
議
論
を
ふ
れ

ば
か
な
ら
ず
応
じ
て
く
れ
た
し
、
電
話
し
て
お
会
い
し
た
い
と
言
え
ば
、
会
っ
て
く
れ
た
。
相

川
さ
ん
を
知
っ
た
私
の
知
人
友
人
は
み
な
、
相
川
さ
ん
の
人
柄
と
知
性
に
ほ
れ
た
。
し
か
も
、

洒
落
た
ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
五
十
周
年
記
念
誌
に
投
稿
す
る
つ
も
り
で
は
な
く
そ
れ
と
な
く
書
い
た
文
章
を

相
川
さ
ん
が
編
集
部
に
推
し
て
く
れ
た
。
後
援
会
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
現
職
の
先
生
た
ち
と

の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
部
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。

大
病
で
入
院
さ
れ
た
際
、
相
川
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
脇
に
、
ク
ラ
マ
ー
コ
ー
チ
か
ら
の
激
励
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
「
ネ
バ
ー
ギ
ブ
ア
ッ
プ
と
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
に
書
か
れ
た
ら
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
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て
い
ら
れ
な
い
」
と
と
て
も
う
れ
し
い
そ
う
な
笑
顔
だ
っ
た
。

今
年
の
元
旦
に
「
十
日
に
柴
野
先
生
と
会
う
予
定
の
メ
ー
ル
を
も
ら
っ
た
が
、
そ
れ
を
大
み

そ
か
に
削
除
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
」
と
メ
ー
ル
が
。
大
病
の
経
緯
を
知
っ
て
い
る
私
は
、

「
メ
ー
ル
は
い
た
だ
い
て
い
ま
せ
ん
。
十
日
の
予
定
も
あ
り
ま
せ
ん
。
相
川
さ
ん
の
病
状
が
心

配
で
す
。
お
大
事
に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
返
信
。
「
慈
恵
入
院
を
機
に
人
生
の
生
体
的
な

ピ
ー
ク
は
こ
れ
で
す
ぎ
た
後
は
ダ
ウ
ン
ス
ロ
ー
プ
の
な
か
で
な
に
が
き
て
も
ふ
し
ぎ
は
な
い
っ

て
覚
悟
は
で
き
た
よ
う
な
き
も
す
る
か
ら
こ
こ
は
あ
が
こ
う
と
は
し
な
い
だ
ろ
う
福
井
で
の
精

神
錯
乱
と
い
う
か
見
当
識
脱
落
と
い
う
の
か
大
脳
領
域
で
の
異
常
が
ど
う
な
る
の
か
狂
人
に
な

る
の
か
廃
人
に
な
る
の
か
運
命
な
ら
ば
し
か
た
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ぁ
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
句
読
点
な
し
の
相
川
節
。
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
神
奈
川
芸
術
劇
場
の
こ
け
ら
落
と
し
の
落
語
に
誘
お
う
と
メ
ー
ル
し
た
が
返
事
が

な
い
。
私
か
ら
の
連
絡
に
応
答
が
な
い
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
事
務
局
の
高
橋
さ
ん
、
柴
野

先
生
に
電
話
し
て
、
相
川
さ
ん
の
異
変
を
伝
え
た
。
二
月
十
九
日
霊
安
室
で
相
川
さ
ん
と
会
っ

た
。
お
変
わ
り
な
か
っ
た
。
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二
十
四
日
の
葬
儀
に
参
列
し
た
先
の
先
輩
か
ら
「
高
山
よ
う
、
お
前
が
い
て
く
れ
た
か
ら
、

相
川
は
早
く
見
つ
か
っ
た
。
参
列
し
た
同
期
に
説
明
し
た
ら
、
み
ん
な
が
、
そ
の
高
山
っ
て
奴

に
、
相
川
が
世
話
に
な
っ
た
と
伝
え
て
く
れ
と
。
ほ
ん
と
お
前
に
は
感
謝
し
て
る
。
あ
り
が
と

よ
」
と
。

私
は
、
そ
の
あ
と
号
泣
し
た
。
酔
狂
な
師
を
失
っ
て
と
て
も
さ
み
し
い
が
、
今
度
、
相
川
さ

ん
が
昔
栄
光
で
英
語
を
教
わ
っ
た
カ
ー
リ
ー
上
智
大
学
元
学
長
先
生
の
ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
会
に

先
輩
た
ち
を
呼
ぼ
う
と
思
う
。
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サ
ッ
カ
ー
の
美
し
さ

栄
光
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
五
十
六
期
　
（
二
〇
〇
八
年
三
月
栄
光
卒
業
） 

中
田 

守

私
た
ち
五
十
六
期
は
、
高
校
の
練
習
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
高
三
の
最
後
の
大
会

が
終
わ
る
ま
で
お
そ
ら
く
最
も
長
い
間
、
相
川
さ
ん
の
ご
指
導
を
受
け
て
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

ぴ
り
っ
と
し
た
緊
張
感
に
包
ま
れ
る
練
習
、
い
つ
も
な
に
か
悪
巧
み
を
し
て
い
る
少
年
の
よ

う
な
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た
雰
囲
気
を
纏
っ
て
い
た
相
川
コ
ー
チ
。

そ
ん
な
相
川
コ
ー
チ
が
練
習
を
始
め
る
前
に
短
い
お
話
を
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

お
話
の
内
容
は
様
々
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
の
プ
レ
ー
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ご
自
分

の
コ
ー
チ
と
し
て
の
海
外
で
の
経
験
や
他
の
学
校
で
の
で
き
ご
と
な
ど
。
練
習
中
の
厳
し
い
表

情
か
ら
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
、
本
当
に
楽
し
そ
う
な
、
清
々
し
い
顔
で
、
「
サ
ッ

カ
ー
っ
て
す
ご
い
ん
だ
ぜ
！
」
「
お
ま
え
ら
に
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
ん
だ
よ
！
」
と

言
わ
ん
ば
か
り
に
。

そ
ん
な
相
川
コ
ー
チ
の
お
話
を
聞
く
と
我
々
も
自
然
と
士
気
が
高
揚
し
て
く
る
ん
で
す
。
わ
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く
わ
く
が
止
ま
ら
な
い
。
ず
っ
と
そ
の
お
話
を
聞
い
て
い
た
い
と
何
度
も
思
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
特
に
私
の
心
に
強
く
残
っ
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

卒
業
生
を
送
る
会
で
、
皆
が
集
ま
っ
た
部
屋
で
相
川
コ
ー
チ
が
静
か
に
こ
う
お
話
さ
れ
ま
し

た
。「

サ
ッ
カ
ー
は
一
瞬
の
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
の
プ
レ
ー
は
今
そ
の
と
き
、
そ
の
場
所
、
で
生
ま
れ

た
ら
も
う
二
度
と
生
ま
れ
な
い
。
そ
の
一
瞬
の
プ
レ
ー
の
儚
さ
と
い
っ
た
ら
。
そ
の
一
瞬
の
た

め
に
サ
ッ
カ
ー
は
美
し
い
。
」

そ
れ
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
だ
ろ
う
が
プ
ロ
だ
ろ
う
が
関
係
な
い
。
芝
だ
ろ
う
が
土
だ
ろ
う
が
砂

利
だ
ろ
う
が
関
係
な
い
。
戦
慄
が
走
る
よ
う
な
そ
ん
な
一
瞬
の
煌
め
き
の
プ
レ
ー
は
も
う
二
度

と
生
ま
れ
な
い
。
ビ
デ
オ
に
と
っ
た
っ
て
そ
ん
な
も
の
は
味
わ
え
な
い
。
な
ん
て
儚
い
も
の
か
。

こ
の
言
葉
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

リ
ズ
ム
の
違
う
ボ
ー
ル
回
し
、
ワ
ン
ト
ラ
ッ
プ
目
の
フ
ェ
イ
ン
ト
、
サ
イ
ド
の
崩
し
や
人
数

の
か
け
方
、
逆
と
り
を
す
る
た
め
の
工
夫
な
ど
数
多
く
の
こ
と
を
習
っ
て
き
ま
し
た
が
、
相
川

コ
ー
チ
と
言
っ
た
ら
自
分
の
な
か
で
こ
の
言
葉
な
ん
で
す
。
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相
川
コ
ー
チ
は
き
っ
と
そ
の
一
瞬
の
美
し
さ
を
常
に
追
い
求
め
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
、

長
い
間
、
い
ろ
い
ろ
な
チ
ー
ム
を
率
い
て
き
た
相
川
コ
ー
チ
、
そ
の
根
底
に
は
こ
う
い
う
満

足
さ
れ
な
い
欲
求
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
は
満
た
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
る
と
な
に
か
少
し
で
も
そ
の
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
、

最
近
は
こ
の
言
葉
ば
か
り
思
い
浮
か
べ
て
ま
す
。

こ
の
サ
ッ
カ
ー
の
美
し
さ
に
と
り
つ
か
れ
て
し
ま
っ
た
ら
も
う
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
伝
え
て
も
ら
っ
た
相
川
コ
ー
チ
に
伝
え
た
い
。

あ
な
た
が
人
生
を
か
け
て
追
究
し
た
「
サ
ッ
カ
ー
の
美
し
さ
」
は
、
孫
世
代
の
自
分
達
に
ま

で
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
伝
え
ら
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

偉
大
な
コ
ー
チ
で
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
に
と
り
つ
か
れ
た
仲
間
で
あ
る
大
先
輩
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
て
、
追
悼
文
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇

　
五
十
六
期
は
、
相
川
コ
ー
チ
が
「
も
う
一
度
」
栄
光
サ
ッ
カ
ー
部
を
本
格
的
に
教
え
始
め
た
時
の
直
接
の
教

え
子
世
代
で
最
初
の
卒
業
生
で
す
。
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相
川
コ
ー
チ
の
指
導

栄
光
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
五
十
六
期
　
（
二
〇
〇
八
年
三
月
栄
光
卒
業
） 

出
口
尚
宏

私
が
相
川
コ
ー
チ
か
ら
指
導
を
受
け
た
の
は
中
学
三
年
生
の
秋
か
ら
高
校
三
年
生
の
夏
ま
で

の
約
三
年
間
で
し
た
。
相
川
さ
ん
か
ら
教
わ
る
以
前
の
私
は
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
深

く
考
え
て
お
ら
ず
、
頭
を
使
う
に
し
て
も
局
所
的
な
場
面
で
の
打
開
策
を
み
つ
け
る
こ
と
く
ら

い
で
、
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
考
え
る
こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な

折
り
、
相
川
コ
ー
チ
が
や
っ
て
き
て
我
々
栄
光
サ
ッ
カ
ー
部
に
な
げ
か
け
た
テ
ー
マ
は
「
栄
光

生
な
ら
頭
を
使
っ
て
勝
て
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
頭
を
使
わ
ず
に
プ
レ
ー

し
て
き
て
、
そ
う
い
う
こ
と
を
言
う
コ
ー
チ
に
教
わ
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
私
は
こ
の
発
言
に

驚
き
ま
し
た
。

相
川
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
指
導
を
す
る
の
か
私
は
楽
し
み
だ
っ
た
の
で
す
が
、
期
待
を
裏
切

る
よ
う
に
相
川
コ
ー
チ
の
最
初
の
指
導
は
「
浮
き
球
へ
の
競
り
合
い
」
で
し
た
。
「
頭
を
使
う

と
は
こ
う
い
う
意
味
だ
っ
た
の
か
？
」
と
指
導
内
容
に
疑
問
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、

そ
の
疑
問
は
全
体
の
練
習
を
見
て
す
ぐ
に
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
上
手
く
競
り
合
え
て
い
る
者
が

96



ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
状
態
で
は
確
か
に
「
頭
を
使
っ
て
考
え
る
サ
ッ
カ
ー
」

の
指
導
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
作
戦
を
立
て
る
上
で
重
要
な
最
低
限
で
き
う
る
プ
レ
ー
の
基
盤
が

全
く
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
ま
ず
は
肉
弾
戦
を
恐
れ
ず
に
飛
び
込
ん
で
い
く
こ
と
を
最
初
の
指

導
の
テ
ー
マ
と
し
た
相
川
コ
ー
チ
は
、
や
は
り
、
チ
ー
ム
や
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
見
る
目
が
優
れ
て

い
る
と
感
心
し
ま
し
た
。

次
に
相
川
コ
ー
チ
が
テ
ー
マ
と
し
た
の
は
「
ま
ず
は
前
（
裏
）
へ
」
と
い
う
考
え
方
で
し
た

サ
ッ
カ
ー
は
局
所
的
に
見
れ
ば
足
元
に
ボ
ー
ル
を
出
す
方
が
良
い
、
と
い
う
か
無
難
な
こ
と
が

多
い
。
裏
に
ボ
ー
ル
を
出
す
の
は
ゴ
ー
ル
に
近
づ
く
代
わ
り
に
相
手
に
ボ
ー
ル
を
奪
わ
れ
る
可

能
性
が
高
く
な
る
面
も
あ
り
、
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
ボ
ー

ル
ポ
ゼ
ッ
シ
ョ
ン
が
完
璧
で
も
い
つ
か
は
裏
に
出
な
く
て
は
勝
機
は
な
い
わ
け
で
、
む
し
ろ
裏

を
狙
う
こ
と
を
最
初
に
考
え
て
い
た
方
が
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
相
川
コ
ー
チ

の
主
張
で
し
た
。
物
事
を
考
え
る
時
に
は
軸
に
な
る
考
え
方
が
必
要
に
な
る
が
、
私
が
相
川

コ
ー
チ
か
ら
指
導
を
受
け
て
サ
ッ
カ
ー
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
考
え
方
の
軸
は

常
に
「
裏
を
狙
う
」
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
く
ら
い
こ
の
考
え
方
に
は
共
感
で
き
て
、
そ
れ
を

う
ま
く
言
葉
に
し
て
教
え
て
く
れ
た
相
川
コ
ー
チ
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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相
川
コ
ー
チ
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
が
、
総
じ
て
「
サ
ッ

カ
ー
を
考
え
る
姿
勢
」
を
学
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
は
日
々
進
化
し
続
け
て
い
て

今
持
っ
て
い
る
考
え
方
が
一
〇
年
後
に
通
用
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
サ
ッ
カ
ー
を

考
え
る
姿
勢
は
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
見
て
、
チ
ー
ム
を
見

て
、
対
戦
相
手
を
見
て
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
、
向
上
、
打
開
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
そ
こ

に
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
す
の
は
こ
れ
か
ら
我
々
が
考
え
て
い
く
べ
き
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
多
く
の
方
に
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
界
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
こ

と
。
私
個
人
と
し
て
は
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
姿
勢
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
の
意
を

表
し
、
相
川
コ
ー
チ
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◇

　
五
十
六
期
は
、
相
川
コ
ー
チ
が
「
も
う
一
度
」
栄
光
サ
ッ
カ
ー
部
を
本
格
的
に
教
え
始
め
た
時
の
直
接
の
教
え

子
世
代
で
最
初
の
卒
業
生
で
す
。
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ナ
イ
ス
ボ
ー
ル

栄
光
学
園
教
諭
・
サ
ッ
カ
ー
部
高
校
監
督 

柴
野
明
彦

相
川
コ
ー
チ
が
最
後
に
栄
光
学
園
の
グ
ラ
ン
ド
へ
来
ら
れ
た
の
は
二
〇
一
一
年
一
月
十
四
日

新
年
に
な
っ
て
三
回
目
で
、
翌
日
の
土
曜
日
は
新
人
戦
中
央
大
会
一
回
戦
が
あ
っ
た
。

前
年
の
九
月
以
降
、
各
月
の
初
め
に
来
て
選
手
を
指
導
し
チ
ー
ム
に
課
題
を
残
し
て
い
く
こ

と
が
続
い
て
い
た
。
相
川
コ
ー
チ
が
来
た
後
は
、
キ
ッ
ク
や
ヘ
デ
ィ
ン
グ
の
基
礎
練
習
と
コ
ー

チ
が
出
し
た
課
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
ゲ
ー
ム
練
習
を
重
ね
て
試
合
に
臨
む
。
試
合
結
果
を
携
帯

電
話
の
メ
ー
ル
で
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
翌
月
に
は
新
た
な
課
題
が
示
さ
れ
る
。
そ
し
て
県
の
中
央

大
会
へ
進
む
こ
と
が
で
き
た
。

十
二
月
末
に
冬
休
み
中
の
試
合
結
果
を
メ
ー
ル
し
た
。
Ａ
チ
ー
ム
は
失
点
も
し
な
か
っ
た
が

無
得
点
に
終
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
報
告
し
た
。

一
月
十
四
日
、
相
川
コ
ー
チ
は
練
習
が
始
ま
る
間
際
に
グ
ラ
ン
ド
へ
来
た
。
選
手
が
始
め
た

ア
ッ
プ
を
ス
パ
イ
ク
に
履
き
替
え
な
が
ら
観
察
し
、
ピ
ッ
チ
に
立
つ
と
指
笛
を
響
か
せ
る
。
選

手
が
集
ま
っ
て
く
る
と
、
選
手
に
問
い
を
投
げ
か
け
な
が
ら
こ
の
日
の
練
習
の
主
旨
を
説
明
す

る
。
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「
相
手
が
体
を
張
っ
て
く
る
、
組
織
的
に
守
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
、
ど
う
相
手
を
や
っ
つ
け

た
ら
よ
い
の
か
。
こ
れ
を
世
界
の
ど
こ
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
プ
ロ
で
も
考
え
て
い
る
。
昔
も

今
も
こ
の
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
が
サ
ッ
カ
ー
を
追
求
す
る
こ
と
。
湘
南
の
田
舎
に
あ
る
小
さ

な
チ
ー
ム
で
も
こ
れ
を
考
え
て
、
サ
ッ
カ
ー
を
や
る
か
ら
に
は
世
界
に
通
じ
る
こ
と
を
や
っ
て

い
く
」
と
い
う
こ
と
で
練
習
が
始
ま
る
。

練
習
の
形
は
、
ゴ
ー
ル
正
面
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
エ
リ
ア
の
外
に
Ｆ
Ｗ
が
入
り
、
ハ
ー
フ
ウ

エ
ー
ラ
イ
ン
手
前
に
ト
ッ
プ
下
が
入
る
。
ト
ッ
プ
下
が
斜
め
後
ろ
か
ら
の
パ
ス
を
受
け
て
、
Ｆ

Ｗ
へ
パ
ス
を
出
し
、
Ｆ
Ｗ
が
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
。
相
川
コ
ー
チ
は
一
つ
一
つ
の
プ
レ
ー
に
細
か

い
こ
と
は
言
わ
な
い
。
時
々
プ
レ
ー
の
合
間
に
「
半
身
で
受
け
る
こ
と
」
や
「
ナ
イ
ス
ボ
ー

ル
」
と
い
う
声
を
か
け
る
。
次
第
に
ト
ッ
プ
下
の
選
手
の
パ
ス
が
す
る
ど
く
な
り
、
Ｆ
Ｗ
が

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
よ
う
に
な
る
。
す
る
と
、
球
出
し
の
選
手
が
ト
ッ
プ
下
や
Ｆ
Ｗ
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
動
き
や
ト
ッ
プ
下
が
シ
ュ
ー
ト
す
る
こ
と
も
付
け
加
わ
る
。
そ
の
後
の
ゲ
ー
ム
練
習
は

自
由
に
プ
レ
ー
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
コ
ー
チ
は
時
々
「
ナ
イ
ス
ボ
ー
ル
」
と
い
う
声
を

か
け
る
。
し
か
し
、
サ
イ
ド
が
自
由
に
攻
め
る
と
ト
ッ
プ
下
が
フ
リ
ー
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
チ
や

Ｄ
Ｆ
が
前
を
向
い
た
時
に
ト
ッ
プ
下
が
フ
リ
ー
な
ら
パ
ス
を
つ
け
る
。
段
々
と
ト
ッ
プ
下
か
ら

Ｆ
Ｗ
の
動
き
に
合
わ
せ
た
パ
ス
が
増
え
て
シ
ュ
ー
ト
が
増
え
て
い
く
。
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ゲ
ー
ム
し
て
い
る
選
手
を
見
て
い
る
と
、
Ｆ
Ｗ
が
ゴ
ー
ル
正
面
で
相
手
の
守
備
ラ
イ
ン
を
抜

け
出
し
て
点
が
取
れ
る
試
合
は
楽
し
い
と
感
じ
た
。
急
に
指
笛
が
吹
か
れ
一
時
間
一
〇
分
ほ
ど

の
練
習
が
終
わ
っ
た
。
コ
ー
チ
が
ス
パ
イ
ク
を
履
き
替
え
て
い
る
と
こ
ろ
へ
選
手
が
集
ま
り
、

練
習
で
や
っ
た
課
題
に
つ
い
て
話
し
を
聴
き
、
選
手
が
終
わ
り
の
挨
拶
を
す
る
。
い
つ
も
の
よ

う
に
「
じ
ゃ
ぁ
、
ま
た
」
と
片
手
を
小
さ
く
上
げ
て
グ
ラ
ン
ド
を
後
に
し
た
が
、
相
川
さ
ん
は

課
題
を
残
し
た
ま
ま
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。

栄
光
学
園
の
よ
う
な
小
さ
な
チ
ー
ム
に
お
い
て
も
、
プ
レ
ー
す
る
選
手
も
見
て
い
る
人
も
楽

し
い
サ
ッ
カ
ー
を
や
り
、
強
く
す
る
の
が
「
相
川
コ
ー
チ
流
」
だ
っ
た
。

最
後
に
相
川
コ
ー
チ
が
残
し
た
課
題
は
、
第
一
は
「
ト
ッ
プ
下
の
選
手
な
ら
ば
ゴ
ー
ル
正
面

で
も
ゴ
ー
ル
へ
向
か
う
パ
ス
を
ね
ら
っ
て
み
ろ
！
」
だ
ろ
う
。
こ
の
七
年
間
、
選
手
に
求
め
る

こ
と
は
一
貫
し
て
い
た
。
技
術
の
向
上
と
攻
撃
サ
ッ
カ
ー
を
追
求
す
る
こ
と
。
戦
う
意
識
を
高

め
る
こ
と
だ
。
「
世
界
で
活
躍
し
て
い
る
選
手
み
た
い
に
や
っ
て
み
ろ
！
」
で
あ
り
、
そ
し
て

一
人
一
人
が
、
同
時
に
チ
ー
ム
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
、
最
終
的
に
は
「
サ
ッ
カ
ー
の
神
髄

を
追
求
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
！ 

」
だ
ろ
う
。
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相
川
コ
ー
チ
の
思
い
出

栄
光
学
園
教
諭
・
サ
ッ
カ
ー
部
顧
問

円
福
寺
恭
司

相
川
コ
ー
チ
は
六
年
間
ほ
と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
近
い
状
態
で
栄
光
サ
ッ
カ
ー
部
を
見
続

け
て
く
れ
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
と
し
て
特
別
な
愛
情
を
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
に
注
ぎ
続
け
て
く
れ
ま
し

た
。相

川
コ
ー
チ
の
お
話
は
い
つ
も
深
み
が
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
つ
い
て
新
鮮
な
気
持
ち
に
な

れ
る
新
し
い
着
眼
点
を
示
し
て
く
れ
る
も
の
な
の
で
、
部
員
は
い
つ
も
集
中
し
て
聞
い
て
い
ま

し
た
。
練
習
は
定
型
的
で
な
い
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
、
目
標
も
明
確
な
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
の
で

部
員
も
生
き
生
き
と
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
練
習
の
進
行
中
に
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

話
し
て
く
れ
る
コ
メ
ン
ト
は
、
練
習
へ
の
理
解
と
集
中
を
高
め
、
意
欲
的
に
練
習
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
な
る
絶
好
の
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ら
が
自
然
に
、
恒
常
的
に
行
わ
れ
て
い
た
有
り
難

さ
に
今
、
改
め
て
深
い
感
謝
の
気
持
ち
が
わ
い
て
き
ま
す
。
そ
し
て
失
わ
れ
た
も
の
の
大
き
さ

に
呆
然
と
し
て
い
ま
す
。

相
川
コ
ー
チ
は
栄
光
サ
ッ
カ
ー
部
を
Ｏ
Ｂ
、
父
母
が
大
き
な
輪
に
な
っ
て
支
え
て
い
く
、
部

102



員
の
人
生
の
土
台
造
り
の
場
、
人
間
形
成
の
場
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
を

知
り
尽
く
し
て
い
る
方
が
部
活
の
理
想
形
を
、
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
に
お
い
て
実
現
さ
れ
よ
う
と

努
力
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
て
も
足
り
ま
せ
ん
。
そ
の
夢
が

い
ま
だ
途
上
に
あ
る
う
ち
に
コ
ー
チ
は
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
先
は
、
少
し
で
も
そ
の
夢

に
近
づ
く
べ
く,
残
さ
れ
た
者
が
一
歩
一
歩
努
力
を
重
ね
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

相
川
コ
ー
チ
は
練
習
時
間
よ
り
前
に
グ
ラ
ン
ド
に
い
ら
し
て
い
る
と
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
と
き
は
部
員
は
い
そ
い
そ
と
支
度
を
し
、
グ
ラ
ン
ド
に
飛
び
出
し
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ぐ

ら
い
相
川
コ
ー
チ
の
指
導
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
「
相
川
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ

を
教
え
て
く
れ
る
」
と
部
員
が
言
っ
て
い
ま
し
た
。
相
川
コ
ー
チ
の
過
去
の
実
績
の
偉
大
さ
は

彼
等
が
実
感
と
し
て
分
か
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
も
心
に
響
く
、
納
得
の
い
く

話
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
ど
ん
な
反
骨
心
旺
盛
な
部
員
で
も
、
コ
ー
チ
の
前
で
は
耳
を
澄
ま
せ

て
、
一
言
一
句
聞
き
落
と
す
ま
い
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
六
年
間
、
ま
っ
た
く
変
ら
な
い

情
景
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
恵
ま
れ
た
時
間
を
す
ご
し
た
部
員
は
サ
ッ
カ
ー
か
ら
一
生

離
れ
ら
れ
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
事
実
、
大
学
に
進
ん
で
も
サ
ッ
カ
ー
部
で
活
躍
す
る
卒
業
生

が
明
ら
か
に
増
加
し
ま
し
た
。
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こ
れ
か
ら
は
、
相
川
コ
ー
チ
の
遺
産
を
受
け
継
ぎ
、
栄
光
サ
ッ
カ
ー
部
の
発
展
の
た
め
に
、

誠
に
微
力
な
が
ら
、
私
も
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
優
秀
な
Ｆ
Ｗ

を
有
す
る
？
　
世
代
が
現
れ
、
若
い
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
教
員
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
後
援
会

の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
活
力
あ
る
サ
ッ
カ
ー
部
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
の
コ
ー

チ
へ
の
恩
返
し
で
あ
る
と
信
じ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
一
部
　
相
川
コ
ー
チ
に
捧
ぐ

二
章
　
山
手
学
院
関
係

※

　
一
九
六
七
年
　
〜
　
一
九
七
一
年

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
人
生
の
黎
明
期

早
稲
田
大
学
に
進
学
し
た
相
川
は

伝
統
の
稲
穂
キ
ッ
カ
ー
ズ
に
入
部

す
る
が
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
に
魅

せ
ら
れ
独
学
で
コ
ー
チ
学
を
研
究
。

そ
れ
を
実
践
し
た
最
初
の
職
場
が

山
手
学
院
サ
ッ
カ
ー
部
だ
っ
た
。

山
手
学
院
の
コ
ー
チ
は
比
較
的
短

い
期
間
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

文
字
通
り
ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
点
で

あ
り
当
時
の
生
徒
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
そ
の
後
山
手
Ｏ
Ｂ

の
中
か
ら
読
売
ク
ラ
ブ
創
成
期
に

何
人
も
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ

や
Ｊ
リ
ー
グ
の
コ
ー
チ
を
排
出
し

た
事
を
考
え
る
と
、
す
で
に
当
時

か
ら
コ
ー
チ
の
道
を
ま
っ
と
う
し

て
い
た
事
が
う
か
が
わ
れ
る
。

1965 昭和40    1965早稲田大学入学

1966

1970

＜JFA公認コーチ取得＞ 1971

＜FIFA公認コーチ取得＞

1974 読売ユース

1975 昭和50    1975読売トップ 1975

神奈川選
抜コーチ

山手学院
コーチ



相
川
さ
ん
と
山
手
学
院
サ
ッ
カ
ー
部
の
思
い
出山

手
学
院
中
・
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部 

（
一
期
） 

加
藤
　
滋

山
手
学
院
中
等
部
で
、
我
々
一
期
生
が
創
部
し
た
サ
ッ
カ
ー
部
の
始
ま
り
は
部
員
数
十
七
、

八
名
で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
体
育
科
の
先
生
が
監
督
と
言
う
名
目
で
指
導
を
始
め
た
。
し
か

し
そ
の
体
育
課
の
先
生
も
、
本
来
は
サ
ッ
カ
ー
と
は
縁
の
無
い
先
生
で
、
最
初
に
始
め
た
の
は

と
に
か
く
ボ
ー
ル
を
蹴
る
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。

つ
ま
り
、
キ
ッ
ク
　
ア
ン
ド
　
ラ
ッ
シ
ュ
だ
け
の
サ
ッ
カ
ー
だ
っ
た
。
練
習
は
校
庭
の
半
分

を
ラ
グ
ビ
ー
部
と
の
共
有
で
、
半
面
ず
つ
を
使
っ
て
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
あ
っ
た
が
、
山
手
学
院

は
ラ
グ
ビ
ー
部
が
校
技
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
為
、
練
習
で
は
ラ
グ
ビ
ー
部
五
十
名
の
所
帯
に

対
抗
す
る
規
模
で
は
な
か
っ
た
サ
ッ
カ
ー
部
は
な
ん
と
な
く
肩
身
の
狭
い
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。

ラ
グ
ビ
ー
部
が
ス
ク
ラ
ム
か
ら
出
る
ボ
ー
ル
を
追
い
な
が
ら
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
に
使
っ
て

い
る
部
分
に
怒
涛
の
よ
う
に
入
り
込
ん
で
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
び
に
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習

は
一
時
的
に
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

一
期
生
が
中
学
一
年
か
ら
二
年
へ
の
変
わ
り
目
に
、
練
習
を
受
け
持
っ
て
い
た
体
育
課
の
先

生
が
退
任
し
、
当
時
サ
ッ
カ
ー
部
部
長
兼
務
で
あ
っ
た
小
林
三
二
先
生
か
ら
新
し
い
コ
ー
チ
が
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就
任
す
る
と
言
う
話
が
伝
え
ら
れ
た
。

確
か
二
月
か
ら
四
月
頃
の
間
だ
っ
た
よ
う
な
記
憶
で
あ
る
。
白
っ
ぽ
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
ス

ポ
ー
ツ
バ
ッ
ク
を
肩
に
引
っ
掛
け
て
、
や
せ
た
身
体
に
日
焼
け
し
た
顔
、
大
学
生
と
い
っ
た
感

じ
の
お
兄
さ
ん
っ
ぽ
い
ス
マ
ー
ト
な
印
象
で
あ
っ
た
。

当
時
、
我
々
は
サ
ッ
カ
ー
な
ど
は
た
だ
球
を
前
に
蹴
れ
ば
よ
い
、
と
言
っ
た
位
の
指
導
し
か

受
け
て
お
ら
ず
、
今
考
え
る
と
本
当
に
お
粗
末
な
レ
ベ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
し
か
知
ら
な
い
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
の
活
動
で
あ
っ
た
。

相
川
氏
の
指
導
は
そ
ん
な
私
ど
も
に
は
新
鮮
で
真
新
し
い
も
の
だ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
戦
術

の
移
り
変
わ
り
の
話
、
ボ
ー
ル
を
各
個
人
が
「
支
配
」
（
相
川
氏
独
特
の
言
い
回
し
で
、
と
て

も
新
鮮
な
感
じ
が
し
た
言
葉
で
あ
る
。
）
で
き
る
為
の
ド
ル
ブ
ル
の
練
習
や
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ

ン
を
決
め
、
各
自
の
役
割
を
端
的
に
教
え
始
め
た
。
サ
ッ
カ
ー
雑
誌
を
持
っ
て
き
て
、
イ
ギ
リ

ス
の
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
写
真
か
ら
、
い
か
に
そ
の
選
手
が
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
為
に
身
体
を
鍛
え

て
い
る
か
、
写
真
か
ら
読
み
取
れ
る
そ
の
選
手
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
、
ま
さ
に
サ
ッ
カ
ー
を

知
る
手
ほ
ど
き
を
始
め
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
体
育
系
の
先
生
が
「
ボ
ー
ル
を
前
に
蹴
れ
」
と
い
っ
た
サ
ッ
カ
ー
か
ら
、
サ
ッ

カ
ー
と
は
想
像
力
と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
れ
に
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、
相
手
の
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や
る
こ
と
を
見
抜
く
セ
ン
ス
、
ボ
ー
ル
を
支
配
で
き
る
技
術
、
ド
リ
ブ
ル
、
フ
ェ
イ
ン
ト
で
相

手
を
翻
弄
す
る
個
人
技
の
力
、
決
め
ら
れ
た
戦
術
を
実
行
す
る
組
織
、
そ
し
て
仲
間
を
カ
バ
ー

し
て
、
目
的
達
成
の
た
め
に
協
力
し
合
う
友
情
な
ど
が
発
揮
で
き
る
素
晴
ら
し
い
競
技
で
あ
る

こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
そ
れ
ま
で
と
は
次
元
の
違
う
サ
ッ
カ
ー
を
持
ち

込
ん
で
く
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
体
育
系
の
怒
鳴
り
声
が
中
心
で
あ
っ
た
雰
囲
気
は
姿
を
消
し
、
知
的
な
ゲ
ー
ム
を

学
び
始
め
た
の
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
が
本
当
に
面
白
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
ま
っ
た
く
新
鮮
で
独
特
な
も
の
で
あ
っ
た
。
我
々
は
テ
レ
ビ
東
京
が
放
映
し
た
「
世
界
の

サ
ッ
カ
ー
」
を
欠
か
さ
ず
に
見
る
よ
う
に
な
り
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
伝
説
に
残
る
試
合
を
何

度
も
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

赤
い
小
悪
魔
と
言
わ
れ
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
ス
ト
、
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
チ
ー
ム
の
中
盤
を
思
う

が
ま
ま
に
支
配
す
る
ボ
ビ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ト
ン
、
ド
イ
ツ
の
闘
将
、
ベ
ッ
ケ
ン
バ
ウ
ア
ー
、
な

ど
数
限
り
な
い
有
名
選
手
に
憧
れ
、
現
代
サ
ッ
カ
ー
の
戦
術
は
４
・
２
・
４ 

か
、
４
・
４
・
２ 

か
と
い
っ
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ま
で
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
サ
ッ
カ
ー
に
の
め
り
こ

ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
の
後
も
二
期
生
、
三
期
生
の
サ
ッ
カ
ー
部
員
が
入
部
し
　
部
員
数
は
増
え
、
部
は
大
き
く

な
っ
て
い
っ
た
。
同
時
に
相
川
氏
の
目
指
す
個
性
の
あ
る
サ
ッ
カ
ー
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

す
べ
て
は
相
川
氏
が
コ
ー
チ
と
し
て
山
手
学
院
に
赴
任
さ
れ
て
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

練
習
は
当
時
の
私
ど
も
に
は
と
て
も
科
学
的
に
思
わ
れ
た
。
サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
あ
る
。
練
習
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
体
力
つ

く
り
が
チ
ー
ム
つ
く
り
で
は
基
本
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
雨
の
日
に
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
る
練
習
よ
り
、
体
育
館
の
中
で
行
う
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

(

今
で
言
う
サ
ロ
ン
サ
ッ
カ
ー)

や
手
を
使
わ
な
い
サ
ッ
カ
ー
バ
レ
ー
な
ど
行
い
、
丸
い
ボ
ー
ル

の
不
思
議
さ
に
我
々
の
誰
も
が
惹
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
に
面
白
い
ス
ポ
ー
ツ
が
世
の
中
に
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の
が
相

川
氏
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
高
校
サ
ッ
カ
ー
に
な
る
と
、
別
の
レ
ベ
ル
を
目
指
す
練
習
が
始
ま
っ
た
。

山
手
学
院
独
特
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
イ
ル
、
そ
れ
は
相
川
氏
の
目
指
す
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
イ
ル
で

も
あ
っ
た
の
だ
が
、
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ
ン
の
基
本
を
仕
込
ま
れ
、
ア
タ
ッ
ク
は
個
人
技
を
活
か

し
、
中
盤
は
ボ
ー
ル
回
し
が
巧
み
で
、
奪
い
取
っ
た
瞬
間
か
ら
攻
撃
に
移
れ
る
す
ば
や
い
動
き

守
備
は
相
手
の
動
き
を
追
い
込
ん
で
封
じ
込
め
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
使
っ
た
ゾ
ー
ン
デ
ィ

109



フ
ェ
ン
ス
を
目
指
す
、
そ
う
い
っ
た
サ
ッ
カ
ー
で
あ
っ
た
と
思
う
。

お
そ
ら
く
理
想
に
は
程
遠
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
我
々
は
そ
の
よ
う
な
サ
ッ
カ
ー
を
目

指
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
じ
、
共
通
の
夢
を
持
っ
た
仲
間
の
集
ま
り
で
、
先
輩
後
輩
な
ど

と
い
っ
た
壁
を
乗
り
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
サ
ッ
カ
ー
だ
っ
た
と
思
う
。

相
川
氏
の
午
後
三
時
に
、
山
手
の
グ
ラ
ン
ド
に
現
れ
る
姿
は
格
好
よ
く
、
誰
も
が
同
じ
格
好

を
真
似
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ー
ツ
に
カ
バ
ン
を
肩
か
ら
引
っ
掛
け
、
少
し
ニ

ヒ
ル
な
、
誰
が
見
て
い
よ
う
が
お
構
い
な
く
、
「
俺
は
こ
う
な
ん
だ
」
と
言
う
格
好
で
あ
る
。

個
人
指
導
に
お
い
て
も
、
各
選
手
に
手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
言
葉
を
選
び
、
何
を
目
指
す

べ
き
か
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
個
人
の
持
つ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
特
性
を
い
か
に
自
分
で

生
か
す
か
を
教
え
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
現
代
サ
ッ
カ
ー
の
基
本
で
あ
る
と
思
う
。

四
十
数
年
前
に
、
既
に
相
川
氏
か
ら
そ
う
い
っ
た
サ
ッ
カ
ー
指
導
を
受
け
て
い
た
事
が
実
に

誇
ら
し
い
と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。

合
掌
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相
川
さ
ん
の
思
い
出

山
手
学
院
中
・
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部 

（
一
期
） 

小
林
淳
一

私
が
相
川
さ
ん
に
初
め
て
会
っ
た
の
は
中
一
の
終
わ
り
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
コ
ー
チ
の

こ
と
を
何
と
呼
ん
だ
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
と
尋
ね
た
ら
、
「 

相
川
さ
ん
で
い
い
よ 

」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
当
時
中
学
生
の
私
達
を
一
人
前
の
大
人
と
し
、
尊
重
も
し
て
扱
っ
て
く
れ
ま
し
た

け
っ
し
て
押
し
つ
け
で
な
く
、
物
事
の
考
え
方
を
さ
ら
り
と
教
え
て
く
れ
た
事
を
覚
え
て
い
ま

す
。一

番
の
思
い
出
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
考
え
方
。
特
に
私
は
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
だ
っ
た
の
で
相
川

ノ
ー
ト
の
中
で
、
当
時
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ(

現
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
）
の
チ
ー
ム

名
は
忘
れ
ま
し
た
が
、
ロ
ニ
ー
・
シ
ン
プ
ソ
ン
と
言
う
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
写
真
（
サ
ッ
カ
ー

マ
ガ
ジ
ン
の
切
り
抜
き
）
が
貼
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

「
君
は
こ
の
写
真
を
見
て
何
を
感
じ
る
だ
ろ
う
か
？
」
そ
こ
に
は
ボ
ー
ル
を
左
手
で
小
脇
に

か
か
え
、
こ
れ
か
ら
攻
撃
に
移
る
さ
っ
そ
う
と
し
た
姿
で
し
た
。
決
し
て
フ
ァ
イ
ン
セ
ー
ブ
し

た
時
の
も
の
で
は
無
か
っ
た
し
、
有
名
な
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
写
真
で
も
な
か
っ
た
。

今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
の
は
、
口
元
を
し
っ
か
り
と
結
ん
だ
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
の
写
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真
を
指
し
て
、
「
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
は
、
絶
対
に
入
れ
さ
せ
な
い
ぞ
、
ゴ
ー
ル
を
守
り
ぬ
く

ん
だ
、
と
言
う
気
迫
を
持
ち
な
さ
い
」
と
言
う
事
で
し
た
。

相
川
さ
ん
か
ら
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
よ
り
、
サ
ッ
カ
ー
の
考
え
方
、
接
し
方
、
そ
し
て
そ

れ
を
通
し
て
人
生
の
生
き
方
を
教
わ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
私
が
大
学
に
行
っ
て
も
時
々
会
っ
て

も
ら
い
、
色
々
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。
今
か
ら
思
う
と
、
そ
れ
を
少
し
で
も
記
録
と
し
て
残
し

て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
相
川
さ
ん
の
教
え
を
少
し
ず
つ
思
い
出
し
て
、
子
供

に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
年
程
前
に
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
時
、
糖
尿
病
と
の
事
で
し
た
が
、
相
変
ら
ず
の
、
話

し
方
、
接
し
方
を
見
て
変
わ
っ
て
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
最
後
の
別
れ
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

引
き
際
が
素
晴
ら
し
く
早
く
、
鮮
や
か
で
し
た
が
、
人
生
の
幕
引
き
も
早
す
ぎ
た
様
に
思
え

ま
す
。

相
川
さ
ん
の
御
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　 合
掌
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相
川
さ
ん
の
思
い
出

山
手
学
院
中
・
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部 

（
二
期
） 

田
川
　
誠

相
川
さ
ん
は
、
高
校
時
代
の
サ
ッ
カ
ー
の
コ
ー
チ
で
あ
る
と
同
時
に
、
私
に
と
っ
て
は
、
青

春
時
代
の
人
生
の
師
で
あ
り
ま
し
た
。
た
っ
た
二
年
間
で
し
た
が
、
そ
の
二
年
間
は
、
毎
日
、
寝

て
も
覚
め
て
も
、
二
十
四
時
間
相
川
さ
ん
の
言
葉
を
追
い
か
け
、
過
ご
し
た
二
年
間
で
し
た
。
相

川
さ
ん
の
言
葉
に
一
喜
一
憂
し
、
何
で
も
真
似
を
し
て
、
居
残
り
練
習
も
、
毎
晩
の
ダ
ン
ベ
ル

も
、
兎
に
角
、
相
川
さ
ん
に
少
し
で
も
近
づ
き
た
く
て
、
努
力
し
ま
し
た
。
相
川
さ
ん
が
山
手

を
去
ら
れ
た
日
に
、
心
に
穴
が
開
い
た
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

高
校
を
卒
業
し
、
大
学
時
代
、
社
会
人
と
な
っ
て
も
、
相
川
さ
ん
の
言
葉
を
良
く
反
復
し
、

自
分
を
鼓
舞
し
て
生
き
て
来
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
四
十
年
、
企
業
経
営
や
後
輩
を
指
導
す
る
立

場
に
な
っ
た
今
、
相
川
さ
ん
が
あ
の
時
見
せ
て
く
れ
た
指
導
者
と
し
て
の
一
挙
手
一
投
足
を
、

い
ま
だ
に
思
い
出
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

 

相
川
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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相
川
亮
一
コ
ー
チ
と
私

山
手
学
院
中
・
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部 

（
二
期
） 

西
村
　
周

山
手
学
院
へ
入
学
し
た
中
学
一
年
時
は
「
合
気
道
部
」
に
所
属
し
た
。
秋
田
へ
の
夏
合
宿
な

ど
結
構
楽
し
い
ク
ラ
ブ
だ
っ
た
が
、
二
年
に
進
級
す
る
春
、
部
を
指
導
し
て
い
た
コ
ー
チ
の
退

職
に
よ
っ
て
廃
部
と
な
っ
た
。
道
場
と
な
っ
て
い
た
部
屋
か
ら
見
え
る
グ
ラ
ン
ド
で
、
活
動
し

て
い
た
「
サ
ッ
カ
ー
部
」
を
「
面
白
そ
う
だ
な
」
と
み
て
い
た
こ
と
が
、
サ
ッ
カ
ー
部
へ
の
入

部
に
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
運
動
ら
し
い
こ
と
を
し
て
い
な
か
っ
た
私
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
イ
ロ
ハ
も
知
ら
な
い

ま
ま
入
部
し
相
川
さ
ん
と
出
会
っ
た
。
「
持
久
力
な
し
」
「
瞬
発
力
な
し
」
「
知
識
な
し
」
の

私
が
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い
て
い
く
の
が
、
非
常
に
辛
か
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か

し
、
先
輩
や
同
級
生
、
下
級
生
と
一
緒
に
「
チ
ー
ム
」
で
組
み
上
げ
る
ゲ
ー
ム
、
そ
の
結
果
が

勝
ち
負
け
い
ず
れ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
結
果
を
共
有
す
る
「
サ
ッ
カ
ー
」
は
、
「
皆
と
一
緒
に

ゲ
ー
ム
を
し
た
い
」
と
い
う
気
持
を
高
め
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
ル
ー
ル
が
わ
か
り
だ
し
た
こ

ろ
相
川
さ
ん
か
ら
指
名
が
か
か
っ
た
。
「
西
村
、
ラ
イ
ン
ズ
マ
ン
」
と
。

そ
の
時
は
チ
ー
ム
の
皆
に
つ
い
て
い
く
た
め
に
黙
々
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
参
加
し
て
い
た
が
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ゲ
ー
ム
を
よ
り
適
切
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
「
ラ
イ
ン
ズ
マ
ン
」
へ
の
指
名
は
、
相
川

さ
ん
の
ひ
と
つ
つ
の
教
え
方
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
当
時
の
自
分
に
と
っ
て
、
ゲ
ー
ム
に
参
加

す
る
こ
と
と
同
じ
く
ら
い
「
楽
し
い
旗
振
り
」
だ
っ
た
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
辛
か
っ
た
が
、
終

わ
っ
た
後
の
爽
快
感
は
何
と
も
言
え
な
か
っ
た
。
他
の
部
員
に
つ
い
て
い
く
の
に
必
死
で
、

タ
ッ
ク
ル
の
練
習
で
も
「
思
い
っ
き
り
」
当
た
っ
て
皆
に
嫌
わ
れ
て
い
た
。
が
、
全
て
が
「
皆

に
つ
い
て
い
く
た
め
の
修
行
」
だ
っ
た
。
上
手
く
は
な
っ
た
が
、
そ
こ
そ
こ
強
い
（
反
則
？
）

タ
ッ
ク
ル
が
で
き
る
様
に
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

最
後
ま
で
「
ヘ
デ
ィ
ン
グ
」
「
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
」
は
う
ま
く
な
ら
な
か
っ
た
し
、
ゲ
ー
ム
全

体
の
組
み
立
て
に
か
か
わ
る
判
断
、
ど
こ
へ
ボ
ー
ル
を
出
す
か
等
、
状
況
に
応
じ
た
対
応
は
最

後
ま
で
向
上
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
こ
と
で
精
一
杯
で
、
状
況
を
判

断
す
る
視
野
と
知
識
が
多
い
に
欠
け
て
い
た
こ
と
は
当
時
か
ら
自
覚
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

い
つ
か
ら
か
覚
え
て
い
な
い
が
、
ゲ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
指
名
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
期

生
他
の
部
員
に
は
、
私
よ
り
も
ク
レ
バ
ー
で
身
体
能
力
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
視
野
の
広
い
部
員
が

い
た
か
ら
、
必
死
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
い
っ
そ
ラ
イ
ン
ズ
マ
ン
指
名
の
ほ
う
が
良

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

私
は
現
在
「
レ
ジ
ャ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
」
業
界
に
身
を
置
い
て
い
る
が
、
ダ
イ
バ
ー
自
身
が
自

分
の
「
身
体
能
力
・
健
康
状
態
」
を
知
ら
ず
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
「
知
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識
」
「
経
験
」
不
足
の
ま
ま
認
定
さ
れ
、
「
応
用
力
（
技
）
」
が
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。結

果
、
同
じ
様
な
原
因
で
死
亡
事
故
が
起
き
る
。
身
体
活
動
と
知
識
を
も
と
に
し
た
「
経

験
」
の
積
み
重
ね
で
得
ら
れ
る
「
応
用
力
（
技
）
」
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
行
間
に
隠
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
伝
え
る
の
が
指
導
者
と
し
て
の
最
大
の
役
割
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ど
の
業
界
に
も
い
え
る
こ
と
だ
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
た
「
形
式
知
」
に
は
、
本
当
の
意
味

で
の
「
知
識
」
は
必
要
な
い
。
し
か
し
「
そ
の
場
で
瞬
時
に
判
断
、
対
処
」
す
る
た
め
の
「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
身
体
能
力
・
知
識
・
技
術
・
経
験
）
」
に
基
づ
い
た
「
応
用
力
（
技
）
」
が
な

け
れ
ば
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
「
指
導
」
本
来
の
在
り

方
、
「
基
礎
身
体
能
力
を
高
め
、
身
体
を
使
っ
て
覚
え
、
知
識
を
生
か
す
」
原
点
を
、
私
に
染

み
込
ま
せ
て
く
れ
た
の
が
「
相
川
亮
一
」
コ
ー
チ
で
あ
っ
た
。

個
人
の
「
性
格
」
「
運
動
能
力
」
「
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
「
知
識
」
を
把
握
し
、
適
時
適
切
に

「
向
上
」
さ
せ
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
十
一
人
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
し
、
十
一
人
の
よ
り
良
い
連

携
を
作
る
事
が
コ
ー
チ
と
し
て
の
「
サ
ッ
カ
ー
」
指
導
の
面
白
さ
で
は
な
い
か
と
手
前
勝
手
に

思
っ
て
い
る
。
コ
ー
チ
は
自
分
の
理
想
と
す
る
「
チ
ー
ム
の
目
標
」
に
む
け
「
指
導
プ
ラ
ン
」

を
た
て
実
践
す
る
。
中
高
生
で
指
導
を
受
け
た
私
に
は
辛
か
っ
た
が
、
当
時
の
相
川
さ
ん
に
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と
っ
て
や
り
が
い
の
あ
る
、
そ
の
後
の
経
歴
へ
の
出
発
点
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

山
手
学
院
を
辞
め
ら
れ
た
後
の
相
川
亮
一
氏
の
経
歴
は
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
葬
儀
の
席
上
で

聞
く
ま
で
、
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
唯
一
、
休
日
に
テ
レ
ビ
を
つ
け
た
時
、
桐
蔭
学
園
の
ベ
ン

チ
に
い
る
の
を
見
つ
け
た
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

ず
い
ぶ
ん
前
に
な
る
が
、
横
浜
で
相
川
さ
ん
と
当
時
の
サ
ッ
カ
ー
部
員
の
集
ま
り
が
あ
っ
た

そ
の
際
、
私
は
相
川
さ
ん
に
「
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
、
指
導
の
方
法

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
言
う
と
、
相
川
さ
ん
は
「
こ
い
つ
ら
に
大
き
な
声
で

ど
ん
ど
ん
言
っ
て
や
れ
」
と
ボ
ソ
ボ
ソ
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

こ
れ
が
相
川
さ
ん
に
お
会
い
し
た
最
後
と
な
っ
た
。
「
私
に
と
っ
て
の
相
川
さ
ん
」
は
、
山

手
学
院
で
の
サ
ッ
カ
ー
部
コ
ー
チ
で
し
か
な
か
っ
た
が
、
私
の
「
今
」
へ
と
つ
な
が
る
重
要
な

出
会
い
と
し
て
、
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
人
で
あ
る
。

言
葉
は
交
わ
せ
な
か
っ
た
が
「
最
後
」
の
お
見
送
り
を
で
き
た
事
は
、
望
外
の
幸
せ
で
あ
っ

た
。
相
川
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
山
手
学
院
在
校
中
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
部
で
私
を
励
ま
し
て
く
れ
た
、
先
輩
、
同
級

後
輩
の
皆
に
、
そ
し
て
こ
の
「
追
悼
本
」
作
成
に
尽
力
さ
れ
た
に
皆
様
に
、
心
か
ら
の
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
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相
川
さ
ん
と
と
も
に
四
十
二
年
　
山
手
学
院
〜
読
売
ク
ラ
ブ
〜
山
手
学
院

山
手
学
院
中
・
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部 

（
三
期
）

元
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
コ
ー
チ
、
元
山
手
学
院
中
・
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
コ
ー
チ 

市
橋
（
旧
姓
水
嶋
）
晶

◆

中
学
生
の
と
き
の
出
会
い

自
分
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
の
は
山
手
学
院
の
中
学
一
年
生
の
途
中
。
い
ま
で
は
小
学
校
か

ら
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
る
の
が
普
通
だ
が
、
当
時
は
中
学
で
は
じ
め
て
ボ
ー
ル
を
蹴
る
の
は
珍
し

く
な
か
っ
た
。

小
学
生
の
と
き
に
東
京
五
輪
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
第
一
次
サ
ッ
カ
ー
ブ
ー
ム
が

起
き
た
。
そ
の
と
き
に
小
学
校
に
サ
ッ
カ
ー
部
が
で
き
た
が
、
い
つ
の
ま
に
か
、
そ
れ
が
野
球

部
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
理
由
は
指
導
者
が
い
な
い
か
ら
、
だ
っ
た
は
ず
…
。

 

中
学
の
と
き
の
コ
ー
チ
が
相
川
さ
ん
だ
っ
た
が
、
そ
の
思
い
出
は
断
片
的
な
も
の
し
か
な
い
。

サ
ッ
カ
ー
部
に
入
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
、
早
く
う
ま
く
な
り
た
い
と
思
っ
て
、
練
習
時
間
が

終
わ
っ
た
あ
と
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
居
残
っ
て
、
壁
に
向
か
っ
て
キ
ッ
ク
の
練
習
を
し
て
い
た
。

す
る
と
忘
れ
物
を
し
た
相
川
さ
ん
が
戻
っ
て
き
て
、
足
首
の
固
定
と
か
、
立
ち
脚
の
踏
み
込
み
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だ
と
か
、
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ
の
取
り
方
だ
と
か
の
キ
ッ
ク
の
基
本
を
教
え
て
く
れ
た
。

当
時
の
山
手
学
院
は
中
高
一
貫
の
全
寮
制
の
学
校
だ
っ
た
。
寮
の
夕
飯
の
時
間
（
十
八
時

〜
）
に
な
っ
て
、
自
習
時
間
（
十
九
時
〜
）
に
入
っ
て
も
続
け
て
い
た
の
で
か
な
り
の
長
い
時

間
だ
っ
た
と
思
う
。
夕
飯
は
食
べ
損
な
っ
た
。

そ
れ
が
個
人
的
に
教
え
を
受
け
た
最
初
の
思
い
出
だ
。

そ
の
後
も
自
分
で
居
残
り
練
習
は
続
け
て
い
た
が
、
相
川
さ
ん
に
個
人
指
導
を
受
け
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
自
分
は
選
手
と
し
て
は
学
年
で
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
レ

ベ
ル
を
さ
ま
よ
っ
て
い
た
の
で
、
あ
ま
り
相
手
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。

◆

サ
ッ
カ
ー
ノ
ー
ト

サ
ッ
カ
ー
ノ
ー
ト
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

同
級
生
だ
っ
た
中
心
選
手
の
サ
ッ
カ
ー
ノ
ー
ト
に
は
び
っ
し
り
と
相
川
さ
ん
の
書
き
込
み
が

あ
る
の
だ
が
、
自
分
の
に
は
二
、
三
行
。
子
供
心
に
な
ん
か
差
が
あ
る
な
と
感
じ
た
記
憶
が
あ

る
。
ま
あ
、
自
分
の
書
き
込
み
も
一
行
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

技
術
と
頭
脳
を
駆
使
す
る
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
指
導
を
受
け
て
い
た
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は
ず
だ
が
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
の
記
憶
が
あ
ま
り
な
い
。
チ
ー
ム
に
つ
い
て
い
く
の
が
や
っ

と
の
選
手
だ
っ
た
か
ら
仕
方
が
な
い
。

た
だ
、
た
と
え
ば
右
利
き
な
の
に
左
足
で
シ
ュ
ー
ト
を
打
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、
左
足

で
ク
ロ
ス
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
ロ
ン
グ
キ
ッ
ク
が
体
の
大
き
な
先

輩
た
ち
よ
り
も
飛
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
か
、
ボ
レ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
上
手
に
な
っ
た
と
か
、
走
力

が
の
び
た
と
か
、
自
分
な
り
に
進
歩
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
と
き
に
、
相
川
さ
ん
が
、
そ
れ

を
見
て
く
れ
て
い
る
こ
と
は
子
供
心
に
感
じ
て
い
た
。

そ
う
い
う
と
き
に
ス
タ
メ
ン
に
抜
擢
さ
れ
て
試
合
に
出
し
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
せ
っ
か
く
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
て
も
、
実
戦
に
な
る
と
そ
の
成
果
を
、
ま
っ
た
く
出

せ
な
い
。
そ
れ
で
、
ま
た
ベ
ン
チ
を
暖
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
し
た
。

公
式
戦
の
と
き
。
会
場
に
着
く
こ
ろ
に
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
試
合
に
出
し
て
も
ら
え
る
の

で
は
な
く
「
紅
茶
と
レ
モ
ン
を
買
っ
て
こ
い
」
と
か
な
ん
と
か
、
そ
う
い
う
雑
用
を
頼
ま
れ
る

だ
け
。
し
か
し
、
子
供
に
し
て
み
れ
ば
、
ま
っ
た
く
名
前
を
呼
ば
れ
な
い
こ
と
に
比
べ
れ
ば
悪

い
気
が
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
覚
え
て
い
る
。

◆

大
ケ
ガ
を
治
療
し
て
も
ら
う

相
川
さ
ん
は
山
手
学
院
で
は
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
を
や
り
な
が
ら
、
チ
ュ
ー
タ
ー
と
い
う
寮
の
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舎
監
を
や
っ
て
い
た
。

中
学
二
年
生
の
と
き
に
夜
中
に
先
輩
の
バ
イ
ク
を
い
た
ず
ら
し
て
い
て
大
ケ
ガ
を
し
た
。

夜
だ
か
ら
保
健
室
は
開
い
て
い
な
い
。
ひ
ど
い
痛
み
の
中
、
寮
の
相
川
さ
ん
の
部
屋
ま
で
担

ぎ
込
ま
れ
た
。
膝
か
ら
下
は
内
出
血
で
見
る
間
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
し
ま
っ
て
、
ま
る
で
長
靴

を
履
い
た
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
テ
ー
ピ
ン
グ
で
固
定
を
し
て
も
ら
っ
て
、
何
や
ら
薬
を
も
ら
っ

て
そ
の
日
は
居
室
に
帰
っ
て
寝
た
。
痛
く
て
朝
ま
で
眠
れ
な
く
て
、
翌
日
は
寝
過
ご
し
て
学
校

を
サ
ボ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

午
後
に
な
っ
て
医
務
室
に
行
っ
て
、
保
健
婦
さ
ん
（
看
護
師
さ
ん
？
）
に
見
せ
た
ら
「
素
人

が
治
療
な
ん
て
冗
談
じ
ゃ
な
い
」
と
ひ
ど
く
叱
ら
れ
た
。
な
ぜ
救
急
車
を
呼
ば
な
か
っ
た
の
だ

と
問
い
詰
め
ら
れ
た
が
、
夜
中
に
バ
イ
ク
で
遊
ん
で
い
て
ケ
ガ
し
た
な
ん
て
言
っ
た
ら
停
学
か

退
学
だ
か
ら
言
え
る
は
ず
も
な
い
。

保
健
室
で
は
松
葉
杖
だ
け
借
り
た
。

そ
の
ま
ま
相
川
さ
ん
の
部
屋
に
治
療
に
通
い
続
け
て
半
年
ぐ
ら
い
で
治
っ
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
相
川
さ
ん
の
処
置
が
よ
か
っ
た
の
か
、
若
か
っ
た
か
ら
治
癒
力
が
あ
っ
た
の
か
定
か
で
は

な
い
。
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◆

コ
ー
チ
退
任
に
大
泣
き

高
校
一
年
生
の
時
に
相
川
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
部
の
コ
ー
チ
を
や
め
た
。
正
確
に
は
山
手
学
院

を
退
職
し
た
。
そ
の
理
由
は
知
ら
な
い
が
、
先
輩
、
同
級
生
、
自
分
も
み
ん
な
泣
い
て
い
た
の

を
覚
え
て
い
る
。

相
川
さ
ん
の
残
し
た
置
き
手
紙
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
先
輩
が
読
ん
で
く
れ
て
み
な
で
ボ
ロ
ボ

ロ
と
泣
い
て
い
た
の
だ
が
、
何
と
書
い
て
あ
っ
た
の
か
は
覚
え
て
い
な
い
。

泣
き
な
が
ら
何
も
か
も
が
涙
と
い
っ
し
ょ
に
流
れ
出
し
て
、
な
ん
で
泣
い
て
い
る
の
か
を
忘

れ
て
し
ま
う
よ
う
な
空
っ
ぽ
の
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

相
川
さ
ん
が
や
め
た
あ
と
に
、
寮
の
そ
の
部
屋
に
行
く
と
英
語
の
サ
ッ
カ
ー
本
が
い
ろ
い
ろ

と
あ
っ
た
。

他
に
エ
リ
ッ
ク
・
バ
ッ
テ
ィ
の
英
語
の
本
を
手
書
き
で
半
紙
に
写
し
た
フ
ァ
イ
ル
が
あ
っ
た
。

ど
こ
か
で
借
り
て
写
し
た
の
だ
ろ
う
。
コ
ピ
ー
機
が
普
及
し
て
い
な
い
時
代
だ
っ
た
。

当
時
、
日
本
で
出
版
さ
れ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
の
本
は
少
な
く
、
大
部
の
翻
訳
本
の
「
チ
ャ
ナ

デ
ィ
の
サ
ッ
カ
ー
」
が
別
格
だ
っ
た
。
自
分
は
親
に
泣
き
つ
い
て
「
チ
ャ
ナ
デ
ィ
の
サ
ッ

カ
ー
」
を
買
っ
て
も
ら
い
、
読
ん
で
い
た
。
週
刊
誌
が
七
十
円
と
か
い
う
時
代
に
五
千
円
以
上

し
た
。
自
分
は
そ
う
い
う
普
通
で
な
い
、
変
な
子
供
だ
っ
た
わ
け
だ
。

イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
カ
ー
評
論
家
エ
リ
ッ
ク
・
バ
ッ
テ
ィ
を
原
書
で
読
む
と
い
う
の
は
、
か
な
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り
の
勉
強
家
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
し
、
手
書
き
で
写
本
を
作
る
な
ど
は
尋
常
な
労
力
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

相
川
さ
ん
が
山
手
を
辞
め
た
と
き
に
、
自
分
も
サ
ッ
カ
ー
部
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
あ

と
は
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
後
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
仲
間
の
苦
労
に
つ
い
て
は
知
ら
な

い
。ふ

つ
う
な
ら
そ
こ
で
仲
間
と
と
も
に
頑
張
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
が
、
あ
っ
さ
り
と
辞
め
て
し

ま
っ
た
。
指
導
者
を
失
っ
た
喪
失
感
が
大
き
す
ぎ
た
の
か
、
そ
の
状
況
か
ら
来
る
不
安
感
に
負

け
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
両
方
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

◆

読
売
ク
ラ
ブ
で
再
び
出
会
う

高
三
に
な
っ
て
、
仲
間
が
受
験
で
引
退
し
だ
す
と
き
に
、
後
輩
に
誘
わ
れ
て
ふ
っ
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
。
端
か
ら
見
た
ら
こ
れ
か
ら
受
験
と
い
う
と
き
に
、
あ
い
つ
な
に

や
っ
て
ん
だ
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
と
思
う
。
担
任
の
顔
が
ひ
き
つ
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

が
、
久
々
に
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
た
と
き
の
感
触
は
妙
に
充
実
し
て
い
て
、
そ
の
後
に
サ
ッ
カ
ー
に

深
入
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

そ
の
と
き
に
誘
っ
て
く
れ
た
後
輩
、
そ
し
て
出
戻
り
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
同
級
生
、
先
輩

顧
問
に
は
い
く
ら
感
謝
し
て
も
足
り
る
こ
と
は
な
い
。
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大
学
受
験
で
受
か
っ
た
学
校
に
は
行
か
ず
に
予
備
校
通
い
を
し
て
い
る
と
き
に
高
校
サ
ッ

カ
ー
部
の
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
に
参
加
し
た
。

そ
の
Ｏ
Ｂ
チ
ー
ム
行
き
つ
け
の
サ
ッ
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
に
張
り
紙
で
「
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

コ
ー
チ
募
集
（
土
日
、
読
売
ク
ラ
ブ
）
」
と
あ
っ
た
。
聞
け
ば
、
相
川
さ
ん
が
読
売
ク
ラ
ブ
で

仕
事
を
し
て
い
て
、
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
コ
ー
チ
を
募
集
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
一
緒
に

い
た
先
輩
が
バ
イ
ト
代
に
つ
ら
れ
て
応
募
す
る
と
い
う
の
で
、
浪
人
生
だ
と
い
う
の
に
応
募
し

た
。相

川
さ
ん
の
面
接
が
あ
っ
て
、
自
分
だ
け
採
用
さ
れ
た
。

約
束
通
り
で
あ
れ
ば
土
日
で
二
万
円
と
い
う
当
時
と
し
て
は
破
格
の
バ
イ
ト
代
が
も
ら
え
る

は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
に
も
ら
え
た
の
は
、
そ
の
四
分
の
一
。
ス
ク
ー
ル
生
が
増
え
た

ら
額
を
上
げ
る
と
い
う
、
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
長
の
話
だ
っ
た
が
、
増
え
て
も
そ
の
約
束
は
実
行

さ
れ
な
か
っ
た
。

最
初
は
土
日
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
指
導
だ
け
。
対
象
は
小
学
生
。
一
応
、
チ
ー
ム
も

あ
っ
て
六
年
生
チ
ー
ム
は
読
売
新
聞
社
主
催
の
大
会
に
春
と
夏
に
参
加
し
て
い
た
が
、
一
回
戦

で
０ 

対 

10
と
い
う
ス
コ
ア
で
負
け
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
だ
っ
た
。
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そ
れ
で
も
子
供
に
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
る
こ
と
は
楽
し
か
っ
た
の
で
、
受
験
生
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
通
っ
た
。

平
日
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
練
習
に
勝
手
に
参
加
し
て
、
ト
ッ
プ
の
選
手
の
技
を
盗
ん
で
は
子

供
た
ち
に
教
え
た
。

相
川
さ
ん
に
言
わ
れ
て
ス
ク
ー
ル
の
選
手
た
ち
の
カ
ル
テ
を
作
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
た

ち
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
を
コ
ー
チ
が
書
き
記
し
て
情
報
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
選
手
経
験
は
さ
ほ
ど
な
い
の
に
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
を
目
指
す
と
い
う
自

分
の
よ
う
な
変
人
が
集
ま
り
は
じ
め
た
。
千
野
徹
、
吾
妻
俊
治
、
遅
れ
て
竹
本
一
彦
ら
だ
っ
た
。

◆

ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
の
始
ま
り

し
ば
ら
く
し
て
、
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
を
組
織
す
る
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
も
ユ
ー
ス

チ
ー
ム
は
あ
っ
た
が
、
組
織
と
し
て
の
形
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
の
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
は
ア
マ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
が
絶
対
で
、
目
標
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
だ
っ
た
。

欧
州
や
南
米
の
よ
う
な
、
プ
ロ
を
含
ん
だ
ク
ラ
ブ
は
日
本
に
は
な
く
、
プ
ロ
チ
ー
ム
の
下
の

ユ
ー
ス
チ
ー
ム
と
い
う
概
念
自
体
が
当
時
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
に
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
、
中
学
校
大
会
や
高
校
選
手
権
は
あ
る
が
、
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
の
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
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大
会
は
影
も
形
も
な
く
、
ク
ラ
ブ
の
な
か
に
チ
ー
ム
は
存
在
し
て
も
、
外
か
ら
見
れ
ば
活
動
を

し
て
い
な
い
も
同
然
だ
っ
た
。

そ
う
い
う
状
況
の
な
か
で
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
を
認
知
さ
せ
よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。

「
予
算
は
な
い
が
、
や
っ
て
よ
し
」
と
い
う
の
が
ク
ラ
ブ
の
方
針
だ
っ
た
。

安
月
給
で
も
働
く
奴
ら
が
い
る
か
ら
手
足
は
な
ん
と
か
な
る
。
あ
と
か
ら
思
う
と
、
相
川
さ

ん
は
そ
う
い
う
考
え
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
の
だ
が
、
読
売
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
の
始
ま
り
は
日

本
の
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー
の
原
初
で
あ
り
、
そ
こ
に
身
を
置
け
た
の
は
至
上
の
経
験
で
あ
っ
た
。

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
は
個
人
企
業
の
よ
う
な
も
の
だ
。
チ
ー
ム
を
強
く
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
が
あ
れ
ば
自
分
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
チ
ー
ム
を
作
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
参
加

す
る
大
会
を
作
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
い
と
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
た
。

中
学
生
年
齢
相
当
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
」
の
担
当
に
な
っ
て
、
千
野
さ
ん
と
大
会
作
り
の

実
務
を
手
伝
っ
た
。
実
際
に
は
ス
ポ
ン
サ
ー
を
み
つ
け
る
の
が
、
一
番
た
い
へ
ん
で
、
そ
の
仕

事
は
相
川
さ
ん
を
始
め
と
し
た
上
の
ひ
と
が
や
っ
て
い
た
わ
け
だ
が
・
・
・
。

相
川
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
、
ク
ラ
ブ
組
織
で
プ
ロ
を
目
指
し
て
い
る
読
売
ク
ラ
ブ
だ
か
ら
、

ユ
ー
ス
チ
ー
ム
を
作
ろ
う
と
い
う
考
え
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
と
は
チ
ー
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ム
を
強
く
す
る
た
め
に
、
そ
う
い
う
こ
と
も
す
る
も
の
だ
と
若
い
こ
ろ
か
ら
考
え
て
い
て
、
そ

れ
を
た
ま
た
ま
読
売
ク
ラ
ブ
で
実
行
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
奇
し
く
も
読
売
ク
ラ
ブ
は
そ
う
い
っ
た
考
え
方
を
実
行
に
移
せ
る
、
当
時
と
し
て

は
日
本
で
唯
一
の
場
所
で
あ
っ
た
の
だ
。

近
く
の
中
学
生
相
当
年
齢
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を
集
め
て
「
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
リ
ー
グ
」
を
創
設

し
た
。

町
田
や
相
模
原
の
方
で
中
学
生
に
な
っ
て
も
、
小
学
生
の
と
き
に
在
籍
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
る
と
い
う
選
手
が
出
始
め
た
り
、
中
学
の
部
活
と
二
股
か
け
る
選

手
が
出
始
め
た
り
と
、
そ
う
い
う
時
代
だ
っ
た
の
で
い
く
つ
か
の
チ
ー
ム
に
声
を
か
け
て
神
奈

川
県
内
を
中
心
に
リ
ー
グ
戦
を
作
っ
た
。

自
分
が
山
手
学
院
サ
ッ
カ
ー
部
に
い
た
と
き
に
通
称
「
私
立
リ
ー
グ
」
と
呼
ば
れ
る
大
会
が

あ
っ
た
。
県
内
に
あ
る
私
立
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
（
当
時
七
チ
ー
ム
）
を
集
め
て
、
当
時
と
し

て
は
画
期
的
な
年
間
を
通
じ
た
リ
ー
グ
戦
を
や
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

今
で
も
そ
の
大
会
は
続
い
て
い
る
が
、
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
各
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
問

当
て
に
手
紙
を
書
き
、
交
渉
に
行
き
、
「
私
立
リ
ー
グ
」
を
創
設
し
た
の
は
当
時
大
学
生
だ
っ

た
相
川
さ
ん
で
あ
る
。
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サ
ッ
カ
ー
を
良
く
す
る
た
め
に
、
必
要
な
も
の
が
な
け
れ
ば
自
分
た
ち
で
作
る
。
そ
う
い
う

考
え
方
で
あ
る
。
「
私
立
リ
ー
グ
」
を
作
っ
た
と
き
の
方
法
を
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
で
も
使
っ
た
わ

け
だ
。

◆

全
国
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
大
会
を
創
設

高
校
生
相
当
年
齢
の
ユ
ー
ス
の
た
め
に
は
「
全
国
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
選
手
権
」
を
創
設
し
た
。

協
会
の
許
可
が
下
り
な
い
の
で
当
初
は
日
本
選
手
権
と
名
乗
れ
な
か
っ
た
。

中
心
は
読
売
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
と
三
菱
養
和
Ｓ
Ｃ
。

三
菱
に
は
グ
ル
ー
プ
企
業
社
員
の
福
利
厚
生
の
た
め
の
「
三
菱
養
和
会
」
と
い
う
組
織
が
あ

り
、
東
京
の
巣
鴨
に
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
の
ク
ラ
ブ
組
織
と

し
て
、
一
般
の
子
ど
も
た
ち
も
集
め
た
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
運
営
し
て
い
た
。
企
業
内
チ
ー
ム

の
ト
ッ
プ
選
手
だ
っ
た
Ｏ
Ｂ
が
指
導
者
に
な
る
な
ど
組
織
と
し
て
は
と
て
も
し
っ
か
り
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
た
。

三
菱
以
外
に
歴
史
の
あ
る
神
戸
Ｆ
Ｃ
や
愛
知
Ｆ
Ｃ
な
ど
が
参
加
。
年
に
一
回
夏
休
み
の
開
催

だ
っ
た
。

サ
ッ
カ
ー
協
会
非
公
認
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
は
、
読
売
ク
ラ
ブ
と
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
、

読
売
新
聞
社
、
日
本
テ
レ
ビ
、
さ
ら
に
一
部
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
関
係
者
な
ど
の
後
ろ
盾
が

あ
っ
て
こ
と
が
進
ん
で
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
が
、
現
場
の
下
働
き
だ
っ
た
自
分
が
あ
る
程
度
の
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こ
と
を
知
っ
た
の
は
か
な
り
あ
と
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
、
当
時
は
た
だ
た
だ
凄
い
と
し
か

思
わ
な
か
っ
た
。

思
い
返
し
て
み
れ
ば
「
私
立
リ
ー
グ
」
創
設
に
も
後
の
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長
、
鈴

木 

中
先
生
（
当
時
の
湘
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
顧
問
）
の
後
ろ
盾
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

相
川
さ
ん
は
学
生
の
と
き
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
な
が
ら
動
け
る
人
だ
っ
た
わ
け
だ
。

現
場
レ
ベ
ル
で
言
え
ば
チ
ー
ム
を
作
り
、
大
会
を
作
り
、
ス
ポ
ン
サ
ー
を
つ
け
る
。
主
審
も

地
区
の
協
会
に
頼
ん
で
き
ち
ん
と
日
当
を
払
い
、
本
格
的
に
運
営
す
る
。
本
格
的
な
大
会
と
し

て
運
営
す
る
こ
と
で
子
供
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
。
そ
し
て
、
ユ
ー
ス
レ
ベ
ル
で

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
に
な
ろ
う
と
す
る
若
い
我
々
に
も
な
ん
と
か
対
価
が
出
る
よ
う
に
す
る
。

「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
の
中
心
に
い
た
ほ
と
ん
ど
の
ひ
と
た

ち
か
ら
目
の
敵
に
さ
れ
て
い
た
時
代
に
、
読
売
ク
ラ
ブ
の
現
場
で
一
歩
一
歩
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

同
じ
よ
う
な
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
の
形
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
形
が
で
き
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に

し
た
。

◆

高
校
チ
ー
ム
と
の
試
合

高
校
チ
ー
ム
を
ユ
ー
ス
Ａ
、
中
学
チ
ー
ム
を
ユ
ー
ス
Ｂ
と
名
付
け
た
の
は
こ
の
と
き
だ
っ
た

の
ち
に
小
学
生
チ
ー
ム
が
で
き
て
、
そ
れ
は
ユ
ー
ス
Ｓ
と
し
た
。
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読
売
ク
ラ
ブ
・
ユ
ー
ス
Ａ
チ
ー
ム
の
立
ち
上
が
り
は
近
所
の
高
校
と
の
練
習
試
合
だ
っ
た
。

試
合
前
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
な
く
、
ア
ッ
プ
を
し
た
あ
と
に
「
お
ま
え
ら
で
メ
ン
バ
ー
決
め

ろ
」
と
選
手
を
放
り
出
し
、
相
川
さ
ん
は
事
務
所
に
ラ
イ
ン
ズ
マ
ン
フ
ラ
ッ
グ
を
取
り
に
戻
っ

て
行
っ
た
。

横
で
見
て
い
た
自
分
に
は
顔
が
わ
か
る
選
手
の
方
が
少
な
い
と
い
う
状
況
で
口
を
挟
め
る
雰

囲
気
で
も
な
い
。
相
川
さ
ん
が
戻
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
ど
、
ま
っ
た
く
決

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

で
、
相
川
さ
ん
は
「
な
ん
だ
決
ま
っ
て
な
い
の
か
、
そ
れ
じ
ゃ
ウ
イ
ン
グ
に
笠
井
、
ハ
ー
フ

に
戸
塚
、
左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
都
並
で
あ
と
は
じ
ゃ
ん
け
ん
」
と
言
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。

譲
り
合
い
だ
っ
た
り
、
奪
い
合
い
だ
っ
た
り
が
起
き
て
、
ほ
か
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、
じ
ゃ
ん

け
ん
で
決
ま
り
試
合
が
始
ま
っ
た
。

審
判
は
「
い
ち
は
し
」
（
筆
者
）

当
時
の
読
売
ク
ラ
ブ
の
ユ
ー
ス
選
手
は
、
個
人
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
格
段
に
う
ま
か
っ
た
。

彼
ら
と
は
じ
め
て
一
緒
に
練
習
を
し
た
と
き
に
、
三
対
一
を
や
っ
て
い
る
と
年
上
の
自
分
が
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全
く
ボ
ー
ル
に
触
れ
な
い
。
そ
れ
ぐ
ら
い
上
手
く
て
、
な
ん
だ
こ
い
つ
ら
と
驚
か
さ
れ
た
。

当
時
の
自
分
の
知
識
で
は
三
対
一
で
あ
れ
ば
、
パ
ス
コ
ー
ス
を
作
る
た
め
に
パ
ス
ア
ン
ド

ゴ
ー
で
パ
ス
角
度
を
作
る
た
め
に
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
。
し
か
し
、
そ
う
や
っ
て
動

く
気
配
は
ま
っ
た
く
な
い
。
な
の
に
ボ
ー
ル
を
奪
え
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
高
校
チ
ー
ム
と
の
試
合
が
始
ま
っ
た
ら
、
守
り
が
ま
っ
た
く
機
能
し
な
い
で
ボ

ロ
ボ
ロ
。

開
始
早
々
に
左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
都
並
の
裏
に
ロ
ン
グ
ボ
ー
ル
を
入
れ
ら
れ
て
、
そ
こ
か
ら
の

ク
ロ
ス
で
ピ
ン
チ
の
連
続
。
な
ん
せ
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
。

「
都
並
、
な
に
や
っ
て
ん
だ
よ
」
と
チ
ー
ム
メ
ー
ト
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
飛
ぶ
。

正
直
、
な
ん
だ
こ
り
ゃ
と
い
う
の
が
印
象
。

◆

戸
塚
、
都
並
を
見
抜
く

そ
れ
で
、
戸
塚
が
都
並
を
呼
び
寄
せ
て
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
レ
ク

チ
ャ
ー
し
は
じ
め
た
。
地
面
に
図
を
書
い
て
あ
あ
だ
こ
う
だ
と
教
え
て
い
る
。

そ
の
後
も
都
並
の
裏
を
狙
わ
れ
続
け
た
の
だ
が
、
そ
の
修
正
が
効
き
始
め
る
と
五
分
も
し
な

い
う
ち
に
左
サ
イ
ド
を
破
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
裏
に
パ
ス
を
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
く

な
り
、
さ
ら
に
ウ
イ
ン
グ
の
足
元
の
ボ
ー
ル
を
都
並
が
奪
う
よ
う
に
な
っ
た
。
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後
の
日
本
代
表
左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
の
誕
生
を
目
に
し
た
わ
け
だ
。
若
い
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
と

し
て
は
破
格
の
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

都
並
を
左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
で
起
用
し
た
理
由
を
、
あ
と
で
相
川
さ
ん
に
問
い
質
す
と
「
右
サ

イ
ド
バ
ッ
ク
に
は
松
木
が
い
る
か
ら
」
と
言
わ
れ
た
。

当
時
、
す
で
に
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
獲
得
し
て
い
た
松
木
が
右
サ
イ
ド
バ
ッ
ク

に
い
た
の
で
、
都
並
が
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め
に
は
左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
で

な
い
と
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
だ
。
都
並
、
戸
塚
の
黄
金
世
代
が
中
三
か
ら
高
一
に
上
が
っ
た

こ
ろ
の
話
で
あ
る
。

都
並
、
戸
塚
ら
の
才
能
に
驚
く
と
と
も
に
、
そ
れ
を
見
抜
い
て
い
た
相
川
さ
ん
の
慧
眼
に
感

服
す
る
し
か
な
い
。

し
ば
ら
く
後
に
な
っ
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
サ
ン
ロ
レ
ン
ソ
が
日
本
に
来
日
し
た
と
き
に
そ

の
監
督
が
「
ウ
イ
ン
グ
で
二
番
目
の
選
手
を
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
に
抜
擢
す
る
」
と
い
う
話
を
ど
こ

か
で
し
た
ら
し
い
。
攻
撃
的
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
が
活
躍
し
始
め
た
、
当
時
の
世
界
の
流
れ
で
考
え

れ
ば
、
都
並
の
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
も
驚
く
に
は
あ
た
ら
な
い
起
用
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
と
き

ま
で
都
並
は
ウ
イ
ン
グ
し
か
や
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
本
人
も
周
り
も
驚
い
た

こ
と
だ
ろ
う
。
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◆
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
の
は
じ
ま
り

当
時
、
現
場
で
指
導
を
す
る
と
言
っ
て
も
、
自
分
が
教
わ
っ
た
こ
と
を
子
供
に
も
教
え
る
と

い
う
だ
け
だ
っ
た
。
あ
る
い
は
「
チ
ャ
ナ
デ
ィ
の
サ
ッ
カ
ー
」
に
書
い
て
あ
る
練
習
を
そ
の
ま

ま
や
る
。
あ
る
い
は
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
選
手
の
フ
ェ
イ
ン
ト
を
真
似
て
そ
の
ま
ま
教
え
る
。

あ
と
は
大
半
の
時
間
が
五
対
二
と
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
。

そ
ん
な
な
か
で
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
全
国
で
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た

当
時
は
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
一
期
生
と
し
て
自
分
も
神
奈
川
で
受
講

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

神
奈
川
の
講
師
は
む
ろ
ん
の
こ
と
相
川
さ
ん
。

実
技
は
読
売
ク
ラ
ブ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
湘
南
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
た
は
体
育
館
。
講
義
は

湘
南
高
校
の
教
室
。

読
売
ク
ラ
ブ
と
湘
南
高
校
、
自
宅
を
往
復
す
る
生
活
が
続
い
た
。
三
ヵ
月
ぐ
ら
い
で
か
な
り

し
っ
か
り
し
た
内
容
だ
っ
た
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

サ
ッ
カ
ー
的
な
中
身
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
が
、
怪
我
の
救
急
処
置
と
リ
ハ
ビ
リ
、
そ
こ
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は
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
お
く
べ
き
だ
と
教
わ
っ
た
記
憶
が
あ
る
。

い
ま
で
も
思
う
の
だ
が
、
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
は
現
場
で
必
要
な
医
学
生
理
学
の
知
識

と
救
急
法
を
し
っ
か
り
教
え
て
、
サ
ッ
カ
ー
の
中
身
は
自
分
で
考
え
ろ
で
も
構
わ
な
い
の
で
は

な
い
か
。
コ
ー
チ
の
数
だ
け
、
チ
ー
ム
の
数
だ
け
サ
ッ
カ
ー
の
形
が
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
と
は
そ

う
い
う
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
信
じ
て
い
る
。

◆

ま
た
も
大
ケ
ガ
で
世
話
に

読
売
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
と
き
に
公
式
戦
が
少
な
い
の
で
神
奈
川
の
社
会
人

リ
ー
グ
に
登
録
し
た
。
社
会
人
リ
ー
グ
な
の
で
シ
ー
ズ
ン
中
は
毎
週
や
っ
て
い
る
の
だ
が
、
選

手
は
高
校
の
試
験
な
ど
で
来
ら
れ
な
い
時
期
も
あ
る
。
そ
の
と
き
に
は
我
々
若
手
の
ユ
ー
ス

コ
ー
チ
が
試
合
に
出
た
。

あ
る
と
き
試
合
に
出
て
い
て
、
両
サ
イ
ド
か
ら
同
時
に
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
タ
ッ
ク
ル
を
受
け

る
と
い
う
ひ
ど
い
目
に
あ
い
、
着
地
が
で
き
ず
に
左
肘
を
脱
臼
し
て
し
ま
っ
た
。
肘
が
ど
こ
か

に
飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
目
も
あ
て
ら
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
。
そ

の
脱
臼
を
そ
の
場
で
整
復
し
て
く
れ
た
の
が
相
川
さ
ん
だ
っ
た
。

開
放
性
で
な
か
っ
た
の
が
不
幸
中
の
幸
い
だ
っ
た
が
、
そ
の
日
に
あ
と
か
ら
受
診
し
た
整
形

外
科
医
か
ら
「
か
な
り
上
手
い
ひ
と
に
整
復
し
て
も
ら
っ
て
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
ね
。
そ
の
ひ
と

柔
道
か
何
か
や
っ
て
い
る
の
？
」
と
聞
か
れ
て
驚
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

134



自
分
は
そ
こ
ま
で
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
、
ユ
ー
ス
レ
ベ
ル
の
コ
ー
チ
な
ん
て
そ
う
い
う

と
き
の
対
応
法
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
一
番
重
要
な
の
で
は
と
今
で
も
思
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
相
川
さ
ん
に
は
大
ケ
ガ
を
二
度
も
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

◆

ド
イ
ツ
へ
コ
ー
チ
留
学

そ
の
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
で
初
級
コ
ー
チ
の
資
格
を
取
っ
て
、
次
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

研
修
で
ド
イ
ツ
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
一
ヵ
月
ほ
ど
の
研
修
で
費
用
は
半
分
自
分
で
、
半
分

読
売
持
ち
だ
っ
た
。
最
初
は
全
額
自
費
で
と
言
わ
れ
た
が
、
ク
ラ
ブ
が
半
額
出
す
交
渉
も
相
川

さ
ん
が
し
て
く
れ
た
。

若
い
コ
ー
チ
を
ク
ラ
ブ
で
自
前
で
育
て
よ
う
と
い
う
考
え
を
相
川
さ
ん
が
も
っ
て
い
た
の
で

ク
ラ
ブ
側
も
納
得
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
う
。

選
手
と
し
て
も
コ
ー
チ
と
し
て
も
実
績
は
皆
無
だ
っ
た
が
、
日
本
協
会
に
連
れ
て
行
か
れ
て

当
時
の
技
術
委
員
会
の
お
偉
方
だ
っ
た
平
木
隆
三
さ
ん
の
面
談
を
受
け
て
参
加
Ｏ
Ｋ
を
も
ら
っ

た
。デ

ュ
イ
ス
ブ
ル
グ
の
ス
ポ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
レ
で
三
週
間
の
合
宿
。
初
級
コ
ー
チ
の
資
格
を
も

ら
っ
た
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
後
に
レ
ッ
ズ
の
監
督
に
な
っ
た
ホ
ル
ガ
ー
・
オ
ジ
ェ
ッ
ク

だ
っ
た
の
が
何
と
も
微
妙
な
記
憶
。
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
は
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
・
フ
ォ
ク
ツ
だ
っ
た
。
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現
場
で
一
か
ら
育
て
て
も
ら
っ
て
、
資
格
も
取
ら
せ
て
も
ら
っ
て
、
こ
れ
か
ら
恩
返
し
で
奉

公
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と
き
に
家
庭
の
事
情
で
読
売
ク
ラ
ブ
を
辞
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。当

時
の
笹
波
永
光
事
務
局
長
に
伝
え
て
、
相
川
さ
ん
に
は
伝
え
た
の
は
そ
の
あ
と
だ
っ
た
。

今
に
し
て
思
え
ば
人
間
と
し
て
順
番
を
間
違
え
て
い
る
し
、
決
断
す
る
よ
り
も
前
に
先
ず
相
川

さ
ん
に
相
談
す
べ
き
こ
と
だ
っ
た
。
思
い
出
す
と
恥
ず
か
し
く
な
る
。

◆

山
手
学
院
の
コ
ー
チ
に

そ
れ
か
ら
大
学
に
入
り
直
し
て
、
卒
業
し
て
、
今
の
仕
事
（
歯
科
医
師
）
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
草
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
、
代
表
の
試
合
を
見
に
行
く
と
い
う
程
度
し
か
サ
ッ
カ
ー
と

の
接
点
が
な
く
な
っ
た
。

や
っ
と
仕
事
で
独
立
す
る
と
い
う
時
期
に
な
っ
て
、
山
手
学
院
サ
ッ
カ
ー
部
の
同
級
生
か
ら

電
話
が
き
た
。
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
現
役
の
指
導
を
や
ら
な
い
か
と
い
う
話
だ
っ
た
。

総
監
督
を
相
川
さ
ん
に
お
願
い
し
て
月
一
回
ほ
ど
見
に
来
て
も
ら
う
。
あ
と
は
自
分
と
同
級

生
の
田
所
俊
文
で
週
に
二
回
ず
つ
チ
ー
ム
を
見
に
来
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

引
き
受
け
る
と
き
に
か
み
さ
ん
に
相
談
し
た
と
き
の
言
葉
は
「
相
川
さ
ん
が
本
気
で
や
る
の
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で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
付
き
合
う
の
で
あ
れ
ば
、
お
れ
は
今
の
仕
事
（
歯
医
者
）
を
辞
め
る
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
（
＝
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
が
本
業
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
）
、
そ
れ
で
も
い
い
？
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

か
み
さ
ん
は
「
別
に
い
い
よ
」
と
後
押
し
し
て
く
れ
た
。
自
分
に
と
っ
て
は
相
川
さ
ん
と
い

う
の
は
そ
れ
ほ
ど
の
存
在
だ
っ
た
わ
け
だ
。

た
と
え
週
末
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
コ
ー
チ
で
も
、
相
川
さ
ん
の
も
と
で
中
途
半
端
な
や
り
方
は

許
さ
れ
な
い
、
と
思
っ
た
。

相
川
さ
ん
が
、
そ
れ
で
ど
う
こ
う
言
う
人
で
は
な
い
こ
と
は
、
分
か
っ
て
い
た
も
の
の
、
自

分
自
身
の
気
持
ち
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
で
半
端
な
取
り
組
み
を
相
川
さ
ん
に
は
見
せ
ら
れ
な
い
。

そ
う
い
う
考
え
だ
っ
た
。

読
売
ク
ラ
ブ
を
辞
め
た
と
き
に
信
頼
を
裏
切
る
こ
と
に
な
り
、
し
ょ
う
も
な
い
奴
だ
と
思
わ

れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
と
き
の
借
り
を
返
さ
な
け
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
。

よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
自
分
が
卒
業
し
た
学
校
の
チ
ー
ム
の
面
倒
を
、
他
校
（
栄
光
学
園
）

出
身
の
相
川
さ
ん
に
、
ま
た
も
見
て
も
ら
お
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、
借
り
を
作
っ
て
い
る
の
は

こ
ち
ら
の
方
だ
っ
た
の
に
…
。

そ
れ
か
ら
、
途
中
の
中
断
期
間
は
あ
っ
た
も
の
の
、
あ
わ
せ
て
十
一
年
の
間
、
中
学
高
校
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サ
ッ
カ
ー
部
の
面
倒
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。

引
き
受
け
た
こ
ろ
の
山
手
学
院
は
、
大
会
に
出
れ
ば
一
回
戦
負
け
が
当
た
り
前
。
年
間
の
試

合
数
が
公
式
戦
と
練
習
試
合
を
あ
わ
せ
て
十
試
合
足
ら
ず
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
チ
ー
ム

を
神
奈
川
県
の
二
部
リ
ー
グ
ま
で
押
し
上
げ
た
。

市
大
会
ベ
ス
ト
４
、
県
大
会
ベ
ス
ト
８
、
選
手
権
予
選
ベ
ス
ト

32
と
い
う
の
が
、
自
分
が
面

倒
を
見
た
チ
ー
ム
で
の
最
良
の
結
果
。
神
奈
川
県
の
ト
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
夢

で
終
わ
っ
た
。

◆

評
価
に
減
点
法
は
な
い

相
川
さ
ん
に
は
そ
の
流
れ
の
中
で
幾
度
と
な
く
お
世
話
に
な
っ
た
。

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
を
目
指
す
若
い
後
輩
の
た
め
に
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
受
講
の
た
め
の
推

薦
状
を
書
い
て
も
ら
っ
た
り
、
練
習
試
合
の
相
手
を
し
て
も
ら
っ
た
り
と
有
形
無
形
の
お
世
話

に
な
っ
た
。

若
い
後
輩
学
生
コ
ー
チ
と
と
も
に
、
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
称
し
て
毎
週
一
回
、

町
田
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
で
チ
ー
ム
に
つ
い
て
の
話
を
重
ね
た
時
期
も
あ
る
。

相
川
さ
ん
が
ふ
だ
ん
指
導
し
て
い
る
高
校
チ
ー
ム
の
試
合
や
練
習
は
何
度
と
な
く
見
に
行
っ

た
し
、
こ
ち
ら
の
チ
ー
ム
も
何
度
と
な
く
み
て
も
ら
っ
た
。
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相
川
さ
ん
は
、
指
導
を
し
て
い
る
選
手
に
、
た
っ
た
ひ
と
つ
で
も
「
切
れ
る
」
も
の
が
あ
れ

ば
、
そ
の
長
所
を
活
か
そ
う
と
し
て
く
れ
る
指
導
者
だ
っ
た
。

ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
口
を
開
け
ば
か
な
り
き
つ
い
台
詞
が
出
て
く
る
。
相

当
に
誤
解
を
受
け
る
人
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
が
、
そ
う
や
っ
て
振
る
舞
う
の
を
見
て

い
て
も
若
い
選
手
た
ち
に
対
す
る
愛
情
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。

相
川
さ
ん
は
若
い
選
手
の
評
価
を
す
る
と
き
に
減
点
法
で
な
い
の
だ
。

と
き
に
世
間
の
評
価
が
高
い
若
い
選
手
を
「
お
れ
は
良
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
言
葉
で
は

切
っ
て
捨
て
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
選
手
が
「
下
手
だ
」
と
い
う
意
味
で
は

な
い
。
ふ
つ
う
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
は
、
す
ぐ
れ
て
い
て
も
、
サ
ッ
カ
ー
で
生
き
て
い
く
た

め
に
必
要
な
「
切
れ
る
」
も
の
を
見
せ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

◆

高
校
生
の
中
村
俊
輔
を
評
価

山
手
学
院
サ
ッ
カ
ー
部
を
指
導
し
て
い
た
と
き
に
、
公
式
戦
で
桐
光
学
園
と
あ
た
っ
た
こ
と

が
あ
る
。

我
々
は
相
手
に
ど
ん
な
選
手
が
い
る
か
な
ん
て
、
ま
っ
た
く
知
ら
ず
、
た
だ
単
に
強
い
こ
と

し
か
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
相
川
さ
ん
は
試
合
前
か
ら
「
お
ま
え
ら
、
よ
く
見
て
置
け
よ
。

き
ょ
う
は
将
来
の
日
本
代
表
に
ギ
タ
ギ
タ
に
さ
れ
る
か
ら
」
と
笑
い
な
が
ら
話
し
て
い
た
。
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試
合
は
味
方
自
陣
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ
リ
ア
に
釘
付
け
に
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
狭
い
エ
リ
ア
で

ス
ル
ー
パ
ス
を
通
さ
れ
て
の
失
点
が
相
次
い
だ
。
二
回
戦
で 

〇 

対 

九 

負
け
。
そ
の
ス
ル
ー

パ
ス
を
出
し
て
い
た
選
手
が
中
村
俊
輔
だ
っ
た
。

そ
れ
ほ
ど
、
高
く
買
っ
て
い
た
中
村
俊
輔
が
プ
ロ
に
な
っ
て
脚
光
を
浴
び
て
い
た
こ
ろ
、
相

川
さ
ん
と
話
を
す
る
と
「
ど
こ
が
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
批
判
を
口
に
し
て
い
た
。
将
来

の
日
本
を
背
負
っ
て
立
つ
選
手
と
し
て
は
何
か
も
の
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
試
合
で
、
山
手
学
院
が
た
っ
た
一
回
だ
け
パ
ス
を
つ
な
い
で
、
相
手
ペ
ナ
ル
テ
ィ
エ
リ

ア
付
近
ま
で
攻
め
込
み
、
シ
ュ
ー
ト
し
た
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
相
川
さ
ん
は
パ
ス
が

一
本
一
本
通
る
の
に
あ
わ
せ
て
う
な
ず
き
な
が
ら
、
「
う
ん
、
う
ん
、
う
ん
、
よ
し
、
そ
れ
だ

そ
れ
を
や
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
、
こ
の
相
手
で
も
で
き
る
ん
だ
か
ら
」
と
嬉
し
そ
う
に
語
っ
た
。

チ
ー
ム
の
成
長
に
眼
を
細
め
る
相
川
さ
ん
に
選
手
た
ち
に
対
す
る
愛
情
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
な
か
っ
た
。

◆

プ
ロ
コ
ー
チ
へ
の
道
を
切
り
開
く

会
え
ば
延
々
と
サ
ッ
カ
ー
の
話
を
す
る
。
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自
分
も
い
わ
ゆ
る
世
間
話
が
苦
手
で
、
誰
と
で
も
仕
事
の
話
か
、
サ
ッ
カ
ー
の
話
ば
か
り
を

し
て
い
る
。
い
や
、
そ
れ
し
か
で
き
な
い
か
ら
付
き
合
い
が
狭
い
し
、
好
き
嫌
い
も
激
し
い
。

で
、
指
導
を
し
て
い
る
と
き
は
か
な
り
言
葉
が
き
つ
い
。

な
ん
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
、
こ
の
ひ
と
に
似
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

サ
ッ
カ
ー
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
何
か
思
い
あ
ぐ
ね
る
こ
と
が
あ
れ
ば
相
談
に
行
く
。

自
分
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
に
お
い
て
は
常
に
道
標
と
な
る
偉
大
な
先
達
者
だ
っ
た
。

今
で
こ
そ
、
巷
に
は
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
に
な
ろ
う
と
い
う
若
者
が
溢
れ
て
い
る
が
、
そ
の
昔

企
業
サ
ッ
カ
ー
が
普
通
で
あ
っ
た
時
代
に
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
と
し
て
メ
シ
を
食
う
と
い
う

道
を
底
辺
か
ら
切
り
開
い
た
希
有
な
ひ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
後
に
続
こ
う
と
す
る
我
々
の

た
め
に
道
を
作
っ
て
く
れ
た
人
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
人
に
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
、
後
に
続
く
若
者
た
ち
に
返
し
た
い
。
自
分
は
志
半
ば
で

道
を
諦
め
た
が
、
そ
う
思
い
続
け
て
週
末
パ
ー
ト
タ
イ
ム
コ
ー
チ
と
し
て
の
仕
事
を
通
じ
、
わ

ず
か
な
が
ら
で
も
そ
の
恩
を
返
そ
う
と
し
て
い
る
。

相
川
さ
ん
と
そ
ん
な
話
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
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「
恩
っ
て
な
ん
だ
。
そ
ん
な
ふ
う
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
、
俺
は
お
前
に
何
も
し
て
は
い

な
い
よ
」

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
の
だ
が
…

「
俺
は
サ
ッ
カ
ー
に
は
恩
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
俺
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
サ
ッ

カ
ー
に
は
恩
が
あ
る
と
。
だ
か
ら
、
何
か
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る
ん
だ

け
ど
、
そ
れ
を
お
前
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
と
ら
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
俺
は
何
も
言
わ
な
い

よ
。
」

だ
か
ら
、
そ
う
、
自
分
も
そ
の
道
を
歩
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

永
遠
に
サ
ッ
カ
ー
の
師
で
あ
り
続
け
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
た
。

な
の
に
、
こ
ん
な
に
も
早
く
…

い
つ
の
日
か
、
ま
た
、
自
分
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
笛
を
吹
い
て
い
る
と
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を

突
っ
込
み
、
辺
り
を
見
回
し
な
が
ら
、
遠
く
の
方
か
ら
歩
い
て
く
る
相
川
さ
ん
の
姿
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
、
そ
う
思
い
な
が
ら
週
末
を
サ
ッ
カ
ー
と
と
も
に
過
ご
し
て
い
き
ま
す
。

合
掌

142



相
川
さ
ん
追
悼
座
談
会
　
（
山
手
学
院
中
・
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
）

【
開
　
催
】

二
〇
一
一
年
四
月
十
六
日
　
　
【
場
所
】
横
浜
関
内 

大
徳
寿

【
参
加
者
】
大
島
雅
男
（教
諭
・サ
ッ
カ
ー
部
顧
問
）
・小
林
淳
一
（一
期
）
・会
田
裕
康
（二
期
）

大
平
実
（二
期
）
・加
藤
滋
（二
期
）
・市
橋
晶
（三
期
）
・鈴
木
道
子
（三
期
）
・三
辻
正
仁
（六
期
）

【
司
　
会
】

田
所
俊
文
（
三
期
）

田
所

本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
十
二
月
に
我
々
の
母
校

山
手
学
院
サ
ッ
カ
ー
部
の
忘
年
会
に
参
加
さ
れ
た
相
川
さ
ん
が
、
一
月
に
急
逝
さ
れ
て
皆
さ
ん

も
驚
か
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
ま
で
付
き
合
っ
て
く
れ
て
元
気
そ
う
に

見
え
た
の
で
す
が
、
別
れ
た
後
の
電
車
の
中
で
は
や
は
り
相
当
し
ん
ど
そ
う
だ
っ
た
ら
し
い
で

す
。

今
日
は
相
川
さ
ん
が
早
稲
田
の
学
生
の
頃
に
コ
ー
チ
ン
グ
を
受
け
て
い
た
皆
さ
ん
に
、
若
き
日

の
相
川
さ
ん
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
林

相
川
さ
ん
は
中
学
が
出
来
た
最
初
の
年
、
一
九
六
六
年
の
冬
頃
に
来
た
の
か
な
。
最
初

に
グ
ラ
ン
ド
で
見
た
印
象
は
、
「
ト
ッ
ポ
か
っ
た
。
」
な
ん
だ
こ
の
人
、
す
げ
ー
人
だ
な
と
は
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思
い
ま
し
た
。
ま
だ
早
稲
田
の
二
年
生
で
し
た
ね
。
一
期
生
の
サ
ッ
カ
ー
部
員
は
最
初
十
五
人

ぐ
ら
い
い
た
ん
だ
け
ど
、
そ
ん
な
に
ひ
っ
ち
ゃ
気
に
な
っ
て
サ
ッ
カ
ー
や
り
た
く
な
い
し
っ
て

相
川
さ
ん
が
ち
ゃ
ん
と
コ
ー
チ
ン
グ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
空
中
分
解
し
て
最
後
は
二
人
に

な
っ
た
。

田
所

大
島
先
生
は
二
年
遅
れ
て
サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
問
に
な
り
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
第
一
印
象

を
お
も
ち
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

大
島

私
は
サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
は
何
も
知
ら
な
く
て
、
レ
フ
リ
ー
は
ど
う
や
る
ん
で
し
ょ
う
か

と
聞
い
た
ら
、
「
ピ
ー
っ
と
、
強
く
笛
を
吹
け
ば
い
い
ん
だ
」
と
一
言
。
そ
れ
で
は
ど
う
や
っ

て
走
る
の
で
す
か
と
聞
い
た
ら
、
「
ひ
ざ
を
上
げ
て
走
る
ん
で
す
」
と
。
そ
れ
が
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

田
所

二
期
生
は
入
学
し
た
時
に
は
既
に
相
川
さ
ん
が
コ
ー
チ
で
し
た
。
第
一
印
象
は
？

加
藤

い
ち
ば
ん
最
初
に
あ
っ
た
日
、
と
っ
つ
き
に
く
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。
一
番
印
象
に
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残
っ
て
い
る
の
は
、
練
習
に
サ
ッ
カ
ー
ス
パ
イ
ク
を
履
い
て
い
っ
た
ら
、
「
お
前
何
ふ
ざ
け
て

い
る
ん
だ
」
と
怒
ら
れ
て
、
そ
の
言
い
方
が
、
中
一
だ
っ
た
か
ら
す
ご
く
傷
つ
い
た
の
ね
。

サ
ッ
カ
ー
ス
パ
イ
ク
履
い
て
っ
て
な
ん
で
怒
ら
れ
る
の
か
す
ご
く
へ
こ
み
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
み
ん
な
で
愚
痴
を
言
い
合
う
ほ
ど
親
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
一
人
で
俺
は
嫌
わ
れ

た
と
思
っ
て
た
。

ま
だ
四
月
で
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
に
出
て
サ
ッ
カ
ー
部
に
決
め
て
、
新
し
い
ス
パ
イ
ク
を

買
っ
て
、
履
い
て
行
っ
た
ら
怒
ら
れ
て
…

会
田

最
初
の
練
習
の
時
に
、
俺
の
こ
と
を
監
督
と
か
コ
ー
チ
と
呼
ぶ
な
、
相
川
さ
ん
と
呼
べ

と
自
分
で
言
っ
た
ん
で
す
よ
。
俺
は
そ
ん
な
身
分
じ
ゃ
な
い
。
お
前
ら
と
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を

や
る
ん
だ
と
言
っ
た
ん
で
す
。
変
っ
た
人
だ
な
と
思
っ
て
、
歳
を
聞
い
た
ら
大
学
生
だ
と
い
う

こ
と
で
、
じ
ゃ
あ
兄
貴
的
な
感
じ
で
接
す
る
か
な
と
思
っ
た
ら
結
構
気
難
し
い
の
で
と
っ
つ
き

に
く
か
っ
た
し
、
相
川
さ
ん
と
呼
べ
と
い
う
わ
り
に
は
壁
を
感
じ
て
ま
し
た
。

小
林

一
期
生
が
検
見
川
で
合
宿
を
し
た
と
き
、
す
ご
い
距
離
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
走
ら

さ
れ
た
ん
で
す
。
で
も
終
わ
っ
た
後
に
は
部
屋
で
お
い
ち
ょ
か
ぶ
を
教
え
て
く
れ
て
、
こ
う
い
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う
一
面
も
あ
る
ん
だ
、
い
い
兄
貴
だ
な
と
。
そ
れ
か
ら
ガ
ラ
ッ
と
見
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。
夏

で
、
上
半
身
裸
で
い
い
ぞ
っ
て
、
そ
れ
で
練
習
を
し
て
ま
し
た
。

市
橋

僕
は
最
初
他
の
部
活
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
が
一
九
六
八
年
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
替
わ
っ
た
ん
で
す
。
サ
ッ

カ
ー
部
に
入
る
前
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
土
手
の
上
か
ら
見
て
い
た
ら
、
練
習
終
り
で
円
陣
を
組

ん
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
一
番
偉
そ
う
に
話
し
て
る
人
が
一
番
小
さ
く
て

誰
な
ん
だ
ろ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

同
学
年
は
部
員
が
二
十
二
人
い
て
、
僕
は
体
が
小
さ
か
っ
た
ん
で
す
が
、
一
番
小
さ
い
人
が

コ
ー
チ
と
い
う
の
に
ひ
か
れ
て
何
も
知
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

最
初
の
印
象
は
、
誰
か
が
「
相
川
先
生
」
と
呼
ん
だ
ら
「
先
生
じ
ゃ
ね
え
」
と
い
き
な
り
言
わ

れ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

田
所

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
ミ
チ
コ
の
印
象
は
？

鈴
木

怖
い
人
だ
な
と
。
全
然
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
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田
所

僕
は
最
初
、
相
川
さ
ん
を
先
輩
だ
と
思
っ
て
い
た
。
自
己
紹
介
も
何
も
な
く
て
、
練
習

メ
ニ
ュ
ー
を
英
語
で
書
い
た
紙
を
渡
さ
れ
た
時
に
始
め
て
こ
の
人
が
コ
ー
チ
な
ん
だ
と
わ
か
っ

た
く
ら
い
で
す
。
最
初
の
頃
の
練
習
は
い
い
加
減
で
し
た
。
な
ん
と
な
く
集
ま
っ
て
、
メ

ニ
ュ
ー
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
や
っ
て
、
最
後
だ
け
集
ま
っ
て
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い
て
、
帰
る

み
た
い
な
。
ほ
と
ん
ど
ほ
っ
た
ら
か
し
だ
っ
た
。
そ
れ
が
夏
休
み
か
ら
い
き
な
り
厳
し
く
な
っ

た
ん
で
す
。
み
ん
な
覚
え
て
な
い
で
す
か
？
　
先
輩
の
チ
ー
ム
が
夏
の
大
会
で
大
負
け
を
し
て

夏
休
み
中
に
自
宅
に
突
然
葉
書
が
来
て
、
休
み
だ
け
ど
練
習
を
や
る
っ
て
。
そ
れ
か
ら
突
然
練

習
が
厳
し
く
な
っ
た
ん
で
す
。

小
林

栄
光
学
園
に 

五 

対 

〇 

で
負
け
た
時
か
な
。

田
所

今
思
え
ば
大
負
け
し
て
な
に
か
変
化
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
相
川
さ
ん
の
心
に
。

会
田

俺
が
入
っ
た
時
は
一
期
生
が
ぎ
り
ぎ
り
十
一
人
い
た
ん
だ
け
ど
、
何
度
目
か
の
練
習
の

時
に
プ
ー
ル
の
横
の
芝
生
の
と
こ
ろ
で
一
期
生
と
相
川
さ
ん
と
話
を
し
て
い
て
、
翌
日
の
練
習
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に
は
小
林
さ
ん
、
加
藤
さ
ん
ら
四
人
し
か
出
て
こ
な
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
た
ら
渡
部
さ
ん
も

川
勝
さ
ん
も
来
な
く
な
っ
て
二
人
に
な
っ
た
。

小
林

言
葉
が
少
な
い
か
ら
誤
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
っ
て
こ
と
が
あ
る
ん
だ
よ
。
と
く
に
一
期

生
と
は
。

加
藤

す
ご
く
ニ
ヒ
ル
な
ん
だ
よ
。
そ
の
印
象
が
あ
る
。
忘
れ
も
し
な
い
、
第
一
回
私
立
リ
ー

グ
で
、
慶
応
と
桐
蔭
が
同
率
で
、
両
校
が
引
き
分
け
る
と
山
手
が
優
勝
っ
て
い
う
と
き
が
あ
っ

て
、
そ
の
試
合
を
見
に
行
っ
た
ん
だ
よ
。
関
東
学
院
に
。
そ
し
た
ら
後
半
残
り
十
分
ぐ
ら
い
の

時
に
相
川
さ
ん
が
、
優
勝
し
た
ら
喜
べ
ば
い
い
ん
だ
っ
て
帰
っ
ち
ゃ
っ
た
。
な
ん
で
相
川
さ
ん

は
最
後
ま
で
見
て
い
か
な
い
の
か
な
、
き
っ
と
絶
対
ど
っ
か
陰
で
見
て
る
だ
ろ
う
っ
て
話
し
て

た
。
あ
れ
は
ね
す
ご
く
印
象
に
残
っ
て
る
。
山
手
が
優
勝
し
た
瞬
間
に
い
な
か
っ
た
ん
だ
よ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
。

田
所

相
川
さ
ん
と
加
藤
さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
加
藤
さ
ん
三

ツ
沢
で
の
大
切
な
試
合
サ
ボ
っ
た
で
し
ょ
う
。
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加
藤

違
う
よ
。
サ
ボ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
！
　
三
ツ
沢
球
技
場
で
、
は
じ
め
て
芝
生
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
出
来
る
こ
と
に
な
っ
て
、
小
学
生
の
遠
足
の
前
日
と
一
緒
で
、
わ
く
わ
く
し
て
眠
れ
な

い
ん
だ
よ
。
眠
れ
な
く
て
試
合
に
遅
刻
し
た
ん
だ
。
で
、
後
半
少
し
だ
け
出
し
て
も
ら
っ
た
。

会
田

そ
の
試
合
は
勝
っ
た
な
。

田
所

加
藤
さ
ん
が
来
な
か
っ
た
か
ら
僕
は
ス
タ
メ
ン
で
出
し
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
。
い
や
、

加
藤
さ
ん
は
そ
の
試
合
結
局
来
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
終
わ
っ
た
後
、
み
ん
な
で
連
絡
し
な

き
ゃ
と
言
っ
て
い
た
ら
、
横
で
聞
い
て
た
相
川
さ
ん
が
一
言
「
加
藤
は
く
び
だ
よ
。
」
っ
て

言
っ
て
帰
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
。
僕
は
加
藤
さ
ん
く
び
か
！
　
オ
イ
オ
イ
っ
て
思
っ
た
の
覚

え
て
る
。
で
、
加
藤
さ
ん
は
次
の
日
来
た
ん
だ
け
ど
試
合
に
は
出
し
て
も
ら
え
な
く
て
、
謝
っ

て
、
最
後
は
許
し
て
も
ら
っ
て
た
の
を
見
て
た
。

会
田

あ
の
試
合
思
い
出
す
な
。
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
シ
ュ
ー
ズ
で
つ
る
つ
る
滑
っ
て
試
合
し
て
た

な
。
相
川
さ
ん
か
ら
は
ス
パ
イ
ク
を
絶
対
履
く
な
っ
て
言
わ
れ
て
た
。
中
学
生
に
は
履
か
せ
な
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い
っ
て
。
あ
の
試
合
の
後
か
ら
ス
パ
イ
ク
が
解
禁
に
な
っ
た
。

田
所

合
宿
に
も
よ
く
行
き
ま
し
た
よ
ね
。
検
見
川
、
藤
沢
に
も
よ
く
行
き
ま
し
た
ね
、
山
中

湖
も
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
あ
り
ま
す
か
？

会
田

山
中
湖
は
タ
コ
部
屋
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
よ
。

田
所

途
中
渋
滞
で
、
着
い
た
と
き
は
夕
方
六
時
近
く
で
、
も
う
今
日
は
練
習
な
い
な
っ
て
み

ん
な
で
密
か
に
喜
ん
で
い
た
ら
、
夕
食
が
終
わ
っ
て
七
時
ご
ろ
薄
暗
い
グ
ラ
ン
ド
に
出
ろ
っ
て

言
わ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
走
ら
さ
れ
た
ん
で
す
よ
。
飯
食
っ
た
ば
か
り
な
の
に
。

相
川
さ
ん
が
先
頭
で
一
緒
に
走
っ
て
い
る
か
ら
何
も
い
え
な
い
・
・
・
終
わ
っ
た
後
に
お
前
ら

気
を
抜
い
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
！
　
と
怒
ら
れ
た
。

加
藤

今
日
は
練
習
な
し
だ
っ
て
、
噂
し
て
た
の
聞
こ
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
ね
。
大
島
先
生

は
ず
っ
と
合
宿
に
参
加
し
て
ま
し
た
ね
。
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大
島

う
ん
、
山
中
湖
の
合
宿
覚
え
て
る
よ
。

田
所

い
き
な
り
二
〇
〇
ｍ
ダ
ッ
シ
ュ
を
始
め
た
の
は
い
つ
か
ら
で
し
た
？

加
藤

お
れ
た
ち
が
高
校
一
年
の
時
だ
と
思
う
。
や
た
ら
体
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
き
つ
く
な
っ

て
。
雨
の
日
と
か
走
っ
て
ば
っ
か
り
で
つ
ら
か
っ
た
な
。

田
所

練
習
前
、
相
川
さ
ん
が
時
計
を
見
な
が
ら
い
き
な
り
走
り
だ
し
た
ん
で
す
よ
。
ゴ
ー
ル

ラ
イ
ン
往
復
。
相
川
さ
ん
変
な
こ
と
や
っ
て
る
な
、
何
を
や
っ
て
る
の
か
な
っ
て
見
て
た
ら
、

二
〇
〇
ｍ
ダ
ッ
シ
ュ
の
タ
イ
ム
を
計
っ
て
た
。

加
藤

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
来
る
と
き
、
手
に
何
か
持
っ
て
る
と
い
い
ん
だ
け
ど
、
何
に
も
持
っ
て

な
い
と
き
は
走
り
な
ん
だ
よ
。
紙
が
あ
る
と
き
は
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
確
認
と
か
な
ん
だ
け

ど
何
も
な
い
と
き
は
絶
対
走
り
な
ん
だ
よ
。
い
や
だ
っ
た
な
ぁ
〜
。
今
日
は
手
に
何
か
持
っ
て

る
か
を
最
初
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
た
よ
。
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田
所

相
川
さ
ん
っ
て
厳
し
か
っ
た
け
ど
怒
ら
な
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
怒
鳴
っ
た
こ
と

な
か
っ
た
。

大
平

あ
の
人
は
笑
い
な
が
ら
怒
る
ん
だ
。
お
も
し
ろ
い
ん
だ
よ
。

田
所

大
平
さ
ん
が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
中
に
ふ
ざ
け
て
腕
を
折
っ
て
ギ
ブ
ス
し
て
練
習
に
出
て
い

た
同
級
生
の
手
を
ひ
ね
っ
た
ら
、
相
川
さ
ん
が
大
平
な
に
や
っ
て
ん
だ
！
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
走
っ

て
来
い
っ
て
。
珍
し
か
っ
た
で
す
ね
。
相
川
さ
ん
が
大
き
な
声
で
怒
る
の
は
。

市
橋

相
川
さ
ん
て
ク
ー
ル
そ
う
だ
け
ど
ち
ゃ
ん
と
部
員
を
見
て
い
た
。
一
度
、
み
ん
な
が
練

習
終
わ
っ
て
か
ら
一
人
で
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
い
た
ら
、
忘
れ
物
を
し
て
戻
っ
て
き
た
相
川
さ
ん

が
一
時
間
ぐ
ら
い
ず
っ
と
教
え
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
そ
う
い
う
個
人

レ
ッ
ス
ン
み
た
い
な
の
は
な
か
っ
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
見
る
と
こ
は
見
て
る
ん
だ
な
と
。
見
ら

れ
て
い
る
っ
て
い
る
の
は
子
供
な
が
ら
に
も
ず
っ
と
感
じ
て
た
。

読
売
ク
ラ
ブ
で
も
他
の
高
校
で
も
、
コ
ー
チ
の
人
が
相
川
さ
ん
は
何
も
教
え
て
な
い
と
か
、
選

手
の
な
か
に
も
な
に
も
教
わ
っ
て
な
い
っ
て
言
う
人
が
い
て
、
俺
も
山
手
時
代
に
直
接
何
か
言
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わ
れ
た
の
は
そ
の
一
回
だ
け
で
、
あ
と
は
雑
用
係
だ
っ
た
っ
て
い
う
思
い
出
し
か
な
い
。

で
も
い
つ
も
見
て
て
く
れ
て
た
ん
だ
と
思
う
。
そ
う
い
え
ば
都
並
（
元
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
）
は
相
川

さ
ん
に
左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
に
コ
ン
バ
ー
ト
さ
れ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
日
の
試
合
の
メ
ン
バ
ー
を

決
め
る
の
に
最
初
は
じ
ゃ
ん
け
ん
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
決
め
さ
せ
て
ま
し
た
が
、
そ
の
な
か
で
都

並
は
左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
、
戸
塚
は
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
フ
と
彼
ら
を
含
め
て
三
人
だ
け
は
指
名
し
て

い
た
。
相
川
さ
ん
は
都
並
を
最
初
か
ら
左
の
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
に
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
っ
て
そ
の

後
に
聞
き
ま
し
た
。

俺
な
ん
か
山
手
の
試
合
で
ス
タ
メ
ン
な
ん
て
数
試
合
し
か
な
い
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も

ち
ょ
っ
と
練
習
で
い
い
こ
と
を
す
る
と
使
っ
て
も
ら
え
た
。
土
曜
日
に
山
手
で
試
合
が
あ
る
前

日
の
金
曜
日
に
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
た
と
き
、
二
期
生
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
手
抜
き
を
し
て
た

ん
で
す
よ
。
そ
の
横
を
一
生
懸
命
走
っ
て
い
た
ら
次
の
日
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
か
わ
り
に
ス
タ
メ
ン

で
試
合
に
出
さ
れ
た
ん
で
す
。
前
半
だ
け
で
代
わ
っ
た
け
ど
。
選
手
を
ち
ゃ
ん
と
見
て
て
い
い

と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
拾
っ
て
く
れ
て
、
な
ん
か
そ
う
い
う
人
で
し
た
ね
。

田
所

そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
厳
し
か
っ
た
で
す
よ
ね
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
も
一
日
で
も
練
習
休
む

と
試
合
に
出
さ
な
い
と
か
。
た
だ
練
習
内
容
か
ら
す
る
と
、
今
思
え
ば
、
あ
ん
な
に
最
初
か
ら
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体
力
練
習
や
ら
れ
た
ら
も
う
技
術
練
習
な
ん
か
で
き
な
い
よ
ね
。
足
が
ガ
ク
ガ
ク
し
て
。
あ
の

こ
ろ
の
相
川
さ
ん
は
ま
だ
コ
ー
チ
と
し
て
は
過
渡
期
だ
っ
た
の
か
な
。

小
林

大
学
生
に
な
っ
て
相
川
さ
ん
を
訪
ね
て
行
っ
た
と
き
に
横
浜
の
ハ
マ
ボ
ウ
ル
の
う
ら
の

焼
き
肉
屋
に
連
れ
て
っ
て
も
ら
っ
た
ね
。
二
人
で
ビ
ー
ル
ガ
ン
ガ
ン
飲
ん
で
さ
、
相
川
さ
ん
こ

れ
な
ん
て
い
う
料
理
で
す
か
？
　
っ
て
言
っ
た
ら
、
こ
れ
か
？
　
こ
れ
は
朝
鮮
料
理
だ
っ
て

言
っ
て
さ
。
焼
肉
屋
な
ん
だ
よ
ね
、
今
思
え
ば
。
う
ま
か
っ
た
ね
。
相
川
さ
ん
て
肉
が
来
る
と

い
っ
ぺ
ん
に
み
ん
な
の
せ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
五
枚
ぐ
ら
い
重
ね
て
下
か
ら
焼
け
た
か
ら
食
え
っ

て
。
蒸
し
焼
き
な
ん
で
す
。

加
藤

大
船
の
焼
肉
屋
に
み
ん
な
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
よ
ね
。
冬
休
み
の
練
習
の
後
。

ボ
ー
ナ
ス
出
た
と
か
で
に
全
員
に
ご
ち
そ
う
し
て
く
れ
た
。

大
平

合
宿
の
途
中
で
鎌
倉
の
海
に
も
行
っ
た
な
。
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
て
。
サ
ッ
カ
ー
パ
ン

ツ
で
泳
い
だ
ね
。
夏
の
合
宿
は
暑
く
て
辛
か
っ
た
け
ど
、
あ
れ
は
楽
し
か
っ
た
。
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市
橋

冬
の
雨
の
中
散
々
走
ら
さ
れ
た
後
、
肉
ま
ん
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
ね
。
そ
う
い
う
気
遣

い
も
あ
っ
た
。

大
島

私
は
一
回
勝
手
に
試
合
組
ん
だ
ら
怒
ら
れ
た
。
や
め
て
く
だ
さ
い
っ
て
。
栄
光
と
試
合

し
て
た
ら
途
中
で
来
て
、
怒
ら
れ
た
。
ち
ょ
っ
と
困
る
っ
て
。

市
橋

コ
ー
チ
が
い
な
い
と
き
に
試
合
を
す
る
な
っ
て
い
う
人
だ
っ
た
か
ら
。
も
ち
ろ
ん
今
思

え
ば
当
た
り
前
。
私
立
リ
ー
グ
で
キ
ッ
ク
オ
フ
の
時
間
に
相
川
さ
ん
来
な
く
て
、
始
め
ち
ゃ
っ

た
ら
怒
ら
れ
た
ね
。

田
所

お
れ
キ
ャ
プ
テ
ン
だ
っ
た
か
ら
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
怒
ら
れ
た
。

市
橋

お
前
た
ち
は
司
令
官
が
い
な
い
の
に
戦
争
を
始
め
る
の
か
っ
て
。

会
田

俺
は
ね
、
一
回
相
川
さ
ん
を
恨
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
高
校
選
手
権
か
、
総
体
の
予
選
時

に
ベ
ス
ト
８
に
な
る
っ
て
い
う
と
き
、
会
場
の
日
大
藤
沢
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
大
雨
で
水
浸
し
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だ
っ
た
。
ボ
ー
ル
が
浮
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
時
の
相
手
は
鎌
学
で
、
絶
対
勝
て
る
っ
て

チ
ー
ム
全
員
思
っ
て
い
た
。
チ
ー
ム
絶
好
調
で
。
こ
れ
優
勝
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て

思
っ
て
た
。
試
合
前
に
相
川
さ
ん
が
相
手
の
監
督
と
話
し
て
る
の
が
聞
こ
え
て
、
相
手
の
監
督

は
こ
ん
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
っ
て
言
っ
て
る
。
と
こ
ろ
が
相
川
さ
ん
は

や
る
ぞ
っ
て
。
サ
ッ
カ
ー
は
雪
が
降
ろ
う
が
槍
が
降
ろ
う
が
や
る
ん
だ
、
ど
ん
な
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
も
や
る
ん
だ
と
言
っ
て
試
合
を
強
行
し
た
ん
で
す
。
普
通
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
や

ら
せ
て
く
れ
た
ら
勝
て
た
の
に
。
最
後
に
浮
い
た
ボ
ー
ル
を
入
れ
ら
れ
て
負
け
た
。
我
々
も
何

度
も
何
度
も
い
い
シ
ュ
ー
ト
を
打
っ
て
も
止
ま
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
じ
ゃ
な
か
っ

た
で
す
ね
。
止
め
て
て
く
れ
た
ら
な
ぁ
。

会
田

我
々
の
サ
ッ
カ
ー
は
個
人
技
で
パ
ス
の
サ
ッ
カ
ー
だ
っ
た
の
に
、
あ
の
グ
ラ
ン
ド
で
や

れ
っ
て
い
う
こ
と
は
…

大
平

お
れ
は
最
初
体
も
小
さ
く
て
運
動
神
経
も
よ
く
な
く
て
、
二
軍
の
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
や

ら
さ
れ
た
ん
だ
よ
。
な
ん
で
俺
は
こ
ん
な
に
小
さ
い
の
に
キ
ー
パ
ー
や
ら
さ
れ
る
ん
だ
ろ
う
と

思
っ
て
悩
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
ぶ
ん
お
前
は
も
う
サ
ッ
カ
ー
や
め
て
ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ

や
っ
た
ほ
う
が
い
い
っ
て
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
な
。
そ
の
時
は
そ
う
い
う
思
い
を
し
た
ね
。
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田
所

で
も
相
川
さ
ん
っ
て
そ
う
い
う
と
こ
ろ
よ
く
見
て
て
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
で
す
け

ど
、
大
平
さ
ん
の
話
が
出
て
、
「
大
平
も
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
て
る
か
ら
な
」
っ
て
褒
め
て
い
た

ん
で
す
。
ち
ゃ
ん
と
見
て
る
ん
で
す
よ
。
口
は
悪
い
け
ど
。

加
藤

俺
は
寮
で
後
輩
い
じ
め
て
自
宅
謹
慎
や
停
寮
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
実
は
寮
長
か
ら

も
部
活
も
辞
め
ろ
っ
て
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
俺
に
と
っ
て
一
番
厳
し
い
こ
と
は

授
業
に
出
な
い
な
ん
て
事
じ
ゃ
な
く
て
サ
ッ
カ
ー
を
や
れ
な
い
こ
と
で
、
そ
の
時
の
状
況
を
相

川
さ
ん
に
知
ら
せ
に
行
っ
た
ん
で
す
。
実
は
暴
力
事
件
で
謹
慎
・
停
寮
に
な
り
ま
し
た
っ
て

言
っ
た
ら
、
学
業
と
サ
ッ
カ
ー
は
違
う
し
、
人
間
得
手
不
得
手
が
あ
る
ん
だ
か
ら
不
得
手
だ
っ

た
ら
得
手
を
伸
ば
せ
っ
て
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
全
く
怒
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。

そ
の
時
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
っ
て
い
う
も
の
を
、
こ
れ
で
何
か
あ
っ
た
ら
み
ん
な
に
迷
惑
か
け
て

ま
ず
い
な
っ
て
い
う
こ
と
を
子
ど
も
心
に
思
っ
た
ん
で
す
よ
。
怒
ら
な
い
で
話
を
聞
い
て
く
れ

た
か
ら
嬉
し
か
っ
た
し
、
大
切
な
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

田
所

僕
は
中
二
の
時
に
実
家
が
火
事
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
落
ち
込
ん
で
い
て
、
そ
の
時
に
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相
川
さ
ん
に
練
習
終
り
に
呼
ば
れ
て
、
二
時
間
ぐ
ら
い
一
対
一
で
い
ろ
ん
な
話
を
し
て
、
サ
ッ

カ
ー
だ
け
じ
ゃ
な
く
人
生
の
話
と
か
に
な
っ
て
、
そ
の
時
か
ら
こ
の
人
は
す
ご
い
な
と
思
っ
た

ん
で
す
。
授
業
で
尊
敬
す
る
人
は
誰
で
す
か
っ
て
設
問
が
あ
っ
て
、
相
川
亮
一
っ
て
書
き
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
何
十
年
も
尊
敬
す
る
人
物
な
ん
て
聞
か
れ
た
こ
と
な
い
け
ど
、
人
生
で
一
度
だ

け
尊
敬
す
る
人
は
、
「
相
川
亮
一
」
っ
て
書
き
ま
し
た
。

市
橋

田
所
は
よ
く
相
川
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
た
よ
な
。
田
所
、
竹
本
い
な
い
な
と
思
っ

て
相
川
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
く
と
話
し
て
い
る
声
が
聞
こ
え
て
、
と
て
も
こ
れ
に
は
参
加
で
き

な
い
な
っ
て
思
っ
て
た
。

会
田

三
期
生
は
か
わ
い
が
ら
れ
て
た
も
ん
な
。

会
田

こ
れ
は
相
川
さ
ん
の
置
手
紙
で
す
。
僕
ら
が
高
校
二
年
の
秋
に
、
、
こ
れ
だ
け
置
い
て

辞
め
て
、
い
な
く
な
っ
た
ん
で
す
。

田
所

み
な
さ
ん
は
相
川
さ
ん
が
辞
め
た
き
っ
か
け
に
な
っ
た
出
来
事
を
知
っ
て
い
る
ん
で
す
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か
？

会
田

事
実
は
知
ら
な
い
け
ど
、
風
の
噂
で
は
体
育
主
任
の
Ｈ
先
生
と
ケ
ン
カ
し
た
っ
て
。

田
所

そ
う
ら
し
い
で
す
ね
。
酔
っ
た
Ｈ
先
生
が
お
前
の
指
導
は
ど
う
の
こ
う
の
っ
て
か
ら
ん

で
き
て
、
激
論
に
な
っ
て
辞
め
た
ら
し
い
で
す
。

小
林

大
島
先
生
は
何
か
聞
い
て
ま
せ
ん
か
。
ど
う
思
い
ま
し
た
。

大
島

何
も
聞
い
て
な
か
っ
た
か
ら
「
あ
あ
、
そ
う
か
な
」
っ
て
。

小
林

止
め
る
と
か
、
説
得
に
行
く
と
か
…

大
島

天
野
く
ん
が
生
物
室
に
来
て
、
も
う
一
回
顧
問
を
や
っ
て
く
れ
っ
て
言
わ
れ
て
。
た
ぶ

ん
そ
の
前
に
顧
問
を
外
さ
れ
て
た
ん
だ
よ
。
で
、
も
う
一
回
お
願
い
し
ま
す
っ
て
言
わ
れ
た
ん

だ
よ
。
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大
平

俺
は
ア
メ
リ
カ
の
留
学
先
で
聞
い
て
び
っ
く
り
し
た
。
な
ん
で
な
ん
だ
っ
て
？

加
藤

な
ん
で
だ
？
　
と
か
止
め
よ
う
と
か
？
　
と
か
そ
う
い
う
先
生
と
か
生
徒
は
い
な
か
っ

た
の
か
な
？
　
誰
も
。

会
田

そ
ん
な
時
間
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
い
き
な
り
い
な
く
な
っ
た
か
ら
。
相
談
も
何
も
な
く
。

田
所

サ
ッ
カ
ー
部
員
み
ん
な
で
教
室
に
集
ま
り
ま
し
た
ね
。

市
橋

誰
か
が
こ
の
手
紙
を
読
ん
で
く
れ
た
の
を
覚
え
て
る
。
み
ん
な
で
ひ
ど
く
泣
い
た
後
で

飯
を
食
い
に
行
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
全
員
泣
い
て
る
よ
っ
て
言
わ
れ
て
。

会
田

み
ん
な
を
集
め
て
キ
ャ
プ
テ
ン
が
手
紙
を
読
ん
だ
ん
じ
ゃ
な
い
。
そ
の
時
の
キ
ャ
プ
テ

ン
は
加
藤
だ
よ
。
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加
藤

な
ん
の
行
動
も
し
な
か
っ
た
の
か
な
。 

不
思
議
だ
よ
な
。

田
所

加
藤
さ
ん
が
感
極
ま
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
ま
す
。
二
期
生
の
井
上
さ
ん
が
相
川
さ
ん

の
自
宅
ま
で
直
談
判
に
行
こ
う
と
提
案
し
た
り
。
松
信
校
長
は
実
際
説
得
に
行
か
れ
た
ん
で
す

よ
。
そ
う
し
た
ら
相
川
さ
ん
が
い
な
く
て
お
父
さ
ん
に
会
っ
た
ら
お
父
さ
ん
す
ご
く
立
派
な
人

だ
っ
た
と
、
後
年
聞
き
ま
し
た
。

大
平

卒
業
し
た
後
、
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
で
少
年
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
合
宿
に
ス
ク
ー
ル
の

コ
ー
チ
と
し
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
竹
本
と
市
橋
も
い
た
よ
ね
。
あ
れ
は
ど
う
い
う
経
路
で

そ
う
な
っ
た
の
か
ね
。
大
学
二
年
か
三
年
の
こ
ろ
。
そ
の
こ
ろ
相
川
さ
ん
は
読
売
の
コ
ー
チ
を

や
っ
て
た
ん
で
し
ょ
う
？

市
橋

よ
み
う
り
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
じ
ゃ
な
く
て
、
ど
こ
か
の
チ
ー
ム
を
預
か
っ
た
と
思

う
ん
だ
け
ど
。

大
平

よ
み
う
り
ラ
ン
ド
の
夏
合
宿
に
来
て
た
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
を
し
て
た
の
か
？
　
竹
本
と
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市
橋
と
、
な
ん
で
俺
が
入
っ
て
い
た
か
？ 

不
思
議
だ
な
。

田
所

相
川
さ
ん
が
山
手
を
辞
め
て
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
ず
っ
と
自
分
た
ち
だ
け
で
や
っ
て
い
た

ん
だ
け
れ
ど
、
時
々
連
絡
は
と
っ
て
い
て
、
相
談
し
た
ら
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
で
の
冬
休
み
の
合

宿
を
組
ん
で
く
れ
た
。
合
宿
の
後
で
ハ
マ
ボ
ウ
ル
に
呼
ば
れ
て
「
ま
た
お
前
た
ち
の
コ
ー
チ
を

や
っ
て
や
る
」
っ
て
言
わ
れ
た
。
金
は
な
い
だ
ろ
う
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
一
杯
で
い
い
っ
て
。
そ
れ

か
ら
時
々
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
試
合
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。

加
藤

お
れ
は
辞
め
た
後
の
付
き
合
い
は
な
い
。
何
年
か
前
に
竹
本
と
小
林
さ
ん
と
一
緒
に
赤

坂
で
久
し
ぶ
り
に
飲
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
く
ら
い
で
。

会
田

俺
は
卒
業
以
来
付
き
合
い
は
全
然
な
か
っ
た
。

三
辻

私
は
中
一
の
時
半
年
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
ら
。
ど
こ
の
部
活
に
入
ろ
う
か
と
考
え
て
い
た

ら
、
朝
、
港
南
台
の
ほ
う
に
走
っ
て
く
人
が
い
て
、
そ
れ
が
相
川
さ
ん
だ
っ
た
ん
で
す
。
誰
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
第
一
印
象
で
す
。
あ
ま
り
見
て
も
ら
わ
な
い
う
ち
に
い
な
く
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な
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。

Ｏ
Ｂ
の
チ
ー
ム
で
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
で
試
合
を
や
っ
た
こ
と
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
Ｏ
Ｂ
の
チ
ー

ム
と
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
の
試
合
で
当
時
中
三
の
都
並
が
い
た
か
な
。
高
二
か
高
三
の
時
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

田
所

そ
れ
は
市
橋
が
絡
ん
で
る
ん
じ
ゃ
な
い
。

市
橋

お
れ
は
そ
の
時
は
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
を
始
め
た
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
ね
。

田
所

で
は
、
最
後
に
皆
さ
ん
に
と
っ
て
相
川
さ
ん
は
ど
う
い
う
人
だ
っ
た
の
か
？
一
言
ず
つ

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

小
林

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
ロ
ニ
ー
シ
ン
プ
ソ
ン
っ
て
い
う
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
が
い
て
、
ロ
ニ
ー

シ
ン
プ
ソ
ン
っ
て
い
う
ひ
と
は
派
手
さ
は
な
い
け
ど
、
ボ
ー
ル
を
抱
え
た
顔
が
す
ご
い
ん
で
す

よ
。
相
川
さ
ん
が
サ
ッ
カ
ー
マ
ガ
ジ
ン
か
何
か
の
切
り
抜
き
を
サ
ッ
カ
ー
ノ
ー
ト
（※

当
時

あ
っ
た
選
手
と
相
川
さ
ん
の
連
絡
ノ
ー
ト
）
に
貼
っ
て
く
れ
て
、
お
前
こ
れ
を
見
ろ
っ
て
。
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ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
っ
て
い
う
の
は
絶
対
に
入
れ
さ
せ
な
い
ん
だ
っ
て
い
う
気
迫
が
こ
こ
に
は
満

ち
溢
れ
て
い
る
。
お
前
も
そ
う
い
う
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
に
な
れ
っ
て
。
そ
れ
が
す
ご
く
印
象
に

残
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
い
つ
で
も
思
っ
て
い
ま
し
た
。
相
川
さ
ん
っ
て
い
う
の
は
私
に
と
っ
て

兄
貴
み
た
い
な
存
在
だ
っ
た
ね
。
私
も
息
子
の
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
を
し
て
い
た
と
き
に
、
相
川

さ
ん
を
ま
ね
て
こ
う
や
っ
て
動
く
ん
だ
っ
て
矢
印
書
い
て
ボ
ー
ル
の
絵
を
描
い
た
り
し
て
子
供

に
教
え
て
い
た
。
精
神
的
な
も
の
も
、
相
川
さ
ん
か
ら
の
受
け
売
り
な
ん
だ
け
れ
ど
子
供
た
ち

に
教
え
た
り
、
人
生
の
師
っ
て
い
う
人
だ
っ
た
か
な
。

加
藤

最
後
は
プ
レ
ー
の
話
で
締
め
く
く
り
た
い
ん
で
す
け
ど
、
俺
は
サ
ッ
カ
ー
ノ
ー
ト
で
は

厳
し
く
怒
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
て
、
そ
の
中
で
、
チ
ー
ム
を
作
る
上
で
プ
レ
ー
で
チ
ー
ム
を
強

く
す
る
っ
て
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
お
前
に
求
め
て
い
る
の
は
そ
ん
な
こ
と
じ
ゃ
な
い
っ
て
書
か

れ
て
い
た
の
を
今
思
い
出
し
ま
し
た
。
お
前
に
求
め
て
い
る
の
は
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
く

こ
と
だ
っ
て
い
う
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
。
そ
れ
と
よ
く
覚
え
て
い
る
の
は
、
俺
は

キ
ッ
ク
力
が
あ
っ
た
か
ら
、
サ
イ
ド
チ
ェ
ン
ジ
を
一
発
で
や
れ
っ
て
い
う
の
を
課
題
に
さ
れ
て

い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
や
た
ら
と
頻
繁
に
や
っ
た
ら
、
お
ま
え
そ
れ
じ
ゃ
意
味
が
な

い
、
こ
こ
ぞ
っ
て
い
う
時
に
や
っ
て
初
め
て
サ
イ
ド
チ
ェ
ン
ジ
が
利
く
の
で
あ
っ
て
、
簡
単
に
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手
の
内
を
見
せ
る
な
っ
て
言
わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
る
ね
。
サ
ッ
カ
ー
の
プ
レ
ー
の
こ
と
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
武
器
を
常
に
見
せ
て
た
ら
警
戒
さ
れ
る
、
こ
こ
ぞ
っ
て
い
う
時
に
見
せ

て
は
じ
め
て
有
効
な
ん
だ
と
。
そ
の
時
理
解
で
き
て
い
れ
ば
、
今
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
人
間
に

な
っ
て
た
と
思
う
ん
だ
け
ど
・
・
・
あ
り
が
た
い
人
で
し
た
。

会
田

あ
こ
が
れ
の
兄
貴
み
た
い
な
存
在
で
し
た
ね
、
か
っ
こ
よ
く
て
。
高
校
時
代
を
思
い
出

す
と
。
僕
が
早
稲
田
の
政
経
に
行
き
た
い
っ
て
思
っ
た
の
は
、
相
川
さ
ん
が
早
稲
田
の
政
経

だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
、
進
学
先
を
決
め
る
時
に
、
担
任
の
先
生
か
ら
な
ん
で
会
田
は
国
立
を
受
け

な
い
ん
だ
っ
て
言
わ
れ
た
と
き
に
、
い
や
僕
は
絶
対
に
早
稲
田
の
政
経
に
行
き
た
い
ん
で
す
っ

て
言
い
張
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
結
構
あ
こ
が
れ
て
い
て
、
あ
の
人
み
た
い
な
生
き
か
た
を

し
た
い
な
っ
て
、
あ
こ
が
れ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
辞
め
た
と
き
の
置
手
紙
に
も
あ
る
け
ど

自
分
が
必
要
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
と
人
は
生
き
て
い
け
な
い
っ
て
よ
く
言
っ
て
ま
し

た
よ
ね
。
そ
ん
な
言
葉
を
常
に
思
い
出
し
て
い
る
し
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
そ
の
言
葉
は

役
に
た
っ
て
、
上
の
人
間
に
な
っ
た
時
も
よ
く
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
思
い
出
し
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
高
い
目
標
を
持
て
と
。
高
い
目
標
を
持
っ
て
自
分
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
見
つ

け
ろ
、
そ
れ
を
や
る
こ
と
が
成
長
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
す
ご
く
印
象
に
残
っ
て
い
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て
、
今
思
う
と
僕
の
人
生
の
師
だ
っ
た
な
と
。
大
げ
さ
で
す
け
ど
、
今
だ
か
ら
言
え
る
こ
と
で

す
。
自
分
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
行
け
、
と
か
自
分
を
変
え
ろ
、
と
か
い
う
こ
と
は
会
社

の
研
修
で
同
じ
こ
と
を
言
わ
れ
て
愕
然
と
し
た
ん
で
す
。
相
川
さ
ん
っ
て
そ
う
い
う
人
だ
っ
た

な
と
感
じ
と
こ
と
を
思
い
ま
し
た
ね
。

大
平

相
川
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
姿
勢
が
す
ご
く
ま
じ
め
で
、
こ
ん
な
に
サ
ッ
カ
ー
の

こ
と
を
愛
し
て
勉
強
し
て
、
打
ち
込
め
る
人
が
い
る
ん
だ
と
と
感
じ
て
た
。
会
田
の
場
合
は

サ
ッ
カ
ー
ノ
ー
ト
に
一
枚
半
く
ら
い
書
い
て
く
れ
て
る
け
ど
、
僕
の
場
合
は
頑
張
れ
と
か
ね
、

技
術
的
な
こ
と
は
な
く
て
一
、
二
行
だ
け
。
で
も
山
手
祭
で
ほ
か
の
学
校
と
試
合
を
や
っ
た
時

に
、
僕
は
出
ら
れ
る
よ
う
な
選
手
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
に
後
半
五
分
か
一
〇
分
出
し
て
も
ら
っ
た

思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
ニ
ヒ
ル
だ
け
ど
そ
う
い
う
温
情
も
あ
っ
た
。

市
橋

今
の
大
平
さ
ん
の
サ
ッ
カ
ー
ノ
ー
ト
の
こ
と
を
聞
い
て
安
心
し
ま
し
た
。
一
行
二
行
は

お
れ
だ
け
じ
ゃ
な
か
っ
た
っ
て
（
笑
）
。
竹
本
と
か
田
所
の
サ
ッ
カ
ー
ノ
ー
ト
は
ぎ
っ
し
り
な

の
に
何
で
俺
の
は
っ
て
、
時
に
は
ゼ
ロ
で
戻
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
子
供
心
に
も
ひ
ど
い

な
っ
て
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
ど
こ
か
で
見
て
い
て
、
ど
こ
か
で
使
っ
て
く
れ
た
。
あ
る
時
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葉
書
を
も
ら
っ
て
、
当
時
の
シ
ャ
ル
ケ
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
っ
て
い
う
ボ
レ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
す
ご

い
選
手
が
い
て
、
そ
い
つ
の
ま
ね
を
し
て
ボ
レ
ー
の
練
習
を
し
て
い
た
ら
、
そ
れ
は
い
つ
完
成

す
る
ん
だ
、
試
合
で
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
い
つ
だ
っ
て
書
い
て
あ
っ
て
、
自
分
だ
っ
た
ら

ハ
ー
フ
を
や
っ
て
い
た
ら
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
の
練
習
を
す
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
ら
っ
て
書
い
て
あ
っ
た
。

遊
び
で
ボ
レ
ー
と
か
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
キ
ッ
ク
の
練
習
を
し
て
い
た
だ
け
な
の
に
そ
う
い
う
の

を
ち
ゃ
ん
と
見
て
て
く
れ
た
ん
だ
な
っ
て
。

あ
と
は
、
あ
の
人
が
い
な
け
れ
ば
読
売
ク
ラ
ブ
に
も
行
け
て
な
い
し
コ
ー
チ
の
資
格
も
取
れ
て

な
い
し
、
そ
の
あ
と
も
山
手
の
指
導
を
し
て
る
時
も
そ
れ
以
外
に
も
指
導
に
行
っ
て
る
時
も
必

ず
近
く
に
い
て
く
れ
た
人
だ
っ
た
の
で
、
人
生
の
道
標
み
た
い
な
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

消
え
ち
ゃ
っ
て
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
っ
て
感
じ
で
す
け
ど
。

大
島

私
も
意
外
と
影
響
受
け
て
た
ん
だ
よ
。
相
川
さ
ん
の
ま
ね
を
し
て
結
婚
す
る
ま
で
腕
時

計
を
ず
っ
と
内
側
に
向
け
て
し
て
い
た
。
結
婚
し
た
時
う
ち
の
母
ち
ゃ
ん
に
何
そ
の
時
計
っ
て

言
わ
れ
て
辞
め
た
け
ど
ね
。
も
う
一
つ
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
山
手
の
公
式
ゲ
ー
ム
が
あ
る

と
、
必
ず
前
の
ゲ
ー
ム
も
見
て
い
る
ん
で
す
ね
。
あ
と
言
葉
の
使
い
方
が
す
ご
く
う
ま
い
ん
だ
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よ
ね
。

相
川
さ
ん
の
残
し
た
い
く
つ
か
の
言
葉
を
今
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
も
残
し
て
ま
す
。
す
ご
く
考
え

さ
せ
る
よ
う
な
言
葉
を
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
残
し
て
く
れ
た
。
そ
う
い
う
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。

田
所

「
自
分
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
行
け
」
と
か
「
苦
し
い
と
き
に
頑
張
ら
な
い
で
い

つ
頑
張
る
ん
だ
？ 
」
っ
て
よ
く
言
っ
て
ま
し
た
よ
ね
。
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
教
え
て
も
ら
え

る
こ
と
が
あ
っ
た
の
に
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
残
念
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◇

　
山
手
学
院
中
・
高
等
学
校
＝
横
浜
の
私
立
中
学
・
高
等
学
校
　
当
時
は
珍
し
く
全
寮
制
の
学
校
で
、
相
川
さ

ん
が
舎
監
を
務
め
た
時
期
も
あ
り
、
学
校
創
立
の
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
七
一
年
ま
で
サ
ッ
カ
ー
部
の
コ
ー
チ
を
務

め
た
。
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第
一
部
　
相
川
コ
ー
チ
に
捧
ぐ

三
章
　
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
関
係

※

　
一
九
七
一
年
　
〜
　
一
九
七
六
年

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
と
し
て
の
志

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
に
没
頭
し
た
相

川
は
、
母
校
栄
光
学
園
の
在
る
湘

南
地
区
で
の
活
動
に
も
貢
献
し
、

当
時
の
神
奈
川
サ
ッ
カ
ー
協
会
幹

部
三
村
恪
一
氏
や
鈴
木 

中
氏
に

見
い
出
さ
れ
、
一
九
七
一
年
和
歌

山
国
体
選
抜
か
ら
五
年
間
に
わ
た

り
選
手
の
育
成
に
努
め
た
。
当
時

の
選
抜
選
手
の
中
か
ら
早
野
、
大

友
、
都
並
、
戸
塚
、
小
柴
ら
後
に

Ｊ
リ
ー
グ
で
も
活
躍
し
た
選
手
を

多
数
育
て
た
。
一
方
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
の

主
催
す
る
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

に
参
加
し
平
木
隆
三
氏
と
、
ま
た

テ
ヘ
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ
ア
ジ
ア
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

で
ク
ラ
マ
ー
氏
と
運
命
の
出
会
い

を
果
た
し
た
。

1966

1970

＜JFA公認コーチ取得＞ 1971

＜FIFA公認コーチ取得＞

1974 読売ユース

1975 昭和50    1975読売トップ 1975

1977 （JSL一部昇格）

1978 読売クラブ監督

神奈川選
抜コーチ

山手学院
コーチ



鬼 

才

神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会 

技
術
委
員
会
委
員

三
村
恪
一

未
だ
ト
レ
セ
ン
な
ど
未
発
達
の
時
代
、

神
奈
川
の
果
て
地
に
遊
ぶ
原
石
を
見
つ
け
出
し
た
時
の
　
頼
み
宛
先
が
彼
。

随
分
と
迷
惑
を
か
け
た
。
み
ん
な
が
認
め
る
い
い
選
手
な
ら
ま
だ
し
も
、

サ
ッ
カ
ー
は
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
タ
ッ
ク
ル
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
欲
求
不
満
児
。

キ
ー
パ
ー
ま
で
ド
リ
ブ
ル
で
抜
け
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
サ
ッ
カ
ー
小
僧
。

土
砂
降
り
雨
が
な
け
れ
ば
話
に
な
ら
な
い
　
水
中
点
取
り
虫
。

よ
く
も
日
の
丸
を
付
け
さ
せ
て
く
れ
た
と
　
感
謝
い
っ
ぱ
い
。

自
称
ク
ラ
マ
ー
の
弟
子
だ
が
、
ア
フ
リ
カ
の
野
生
を
引
き
出
し
て
世
に
出
た
フ
イ
リ
ッ
プ
・

ト
ル
シ
エ
の
相
棒
と
し
て
、
読
売
ク
ラ
ブ
の
野
人
を
率
い
た
相
川
君
を
、
彼
と
共
に
二
〇
〇
二

年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
闘
わ
せ
た
か
っ
た
思
い
が
今
で
も
残
る
。

ナ
イ
ー
ブ
さ
を
プ
ラ
イ
ド
の
傘
で
包
ん
だ
神
奈
川
の
先
人
で
、
鬼
才
の
残
し
た
功
績
は
、

「
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
と
し
て
記
録
に
値
す
る
も
の
だ
」
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相
川
亮
一
君
を
偲
ぶ
会
（
報
告
）

神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会 

名
誉
会
長

元
神
奈
川
県
立
湘
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部 

監
督

鈴
木
　
中

標
記
偲
ぶ
会
を
二
〇
一
一
年
四
月
一
四
日
（
藤
沢
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
三
十
二
名
で
挙
行

し
た
。
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
寂
し
い
と
い
う
よ
り
楽
し
い
雰
囲
気
の
会
で
あ
っ
た
。
資
料
に
あ

る
よ
う
に
相
川
君
が
は
じ
め
て
指
導
し
た
メ
ン
バ
ー
で
、
昭
和
四
十
年
代
の
神
奈
川
県
高
校
選

抜
選
手
を
永
い
間
指
導
し
て
関
東
大
会
に
臨
み
、
代
表
権
を
と
っ
て
本
大
会
に
出
場
し
た
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
た
。
自
分
の
チ
ー
ム
か
ら
は
な
れ
て
一
緒
に
生
活
し
た
仲
間
と
何
十
年
ぶ
り
か
の

対
面
は
、
本
当
に
懐
か
し
い
良
い
会
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
と
交
流
の
あ
っ
た
県
協
会
関
係
者

が
出
席
者
の
約
半
数
で
あ
っ
た
。

式
次
第
に
あ
る
よ
う
に
最
初
に
大
震
災
の
犠
牲
者
と
相
川
君
の
御
霊
に
「
黙
祷
」
を
捧
げ
そ

の
後
「
三
村
恪
一
さ
ん
」
の
（
挨
拶
）
、
「
鈴
木
中
」
の
（
弔
辞
＋α

）
「
湯
浅
健
二
君
」
の

（
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
の
手
紙
の
紹
介
）
、
「
松
本
光
弘
さ
ん
」
の
（
テ
ヘ
ラ
ン
の
思
い
出
話
）
、

そ
し
て
「
宇
野
勝
会
長
」
の
（
献
杯
）
で
セ
レ
モ
ニ
ー
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。
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会
の
司
会
も
私
か
ら
青
木
君
（
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会 

専
務
理
事
・
昭
和
四
九
年
選
手
）

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
歓
談
に
入
り
昭
和
四
十
六
〜
五
十
年
の
指
導
者
の
ス
ピ
ー
チ
、
国
体
神

奈
川
県
選
抜
選
手
全
員
の
ス
ピ
ー
チ
で
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
り
明
る
い
雰
囲
気
の
偲
ぶ
会
で
あ
っ

た
。会

場
は(

添
付
作
品
に
あ
る)

正
面
中
央
に
相
川
君
の
遺
影
、
両
側
に
最
初
と
最
後
の
彼
と
の

出
会
い
で
あ
っ
た
「
湘
南
高
校
グ
ラ
ン
ド
」
と
、
合
宿
で
よ
く
使
用
し
た
「
体
育
セ
ン
タ
ー 

グ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
」
の
水
彩
画
、
（
鈴
木
中
作)

、
そ
し
て
写
真
は
「
二
〇
〇
二
年
六
月
二
〇
日 

ク
ラ
マ
ー
さ
ん
講
演
会
・
県
協
会
会
議
室
」
と
「
二
七
回
・
鹿
児
島
国
体
の
試
合
後
の
写
真
」

を
飾
り
、
国
体
の
選
手
た
ち
は
は
四
十
数
年
前
の
若
き
日
の
我
が
身
を
懐
か
し
く
眺
め
て
い
た
。

　彼
の
評
価
は
色
々
あ
る
が
私
は
素
直
な
よ
い
指
導
者
だ
っ
た
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
添
付

資
料
の
五
十
・
六
十
周
年
記
念
誌
、
に
書
か
れ
た
技
術
委
員
会
の
報
告
書
を
読
む
と
、
当
時
委

員
長
の
私
が
理
解
に
苦
し
む
彼
独
特
の
文
章
で
編
集
委
員
が
困
っ
て
い
た
の
が
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
る
。
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　参
加
者
は
植
木
、
早
野
、
大
友
、
・
・
・
皆
さ
ん
五
十
歳
半
ば
で
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
中
心

的
立
場
で
活
躍
し
て
い
る
頼
も
し
い
方
ば
か
り
だ
っ
た
。
弔
辞
の
中
に
も
書
い
た
が
、
多
く
の

彼
の
指
導
を
受
け
た
神
奈
川
県
の
高
校
・
中
学
の
教
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
方
、
全
日
本
選

手
と
し
て
華
々
し
く
サ
ッ
カ
ー
界
で
活
躍
し
て
き
た
方
の
ス
ピ
ー
チ
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
そ

し
て
最
後
に
出
席
者
の
記
念
写
真
の
撮
影
で
幕
を
閉
じ
た
。

最
後
に
な
る
が
、
彼
の
行
動
力
は
神
奈
川
県
、
い
や
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
界
に
お
い
て
も
大
き

な
功
績
を
残
し
、
歴
史
に
残
る
偉
大
な
サ
ッ
カ
ー
指
導
者
と
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
存
在
で
あ
っ

た
事
を
記
録
し
て
お
き
た
い
。
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無
言
の
ア
ピ
ー
ル

サ
ッ
カ
ー
解
説
者

元
横
浜
Ｆ
マ
リ
ノ
ス
、
柏
レ
イ
ソ
ル
、
ガ
ン
バ
大
阪 

監
督
、
元
神
奈
川
県
選
抜
選
手

早
野
　
宏
史

私
と
相
川
氏
と
の
出
会
い
は
約
四
十
年
前
の
高
校
一
年
の
時
で
し
た
。
名
も
無
い
県
立
高
校

の
右
も
左
も
分
ら
な
い
選
手
に
指
導
を
し
て
頂
い
た
事
は
今
も
鮮
明
に
残
っ
て
い
ま
す
。
現
在

も
サ
ッ
カ
ー
に
携
わ
っ
て
い
ら
れ
る
事
は
そ
の
時
の
影
響
が
多
大
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
一
の
国
体
選
考
合
宿
が
善
行
体
育
セ
ン
タ
ー
で
夏
に
行
わ
れ
た
時
の
事
は
今
で
も
記
憶
の

中
に
残
っ
て
い
ま
す
。
肉
体
的
に
は
き
つ
く
、
し
か
し
頭
は
楽
し
か
っ
た
合
宿
で
し
た
。
基
本

的
な
Ｔ
Ｒ
で
し
た
が
相
川
氏
は
多
く
を
語
る
と
言
う
よ
り
や
る
事
を
し
っ
か
り
見
極
め
て
い
た

印
象
が
あ
り
ま
す
。
（
我
儘
な
自
分
が
聞
い
て
い
な
か
っ
た
だ
け
か
も
・
・
・
）
そ
の
中
で
も

L
o
o
k
 
u
p

は
印
象
的
で
し
た
。
左
右
の
背
後
を
見
て
ボ
ー
ル
に
寄
る
と
言
う
作
業
で
す
が
こ
の
合

宿
で
実
感
を
得
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
学
生
と
の
試
合
で
相
手
の
動
き
や
ス
ペ
ー
ス
、
又
考
え
ま

で
が
分
っ
た
事
で
新
し
い
何
か
が
見
え
た
事
で
し
た
。

試
合
が
終
わ
っ
て
相
川
氏
と
話
す
と
半
笑
い
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
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又
そ
の
合
宿
で
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
か
ら
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
を
十
六
秒
、
戻
り
を
四
十
五
秒
の
Ｔ
Ｒ
で

そ
の
当
時
や
っ
た
事
も
無
い
中
、
合
宿
で
体
が
き
つ
い
所
我
儘
な
私
は
、
無
理
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
が
相
川
氏
は
選
手
の
先
頭
に
立
ち
タ
イ
ム
を
計
り
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
し
た
。
無
言
の

ア
ピ
ー
ル
は
選
手
達
に
は
有
無
を
言
わ
せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
マ
リ
ノ
ス
の

フ
ァ
ー
ム
等
で
同
じ
行
動
を
と
っ
て
い
た
事
を
思
う
と
影
響
は
奥
深
く
に
残
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。

そ
の
年
の
国
体
は
怪
我
で
直
前
に
辞
退
し
た
が
、
翌
年
も
相
川
氏
の
指
導
を
受
け
千
葉
国
体

で
は
ベ
ス
ト
８
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
本
大
会
で
は
相
川
氏
の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ア
ジ
ア
コ
ー
チ
ン
グ
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
の
為
テ
ヘ
ラ
ン
に
同
時
期
に
言
っ
て
い
た
と

聞
き
ま
し
た
。
県
協
会
の
方
の
今
後
の
為
に
と
言
う
事
で
か
な
り
悩
ま
れ
て
決
断
し
た
と
聞
き

ま
し
た
。
我
々
は
初
戦
か
ら
相
川
氏
を
含
め
闘
え
と
、
実
際
そ
の
思
い
も
持
っ
て
闘
い
ま
し
た
。

こ
の
様
な
情
緒
的
部
分
は
相
川
氏
に
と
っ
て
本
心
は
兎
も
角
得
意
の
半
笑
い
の
範
疇
に
な
る
気

が
し
ま
す
。

大
学
一
年
の
時
に
は
手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。
簡
単
に
言
う
と“

ド
リ
ブ
ル
を
す
る
な
ら
二
〜

三
人
を
抜
く
つ
も
り
で
、
何
な
ら
十
一
人
を
抜
く
位
で
・
・
・”

と
言
う
内
容
で
す
が
、
そ
の
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大
学
の
一
年
が
や
っ
た
場
合
現
在
の
顔
と
は
別
な
物
に
な
っ
て
い
た
か
も
・
・
・
。
（
ジ
ョ
ー

ク
で
す
。
）
そ
の
頃
の
大
学
を
相
川
氏
が
知
ら
な
い
訳
も
無
く
、
多
分
自
分
を
忘
れ
ず
、
自
分

の
プ
レ
ー
を
見
失
わ
ず
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
伝
わ
り
ま
し
た
。

読
売
監
督
時
代
に
ラ
ン
ド
で
会
っ
た
時
、
挨
拶
に
行
く
と
あ
の
得
意
の
半
笑
い
で
ク
ー
ル
に

本
当
に
頑
張
っ
て
い
る
の
か
？ 

俺
は
も
う
指
導
出
来
な
い
か
ら
な
ァ 

と
短
い
言
葉
だ
け
で
し

た
。
し
か
し
そ
の
前
に
は
た
っ
た
一
人
の
選
手
に
シ
ュ
ー
ト 

Ｔ
Ｒ
を
し
て
い
る
の
を
見
て
い
ま

し
た
。
（
多
分
Ｆ
Ｗ
の
岡
島
選
手
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
）
そ
の
当
時
の
読
売
ク
ラ
ブ

で
全
体
練
習
が
出
来
な
い
選
手
を
自
ら
Ｔ
Ｒ
さ
せ
る
。
俺
も
現
状
の
ベ
ス
ト
を
や
っ
て
い
る

ぞ
！
　
と
・
・
・
。

昔
話
も
無
く
短
い
時
間
で
し
た
が
大
学
に
行
っ
た
後
も
あ
の
相
川
氏
に
変
わ
り
が
無
い
と
思

ま
し
た
。
選
手
と
し
て
初
め
て
の
指
導
と
言
っ
て
良
い
物
を
受
け
た
事
は
最
初
に
言
っ
た
様
に

私
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
に
於
い
て
濃
く
残
っ
て
い
る
。
相
川
氏
の
総
て
は
勿
論
見
え
て
い
た
訳
で

は
な
い
が
、
そ
の
一
部
分
で
も
触
れ
ら
れ
た
事
は
決
し
て
小
さ
い
事
で
は
無
い
と
今
で
も
感
じ

て
い
ま
す
。
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相
川
さ
ん
の
思
い
出

神
奈
川
県
立
鎌
倉
高
校
サ
ッ
カ
ー
部 

監
督

元
神
奈
川
県
選
抜
選
手

小
柴
　
健
司

突
然
の
訃
報
に
驚
き
ま
し
た
。

相
川
さ
ん
の
ご
逝
去
を
悼
み
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　私
が
相
川
さ
ん
と
始
め
て
出
会
っ
た
の
は
高
校
二
年
生
の
時
で
し
た
。

（
な
ん
と
四
十
年
前
に
な
る
の
で
す
ね
！ 

）

ち
ょ
う
ど
私
が
高
校
一
年
生
の
時
か
ら
、
国
体
少
年
の
部
は
各
県
代
表
校
一
校
出
場
か
ら
各

県
の
選
抜
選
手
方
式
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
私
が
二
年
生
に
な
り
再
び
国
体
の
選
抜
選
手
に

選
ば
れ
た
時
、
相
川
さ
ん
が
コ
ー
チ
と
し
て
私
た
ち
の
指
導
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

今
で
言
う
フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ー
チ
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
練
習
前
の

ア
ッ
プ
や
ブ
ラ
ジ
ル
体
操
な
ど
真
新
し
い
事
が
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

そ
し
て
、
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
「
走
り
」
で
す
。
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相
川
さ
ん
は
速
い
の
で
す
。

陸
上
の
選
手
か
と
思
い
ま
し
た
。
と
に
か
く
走
る
フ
ォ
ー
ム
が
カ
ッ
コ
良
く
、
そ
し
て
速
い
。

い
つ
も
練
習
の
最
後
に
イ
ン
タ
ー
バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
一
〇
〇
ｍ
を
十
本
走
り
ま
し

た
。
一
緒
に
走
ら
な
く
て
も
い
い
の
に
、
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら
い
つ
も
一
緒
に
走
る
の
で
す
。

そ
れ
も
ト
ッ
プ
で
‥
‥
。

そ
し
て
我
々
選
手
に
「
俺
を
抜
い
た
ら
終
わ
り
‥
！
」
と
、
す
ご
く
嬉
し
い
誘
い
。

だ
け
ど
相
手
は
速
い
。
先
輩
か
ら
「
お
前
、
行
け
！
」
と
命
令
さ
れ
て
、
残
さ
れ
た
力
を
振

り
絞
り
挑
戦
す
る
の
で
す
が
勝
て
ま
せ
ん
。

次
は
「
早
野
行
け
！
」
ま
た
勝
て
ま
せ
ん
。
順
番
に
違
う
選
手
が
ア
タ
ッ
ク
す
る
け
ど
誰
も

勝
て
な
い
。

結
局
、
い
つ
も
十
本
走
ら
さ
れ
た
の
で
す
。
笛
だ
け
鳴
ら
し
て
走
ら
さ
れ
る
よ
り
も
一
緒
に

走
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
を
今
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
だ
っ
て
気
を
抜
け
ま
せ
ん
か
ら
‥
。

辛
い
な
が
ら
も
そ
の
時
真
面
目
に
感
じ
ま
し
た
。
一
緒
に
お
な
じ
こ
と
が
や
れ
る
事
の
大
切

さ
‥
！
見
本
を
見
せ
て
納
得
さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
‥
！｢

走
る｣

こ
と
は
誰
一
人
と
し
て
勝
て

な
か
っ
た
。
き
つ
い
か
ら
嫌
だ
っ
た
け
ど
、
い
つ
の
間
に
か
必
死
に
走
っ
て
い
た
。
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悔
し
か
っ
た
け
ど
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
も
い
つ
か
指
導
者
に
な
っ
た

ら
一
緒
に
走
っ
て
や
ろ
う
と
‥
。

私
の
大
学
時
代
、
そ
し
て
日
立
製
作
所
で
は
、
相
川
さ
ん
の
所
属
す
る
読
売
と
よ
く
試
合
を

し
ま
し
た
。
色
々
な
所
で
出
会
い
、
相
川
さ
ん
の
指
導
す
る
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
界
の
中
心
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
今
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

神
奈
川
か
ら
日
本
全
国
に
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
の
で
貴
重
な
方
を
失

い
、
残
念
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

少
し
で
も
相
川
さ
ん
の
意
思
を
継
ぎ
神
奈
川
の
サ
ッ
カ
ー
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

相
川
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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相
川
さ
ん
の
思
い
出

昭
和
五
十
年
三
重
国
体 

神
奈
川
県
国
体
選
抜
選
手

神
奈
川
県
立
湘
南
高
校
サ
ッ
カ
ー
部 

卒
業
生 

八
木 

啓
太

相
川
さ
ん
と
の
出
会
い
は
一
九
七
五
年
、
高
校
二
年
の
夏
で
あ
っ
た
。
自
分
に
と
っ
て
は
そ

れ
だ
け
で
も
凄
い
こ
と
だ
っ
た
読
売
の
天
然
芝
。
国
体
選
抜
の
練
習
開
始
時
に
、
理
知
的
な
顔
、

外
人
の
よ
う
な
身
振
り
手
振
り
、
そ
の
時
相
川
さ
ん
が
は
い
て
い
た
サ
ッ
カ
ー
パ
ン
ツ
の
鮮
や

か
な
黄
色
と
と
も
に
初
対
面
の
シ
ー
ン
と
し
て
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
近
寄
り
が
た

い
雰
囲
気
は
「
先
生
方
」
と
は
異
質
の
も
の
で
、
こ
れ
が
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
公
認
プ
ロ
コ
ー
チ
か
！ 

と
い
う
畏
敬
が
先
行
し
た
。
そ
し
て
そ
の
肩
書
き
が
本
物
で
あ
る
こ
と
を
す
ぐ
に
実
感
し
た
。

決
ま
り
文
句
は
「
Ｎ
ｏ
！ 

サ
ッ
カ
ー
違
う
！
（
そ
れ
は
サ
ッ
カ
ー
じ
ゃ
な
い
）
」
と
「
Ｇ
ｏ

ｏ
ｄ
！ 

そ
れ
は
サ
ッ
カ
ー
」
。
プ
レ
ー
や
動
き
方
の
一
つ
一
つ
が
サ
ッ
カ
ー
か
、
サ
ッ
カ
ー

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
相
川
さ
ん
の
プ
ロ
の
物
差
し
で
明
確
に
評
さ
れ
た
。
十
七
歳
の
少
年
に
は

戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
起
こ
す
。
そ
の

「
物
差
し
」
は
世
界
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
の
サ
ッ
カ
ー
セ
オ
リ
ー
に
通
じ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
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れ
ま
で
と
は
異
次
元
の
刺
激
や
満
足
感
で
あ
っ
た
。

　
当
時
相
川
さ
ん
は
ほ
と
ん
ど
笑
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
稀
に
出
る
ニ
ヤ
リ
と
い
う
は

に
か
み
笑
い
に
妙
に
親
し
み
を
感
じ
た
。
で
も
や
は
り
キ
ツ
ネ
目
は
常
に
ク
ー
ル
で
、
高
校
生

相
手
で
も
コ
ー
チ
と
選
手
の
距
離
は
計
算
ど
お
り
（
多
分
）
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
て
、

こ
の
関
係
も
何
だ
か
プ
ロ
っ
ぽ
く
て
気
に
入
っ
て
い
た
。
集
め
ら
れ
た
選
抜
チ
ー
ム
は
同
じ
二

年
生
も
多
く
、
高
校
名
に
捉
わ
れ
な
い
個
性
を
重
視
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
相
川

さ
ん
の
目
指
す
と
こ
ろ
に
我
々
は
チ
ー
ム
と
し
て
到
達
で
き
ず
、
関
東
予
選
で
敗
退
。
国
体
本

大
会
に
行
け
な
い
と
い
う
屈
辱
を
味
わ
っ
た
。
神
奈
川
に
帰
る
前
に
古
河
市
の
食
堂
で
ご
馳
走

に
な
り
、
そ
こ
で
相
川
さ
ん
は
黙
り
こ
く
る
我
々
を
前
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し
た
の
を
朧

げ
な
が
ら
記
憶
し
て
い
る
。
「
全
責
任
は
オ
レ
に
あ
る
。
コ
ー
チ
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
。
や

ろ
う
と
し
て
き
た
こ
と
は
間
違
っ
て
な
い
。
オ
マ
エ
た
ち
は
よ
く
や
っ
た
。
た
だ
時
間
が
少
し

足
り
な
か
っ
た
。
」

翌
年
は
何
と
か
関
東
を
抜
け
、
念
願
の
国
体
（
佐
賀
）
に
出
場
し
た
が
、
そ
こ
に
相
川
さ
ん

は
い
な
か
っ
た
、
、
、
、
、
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ご
く
短
期
間
で
あ
っ
た
が
受
け
た
薫
陶
は
そ
の
後
の
自
分
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
の
中
で
生
き
続

け
た
。
し
か
し
実
際
に
お
会
い
す
る
こ
と
は
そ
れ
か
ら
ず
っ
と
な
か
っ
た
。

再
会
は
古
河
の
敗
戦
か
ら
二
十
数
年
を
経
て
、
自
分
も
四
十
を
少
し
越
え
た
頃
だ
っ
た
。

互
い
に
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
コ
ー
チ
を
や
っ
て
い
た
土
屋
君
（
七
五
年
選
抜
メ
ン
バ
ー
Ｇ
Ｋ
）

と
と
も
に
「
相
川
講
師
」
に
よ
る
単
発
の
コ
ー
チ
ン
グ
勉
強
会
に
参
加
し
、
終
了
後
、
酒
を
飲

ん
だ
。

高
校
時
代
は
絶
対
的
で
近
寄
り
が
た
い
存
在
だ
っ
た
相
川
さ
ん
と
盃
を
交
わ
す
こ
と
は
想
像

外
の
こ
と
で
初
め
は
変
な
感
じ
だ
っ
た
。
ネ
ク
タ
イ
鉢
巻
で
カ
ラ
オ
ケ
を
熱
唱
す
る
こ
と
も
あ

り
、
昔
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
な
ぜ
か
嬉
し
か
っ
た
。

そ
の
後
も
、
鈴
木 

中
先
生
と
相
川
コ
ー
チ
を
囲
む
会
の
よ
う
な
形
で
度
々
主
席
を
共
に
さ
せ

て
頂
い
た
が
、
飲
む
ほ
ど
に
時
間
は
往
き
つ
戻
り
つ
、
相
川
さ
ん
の
サ
ッ
カ
ー
談
義
は
昔
の
ド

ラ
イ
さ
は
残
し
つ
つ
も
、
笑
顔
で
熱
っ
ぽ
く
常
に
サ
ッ
カ
ー
の
「
今
」
を
語
っ
て
い
た
。
相
川

さ
ん
は
「
理
」
に
対
し
て
の
「
情
」
、
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
部
分
も
か
な
り
強
調
さ
れ
て
い
た
。
理

に
か
な
っ
た
精
神
の
持
ち
よ
う
と
で
も
言
お
う
か
、
お
会
い
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
情
理
併
せ
持
っ

た
奥
の
深
い
方
と
あ
ら
た
め
て
尊
敬
の
念
を
深
め
て
い
っ
た
。
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そ
ん
な
有
難
い
お
付
き
合
い
も
最
近
は
間
が
空
く
よ
う
に
な
り
、
か
な
り
ご
無
沙
汰
し
て
い

た
今
年
の
二
月
。
突
然
の
悲
報
に
接
し
茫
然
と
し
た
。
早
過
ぎ
る
。
あ
の
相
川
節
で
互
い
に

も
っ
と
年
寄
り
に
な
る
ま
で
、
時
代
時
代
の
「
サ
ッ
カ
ー
の
今
」
を
聞
き
続
け
た
か
っ
た
。

「
遺
志
を
継
ぎ
」
と
い
っ
て
も
自
分
が
サ
ッ
カ
ー
界
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
さ
し
て
な
い
。

せ
め
て
、
相
川
さ
ん
は
「
そ
れ
は
も
は
や
サ
ッ
カ
ー
じ
ゃ
な
い
」
と
笑
う
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
か

ら
も
当
時
の
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
ボ
ー
ル
を
蹴
り
続
け
た
い
と
思
う
ば
か
り
で
あ
る
。

来
週
、
初
マ
ス
タ
ー
ズ
で
古
河
に
三
十
六
年
振
り
に
行
っ
て
来
ま
す
。

相
川
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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※ 　資料

「相川亮一君を偲ぶ会」

開催日時： 2011年 4月 14日

司会　鈴木中・青木伸之

１　黙祷　　（東日本大震災の犠牲者と相川君の御霊に対し）

２　挨拶　　　発起人　三村恪一

　　　　　　　弔辞　　鈴木中

３　クラマーさんからのメッセージ紹介　　湯浅健二

４　献杯　　　宇野　勝

５　来賓挨拶　　松本光弘（元筑波大学教授）

６　懇談　　　参加者から一言（司会者からお願い）

中締め　　　本木幹雄

　閉会の言葉　　　城啓二

「出席予定者名簿」（順不同）

宇野勝、松本光弘、三村恪一、鈴木中、青木伸之、葛野泰男、

坂本紀典、田中利一、高橋康子、城啓二、高山健治朗、平野誠二

、本木幹雄、湯浅健二、柴野明彦、中野登美雄　河野雅道、清水

好郎　

協会役員 18名

那須野洋之、杉山嘉明、渋川宗雄、八木啓太、唐井直、長瀬信也

、中村文則、高林敏夫、箭内力、大竹一寿、稲桝太　植木繁晴、

大友義教、曽我敏昌、西塚祐一、早野宏史

選手１６名

合計３３名
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「国体・スタッフ選手一覧」

国体少年選抜記録（昭和４５・４６・４７・４８・４９・５０）

（相川君のコーチ 1971年 26回大会～ 1975年 30回大会）

開催都府県

２５回 監督 鈴木 中 石井 鎌学 三富 相台 矢野 多摩 冷泉 向岡
岩手 ｺｰﾁ 瀬戸 哲 味岡 相工 平山 相台 長崎 相台 原野 向岡

（遠野市） 主務 ＊＊＊＊ 桃木 鶴見 小柴 鎌倉 川井 鎌学 広田 向岡
古川 向岡 高林 相工 田中 相台

２６回 監督 鈴木 中 小柴 鎌倉 長谷川 鎌学 安田 日藤 箭内 向岡
和歌山 ｺｰﾁ 相川亮一 高林 相工 岸田 鎌学 小林 日藤 井本 向岡
（新宮市) 主務 平野誠二 中山 相工 矢野 多摩 水島 須工 岩本 相台

猪俣 相工 曽我 湘南 梅沢 西湘
２７回 監督 鈴木 中 小柴 鎌倉 加藤 相工 瀬戸 湘南 大竹 向岡
鹿児島 ｺｰﾁ 相川亮一 中山 相工 角津 相工 西原 日藤 竹岡 鶴見
（鹿児島市) 主務 平野誠二 長岡 相工 国弘 相工 植木 新城 渋谷 希望

泉 相工 曽我 湘南 内田 戸塚
２８回 監督 高山健治朗 大友 港北 斎藤 鎌学 大竹 向岡 木村 多摩
千葉 ｺｰﾁ 相川亮一 松下 鎌倉 渋川 鎌学 坂本 向岡 坪井 相台
（市原市) 主務 平野誠二 早野 生田 大江 相工 佐々木 東 川島 相台

志賀 慶應 桜井 港北 杉山 三崎
２９回 監督 瀬戸哲 西塚 相工 国弘 相工 渡辺 茅ケ崎 島崎 多摩
茨城 ｺｰﾁ 相川亮一 青木 南 那須野 須工 小柳 平沼 稲葉 相台
（日立市) 主務 葛野泰男 那須野 須工 鈴木 希望 佐々木 東 山根 鎌倉

大江 相工 須藤 城北 杉山 三崎
３０回 監督 葛野泰男 磯崎 小田原 坂巻 相工 長瀬 南 八木 湘南
三重 ｺｰﾁ 相川亮一 大矢 厚木 寺田 法二 小柳 平沼 尾崎 日大

（伊賀上野市)主務 鈴木猛 宮治 鎌倉 鈴木 希望 稲桝 平沼 土屋 鎌倉
唐井 緑丘 山本 旭 川崎 東

選手ｽﾀｯﾌ
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1972年度 鹿児島国体神奈川選抜

「思い出の湘南高校グランド（水彩画：鈴木 中）
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思い出の合宿所グリーンハウス（水彩画：鈴木 中）

2002年6月「クラマ−講習会」
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2011年4月「偲ぶ会」



第
一
部
　
相
川
コ
ー
チ
に
捧
ぐ

四
章
　
読
売
ク
ラ
ブ
関
係

※

　
一
九
七
四
年
　
〜
　
一
九
八
三
年

Ｊ
Ｓ
Ｌ
へ
の
二
部
か
ら
の
挑
戦 

〜 

一
部
優
勝
戦
線

一
九
七
三
年
の
テ
ヘ
ラ
ン
で
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
公
認
コ
ー
チ
と
な
り
帰
国
し

た
相
川
は
、
運
命
の
読
売
ク
ラ
ブ

と
出
会
い
、
当
時
ト
ッ
プ
チ
ー
ム

の
バ
ル
コ
ム
監
督
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
か
ら
、
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
運
営

に
努
め
日
本
で
初
の
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
形
成
に
貢
献
し
た
。
そ
の
後
、

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
・
監
督

と
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
与
那
城
や
ラ
モ

ス
瑠
偉
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
選
手
を
軸

と
し
た
独
特
の
攻
撃
的
読
売
旋
風

を
起
し
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
二
部
か
ら
の
昇

格
、
一
部
で
の
優
勝
を
狙
う
に
至

る
が
、
八
二
年
に
成
績
不
振
を
理

由
に
辞
任
。
皮
肉
に
も
翌
八
三
年

に
読
売
は
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

他
に
も
選
手
育
成
シ
ス
テ
ム
整
備

や
女
子
サ
ッ
カ
ー
界
創
成
期
等
に

貢
献
し
た
。

＜JFA公認コーチ取得＞ 1971

＜FIFA公認コーチ取得＞

1974 読売ユース

1975 昭和50    1975読売トップ 1975

1977 （JSL一部昇格）

1978 読売クラブ監督

1980

読売辞任

1983 （JSL一部優勝）

神奈川選
抜コーチ



読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
相
川
亮
一
氏
の
功
積

柏
レ
イ
ソ
ル
強
化
本
部
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

元
読
売
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
コ
ー
チ
、
元
ベ
レ
ー
ザ
監
督

竹
本
一
彦

■

読
売
ク
ラ
ブ
の
目
標
　
Ｊ
Ｓ
Ｌ
一
部
昇
格
＝
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の
体
制
作
り

実
業
団
、
企
業
チ
ー
ム
主
体
の
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
サ
ッ
カ
ー
界
に
、
異
色
の
、
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
を
目
指
す
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
読
売
新
聞
社
、
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
、
よ
み

う
り
ラ
ン
ド
三
社
が
支
援
）
が
誕
生
し
た
の
が
一
九
六
九
年
。
真
っ
白
な
ク
ラ
ブ
史
に
色
を
入

れ
始
め
た
ク
ラ
ブ
の
創
世
記
。
創
立
か
ら
六
年
目
の
一
九
七
四
年
、
相
川
は
、
サ
ッ
カ
ー
ス

ク
ー
ル
の
コ
ー
チ
と
し
て
読
売
ク
ラ
ブ
と
契
約
。
当
時
ク
ラ
ブ
が
胸
を
張
っ
て
誇
れ
る
財
産
は
、

多
摩
丘
陵
稲
城
市
の
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
内
の
、
天
然
芝
ピ
ッ
チ
四
面
（
照
明
塔
付
き
）
と
、
小

さ
な
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
み
。
稲
城
の
山
の
上
、
新
し
い
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
サ
ッ
カ
ー
好
き

な
人
間
を
集
め
（
ス
カ
ウ
ト
）
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
鍛
え
上
げ
（
育
成
）
、
そ
の
選
手
た
ち
で

チ
ー
ム
を
作
り
、
日
本
の
ト
ッ
プ
へ
上
り
詰
め
る
仕
事
（
強
化
）
に
相
川
は
就
い
た
。
ま
さ
に
、

更
地
に
家
を
建
て
て
い
く
仕
事
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
！
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「
誰
も
我
々
が
や
る
こ
と
に
文
句
は
つ
け
な
い
。
し
か
し
、
テ
キ
ス
ト
は
日
本
に
な
い
。
参

考
に
で
き
る
の
は
海
外
の
ク
ラ
ブ
だ
け
」
相
川
の
覚
悟
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◆
 

一 
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
強
化

　
１
．
　
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
＝
Ｊ
Ｓ
Ｌ
一
部
へ
の
昇
格

　
２
．
　
ジ
ョ
ー
ジ
与
那
城
の
存
在
。
魅
力
の
実
証
。

■
 

Ｊ
Ｓ
Ｌ
二
部
時
代

一
九
七
五
年
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
は
日
本
リ
ー
グ
二
部
に
所
属
。
バ
ル
コ
ム
監
督
三
年
目
、
相

川
は
通
訳
兼
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
と
し
て
チ
ー
ム
に
か
か
わ
っ
た
。
バ
ル
コ
ム
の
要
請
だ
っ

た
。
チ
ー
ム
は
日
本
リ
ー
グ
一
部
に
昇
格
す
る
こ
と
が
目
標
だ
っ
た
。
日
本
の
既
存
の
高
校
や

大
学
か
ら
有
望
選
手
を
獲
得
す
る
ル
ー
ト
は
ま
だ
ま
だ
弱
か
っ
た
。
チ
ー
ム
に
は
Ｄ
Ｆ
松
木
、

Ｄ
Ｆ
高
橋
、
Ｍ
Ｆ
小
見
、
橋
本
、
与
那
城
、
Ｆ
Ｗ
岡
島
、
菊
池
な
ど
サ
ッ
カ
ー
界
で
は
ま
だ
無

名
だ
が
、
個
性
溢
れ
る
選
手
た
ち
が
い
た
。
こ
の
年
Ｊ
Ｓ
Ｌ
二
部
二
位
で
入
れ
替
え
戦
に
臨
ん

だ
が
敗
戦
。
な
か
な
か
勝
て
な
い
日
々
が
続
い
た
。
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一
九
七
六
年
、
バ
ル
コ
ム
監
督
が
去
り
、
西
邑
監
督
、
相
川
コ
ー
チ
の
新
体
制
が
チ
ー
ム
を

任
さ
れ
た
。
中
心
選
手
は
変
え
ず
に
、
Ｆ
Ｗ
ア
ブ
ル
ー
、
Ｆ
Ｗ
鈴
木
武
一
、
Ｄ
Ｆ
関
口
ら
を
加

え
た
。
Ｊ
Ｓ
Ｌ
二
部
は
二
位
。
三
度
目
の
入
れ
替
え
戦
に
臨
ん
だ
が
三
度
目
の
敗
戦
。

一
九
七
七
年
、
Ｆ
Ｗ
ラ
モ
ス
、
Ｍ
Ｆ
ジ
ャ
イ
ロ
、
ニ
コ
ト
ラ
、
弱
点
だ
っ
た
Ｇ
Ｋ
に
永
大
産

業
か
ら
高
田
を
補
強
。
積
み
上
げ
て
き
た
チ
ー
ム
に
効
果
的
な
補
強
が
功
を
奏
し
、
Ｊ
Ｓ
Ｌ
二

部
で
優
勝
。
四
度
目
の
入
れ
替
え
戦
で
ト
ヨ
タ
自
工
に
勝
ち
念
願
の
Ｊ
Ｓ
Ｌ
一
部
昇
格
を
果
た

し
た
。

西
邑
監
督
は
相
川
コ
ー
チ
に
実
際
の
チ
ー
ム
作
り
を
任
し
て
く
れ
て
い
た
。
相
川
は
個
性
豊

か
な
、
自
己
主
張
の
強
い
、
言
え
ば
、
我
儘
な
選
手
た
ち
を
ま
と
め
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
与
那
城
の
、

エ
レ
ガ
ン
ト
な
パ
ス
、
ド
リ
ブ
ル
を
攻
撃
面
で
生
か
し
、
守
備
で
は
全
員
が
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
を

こ
な
す
、
魅
力
的
な
チ
ー
ム
を
築
い
て
い
っ
た
。
当
時
の
Ｊ
Ｓ
Ｌ
上
位
の
日
立
、
三
菱
、
古
河
、

は
身
体
能
力
の
高
い
有
能
な
選
手
を
抱
え
て
は
い
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
の
進
め
方
は
、
旧
来
な
が

ら
の
、
（
蹴
っ
て
走
れ
）
の
サ
ッ
カ
ー
に
例
え
ら
れ
る
、
攻
守
に
忙
し
い
一
本
調
子
の
リ
ズ
ム
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に
近
い
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。
相
川
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｌ
二
部
や
入
れ
替
え
戦
で
あ
っ
て
も
、

試
合
の
進
め
方
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
を
中
心
に
、
南
米
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
生
か
し
、
ボ
ー

ル
を
保
持
し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｆ
ラ
イ
ン
か
ら
攻
撃
を
組
み
立
て
て
い
く
サ
ッ
カ
ー
を
追
求
し
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
を
中
心
と
し
た
日
本
人
選
手
た
ち
も
、
「
読
売
ク
ラ
ブ
の
サ
ッ
カ
ー
は
、
既
存
の
日

本
サ
ッ
カ
ー
界
に
刺
激
を
与
え
る
斬
新
な
攻
撃
的
サ
ッ
カ
ー
な
の
だ
！ 

」
と
い
う
意
気
込
み
を

持
っ
て
い
た
。
読
売
の
サ
ッ
カ
ー
、
Ｄ
Ｆ
ラ
イ
ン
か
ら
攻
撃
を
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
し
、
中
盤
を

し
っ
か
り
と
組
み
た
て
、
中
央
突
破
、
サ
イ
ド
攻
撃
か
ら
ゴ
ー
ル
に
迫
る
。
速
攻
と
遅
攻
を
使

い
分
け
る
。
そ
の
中
心
に
相
手
守
備
陣
を
切
り
裂
く
ド
リ
ブ
ル
、
巧
み
な
ス
ル
ー
パ
ス
、
ワ
ン

ツ
ー
パ
ス
を
奏
で
る
、
即
興
性
溢
れ
る
ジ
ョ
ー
ジ
与
那
城
＝
彼
の
サ
ッ
カ
ー
が
あ
っ
た
。
相
川

は
、
個
性
豊
か
な
選
手
た
ち
と
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
の
サ
ッ
カ
ー
を
築
き
上
げ
な
が
ら
、
Ｊ
Ｓ
Ｌ

一
部
＝
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
の
檜
舞
台
に
登
頂
し
た
。

■
 

Ｊ
Ｓ
Ｌ
一
部
時
代

昇
格
し
た
一
年
目
に
四
位
に
な
っ
た
。
「
緑
の
読
売
旋
風
」
と
呼
ば
れ
た
。
昇
格
チ
ー
ム
が

い
き
な
り
上
位
に
進
出
。
長
年
積
み
上
げ
て
き
た
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
イ
ル
が

通
じ
た
の
だ
。
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二
年
目
の
一
九
七
九
年
は
リ
ー
グ
戦
二
位
。
Ｊ
Ｓ
Ｌ
カ
ッ
プ
に
優
勝
し
、
ク
ラ
ブ
に
初
タ
イ

ト
ル
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
年
は
ラ
モ
ス
が
得
点
王
、
ア
シ
ス
ト
王
に
輝
き
、
戸
塚
哲
也
が
高

校
三
年
で
Ｊ
Ｓ
Ｌ
デ
ビ
ュ
ー
。
ク
ラ
ブ
シ
ス
テ
ム
か
ら
自
前
で
育
て
た
選
手
が
日
本
の
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
で
プ
レ
ー
し
、
注
目
を
浴
び
た
。
読
売
ク
ラ
ブ
が
勢
い
を
持
っ
て
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
に

進
出
し
て
い
っ
た
時
代
だ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
は
六
位
に
な
る
も
の
の
、
早
稲
田
大
学
か
ら
Ｃ
Ｂ
加
藤
久
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
Ｃ

Ｂ
ト
レ
ド
が
加
入
。
リ
ー
グ
制
覇
へ
向
け
Ｄ
Ｆ
ラ
イ
ン
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。
日
本
代
表
に
小

見
、
加
藤
久
、
戸
塚
、
都
並
が
選
出
さ
れ
た
。
同
時
に
親
会
社
が
リ
ー
グ
優
勝
を
意
識
し
始
め

チ
ー
ム
へ
の
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

一
九
八
一
年
、
ク
ラ
ブ
は
再
び
リ
ー
グ
優
勝
に
迫
っ
た
。
中
心
メ
ン
バ
ー
が
固
定
さ
れ
、
選

手
の
年
齢
バ
ラ
ン
ス
が
整
い
、
選
手
の
経
験
値
も
高
く
な
っ
た
。
最
終
節
、
名
古
屋
瑞
穂
球
技

場
で
フ
ジ
タ
と
対
戦
。
勝
て
ば
優
勝
だ
っ
た
が
惜
し
く
も
引
き
分
け
、
タ
イ
ト
ル
を
逃
し
た
。

終
了
間
際
、
ジ
ョ
ー
ジ
の
ゴ
ー
ル
が
取
り
消
さ
れ
た
こ
と
は
苦
い
思
い
出
だ
。

一
九
八
二
年
リ
ー
グ
戦
は
五
位
。
成
績
不
振
の
責
任
を
取
っ
て
シ
ー
ズ
ン
途
中
に
相
川
は
監
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督
を
辞
任
。
千
葉
コ
ー
チ
に
後
を
任
し
た
。
相
川
が
去
っ
た
翌
一
九
八
三
年
に
読
売
ク
ラ
ブ
は

リ
ー
グ
初
優
勝
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

Ｊ
Ｓ
Ｌ
一
部
リ
ー
グ
時
代
、
主
に
、
相
川
監
督
、
千
葉
コ
ー
チ
。
こ
の
二
人
が
リ
ー
グ
制
覇

を
目
標
に
チ
ー
ム
作
り
に
邁
進
し
た
。
相
川
は
理
論
家
風
な
ク
ー
ル
な
目
で
選
手
・
チ
ー
ム
に

接
し
、
千
葉
は
、
読
売
の
選
手
出
身
で
あ
り
、
兄
貴
分
的
存
在
と
し
て
暖
か
み
を
感
じ
さ
せ
な

が
ら
選
手
に
接
し
た
。
相
川
、
千
葉
の
コ
ン
ビ
で
ピ
ッ
チ
内
外
の
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に

あ
た
っ
た
。

司
令
塔
ジ
ョ
ー
ジ
か
ら
、
ジ
ョ
ー
ジ
、
ラ
モ
ス
の
ダ
ブ
ル
司
令
塔
へ
の
移
行
や
、
多
少
の
選

手
の
入
れ
替
わ
り
は
あ
っ
た
が
、
こ
の
期
間
の
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
サ
ッ
カ
ー
は
、
南
米
的
な
高

い
個
人
技
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
見
る
人
が
楽
し
め
る
攻
撃
的
な
サ
ッ
カ
ー
を
特
徴
に
し
て
い
た
。

相
川
が
読
売
在
籍
十
年
で
培
っ
て
き
た
、
求
め
て
い
た
サ
ッ
カ
ー
、
チ
ー
ム
の
具
現
化
だ
っ
た
。
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◆
 

二 

自
給
自
足
の
選
手
育
成
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
強
化

ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー
の
良
さ
は
、
ク
ラ
ブ
内
に
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
、
ジ
ュ
ニ
ア
（
Ｕ-

22
）

ま
で
年
代
別
の
チ
ー
ム
を
持
ち
、
一
貫
指
導
の
下
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で
活
躍
で
き
る
選
手
、
さ

ら
に
は
、
日
本
代
表
に
つ
な
が
る
選
手
を
育
成
で
き
る
こ
と
だ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
南
米
で

は
、
当
た
り
前
の
ク
ラ
ブ
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
日
本
で
は
読
売
ク
ラ
ブ
が
初
め
て
で
あ
り
、
相
川

は
こ
の
ク
ラ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
充
実
さ
せ
る
た
め
に
尽
力
し
た
。
各
年
代
の
チ
ー
ム
を

作
っ
た
。
そ
し
て
、
各
チ
ー
ム
に
プ
ロ
の
指
導
者
を
置
き
、
コ
ー
チ
に
責
任
を
持
た
し
て
、
選

手
の
育
成
、
チ
ー
ム
作
り
に
当
た
ら
し
た
。
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
か
ら
ユ
ー
ス
以
下
ま
で
の
選
手
の

情
報
は
コ
ー
チ
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
た
　
戸
塚
、
都
並
、
上
島
ら
が
ク
ラ

ブ
シ
ス
テ
ム
か
ら
育
っ
た
「
ユ
ー
ス
育
ち
」
と
呼
ば
れ
る
一
期
生
選
手
だ
。
相
川
は
、
昼
間
は

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
監
督
と
し
て
練
習
に
あ
た
り
、
夕
方
か
ら
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
（
Ｕ-

22
）
や

ユ
ー
ス
Ａ
の
練
習
に
顔
を
出
し
た
。
ユ
ー
ス
の
練
習
が
終
わ
る
夜
八
時
過
ぎ
か
ら
は
若
い
育
成

担
当
の
コ
ー
チ
と
選
手
論
や
、
技
術
論
、
戦
術
論
ま
で
語
り
合
い
、
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
サ
ッ
カ
ー

の
マ
イ
ン
ド
を
共
有
し
合
っ
た
。
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
で
は
、
攻
守
両
面
で
、
自
ら
局
面
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
選
手
の
育
成
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
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相
川
は
在
籍
し
た
十
年
間
に
ク
ラ
ブ
内
を
整
備
し
、
各
チ
ー
ム
に
公
式
戦
、
実
践
の
場
を
下

記
の
よ
う
に
作
っ
た
。

選
手
を
育
て
る
た
め
に
は
「
試
合
」
が
必
要
だ
っ
た
。

・
ジ
ュ
ニ
ア
（
Ｕ-

22
）
　
神
奈
川
県
三
部
リ
ー
グ
に
加
盟
。
（
Ｋ
Ｆ
Ａ
）
。

　
　
東
京
ユ
ー
ス
リ
ー
グ
（
新
設
）

・
ユ
ー
ス
Ａ
（
Ｕ-
18
）
　 

日
本
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
大
会
（
新
設
、
Ｊ
Ｆ
Ａ
主
催
）
。

　
　
神
奈
川
県
国
体
選
抜
に
選
手
派
遣

・
ユ
ー
ス
Ｂ
（
Ｕ-

15
）
　
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
リ
ー
グ
（
新
設
）

・
ユ
ー
ス
Ｓ
（
Ｕ-

12
）
　
全
国
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
に
登
録
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
主
催
）

　
　
読
売
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
（
新
設
）

・
ベ
レ
ー
ザ
（
女
子
）
　
東
京
都
リ
ー
グ
に
加
盟
。

　
　
全
日
本
女
子
選
手
権
に
出
場
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
主
催
）

・
ス
ク
ー
ル
（
小
学
生
）
　
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
（
土
日
）
・
地
域
へ
の
普
及
事
業
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さ
ら
に
、
全
国
展
開
の
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
公
認
　
読
売
ク
ラ
ブ
プ
ー
マ
サ
ッ
カ
ー
教
室
）
を
企
画
。

一
九
七
九
年
か
ら
五
年
継
続
し
た
。
目
的
は
、
全
国
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
。
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
の
現
役
選
手
が
各
地
を
回
り
、
子
供
た
ち
や
指
導
者
に
、
直
接
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
見
せ
る
。
楽

し
く
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
で
遊
び
な
が
ら
技
術
の
向
上
を
目
指
し
た
。
選
手
は
オ
フ
の
間
に
サ
ッ

カ
ー
教
室
で
子
供
た
ち
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
シ
ョ
ー
ト
マ
ネ
ー
を
稼
ぐ
。
プ
ー
マ
グ
ル
ー
プ

は
、
プ
ー
マ
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
新
購
買
層
の
開
拓
が
狙
い
だ
っ
た
。

◆
 

三
　
指
導
者
の
育
成

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
を
勝
た
す
為
の
戦
略
・
戦
術
論
、
選
手
論
、
コ
ー
チ
論
か
ら
、
各
年
代
に
応

じ
た
育
成
、
指
導
論
、
選
手
の
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
見
抜
く
ス
カ
ウ
ト
論
ま
で
、
サ
ッ

カ
ー
指
導
の
多
義
に
わ
た
り
、
日
夜
、
ピ
ッ
チ
上
や
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
語
ら
れ
て
い
た
。
相
川

の
表
現
で
は
、
「
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
、
稲
城
の
山
の
上
に
日
本
サ
ッ
カ
ー
の
聖
地
を
作
る
。
」 

そ
れ
を
実
行
す
る
の
は
（
人
）
。
情
熱
を
持
っ
た
サ
ッ
カ
ー
人
の
集
ま
り
が
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ

だ
っ
た
。
来
る
者
は
拒
ま
ず
の
相
川
ス
タ
イ
ル
の
下
、
読
売
ク
ラ
ブ
の
門
を
た
た
く
選
手
、
指

導
者
は
多
か
っ
た
が
、
「
競
争
社
会
の
原
理
に
勝
ち
抜
い
た
人
間
と
、
自
分
か
ら
発
想
し
実
行
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す
る
人
間
だ
け
が
読
売
に
残
れ
る
こ
と
」
が
読
売
の
厳
し
さ
、
掟
だ
っ
た
。
ま
だ
Ｊ
リ
ー
グ
が

誕
生
し
て
い
な
い
時
代
に
、
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
目
指
す
、
プ
ロ
の
指
導
者
を
目
指
す
、
突

飛
な
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
を
持
っ
た
人
間
た
ち
の
集
ま
り
だ
っ
た
。
相
川
は
そ
の
先
頭
に
立
ち
、

ク
ラ
ブ
、
チ
ー
ム
の
発
展
に
あ
た
っ
た
。

神
奈
川
県
・
栄
光
学
園
出
身
の
相
川
は
、
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
仕
事
も
担
っ
て
い
た
。

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
・
Ｊ
Ｆ
Ａ
公
認
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
で
あ
る
相
川
は
、
神
奈
川
県
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー

ル
を
開
講
、
自
ら
主
任
コ
ー
チ
と
し
て
指
導
者
育
成
に
あ
た
っ
た
。

現
在
の
Ｊ
Ｆ
Ａ
の
Ｃ
級
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
あ
た
る
。
当
時
は
日
本
各
県
に
コ
ー
チ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
が
ま
だ
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
神
奈
川
県
の
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
は
先
駆
的
存
在

で
、
講
義
、
実
技
の
内
容
も
レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
だ
っ
た
。
毎
週
土
日
の
夕
方
五
時
か
ら
九
時

ご
ろ
ま
で
、
サ
ッ
カ
ー
に
興
味
を
持
つ
指
導
者
の
卵
が
三
ヶ
月
に
わ
た
り
相
川
コ
ー
チ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
を
受
講
し
て
い
た
。
こ
の
ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
、
読
売
ク
ラ
ブ
好
き
、
相
川
コ
ー
チ
に

傾
倒
す
る
サ
ッ
カ
ー
指
導
者
が
増
え
て
い
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
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◆
 

四
　
ま
と
め

相
川
の
読
売
ク
ラ
ブ
で
の
功
績
は
、
稲
城
の
山
頂
、
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
に
、
日
本
一
、
サ
ッ

カ
ー
に
情
熱
を
燃
や
し
、
サ
ッ
カ
ー
に
没
頭
す
る
人
間
た
ち
の
聖
地
・
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
を

作
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
Ｊ
リ
ー
グ
が
誕
生
し
た
時
に
は
、
す
で
に
読
売
ク
ラ
ブ
を
離
れ
、
プ
ロ

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
の
熱
い
戦
い
の
場
に
は
立
て
な
か
っ
た
が
、
「
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
に
、
読
売

ク
ラ
ブ
あ
り
」
と
世
の
中
に
言
わ
し
め
る
根
幹
、
言
い
換
え
れ
ば
、
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
サ
ッ

カ
ー
の
血
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
作
っ
た
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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ジ
ョ
ー
ジ
与
那
城
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

元
読
売
ク
ラ
ブ
（
選
手
・
監
督
）
、
元
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

元
京
都
サ
ン
ガ
監
督
代
行
、
元
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
北
九
州
監
督
、
ほ
か

（
実
施
）

二
〇
一
一
年
五
月
二
十
四
日

（
於
） 

柏
レ
イ
ソ
ル
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

（
聞
き
手
）　
竹
本
一
彦

◆

「
相
川
さ
ん
と
の
最
初
の
出
会
い
は
？
」

一
九
七
五
年
く
ら
い
に
、
バ
ル
コ
ム
監
督
の
通
訳
兼
ア
シ
ス
タ
ン
ト
コ
ー
チ
と
し
て
入
っ
て

き
た
時
だ
と
思
う
。
紅
白
戦
の
時
に
、
バ
ル
コ
ム
は
Ｂ
チ
ー
ム
の
指
揮
を
相
川
さ
ん
に
任
し
て

い
た
。
通
訳
な
の
に
、
Ｂ
チ
ー
ム
を
見
て
い
た
。
Ａ
チ
ー
ム
に
入
れ
な
い
選
手
の
面
倒
を
見
て

い
た
の
で
気
苦
労
が
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
選
手
に
配
慮
で
き
る
人
だ
っ
た
。
バ
ル
コ
ム
監
督

三
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
だ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
が
固
ま
っ
て
き
て
い
た
の
で
、
特
に
Ｂ
チ
ー
ム
の
モ

チ
ベ
ー
シ
オ
ン
が
難
し
か
っ
た
が
、
そ
ん
な
選
手
が
多
い
状
況
の
中
、
選
手
の
意
見
を
聞
き
出

す
よ
う
な
、
雰
囲
気
作
り
が
う
ま
か
っ
た
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
。
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そ
の
場
（
そ
の
時
）
に
気
が
付
く
こ
と
と
、
後
に
な
っ
て
気
が
付
く
こ
と
が
あ
っ
て
、
現
役

を
終
え
て
、
自
分
が
指
導
者
に
な
っ
て
か
ら
、
ふ
と
相
川
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
相
川
さ
ん
が
醸
し
出
し
て
い
た
「
選
手
が
自
分
か
ら
意
見
を
言
え
る
、
選
手
が

自
分
か
ら
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
喋
れ
る
」
、
こ
れ
が
相
川
流
の
雰
囲
気
作
り
か
な
〜
。

今
だ
か
ら
初
め
て
言
う
け
ど
、
Ｆ
Ｗ
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
作
る
大
事
な
パ
ー
ト
ナ
ー
の

選
手
を
進
言
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
大
事
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
こ
こ
だ
け
は
言
い

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
言
わ
し
て
も
ら
っ
た
。
選
手
が
そ
ん
な
こ
と
を
監
督
に
言
っ
て
は
い
け

な
い
ん
だ
け
れ
ど
、
そ
の
時
一
回
だ
け
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手
で
な
く
若
手
の

日
本
人
選
手
を
自
分
の
そ
ば
に
置
い
て
く
れ
と
希
望
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
回
だ
け
だ
よ
！

ピ
ッ
チ
の
中
で
自
分
が
感
じ
て
い
た
こ
と
で
、
相
手
ペ
ナ
ル
テ
イ
ー
エ
リ
ア
付
近
で
、
突
破

の
形
を
作
る
場
面
の
話
。
自
分
は
上
が
り
目
の
ハ
ー
フ
な
の
で
、
次
の
プ
レ
ー
を
決
め
る
と
き

に
、
Ｃ
Ｆ
に
動
い
て
も
ら
っ
て
自
分
の
攻
撃
の
選
択
肢
を
作
り
た
か
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
人
選
手

は
Ｃ
Ｂ
に
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
の
に
、
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
動
い
て
く
れ
な
い
ん
だ
。
動
き
を

つ
け
て
く
れ
れ
ば
、
パ
ス
か
ド
リ
ブ
ル
か
判
断
し
て
ア
ク
シ
ョ
ン
で
き
る
の
だ
が
。
ど
う
し
て

も
大
事
だ
っ
た
の
で
相
川
さ
ん
に
相
談
し
た
。
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相
川
さ
ん
は
そ
ん
な
こ
と
を
喋
れ
る
そ
ん
な
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
れ
た
。
自
分
は
絶
対
に
そ

ん
な
こ
と
を
い
つ
も
言
う
タ
イ
プ
の
選
手
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
一
度
だ
け
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
ん
な
雰
囲
気
が
相
川
さ
ん
の
雰
囲
気
だ
っ
た
。
選
手
が
話
せ
る
雰
囲
気
を
出
し
て
い
た
と
思

う
よ
！
　
そ
の
時
は
、
抜
擢
し
た
若
手
日
本
人
Ｆ
Ｗ
が
得
点
を
挙
げ
て
試
合
に
勝
っ
た
。

◆

「
監
督
、
コ
ー
チ
相
川
さ
ん
の
こ
と
で
覚
え
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
？
」

攻
撃
の
こ
と
は
選
手
に
任
せ
て
い
た
か
な
。
守
備
の
こ
と
は
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
な
ど
約
束
事

を
作
っ
て
い
た
。

ラ
モ
ス
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｂ
、
左
Ｆ
Ｗ
、
Ｃ
Ｆ
と
考
え
て
い
た
ね
。
自
分
も
ウ

イ
ン
グ
や
Ｃ
Ｆ
や
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
を
や
ら
さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
。

そ
う
だ
、
天
皇
杯
か
Ｊ
Ｓ
Ｌ
カ
ッ
プ
で
相
川
さ
ん
に
Ｃ
Ｂ
を
や
ら
さ
れ
た
こ
と
が
一
回
あ
っ

た
。
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
、
ジ
ョ
ー
ジ
の
パ
ス
ミ
ス
か
ら
失
点
し
て
そ
の
試
合
は
負
け
た
か
な
！ 

み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
た
！
　
だ
け
ど
、
自
分
的
に
は
Ｃ
Ｂ
の
考
え
方
が
解
っ
た
の
で
、
将
来

に
つ
な
が
る
経
験
に
な
っ
た
。
そ
の
試
合
中
は
チ
ー
ム
メ
イ
ト
し
か
り
み
ん
な
不
安
だ
っ
た
ろ

う
な
。
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バ
ル
コ
ム
監
督
は
、
先
頭
に
立
っ
て
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
選
手
と
一
緒
に
走
る
ん
だ
。
こ

れ
が
早
い
ん
だ
。
相
川
さ
ん
は
筋
ト
レ
好
き
で
、
選
手
を
輪
に
し
て
そ
の
真
ん
中
で
腕
立
て
一

〇
〇
回
、
腹
筋
二
種
目
で
合
計
二
〇
〇
回
を
自
ら
楽
し
そ
う
に
や
る
ん
だ
。
辛
そ
う
な
選
手
の

横
顔
を
見
な
が
ら(

笑)

◆

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
思
い
出
あ
り
ま
す
か
？
」

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
何
も
な
い
な
〜
。
食
事
に
行
っ
た
こ
と
も
な
い
し
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ

こ
と
も
な
い
。
秘
密
が
多
い
人
か
な
と
思
っ
た
。
あ
え
て
自
分
は
突
っ
込
ま
な
か
っ
た
。
自
分

も
付
き
合
い
悪
か
っ
た
か
ら(
笑)
。

◆

「
入
れ
替
え
戦
の
思
い
出
？
」

有
利
有
利
と
言
わ
れ
な
が
ら
な
か
な
か
勝
て
ず
に
、
や
っ
と
四
回
目
に
し
て
ト
ヨ
タ
に
勝
っ

て
一
部
に
昇
格
し
た
。
相
川
さ
ん
の
大
き
な
功
績
だ
と
思
う
よ
。

入
れ
替
え
戦
に
勝
利
し
た
後
、
ど
こ
か
の
お
店
で
、
み
ん
な
で
祝
勝
会
を
や
っ
た
。
相
川
さ

ん
も
参
加
し
て
楽
し
く
飲
ん
で
い
た
。
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み
ん
な
よ
く
飲
む
し
食
べ
た
。
相
川
さ
ん
は
余
り
喋
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
飲

ん
で
い
た
よ
！
　
自
分
た
ち
の
目
か
ら
は
相
川
さ
ん
が
良
く
喋
る
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
な
〜
。

◆

「
相
川
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
た
一
言
や
、
学
ん
だ
こ
と
で
何
か
あ
り
ま
す
か
？
」

タ
フ
に
な
る
こ
と
か
な
。
何
年
も
勝
て
な
い
時
が
あ
っ
て
も
、
我
慢
し
て
、
勝
つ
ま
で
粘
る

こ
と
。
や
り
続
け
る
こ
と
、
精
神
的
に
タ
フ
に
な
る
こ
と
。
そ
の
積
み
重
ね
の
大
切
さ
か
な
。

そ
の
人
を
見
て
タ
フ
に
な
れ
る
。
人(

監
督)

を
見
て
、
そ
の
人
が
、
物
事
を
投
げ
出
す
人
だ
っ

た
り
、
人
の
せ
い
に
に
す
る
人
だ
っ
た
ら
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
と
思
う
。
相
川
さ
ん
は
負
け

た
時
や
、
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
時
に
、
あ
き
ら
め
る
姿
を
見
せ
な
い
し
、
次
に
向
か
え
る
雰

囲
気
を
作
っ
て
く
れ
た
。
例
え
ば
、
紅
白
戦
で
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
み
ん
な
を
集
め
て
意
見

を
言
わ
せ
て
、
方
向
を
見
つ
け
て
く
れ
た
か
な
。
喋
り
あ
え
る
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
が
う
ま
い
。

信
頼
で
き
る
存
在
だ
っ
た
よ
。

◆

「
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
に
と
っ
て
相
川
さ
ん
は
？
」

有
名
選
手
だ
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
の
に
、
あ
の
状
況
で
監
督
を
引
き
受
け
、
あ
の
個
性
の
強

い
選
手
た
ち
を
ま
と
め
て
、
一
部
リ
ー
グ
に
昇
格
さ
せ
た
こ
と
。
あ
の
時
の
選
手
た
ち
は
我
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儘
っ
ぽ
い
の
が
多
く
て
、
サ
ッ
カ
ー
界
に
知
名
度
が
低
い
人
が
監
督
を
し
て
、
納
得
さ
せ
る
こ

と
は
凄
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
。
み
ん
な
好
き
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な
。
あ
れ
こ
れ
こ
う

し
ろ
と
細
か
く
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
け
ど
。

相
川
、
千
葉
の
コ
ン
ビ
は
性
格
が
違
っ
て
い
た
け
ど
、
お
互
い
話
し
合
っ
て
よ
い
仕
事
を
し

て
い
た
と
思
う
よ
。
自
分
は
、
千
葉
と
は
同
い
年
な
ん
だ
よ
。
同
じ
選
手
と
し
て
プ
レ
ー
し
て

い
た
の
で
近
い
存
在
だ
っ
た
。
相
川
さ
ん
は
一
歩
距
離
を
置
い
て
い
た
と
思
う
。
千
葉
さ
ん
は

自
分
か
ら
寄
っ
て
く
る
存
在
。
相
川
さ
ん
は
少
し
離
れ
た
存
在
。
二
者
二
様
の
雰
囲
気
を
作
っ

て
い
た
。
二
人
の
下
で
チ
ー
ム
が
ま
と
ま
っ
て
い
た
か
ら
昇
格
し
た
ん
だ
ろ
う
な
。

◆

「
相
川
さ
ん
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
の
サ
ッ
カ
ー
が
あ
る
か
ら
必
ず
勝
て
る
ん
だ
と
、
日
本
の

サ
ッ
カ
ー
に
挑
戦
す
る
ん
だ
、
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
た
が
？
」

自
由
に
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
感
じ
て
い
た
。
相
川
さ
ん
が
そ
ん
な
こ
と
を

言
っ
て
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
け
ど
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
格
言
に
「 

尊
敬
さ
れ
た
か
っ
た
な
ら
、
ま

ず
自
分
か
ら
相
手
を
尊
敬
し
ろ 

」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
け
ど
、
相
川
さ
ん
は
　
選
手
を
リ
ス
ペ
ク
ト
し
な
が
ら
や
っ
て
い
た
と

思
う
。
あ
の
メ
ン
バ
ー
を
ま
と
め
る
の
は
簡
単
じ
ゃ
な
い
よ
。
す
ぐ
文
句
出
る
か
ら
ね
！
　
本
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当
に
で
き
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
そ
こ
を
や
っ
た
の
だ
か
ら
す
ご
い
！
　
カ
リ
オ
カ
も
相
川
さ
ん

を
好
き
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
よ
く
相
川
さ
ん
と
一
対
一
を
や
っ
て
い
る
の
を
見
て
い
た

よ
。
俺
と
は
や
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
け
ど
！
　(

笑)

　

二
八
、
九
の
時
か
な
、
自
分
が
サ
ッ
カ
ー
を
や
め
た
ら
ど
う
し
よ
う
か
な
と
悩
ん
で
い
る
時

期
が
あ
っ
た
。
日
本
で
サ
ッ
カ
ー
を
や
め
た
後
、
サ
ッ
カ
ー
界
に
残
る
気
持
ち
が
ま
だ
な
く
て
、

引
退
後
は
翻
訳
の
仕
事
を
し
よ
う
か
と
い
う
こ
と
が
頭
に
あ
っ
て
、
相
川
さ
ん
に
相
談
し
た
ら

ブ
ラ
ビ
ス
と
い
う
会
社
の
高
橋
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
た
。
一
年
近
く
中
途
半
端
な
気
持
ち
で

過
ご
し
て
い
た
時
に
相
川
さ
ん
が
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
た
。
昼
間
の
ト
ッ
プ
の
練
習
を
休
ん
で

ブ
ラ
ビ
ス
に
仕
事
に
行
っ
て
、
夜
に
ジ
ュ
ニ
ア
で
練
習
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
一
年
間
チ
ー
ム
に

迷
惑
を
か
け
た
な
〜
。
相
川
さ
ん
だ
か
ら
自
分
か
ら
相
談
し
た
と
思
う
。
相
川
さ
ん
と
話
し
て

い
る
内
容
は
誰
も
知
ら
な
い
と
思
う
。
ま
あ
し
ゃ
べ
る
必
要
も
な
い
し
。

好
き
な
タ
イ
プ
だ
っ
た
よ
！
　
喋
っ
て
く
れ
る
雰
囲
気
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
、
選
手
の
こ
と

を
と
て
も
気
に
し
て
く
れ
て
い
た
と
思
う
よ
。
そ
ん
な
存
在
だ
っ
た
。
誘
え
ば
付
き
合
っ
て
く

れ
る
ん
だ
ろ
う
け
ど
。
誘
え
な
い
よ
う
な
雰
囲
気
、
そ
ん
な
オ
ー
ラ
を
出
し
て
い
た
。
距
離
を

作
り
な
が
ら
、
距
離
が
な
い
。
そ
ん
な
人
だ
っ
た
。
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◆
「
相
川
さ
ん
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
？
」

聞
い
た
こ
と
が
な
い
な
。
自
分
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
事
は
喋
ら
な
い
の
で
気
に
し
て
い
な

か
っ
た
。
喋
ら
れ
た
ら
自
分
の
こ
と
を
喋
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
。
結
婚
し
て
い
た
の
？ 

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
人
だ
っ
た
。

◆

「
最
後
に
相
川
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
は
？
」

相
川
さ
ん
は
　
勝
負
強
い
人
だ
っ
た
と
思
う
よ
！
　
読
売
ク
ラ
ブ
を
日
本
リ
ー
グ
一
部
に
昇

格
さ
せ
た
の
だ
か
ら
。
あ
の
時
に
勝
っ
た
こ
と
は
凄
い
こ
と
な
ん
だ
よ
、
絶
対
に
！
　
バ
ル
コ

ム
が
成
し
遂
げ
ら
れ
ず
に
チ
ー
ム
を
離
れ
た
時
に
、
チ
ー
ム
を
引
き
受
け
た
こ
と
が
不
思
議
、

あ
り
得
な
い
こ
と
だ
と
思
う
よ
、
改
め
て
。
俺
と
小
見
だ
け
が
四
回
入
れ
替
え
戦
を
経
験
し
て

い
る
け
ど
、
四
年
は
長
い
よ
。
忘
れ
ら
れ
な
い
。
忘
れ
る
訳
が
な
い
。
昇
格
し
た
ら
一
年
目
四

位
だ
よ
。
時
間
が
か
か
っ
た
ん
だ
よ
。
一
年
で
出
来
た
チ
ー
ム
じ
ゃ
な
い
か
ら
、
昇
格
し
た
後

で
も
良
い
成
績
を
残
せ
た
ん
だ
。
相
川
さ
ん
が
チ
ー
ム
を
引
き
受
け
た
【 

勇
気 

】
。
そ
れ
が

凄
い
。
そ
し
て
、
俺
か
ら
す
れ
ば
、
相
川
さ
ん
に
【 
勝
ち
運
が
あ
る 

】
か
ら
昇
格
し
た
し
、

一
部
リ
ー
グ
で
も
優
勝
争
い
で
き
た
ん
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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相
川
さ
ん
が
読
売
ク
ラ
ブ
を
辞
め
る
前
年
、
瑞
穂
で
フ
ジ
タ
に
勝
っ
て
い
た
ら
リ
ー
グ
優
勝

だ
っ
た
。
悔
し
か
っ
た
。
二
位
だ
っ
た
け
れ
ど
、
相
川
さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
挑
戦
を
し
て
い
た

の
だ
と
思
う
。

◆

「 
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」
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選
手
と
し
て
の
「
男
気
」
を
大
事
に

元
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
選
手
）

加
藤
　
久

一
九
七
八
年
、
早
稲
田
大
学
の
四
年
生
に
な
ろ
う
と
す
る
頃
、
私
は
、
サ
ッ
カ
ー
部
長
で

あ
っ
た
堀
江
忠
男
先
生
か
ら
助
手
と
し
て
大
学
に
残
る
道
を
薦
め
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
大
学

三
年
生
の
時
か
ら
、
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
一
員
に
加
え
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
を

辞
め
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
誘
い
の
あ
っ
た
い
く
つ
か
の
実

業
団
チ
ー
ム
の
中
で
、
三
菱
重
工
の
サ
ッ
カ
ー
部
か
ら
は
、
三
菱
重
工
サ
ッ
カ
ー
部
員
は
必
ず

し
も
社
員
で
あ
る
必
要
が
な
い
の
で
、
助
手
を
や
り
な
が
ら
で
も
構
わ
な
い
と
い
う
返
事
を
も

ら
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
学
側
は
、
企
業
色
が
強
い
と
大
学
の
助
手
就
業
規
定
に
抵
触
す

る
の
で
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
返
事
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
訳
で
、
私
は
一
九
七
九
年
に
大
学

を
卒
業
後
、
一
年
間
ど
こ
の
チ
ー
ム
に
も
所
属
せ
ず
、
筑
波
大
の
大
学
院
に
通
い
な
が
ら
ひ
た

す
ら
練
習
だ
け
の
日
々
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

一
年
後
、
そ
ん
な
状
況
に
助
け
舟
が
入
り
ま
し
た
。
大
学
体
育
局
の
非
常
勤
講
師
を
さ
れ
て

い
た
高
橋
英
辰
さ
ん
や
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
平
木
隆
三
さ
ん
が
大
学
当
局
に
掛
け
合
い
、
企

210



業
色
の
少
な
い
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ら
活
動
を
許
可
す
る
と
い
う
返
事
を
も
ら
っ
て
く
れ
た
の
で

す
。
当
時
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
に
は
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
は
読
売
ク
ラ
ブ
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

そ
れ
が
私
と
読
売
ク
ラ
ブ
、
そ
し
て
監
督
で
あ
っ
た
相
川
さ
ん
と
の
出
会
い
の
き
っ
か
け
で

す
。一

九
八
〇
年
の
日
本
リ
ー
グ
が
開
幕
し
て
約
１
か
月
半
経
過
し
た
五
月
一
日
に
、
初
め
て
読

売
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
行
き
ま
し
た
。
事
務
局
長
の
笹
浪
さ
ん
、
監
督
の
相
川
さ
ん
と

練
習
前
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
相
川
さ
ん
と
の
初
対
面
は
、
「
シ
ャ
イ
な
人
だ
な
」
と
い
う
印

象
で
し
た
。
読
売
ク
ラ
ブ
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
説
明
せ
ず
、
「
ま
あ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
て
一

緒
に
や
ろ
う
よ
」
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
。
「
練
習
は
や
っ
て
た
の
？
」
「
え
え
、
か
な
り
や
っ

て
ま
し
た
。
」
く
ら
い
の
会
話
は
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

練
習
は
ア
ッ
プ
の
後
に
紅
白
戦
。
最
初
は
Ｂ
チ
ー
ム
で
し
た
が
、
後
半
か
ら
Ａ
チ
ー
ム
に
入

り
ま
し
た
。
翌
日
は
リ
ー
グ
戦
前
日
、
軽
い
ボ
ー
ル
回
し
だ
け
で
し
た
。
卒
業
後
の
一
年
間
は
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公
式
戦
に
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
読
売
で
は
秋
ご
ろ
に
試
合
に
出
ら
れ
れ
ば

い
い
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
日
相
川
さ
ん
か
ら
「
明
日
の
日
立
戦
の
メ
ン
バ
ー
に
入

れ
た
か
ら
」
と
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
思
い
切
っ
た
こ
と
を
す
る
人
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
嬉
し

く
も
あ
り
ま
し
た
。

試
合
当
日
は
、
駒
沢
競
技
場
に
一
時
間
前
に
集
合
。
当
時
は
、
ス
パ
イ
ク
か
ら
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

ま
で
す
べ
て
自
分
の
バ
ッ
ク
に
入
れ
て
持
っ
て
い
く
の
が
当
た
り
前
の
時
代
で
す
。
試
合
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
い
つ
か
ら
始
ま
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、
選
手
は
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
て
ア
ッ
プ
を
始
め
ま
す
。
ラ
モ
ス
と
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
は
、
ろ
く
に

ア
ッ
プ
も
せ
ず
に
セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
の
と
こ
ろ
で
話
を
し
て
い
る
だ
け
。
相
川
さ
ん
が
号
令

を
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
に
戻
り
、
そ
ろ
そ
ろ
ロ
ッ
カ
ー
ア
ウ
ト
に
近
づ
い
た
頃
、
隣
に
い
た
奥
田

さ
ん
に
「
誰
が
先
発
な
ん
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
お
前
、
先
発
だ
よ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。

「
相
川
さ
ん
、
俺
に
何
も
言
っ
て
な
い
か
ら
！ 

」
驚
く
や
ら
、
準
備
に
焦
る
や
ら
…
。
赤
と

青
の
縦
じ
ま
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
背
番
号

26
番
。
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
を
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出
る
時
、
相
川
さ
ん
が
私
の
目
を
見
な
が
ら
一
言
、
「
大
丈
夫
！
」
。
会
話
は
そ
れ
だ
け
で
し

た
が
、
気
合
が
入
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

通
常
の
監
督
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
ら
、
相
川
さ
ん
は
ど
の
範
疇
に
も
収
ま
ら
な
い
監
督

さ
ん
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
自
分
が
悪
い
プ
レ
ー
を
し
た
な
と
思
っ
て
い
る
時
で
も
、
何
か

注
文
を
付
け
て
く
る
こ
と
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
細
か
い
こ
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
技
術

的
な
こ
と
、
戦
術
的
な
こ
と
よ
り
も
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
の
主
義
主
張

が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
そ
こ
を
見
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
別
の
表
現
を
す
る
な
ら
ば
、

「
男
気
」
の
よ
う
な
も
の
を
と
て
も
大
事
に
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

相
川
さ
ん
は
、
と
て
も
シ
ャ
イ
で
、
優
し
い
人
間
で
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
選
手
と
し
て
の
道
を

開
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

213



相
川
コ
ー
チ
追
悼
座
談
会
　
（
元
読
売
ク
ラ
ブ
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
）

（
実
施
）

二
〇
一
一
年
五
月
一
七
日

（
場
所
）

南
青
山
「
カ
リ
オ
カ
」

（
参
加
）

小
見
幸
隆
、
瑠
偉
ラ
モ
ス
、
戸
塚
哲
也
、
都
並
敏
史

（
司
会
）

竹
本
一
彦,

、
田
所
俊
文

◆

司
会
　
今
日
は
相
川
さ
ん
追
悼
座
談
会
に
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
読
売
ト
ッ
プ

チ
ー
ム
に
在
籍
し
た
中
心
選
手
に
今
日
は
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
相
川
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

サ
ッ
カ
ー
観
を
語
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
相
川
さ
ん
と
の
出
会
い
や
そ
の
時

の
印
象
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

小
見
　
相
川
さ
ん
は
読
売
ク
ラ
ブ
に
十
二
年
在
籍
し
た
ね
！
　
一
九
七
四
年
に
読
売
に
入
っ
た

と
年
譜
に
あ
る
。

戸
塚
　
小
学
校
六
年
の
時
が
初
め
て
の
出
会
い
だ
と
思
う
。

都
並
　
確
か
、
品
村
さ
ん
と
相
川
さ
ん
が
ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ
（
小
学
生
）
だ
っ
た
。

戸
塚
　
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
ジ
ャ
ー
ジ
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
ク
ラ
ー
マ
ー
さ
ん
の
弟
子
だ
っ
た
と
聞
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い
て
い
た
。

都
並
　
そ
う
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
ジ
ャ
ー
ジ
を
裏
返
し
て
着
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

小
見
　
最
初
は
、
バ
ル
コ
ム
監
督
の
通
訳
だ
っ
た
。
自
分
の
サ
ッ
カ
ー
恩
師
は
当
時
の
柴
田
さ

ん
な
ん
だ
が
、
相
川
さ
ん
は
柴
田
さ
ん
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
ん
だ
な
〜
！
　
バ
ル
コ
ム
と

柴
田
さ
ん
の
間
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
相
川
さ

ん
と
あ
ま
り
話
し
て
い
な
い
。
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
の
時
は
通
訳
を
し
て
い
た
け
れ
ど
、
相
川
さ
ん

の
英
語
は
特
に
印
象
に
な
い
。
印
象
強
い
の
は
、
五
対
二
な
ど
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
ボ
ー

ル
回
し
が
異
常
に
長
く
、
い
つ
練
習
が
始
ま
っ
た
か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
本
当
に
よ
く
ボ
ー

ル
回
し
を
し
た
。

都
並
　
読
売
の
ボ
ー
ル
回
し
の
ル
ー
ル
は
誰
が
作
っ
た
の
だ
ろ
う
。
独
特
だ
っ
た
。

小
見
　
グ
リ
ッ
ド
が
な
か
っ
た
。
タ
ッ
チ
交
代
で
な
く
、
ボ
ー
ル
を
奪
う
ま
で
。
攻
守
の
切
り

替
え
が
早
く
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
勝
負
、
駆
け
引
き
の
戦
い
が
楽
し
か
っ
た
。

都
並
　
中
学
生
の
時
に
相
川
さ
ん
を
「
先
生
！
」
と
呼
ん
だ
ら
、
「
相
川
さ
ん
」
と
呼
べ
と
言

わ
れ
た
。
「
俺
は
先
生
で
な
く
、
プ
ロ
の
コ
ー
チ
だ
か
ら
！
」

と
言
わ
れ
た
。
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
ジ
ャ
ー
ジ
と
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
。
そ
れ
が
子
供
の
時
の

相
川
さ
ん
の
印
象
か
な
〜
！
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◆
司
会
　
一
九
七
四
年
ご
ろ
は
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
な
ど
ま
だ
存
在
し
な
い
時
代
だ
っ
た
。

指
導
者
に
は
、
学
校
の
先
生
か
企
業
チ
ー
ム
の
選
手
Ｏ
Ｂ
が
な
っ
て
い
た
程
度
だ
っ
た
。
一
九

七
三
年
に
相
川
さ
ん
は
テ
ヘ
ラ
ン
で
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
受
講
し
て
プ
ロ

コ
ー
チ
へ
の
道
を
歩
み
だ
し
て
い
た
。

都
並
　
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
一
緒
に
よ
く
や
っ
た
。
他
の
コ
ー
チ
は
ゲ
ー
ム
を
や
ら
な
か
っ
た
が
、

相
川
さ
ん
は
や
っ
て
く
れ
た
。
い
つ
も
む
き
に
な
っ
て
プ
レ
ー
し
て
い
た
。
子
供
相
手
に
ス

ピ
ー
ド
で
勝
負
し
て
い
た
。
キ
ッ
ク
が
う
ま
く
て
、
し
っ
か
り
と
ボ
ー
ル
を
蹴
れ
る
コ
ー
チ
の

イ
メ
ー
ジ
。
相
川
さ
ん
に
抜
か
れ
た
と
き
は
悔
し
か
っ
た
な
！
　
縦
長
の
グ
ラ
ン
ド
で
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
を
や
っ
た
記
憶
が
あ
る
。
ス
ピ
ー
ド
勝
負
の
プ
レ
ー
に
は
有
利
な
グ
ラ
ン
ド
設
定
だ
と

後
に
な
っ
て
思
っ
た
。
（
笑
）

戸
塚
　
試
合
で
、
攻
め
て
い
る
状
況
の
時
に
、
守
備
の
意
識
を
持
つ
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
相
川

コ
ー
チ
は
言
う
こ
と
が
違
う
と
い
う
魅
力
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
今
日
は
何
を
言
わ
れ
る
の
だ

ろ
う
か
と
い
う
期
待
感
も
あ
っ
た
。

小
見
　
相
川
さ
ん
が
ス
ク
ー
ル
の
コ
ー
チ
時
代
に
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
バ
ル
コ
ム
監
督
に
声
を
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か
け
ら
れ
て
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
通
訳
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
後
一
九
七
五
年
に

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
は
西
邑
監
督
、
相
川
コ
ー
チ
の
コ
ン
ビ
に
な
っ
た
か
な
。

都
並
　
自
分
が
ユ
ー
ス
の
時
、
神
奈
川
県
国
体
選
抜
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
た
時
、
葛
野
監
督
（
南

高
校
）
、
相
川
コ
ー
チ
だ
っ
た
。
相
川
さ
ん
が
実
際
に
は
指
揮
し
て
い
た
。
読
売
ユ
ー
ス
の
選

手
が
神
奈
川
県
代
表
と
し
て
初
め
て
国
体
に
出
場
し
た
時
だ
。

小
見
　
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
は
斬
新
だ
っ
た
ね
！
　
高
体
連
サ
ッ
カ
ー
中
心
の
選
抜
チ
ー

ム
に
読
売
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー
育
ち
の
選
手
を
融
合
さ
せ
た
こ
と
は
！
　
鈴
木
中
（
技

術
委
員
長
）
さ
ん
や
、
三
村
さ
ん
（
東
邦
チ
タ
ニ
ウ
ム
）
が
相
川
さ
ん
を
信
頼
し
て
い
た
と
聞

い
て
い
る
。

◆

司
会
　
相
川
さ
ん
は
三
村
さ
ん
の
サ
ッ
カ
ー
観
を
慕
っ
て
い
た
。
各
選
手
が
持
つ
ス
ペ
シ
ャ

ル
な
も
の
を
引
き
出
し
、
伸
び
伸
び
と
成
長
さ
せ
る
こ
と
。
そ
ん
な
育
成
観
を
大
切
に
し
て
い

た
。

小
見
　
フ
ジ
タ
工
業
の
石
井
監
督
と
話
し
た
時
、
ク
ラ
ー
マ
ー
さ
ん
と
相
川
さ
ん
の
名
前
が
出

て
き
た
覚
え
が
あ
る
。
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◆
司
会
　
相
川
さ
ん
は
選
手
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
代
表
Ｏ
Ｂ
の
西
邑
さ
ん
を
監
督
に

す
る
こ
と
で
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
や
他
の
チ
ー
ム
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う

に
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
相
川
さ
ん
の
指
導
の
印
象
は
？

小
見
　
理
論
派
だ
っ
た
。
ピ
ッ
チ
上
の
選
手
と
同
じ
目
線
を
大
切
に
す
る
サ
ッ
カ
ー
観
だ
っ
た

こ
と
か
な
。
当
時
の
よ
み
う
り
で
は
ジ
ョ
ー
ジ
与
那
城
の
た
め
に
ど
ん
な
プ
レ
ー
を
す
る
か
が

テ
ー
マ
だ
っ
た
。
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
相
川
さ
ん
も
同
じ
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
た
。

都
並
　
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
か
ら
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
盗
む
こ
と
が
大
切
だ
っ
た
し
！

戸
塚
　
読
売
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
た
キ
リ
ン
カ
ッ
プ
で
、
サ
ン
ト
ス
と
試
合
し
た
時
、
攻
撃
時
に

ワ
ン
ツ
ー
で
抜
け
出
そ
う
と
す
る
と
、
サ
ン
ト
ス
の
選
手
は
、
ボ
ー
ル
が
な
い
と
こ
ろ
や
動
き

出
す
前
に
、
足
を
踏
ん
だ
り
、
手
で
体
を
押
し
た
り
、
引
っ
ぱ
っ
た
り
し
て
走
る
コ
ー
ス
を
妨

害
し
て
き
た
。
フ
ァ
ー
ル
じ
ゃ
な
い
か
と
レ
フ
ェ
リ
ー
に
文
句
を
言
っ
た
ら
、
相
川
さ
ん
は 

「
世
界
で
は
そ
れ
が
当
た
り
前
な
ん
だ
！
　
や
ら
れ
る
前
に
自
分
が
や
る
覚
悟
が
必
要
だ
」
と

言
っ
て
い
た
な
〜
。
ず
ー
と
言
わ
れ
た
記
憶
が
あ
る
。

小
見
　
「
サ
ッ
カ
ー
や
く
ざ
？
」
な
ん
て
表
現
を
よ
く
使
っ
て
い
た
な
〜
。
自
分
が
試
合
に
出

場
し
な
い
と
き
、
ベ
ン
チ
で
相
川
さ
ん
の
横
で
試
合
を
見
て
い
た
時
が
あ
っ
た
。
あ
る
選
手
が
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ミ
ス
を
す
る
と
、
オ
ー
バ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
で
「
あ
〜
あ
〜
ッ
！
」
と
、
あ
か
ら
さ
ま
に
態
度
に

出
し
て
い
た
の
に
び
っ
く
り
し
た
。
自
分
が
試
合
に
出
て
い
る
時
も
そ
う
な
の
か
と
思
う
と
怖

い
な
と
思
っ
た
よ
。

◆

司
会
　
都
並
は
相
川
さ
ん
に
か
わ
い
が
ら
れ
て
い
た
？

都
並
　
小
学
生
の
時
か
ら
知
っ
て
い
た
か
ら
か
な
！
。
同
期
の
選
手
か
ら
後
に
な
っ
て
聞
い
た

話
だ
け
ど
、
自
分
を
、
読
売
の
将
来
の
左
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
に
育
て
よ
う
と
、
中
学
生
の
時
か
ら

相
川
さ
ん
は
考
え
て
い
た
と
。
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
は
高
校
三
年
の
時
に
昇
格
し
た
。
し
か
し
、

デ
ビ
ュ
ー
戦
は
な
ん
と
ボ
ラ
ン
チ
。
緊
張
し
ま
く
っ
て
ボ
ー
ル
が
足
に
つ
か
な
く
て
、
最
初
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
二
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
ト
ラ
ッ
プ
ミ
ス
だ
っ
た
。

都
並
　
相
川
さ
ん
、
千
葉
さ
ん
が
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
だ
っ
た
時
、
相
川
さ
ん
よ
り
千

葉
さ
ん
の
ほ
う
が
選
手
と
の
距
離
が
近
か
っ
た
。
相
川
さ
ん
は
選
手
と
一
緒
に
食
事
を
す
る
と

か
、
お
酒
を
飲
ん
だ
と
か
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

小
見
　
後
の
グ
ー
テ
ン
ド
ル
フ
監
督
に
は
、
監
督
の
自
宅
に
呼
ば
れ
て
、
食
事
を
ご
ち
そ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
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◆
司
会
　
読
売
の
外
で
は
、
小
見
、
戸
塚
、
都
並
の
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
レ
ー
や
個
性
を
ほ
め
て
い

た
記
憶
が
あ
る
。
読
売
の
内
部
で
は
選
手
に
厳
し
く
て
、
あ
ま
り
面
と
向
か
っ
て
ほ
め
な
か
っ

た
。

小
見
　
相
川
さ
ん
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
が
足
り
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
俺
は

感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
年
が
六
歳
違
い
。
特
別
に
気
を
使
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

戸
塚
　
目
を
合
わ
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
！

小
見
　
一
緒
に
ボ
ー
ル
回
し
を
や
っ
た
こ
と
が
な
い
。

都
並
　
子
供
の
時
、
最
初
は
言
葉
で
い
じ
ら
れ
た
け
ど
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
は
な
か
っ
た
。

大
人
同
士
で
は
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
か
っ
た
の
か
な
。

小
見
　
相
川
さ
ん
の
哲
学
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
選
手
と
あ
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら

な
か
っ
た
の
が
残
念
。
何
を
考
え
て
い
る
の
か
解
ら
な
か
っ
た
。

◆

司
会
　
本
当
に
食
事
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
？
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戸
塚
・
都
並
　
ナ
イ
ナ
イ
！
　
同
期
の
斉
藤
芳
行
な
ど
は
多
か
っ
た
み
た
い
だ
け
ど
ね
。

　※
 

（
ラ
モ
ス
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
先
の
石
巻
か
ら
帰
京
。
時
間
は
す
で
に
十
時
半
過
ぎ
）

ラ
モ
ス
　
今
日
十
一
時
か
ら
十
六
時
ま
で
炊
き
出
し
を
し
て
き
た
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
み
ん
な
に

お
肉
や
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
っ
て
き
た
。

全
員
　
お
疲
れ
様
！

司
会
　
ラ
モ
ス
に
と
っ
て
相
川
さ
ん
は
ど
う
い
う
人
だ
っ
た
？

ラ
モ
ス
　
自
分
が
日
本
に
来
た
時
の
監
督
。
三
年
く
ら
い
か
な
一
緒
だ
っ
た
の
は
。
一
年
間
の
出

場
停
止
の
時
、
相
川
さ
ん
は
自
分
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
た
。
チ
ー
ム
練
習
外
で
一
対
一
の
勝

負
を
し
て
、
よ
く
遊
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。
出
場
停
止
が
解
け
て
か
ら
は
Ｆ
Ｗ
で
プ
レ
ー
さ
せ
て

く
れ
た
。
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戸
塚
　
そ
う
い
え
ば
、
筋
ト
レ
が
異
常
に
好
き
だ
っ
た
な
〜
！

都
並
　
ガ
ン
ガ
ン
や
っ
て
い
た
。

ラ
モ
ス
　
お
前
は
細
い
な
〜
と
、
自
慢
の
腕
や
胸
板
を
見
せ
ら
れ
て
、
自
慢
さ
れ
た
。

小
見
　
相
川
さ
ん
に
「
な
ぜ
筋
ト
レ
す
る
の
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
相
川
さ

ん
は
、
「
筋
肉
を
鍛
え
る
と
骨
が
丈
夫
に
な
っ
て
、
骨
が
丈
夫
に
な
る
と
人
間
長
生
き
で
き
る

ん
だ
」
と
言
っ
て
い
た
ん
だ
が
。
も
っ
と
生
き
て
い
て
ほ
し
か
っ
た
！

◆

司
会
　
読
売
の
チ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
時
の
話
を
相
川
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、

日
本
人
は
ち
ゃ
ん
と
話
を
聞
い
て
い
る
の
だ
が
、
ラ
モ
ス
や
ニ
コ
ト
ラ
は
後
ろ
の
ほ
う
で
寝
そ

べ
っ
て
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
ん
だ
よ
な
、
と
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
文
化
の
違
い
？
　
を
話
し

て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
？

ラ
モ
ス
　
本
当
？
　
俺
は
寝
そ
べ
っ
て
コ
ー
チ
の
話
を
聞
く
な
ん
て
こ
と
は
し
な
い
よ
！

絶
対
！

小
見
　
相
川
さ
ん
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
回
数
は
少
な
か
っ
た
と
思
う
。

222



◆
司
会
　
話
好
き
で
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
り
そ
う
な
の
に
！

小
見
　
怒
っ
た
の
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
、
感
情
的
に
な
ら
な
い
人
と
思
っ
て
い
た
。

都
並
　
そ
う
、
誰
に
も
怒
ら
な
い
。

ラ
モ
ス
　
試
合
で
点
を
取
っ
た
ら
コ
ー
ヒ
ー
を
お
ご
っ
て
く
れ
た
。
出
場
停
止
明
け
の
シ
ー
ズ
ン
、

自
分
が
得
点
王
を
取
っ
た
と
き
は
、
「
自
分
に
か
け
て
く
れ
て
い
る
」
と
い
う
相
川
さ
ん
の
気

持
ち
、
自
分
へ
の
期
待
感
を
感
じ
た
。
自
分
を
Ｆ
Ｗ
で
使
う
か
、
ス
イ
ー
パ
ー
で
使
う
か
の
選

択
肢
が
あ
っ
た
上
で
、
Ｆ
Ｗ
で
使
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

◆

司
会
　
相
川
時
代
に
読
売
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
た
の
は
？

小
見
　
一
九
七
九
年
の
Ｊ
Ｓ
Ｌ
カ
ッ
プ
。
読
売
の
初
タ
イ
ト
ル
。

ラ
モ
ス
　
バ
イ
ー
ア
（
ブ
ラ
ジ
ル
の
プ
ロ
チ
ー
ム
）
の
青
赤
の
縦
じ
ま
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
時
。
も

う
一
回
、
白
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
優
勝
し
た
記
憶
が
あ
る
。
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戸
塚
　
西
邑
さ
ん
　
相
川
さ
ん
の
コ
ン
ビ
だ
っ
た
。

都
並 
優
勝
し
た
時
、
胴
上
げ
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
相
川
さ
ん
は
「
胴
上
げ
な
ん
て
や
め
よ

う
！
」
な
ん
て
言
う
ん
だ
。
照
れ
屋
な
ん
だ
よ
な
。

◆

司
会
　
相
川
さ
ん
に
言
わ
れ
た
言
葉
で
覚
え
て
い
る
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

小
見
　
「
小
見
は
重
宝
な
選
手
だ
！
」
と
褒
め
ら
れ
た
が
、
あ
ま
り
褒
め
ら
れ
た
と
い
う
気
持

ち
に
な
れ
な
か
っ
た
。
千
葉
コ
ー
チ
と
は
よ
く
サ
ッ
カ
ー
の
話
を
し
た
け
ど
、
相
川
さ
ん
と
話

す
こ
と
は
な
か
っ
た
な
！

戸
塚
　
ト
ッ
プ
に
昇
格
し
て
か
ら
は
、
こ
ち
ら
か
ら
相
川
さ
ん
の
近
く
に
行
こ
う
と
す
る
と
、

な
ん
か
す
か
さ
れ
た
感
じ
が
し
て
い
た
。
ユ
ー
ス
の
時
は
、
相
川
さ
ん
は
、
父
親
や
学
校
の
先

生
と
は
違
う
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
と
い
う
特
別
な
存
在
だ
っ
た
。
家
に
帰
る
と
、
相
川
さ
ん
が

こ
う
言
っ
た
と
み
ん
な
に
自
慢
げ
に
喋
っ
て
い
た
自
分
が
い
た
。

小
見
　
選
手
の
Ｏ
Ｂ
が
チ
ー
ム
の
監
督
、
コ
ー
チ
に
な
っ
て
い
た
時
代
に
、
選
手
経
験
の
な
い

コ
ー
チ
が
指
導
し
て
い
た
の
は
相
川
さ
ん
だ
け
じ
ゃ
な
い
か
な
！
　
し
か
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

日
本
リ
ー
グ
で
。
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ラ
モ
ス
　
頭
良
か
っ
た
よ
ね
。

都
並
　
情
熱
を
と
て
も
感
じ
た
。

ラ
モ
ス
　
一
九
七
〇
年
か
ら
八
〇
年
代
、
日
本
で
は
、
「
蹴
っ
て
走
れ
の
サ
ッ
カ
ー
」
が
主
流
の

時
代
に
、
パ
ス
を
つ
な
い
で
、
頭
を
使
っ
て
、
サ
ッ
カ
ー
は
や
る
ん
だ
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ

が
凄
い
と
思
う
。

都
並
　
一
九
七
四
年
の
西
ド
イ
ツ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
見
て
相
川
さ
ん
は
刺
激
を
受
け
た
の
か

な
？

ラ
モ
ス
　
日
本
リ
ー
グ
二
部
時
代
か
ら
、
４
・
３
・
３
の
シ
ス
テ
ム
で
、
攻
撃
を
組
み
立
て
る

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
。
そ
れ
を
一
部
リ
ー
グ
で
も
や
っ
て
、
勝
と
う
と
し
て
い
た
。
今
の
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
よ
う
な
サ
ッ
カ
ー
を
や
ろ
う
と
し
て
い
た
よ
！

戸
塚
　
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
中
心
の
読
売
の
サ
ッ
カ
ー
を
作
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
。

小
見
　
ジ
ョ
ー
ジ
が
い
た
か
ら
そ
の
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
た
。
オ
ラ
ン
ダ
人
の
バ
ル
コ
ム
も
認
め

た
ジ
ョ
ー
ジ
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
と
思
う
。

◆

司
会
　
相
川
さ
ん
は
一
九
七
〇
年
の
メ
キ
シ
コ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
ブ
ラ
ジ
ル
チ
ー
ム
が
好
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き
だ
っ
た
。
特
に
ボ
ラ
ン
チ
の
ク
ロ
ド
ア
ウ
ド
が
好
み
！

都
並
　
渋
い
ね
〜

◆

司
会
　
ボ
ラ
ン
チ
を
大
切
に
し
て
い
た
ね
。
相
川
さ
ん
自
身
が
ボ
ラ
ン
チ
の
選
手
だ
っ
た
し
。

全
員
＝
　
へ
え
！
　
初
耳
だ
。

都
並
　
ボ
ー
ル
回
し
で
相
川
さ
ん
は
相
手
に
か
わ
さ
れ
て
も
粘
り
強
く
二
度
三
度
追
っ
て
き
た
。

あ
の
粘
り
は
ボ
ラ
ン
チ
ら
し
さ
？
！

小
見
　
ラ
モ
ス
と
一
対
一
を
喜
ん
で
や
る
人
は
少
な
い
！
　
相
川
さ
ん
は
稀
な
人
だ
っ
た
か

な
！

◆

司
会
　
最
後
に
相
川
さ
ん
と
会
っ
た
の
は
？

小
見
　
二
，
三
年
前
、
赤
坂
で
サ
ッ
カ
ー
仲
間
で
飲
ん
だ
。
体
を
壊
し
て
い
た
け
ど
お
酒
を
飲
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ん
で
い
た
。
熱
く
語
っ
て
い
た
。

ラ
モ
ス
　
こ
の
お
店
で
偶
然
会
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
挨
拶
を
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
よ
！

都
並
　
十
年
前
く
ら
い
の
読
売
の
Ｏ
Ｂ
会
。

都
並
　
昨
年
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
。
同
期
の
崔
と
渡
貫
が
東
京
Ｖ
の
会
長
、

社
長
だ
っ
た
時
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
突
然
来
ら
れ
て
「 

ど
こ
か
自
分
が
や
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は

な
い
の
か
？ 

」
な
ん
て
言
っ
て
い
た
の
で
び
っ
く
り
し
た
。
読
売
の
こ
と
、
東
京
Ｖ
の
こ
と

が
気
に
な
っ
て
い
た
ん
だ
ろ
う
な
。
存
続
の
危
機
だ
っ
た
か
ら
。

全
員
＝
　
そ
れ
は
ま
た
初
耳
で
す
。

◆

司
会
　
相
川
さ
ん
が
「
読
売
ク
ラ
ブ 
プ
ー
マ
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
の
立
案
者
だ
っ
た
こ
と
知
っ

て
い
ま
す
か
？

小
見
　
あ
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
は
あ
の
時
代
に
画
期
的
な
試
み
だ
っ
た
と
思
う
。
現
役
選
手
が
全

国
各
地
を
回
り
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ボ
ー
ル
扱
い
を
子
供
た
ち
に
見
せ
、
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
や
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り
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を
、
子
供
や
指
導
者
に
伝
え
た
。

都
並
　
高
度
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
直
に
子
供
の
目
の
前
で
見
せ
た
。
子
供
が
喜
ん
で
く
れ
た
。

戸
塚
　
一
回
三
万
円
位
の
コ
ー
チ
料
を
選
手
は
も
ら
っ
て
い
た
か
な
。
当
時
は
十
分
に
選
手
の

励
み
に
な
っ
て
い
た
。

ラ
モ
ス
　
時
々
熱
く
な
り
な
が
ら
も
子
供
と
遊
ぶ
の
は
楽
し
か
っ
た
よ
！

戸
塚
　
多
く
の
選
手
が
思
う
こ
と
は
、
相
川
さ
ん
は
監
督
と
選
手
の
関
係
を
強
く
意
識
し
て
い

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
プ
ロ
の
監
督
、
コ
ー
チ
は
ど
こ
か
で
選
手
の
契
約
を
打
ち
切

る
決
断
を
す
る
時
が
来
る
。
そ
ん
な
厳
し
い
サ
ッ
カ
ー
監
督
と
選
手
の
関
係
を
も
意
識
し
て
付

き
合
っ
て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

小
見
　
相
川
さ
ん
は
未
知
な
る
人
。
「
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
」
だ
っ
た
と
思
う
。

◆

司
会
　
本
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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相
川
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
こ
と

元
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
選
手
）

岡
島
俊
樹

私
は
、
一
九
七
三
年
三
月
に
富
山
工
業
高
校
を
卒
業
し
て
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
入
り
ま

し
た
。
相
川
さ
ん
は
、
一
九
七
五
年
三
月
に
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
と
し
て
就
任
さ
れ
、
私

が
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
を
辞
め
た
一
九
八
一
年
三
月
ま
で
の
六
年
間
お
つ
き
あ
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

相
川
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
 

選
手
以
上
の
筋
力

フ
ィ
ジ
カ
ル
の
練
習
で
は
、
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
競
争
が
多
く
。
負

け
た
と
き
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
腹
筋
や
背
筋
、
腕
立
て
伏
せ
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど

の
罰
ゲ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
罰
ゲ
ー
ム
に
は
、
相
川
さ
ん
も
率
先
し
て
必
ず
参
加
し
、
パ
ワ

フ
ル
に
罰
ゲ
ー
ム
を
こ
な
し
、
選
手
よ
り
優
れ
た
筋
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま

す
。
選
手
と
と
も
に
練
習
す
る
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。
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◆
 

労
を
惜
し
ま
な
い
コ
ー
チ
ン
グ

当
時
、
私
は
、
フ
ォ
ワ
ー
ド
を
し
て
い
ま
し
た
。
体
が
大
き
い
分
（
身
長
一
八
一
ｃ
ｍ
）

シ
ュ
ー
ト
体
制
に
入
る
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ
が
大
き
い
の
で
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
に
寄
せ
ら
れ
、
密

集
し
た
所
で
の
シ
ュ
ー
ト
は
あ
ま
り
決
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
相
川
さ
ん
は
、
そ
れ
を
解
消
す

る
た
め
、
グ
ラ
ン
ド
の
フ
ェ
ン
ス
に
向
か
っ
て
シ
ュ
ー
ト
モ
ー
シ
ョ
ン
を
小
さ
く
す
る
よ
う
、

チ
ー
ム
の
練
習
が
終
わ
っ
て
か
ら
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
練
習
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
シ
ュ
ー
ト
を
打
つ
と
き
は
、
ど
こ
を
見
て
打
つ
？
」
と
聞
か
れ
、
「
ゴ
ー
ル
を
見
て
シ
ュ
ー

ト
コ
ー
ス
を
探
し
シ
ュ
ー
ト
を
打
ち
ま
す
。
」
と
答
え
ま
し
た
。
「
そ
の
時
は
ボ
ー
ル
だ
け
見

て
る
か
？
」
と
聞
か
れ
た
の
で
、
「
ボ
ー
ル
を
見
て
打
ち
ま
す
。
」
と
答
え
る
と
、
相
川
さ
ん

は
、
「
ゴ
ー
ル
の
打
ち
た
い
コ
ー
ス
と
ボ
ー
ル
が
同
時
に
視
界
に
入
っ
た
と
き
、
シ
ュ
ー
ト
が

決
ま
る
確
率
が
高
い
の
で
は
な
い
か
？
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
練
習
で
、
打
ち
た
い

コ
ー
ス
と
ボ
ー
ル
と
同
一
視
界
に
入
っ
た
と
き
は
、
ほ
と
ん
ど
思
っ
た
コ
ー
ス
に
ボ
ー
ル
が
飛

ん
で
い
き
ま
し
た
。
こ
の
練
習
も
私
の
た
め
に
時
間
を
取
っ
て
つ
き
あ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

私
の
た
め
に
時
間
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
大
変
あ
り
が
た
く
思
う
と
同
時
に
、
自
分
が

指
導
者
に
な
っ
た
ら
、
一
人
の
選
手
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
を
惜
し
ん
で
は
い
け
な
い
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
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◆
 

研
究
熱
心

当
時
の
攻
撃
は
、
ワ
ン
ツ
ー
を
使
っ
て
の
突
破
は
よ
く
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
は
、
自
分
が
マ
ー
ク
し
て
い
る
選
手
が
パ
ス
を
出
し
た
瞬
間
に
、
裏
の
ス
ペ
ー

ス
を
消
す
よ
う
な
動
き
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の
状
況
を
打
開
し
よ
う
と

相
川
さ
ん
は
、
ダ
ブ
ル
パ
ス
を
使
お
う
と
練
習
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
ダ
ブ
ル
パ
ス
と
は
、
突

破
し
よ
う
と
最
初
に
パ
ス
を
出
し
た
選
手
は
、
裏
に
抜
け
る
よ
う
な
モ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
が

パ
ス
を
出
し
た
位
置
に
と
ど
ま
り
、
リ
タ
ー
ン
パ
ス
を
も
ら
う
。
リ
タ
ー
ン
パ
ス
を
出
し
た
選

手
が
裏
の
ス
ペ
ー
ス
に
走
り
込
む
と
い
う
練
習
で
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
ペ
レ
の
プ
レ
ー
を
参
考

に
練
習
に
取
り
入
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
追
究
す
る
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

◆
 

大
胆
な
決
断

一
九
七
九
年
の
前
期
リ
ー
グ
が
終
わ
っ
た
後
、
相
川
さ
ん
か
ら
「
お
前
ス
ト
ッ
パ
ー
を
や
ら

な
い
か
？
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
、
一
部
リ
ー
グ
得
点
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
に
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
し
て
調
子
が
悪
い
わ
け
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
チ
ー
ム
の
構
想
が
そ
う
で
あ
れ
ば
、
自
分
の
や
れ
る
こ
と
を
精
一
杯
や
っ
て
み
よ
う
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と
思
い
ま
し
た
。
釜
本
さ
ん
や
碓
井
さ
ん
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
選
手
と
勝
負
す
る
こ
と
が
出

来
た
こ
と
は
、
指
導
者
に
な
っ
て
か
ら
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
指
導
す
る
上
で
良
い
体
験
で
し
た
。

時
に
は
思
い
切
っ
た
決
断
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

以
上
思
い
つ
く
ま
ま
書
い
て
み
ま
し
た
。
私
が
、
指
導
者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
て

い
た
と
き
相
川
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
の
よ
う
に
教
え
た
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
思
い
つ
つ
指
導
し

て
い
ま
し
た
。
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別
れ
の
言
葉

武
相
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
監
督

元
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
選
手
）

大
友
正
人

突
然
の
訃
報
に
驚
き
ま
し
た
。

相
川
さ
ん
の
ご
逝
去
を
悼
み
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

「
読
売
で
や
ら
な
い
か
？
」
そ
ん
な
一
本
の
相
川
さ
ん
か
ら
の
電
話
が
そ
の
後
の
私
の
サ
ッ

カ
ー
人
生
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
と
は
そ
の
時
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
卒
新
人
の
私

を
い
き
な
り
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
試
合
で
起
用
、
優
勝
と
い
う
経
験
ま
で
さ
せ
て
く
れ
た
最
初
の

監
督
さ
ん
で
し
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
し
。
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
な
し
。
ス
ト
レ
ッ
チ
？ 

ブ
ラ
ジ
ル
体
操
な
ん
て
や
っ
た
記
憶
な
し
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
は
ち
ょ
っ
と
走
っ
た
か
な
。
そ
の
か

わ
り
に
グ
ラ
ン
ド
に
出
て
き
た
人
か
ら
ボ
ー
ル
回
し
が
始
ま
り
延
々
と
続
き
い
つ
終
わ
る
の
か

な
と
思
う
ほ
ど
や
ら
せ
放
題
、
後
は
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
だ
け
。
そ
れ
を
相
川
さ
ん
は
黙
っ
て
見
て
い

る
。た

ま
に
発
す
る
言
葉
は
「
ひ
ど
い
」
。
そ
れ
を
聞
い
た
選
手
は
悪
い
プ
レ
ー
を
し
た
ん
だ
な

と
わ
か
る
。
ま
ず
技
術
が
最
優
先
さ
れ
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
あ
れ
ば
年
齢
に
関
係
な
く
試
合
に
出
し
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て
く
れ
る
。

だ
か
ら
選
手
は
自
由
に
プ
レ
ー
し
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
も
う
と
努
力
す
る
。
そ
の
結
果
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
溢
れ
る
試
合
が
で
き
結
果
も
で
る
。
今
思
う
と
そ
ん
な
指
導
法
も
計
算
の
上
だ
っ

た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
相
川
さ
ん
の
サ
ッ
カ
ー
観
に
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
私
が
中
学
二
年
の
時
で
す
。
部

活
の
練
習
試
合
を
相
川
さ
ん
が
た
ま
た
ま
見
て
い
て
、
試
合
後
中
学
生
だ
っ
た
私
た
ち
に
話
を

し
て
く
れ
た
の
で
す
。
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
急
ぐ
ん
だ
？
」
と
か
「
サ
イ
ド
か
ら
攻
め
る
必

要
が
あ
る
の
？
」
「
ボ
ー
ル
を
失
う
な
。
」
な
ど
今
ま
で
聞
い
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
話
を
さ

れ
た
の
で
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
も
あ
の
時
の
事
は
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
お

そ
ら
く
相
川
さ
ん
は
あ
の
当
時
か
ら
日
本
人
に
あ
う
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
も
の
が
頭
の
中
に
あ
っ

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
相
川
監
督
の
も
と
で
何
年
か
プ
レ
ー
し
読
売
を
退
団
し
高
校
の
指
導
者
と
し
て
高
校

生
を
指
導
す
る
際
に
、
ふ
と
気
が
つ
く
と
相
川
さ
ん
の
こ
だ
わ
っ
た
サ
ッ
カ
ー
を
追
い
か
け
て

い
る
自
分
に
気
が
つ
き
ま
す
。

ボ
ー
ル
を
大
切
に
す
る
自
由
で
喜
び
の
あ
る
プ
レ
ー
を
求
め
、
学
年
に
関
係
な
し
で
試
合
に

使
う
。
そ
れ
ほ
ど
私
に
と
っ
て
影
響
力
の
強
い
人
だ
っ
た
の
だ
な
と
今
振
り
返
え
っ
て
い
ま
す
。
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数
年
前
の
私
の
高
校
の
夏
合
宿
の
宿
で
偶
然
お
会
い
し
懐
か
し
い
話
に
花
が
咲
き
と
て
も
元
気

だ
っ
た
の
に
残
念
で
す
。

若
い
選
手
に
出
場
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
は
そ
の
人
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
を
変
え
る
ん
だ

よ
、
ま
た
知
識
を
ひ
け
ら
か
さ
ず
選
手
を
見
て
指
導
法
を
決
め
る
事
っ
て
大
切
な
こ
と
な
ん
だ

よ
と
教
え
て
く
れ
た
人
で
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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相
川
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

ウ
ニ
ベ
ル
サ
ー
レ 

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル 

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

元
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
コ
ー
チ
）

千
野
　
徹

私
が
読
売
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
の
は
、
ク
ラ
ブ
が
日
本
リ
ー
グ
二
部
か
ら
一
部
へ
昇
格
を
決
め

た
年
で
し
た
。
当
時
の
読
売
ク
ラ
ブ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
あ
る
い
は
南
米
と
同
等
の
ク
ラ
ブ
組
織
を

目
指
し
て
、
歩
み
始
め
た
創
世
記
で
し
た
。
相
川
さ
ん
は
組
織
を
構
築
し
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
チ
ー
ム
と
ク
ラ
ブ
の
確
立
に
没
頭
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
私
は
相
川
さ
ん
と
出

会
っ
た
の
で
す
。

初
対
面
の
私
に
対
し
て
相
川
さ
ん
が
歯
を
磨
き
な
が
ら
言
っ
た
言
葉
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

で
し
た
。
「
お
前
が
ク
ラ
ブ
に
入
る
に
は
俺
か
千
葉
を
ク
ビ
に
す
る
し
か
な
い
な
。
ま
あ
い
い

か
ら
取
り
敢
え
ず
練
習
に
で
た
ら
。
」
相
川
さ
ん
は
天
才
的
と
も
い
え
る
コ
ー
チ
で
あ
る
反
面

奇
人
変
人
で
も
あ
っ
た
と
い
う
の
も
事
実
で
す
。
実
は
相
川
さ
ん
は
人
と
話
を
す
る
時
は
、
ほ

と
ん
ど
目
を
合
わ
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
時
も
ま
っ
た
く
目
を
合
わ
せ
て
は
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

関
係
者
へ
の
紹
介
も
一
切
な
い
ま
ま
、
何
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
何
が
ど
う
進
む
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の
か
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
た
だ
練
習
に
参
加
す
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
何
時
に
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
に
行
き
、
何
を
し
た
ら
良
い
か
も
言
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
相
川
さ
ん
か
ら
の
労
い
の
言

葉
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
皆
無
で
、
ほ
と
ん
ど
自
分
で
判
断
し
て
自
分
で
行
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
状
況
で
す
か
ら
回
り
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
も
選
手
も
私
が
、
コ
ー
チ
な
の
か
選
手

な
の
か
も
分
か
ら
な
い
様
子
で
し
た
。
総
て
が
こ
ん
な
状
態
で
、
相
川
さ
ん
の
人
と
の
接
し
方

は
正
直
、
滅
茶
苦
茶
と
言
っ
て
よ
い
も
の
で
し
た
。

こ
ん
な
人
で
し
た
か
ら
、
指
導
方
法
な
ど
は
直
接
教
え
て
も
ら
え
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
練
習
に
参
加
し
何
か
サ
ッ
カ
ー
の
秘
密
、
答
え
、
そ
し
て
宝
物
が
落
ち
て
い
な
い
か
？
と

グ
ラ
ン
ド
を
見
回
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
宝
物
を
拾
い
損
ね
る
の
が
怖
く
て
、

ま
た
次
の
日
も
グ
ラ
ン
ド
に
顔
を
出
し
相
川
さ
ん
の
言
葉
を
き
き
の
が
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
練
習
に
加
わ
り
、
そ
の
後
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
の
練
習
に
参
加
。
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
で
夕
食
を
と
り
、
会
社
が
終
わ
っ
て
か
ら
参
加
し
て
く
る
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
選
手
た

ち
と
の
夜
間
練
習
。
ま
さ
に
一
日
中
稲
城
の
山
の
上
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
思
え

ば
、
ひ
た
す
ら
相
川
さ
ん
の
魅
力
的
な
練
習
に
参
加
す
る
こ
と
が
コ
ー
チ
と
し
て
の
引
き
出
し

を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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指
導
者
と
し
て
の
相
川
さ
ん
は
既
存
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
に
常
に
戦
い
を
挑
ん
で
い
ま
し
た
。

特
に
当
時
サ
ッ
カ
ー
界
を
支
配
し
て
い
た
論
理
的
ベ
ー
ス
を
持
た
な
い
根
性
主
義
に
対
し
て
反

発
し
て
い
ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
で
選
手
が
「
が
ん
ば
ろ
う
！
」
な
ど
と
声
を
掛
け
合
う
と
「
な

に
を
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
！
頑
張
る
の
は
誰
に
で
も
で
き
る
！
」
と
一
喝
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
「
読
売
ク
ラ
ブ
は
日
本
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

だ
。
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
も
強
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
反
骨
精
神
の
塊
の
よ
う
な

人
で
し
た
。

読
売
ク
ラ
ブ
で
は
根
性
論
は
通
用
せ
ず
、
そ
れ
は
ク
ラ
ブ
の
仕
事
に
お
い
て
も
同
様
で
し
た

当
時
ク
ラ
ブ
は
発
展
段
階
で
、
色
々
な
面
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
、

ジ
ュ
ニ
ア
そ
し
て
ベ
レ
ー
ザ
も
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
あ
る
時
、
私
は
選
抜
チ
ー

ム
の
結
成
プ
ラ
ン
を
相
川
さ
ん
に
提
出
し
た
の
を
憶
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
企
画
書
を
相
川
さ

ん
は
一
瞥
す
る
と
机
の
上
に
放
り
投
げ
「
ア
イ
デ
ア
や
企
画
は
誰
に
も
出
せ
る
。
問
題
は
誰
が

い
つ
そ
れ
を
実
践
す
る
か
だ
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
相
川
さ
ん
の
言
葉
に
対
し
て
常
に
緊
張

し
て
い
た
私
は
、
迂
闊
に
も
「
私
が
明
日
つ
く
り
ま
す
。
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
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新
た
に
誕
生
し
た
の
が
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
で
し
た
。
当
時
は
自
分
で
新
し
い
仕
事
を
作
り
出
し

て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
し
た
。
今
考
え
る
と
相
川
さ
ん
の
掌
の
上
で
踊
ら
さ
れ
て
い
た
だ
け

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
同
様
に
竹
本
、
水
嶋
、
吾
妻
な
ど
当
時
い
た
コ
ー
チ
は
相
川
さ
ん
に
操

ら
れ
（
？
）
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
チ
ー
ム
を
掛
け
持
ち
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

相
川
さ
ん
に
は
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
す
特
別
な
力
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
我
々
は
相

川
さ
ん
か
ら
新
し
い
こ
と
を
作
り
出
す
作
業
は
苦
労
が
多
い
反
面
、
楽
し
い
も
の
で
も
あ
る
と

い
う
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
の
で
す
。

「
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
出
す
の
が
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
の
仕
事
だ
。
」

「
指
導
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
け
れ
ば
日
本
一
、
否
世
界
一
に
は
な
ら
な
い
。
」

「
仕
事
は
与
え
ら
れ
て
や
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
で
さ
が
し
実
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

相
川
さ
ん
の
言
葉
は
書
き
出
す
と
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
読
売
ク
ラ
ブ
時
代
に
修
得
し
た
こ

と
は
グ
ラ
ン
ド
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
練
習
方
法
の
確
立
で
あ
り
、
そ
し
て
今
日
の
仕
事
で
の
姿

勢
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
相
川
さ
ん
に
言
わ
れ
た
「
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
は
自
分
が

コ
ー
チ
と
思
っ
た
時
か
ら
一
生
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
だ
。
」
と
い
う
言
葉
の
重
み
に
引
き
ず
ら
れ
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る
よ
う
に
、
私
は
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
に
こ
だ
わ
り
続
け
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
相
川
さ
ん
自
身
が
自
分
の
言
葉
の
重
み
を
感
じ
て
い
た
か
と

い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
こ
の
言
葉
の
数
年
後
に
は
サ
ッ
カ
ー
以
外
の
仕
事
に
転
向
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
（
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
！
　
言
っ
た
言
葉
す
べ
て
に
い
ち
い
ち
責
任
を
持
て
る
わ
け
が

な
い
だ
ろ
う
！
」
と
言
っ
て
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
相
川
さ
ん
の
顔
が
浮
か
ん
で
き
そ
う
で
す
。
）

相
川
さ
ん
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
生
活
の
部
分
で
も
謎
だ
ら
け
で
し
た
。
結
婚
し
て
い
る
の
か

兄
弟
が
い
る
の
か
な
ど
と
い
う
こ
と
も
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
あ
る
時
相
川
さ
ん
が
「
コ
ー
チ
は

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
の
ほ
う
が
よ
い
！
」
と
言
っ
て
い
た
こ
と
も
思
い
出
し
ま
す
。
コ
ー
チ
の
生
活

が
見
え
て
し
ま
う
の
は
、
選
手
に
と
っ
て
あ
る
意
味
、
興
味
を
も
っ
て
接
す
る
部
分
が
少
な
く

な
る
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
指
導
者
と
し
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て

も
本
当
に
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
興
味
深
く
、
人
を
惹
き
つ
け
て
止
ま
な
い
人
で
し
た
。
残
念
な
が

ら
、
も
う
グ
ラ
ン
ド
に
立
つ
相
川
さ
ん
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
相
川
さ
ん
と
そ
の

サ
ッ
カ
ー
は
相
川
さ
ん
に
関
わ
っ
た
全
て
の
人
間
の
心
の
中
に
い
つ
ま
で
も
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な

存
在
と
し
て
生
き
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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読
売
ク
ラ
ブ
Ｕ-

22
世
代 

グ
ル
ー
プ
座
談
会
　
（
読
売
ク
ラ
ブ
に
於
け
る
若
手
育
成
）

[
司
会
進
行]

矢
作
典
史
（
一
九
六
三
年
生
ま
れ
）

［
出
席
者
］

寺
田
幸
一
郎
（
一
九
五
七
年
生
ま
れ
）
、
斉
藤
芳
行
（
一
九
六
一
年
生
ま
れ
）

渡
貫
大
志
（
一
九
六
一
年
生
ま
れ
）
、
足
達
勇
輔
（
一
九
六
一
年
生
ま
れ
）

[

日
　
時]
二
〇
一
一
年
四
月
二
八
日

[

場
所] 
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
　
レ
ス
ト
ラ
ン
「
テ
ナ
ム
」

[

構
　
成]

　

牛
木
素
吉
郎

（
は
じ
め
に
）

矢
作
　
相
川
亮
一
コ
ー
チ
の
、
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
仕
事
を
偲
ぶ
座
談
会
を
二
組
に
分

け
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
監
督
、
コ
ー
チ
と
し
て
の
業
績
に
つ
い
て

は
、
小
見
幸
隆
さ
ん
や
ジ
ョ
ー
ジ
与
那
城
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
別
に
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
っ
ち
は
、
も
う
少
し
若
い
こ
ろ
の
相
川
さ
ん
と
関
わ
っ
た
世
代
。
ジ
ュ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
て
い

た
Ｕ-

22
で
相
川
さ
ん
の
指
導
を
受
け
た
世
代
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ユ
ー
ス
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（
Ｕ-

18
）
や
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
（
Ｕ-

15
）
の
チ
ー
ム
を
読
売
ク
ラ
ブ
で
作
っ
た
の
も
相
川

さ
ん
の
仕
事
で
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
指
導
を
受
け
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
指
導
以
外
で
の
相

川
さ
ん
と
の
関
わ
り
な
ど
の
思
い
出
も
話
し
て
も
ら
っ
て
相
川
さ
ん
像
を
浮
き
彫
り
に
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　◆

ラ
モ
ス
を
手
な
ず
け
る

寺
田
　
相
川
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
が
、
い
ち
ば
ん
古
い
の
は
、
俺
だ
と
思
う
。
法
政
二
高
一
年

の
終
わ
り
こ
ろ
、
十
六
歳
で
神
奈
川
県
国
体
選
抜
に
選
ば
れ
た
と
き
か
ら
だ
。
選
抜
の
監
督
が

横
浜
南
高
校
の
葛
野
先
生
で
、
コ
ー
チ
が
相
川
さ
ん
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
選
手
と
し
て
約
十
年

近
く
つ
き
合
っ
た
か
な
。
そ
の
後
　
相
川
さ
ん
が
監
督
に
な
っ
て
い
た
。
選
抜
に
二
年
、
三
年

と
連
続
で
選
ば
れ
た
ん
だ
け
ど
、
三
年
の
と
き
の
監
督
は
相
川
さ
ん
。

渡
貫
　
そ
の
と
き
相
川
さ
ん
は
読
売
の
コ
ー
チ
は
し
て
な
か
っ
た
の
か
な
？

寺
田
　
読
売
の
コ
ー
チ
も
し
て
い
た
。
神
奈
川
高
校
選
抜
の
監
督
に
な
っ
た
と
き
も
読
売
の

コ
ー
チ
だ
っ
た
。

矢
作
　
そ
れ
で
寺
田
さ
ん
も
読
売
ク
ラ
ブ
に
は
い
っ
た
の
？
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寺
田
　
法
政
大
学
へ
の
進
学
を
望
ん
だ
け
ど
入
れ
て
く
れ
な
く
て
相
川
さ
ん
に
相
談
し
た
ら
、

読
売
ク
ラ
ブ
の
テ
ス
ト
を
受
け
ろ
と
言
わ
れ
た
。
高
校
を
卒
業
し
て
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
入
っ
て

登
録
さ
れ
た
。
当
時
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
は
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
、
一
九
七
六
年
の
監
督
は

西
邑
昌
一
さ
ん
。
ベ
ル
リ
ン･

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
人
だ
。

相
川
さ
ん
が
コ
ー
チ
だ
っ
た
。
後
に
相
川
さ
ん
が
監
督
に
な
っ
た
。

矢
作
　
間
も
な
く
ラ
モ
ス
が
来
ま
す
ね
。

足
達
　
カ
リ
オ
カ
（
ラ
モ
ス
）
が
来
た
の
は
一
九
七
七
年
だ
。
僕
が
高
校
一
年
生
の
と
き
だ
っ

た
。

斉
藤
　
カ
リ
オ
カ
は
着
い
た
そ
の
日
に
直
接
グ
ラ
ン
ド
に
来
て
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
や
っ
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
（
与
那
城
）
と
俺
た
ち
と
。
人
工
芝
の
グ
ラ
ン
ド
の
あ
る
と
こ
ろ
で
。

矢
作
　
相
川
さ
ん
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
話
せ
な
い
で
す
よ
ね
？

寺
田
　
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
（
与
那
城
）
が
通
訳
し
て
い
た
よ
。
ラ
モ
ス
と
ガ
ン
ソ
（
カ
ル
ロ
ス
・

ニ
コ
ト
ラ
＝
ラ
モ
ス
の
親
戚
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
）
が
主
力
に
な
れ
る
よ
う
に
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん

が
一
所
懸
命
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

矢
作
　
日
本
語
も
で
き
な
い
し
、
食
事
に
も
慣
れ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
・
・
・

寺
田
　
相
川
さ
ん
が
す
ご
く
苦
労
し
て
い
た
よ
ね
。
ラ
モ
ス
と
ガ
ン
ソ
が
よ
く
け
ん
か
し
て
い
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た
。
ラ
モ
ス
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
中
を
自
転
車
で
走
り
回
る
と
か
ね
。
と
に
か
く
一
年
目
の
ラ
モ

ス
が
日
本
の
生
活
に
慣
れ
な
く
て
酷
か
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
相
川
さ
ん
は
そ
ん
な
ラ
モ
ス
を
チ
ー

ム
に
な
じ
ま
せ
る
た
め
に
す
ご
く
努
力
し
て
い
た
。

寺
田
　
小
見
さ
ん
に
「
練
習
が
終
わ
っ
た
ら
ラ
モ
ス
を
飯
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
」
っ
て
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
松
木
（
安
太
郎
）
と
い
っ
し
ょ
に
新
宿
や
渋
谷
に
連
れ
て
行
っ
た
。

矢
作
　
ラ
モ
ス
は
一
年
目
に
日
産
と
の
試
合
で
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
、
い
き
な
り
一
年
間
の

出
場
停
止
に
な
っ
た
。

寺
田
　
い
ろ
い
ろ
な
人
間
が
い
て
、
相
川
さ
ん
は
、
す
ご
く
苦
労
し
て
い
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

来
た
の
が
い
た
ほ
か
に
、
李
国
秀
が
い
て
、
ケ
イ
ジ
（
在
日
朝
鮮
の
選
手
）
が
い
た
。
彼
ら
は

う
ま
い
ん
だ
け
ど
、
す
ご
く
主
張
す
る
か
ら
大
変
で
し
ょ
。
日
本
人
は
日
本
人
で
、
小
見
さ
ん

な
ど
個
性
の
強
い
選
手
が
い
た
。

◆

先
発
を
話
し
合
い
で
決
め
る

寺
田
　
と
に
か
く
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
す
ご
か
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
を
監
督
が
決
め
て
い
た
と
い
う

よ
り
、
話
し
合
い
で
決
め
て
い
た
感
じ
だ
っ
た
。
相
川
さ
ん
が
、
「
先
発
を
こ
れ
で
い
こ
う
と
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思
う
ん
だ
け
ど
ど
う
だ
？
」
と
話
を
す
る
。
す
る
と
意
見
を
言
う
や
つ
が
い
る
。
「
そ
れ
は
違

う
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
」
と
。

矢
作
　
選
手
の
意
見
を
聞
い
ち
ゃ
う
ん
で
す
か
？

寺
田
　
そ
う
。
意
見
を
選
手
た
ち
に
一
時
間
く
ら
い
言
わ
せ
て
、
集
約
し
て
「
じ
ゃ
、
こ
の
十

一
人
先
発
で
い
こ
う
」
っ
て
。
毎
週
金
曜
日
、
そ
れ
で
や
っ
て
た
ね
。
相
川
さ
ん
そ
れ
な
り
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
、
そ
の
う
え
で
、
選
手
た
ち
に
言
わ
せ
た
ん
だ
な
。

渡
貫
　
俺
の
相
川
さ
ん
と
の
最
初
の
出
会
い
は
中
学
生
チ
ー
ム
（
ジ
ュ
ニ
ア
・
ユ
ー
ス
）
の
と

き
だ
か
ら
、
扱
わ
れ
か
た
は
、
ま
る
で
違
っ
た
ね
。
上
か
ら
「
て
め
え
ー
た
ち
」
み
た
い
な
感

じ
だ
っ
た
。
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
ほ
う
は
年
齢
近
い
か
ら
、
上
か
ら
っ
て
い
う
感
じ
じ
ゃ
な
か
っ

た
ん
で
す
ね
。

寺
田
　
全
然
違
う
。
上
か
ら
押
し
付
け
る
感
じ
は
、
い
っ
さ
い
な
か
っ
た
。
あ
の
と
き
は
古
株

の
小
見
さ
ん
と
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
来
て
テ
ク
ニ
ッ
ク
抜
群
の
ジ
ョ
ー
ジ
が
中
心
だ
っ
た
か
ら
ね
。

相
川
さ
ん
も
、
多
分
、
こ
の
二
人
抜
き
に
は
チ
ー
ム
作
れ
な
い
と
、
二
人
の
考
え
を
大
事
に
し

て
い
た
の
だ
と
思
う
。

矢
作
　
そ
の
こ
ろ
、
相
川
さ
ん
は
三
十
歳
く
ら
い
で
す
ね
。

斎
藤
　
後
に
ジ
ュ
ニ
ア
（
Ｕ-

22
）
の
チ
ー
ム
を
作
っ
た
け
ど
、
ト
ッ
プ
も
ジ
ュ
ニ
ア
も
練
習
は
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い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
い
た
。
ト
ッ
プ
の
練
習
を
や
っ
て
、
午
後
五
時
半
か
ら
千
葉
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
き
て
ジ
ュ
ニ
ア
の
練
習
を
し
た
。
大
変
だ
っ
た
よ
ね
。
ス
タ
ッ
フ
い
な
か
っ
た
し
。
お

れ
た
ち
高
校
生
チ
ー
ム
と
試
合
を
し
て
い
た
。
ほ
ぼ
毎
日
試
合
し
て
た
な
。

矢
作
　
斎
藤
さ
ん
が
読
売
ク
ラ
ブ
に
い
た
の
は
？

斎
藤
　
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
日
本
リ
ー
グ
の
二
部
に
い
た
こ
ろ
に
中
学
生
チ
ー
ム
に
い
た
。
高
校

生
に
な
っ
た
年
に
一
部
に
あ
が
っ
た
。
一
九
七
六
年
だ
。
四
年
連
続
し
て
入
れ
替
え
戦
が
あ
っ

て
、
四
回
目
に
あ
が
っ
た
。
そ
の
と
き
の
コ
ー
チ
は
相
川
さ
ん
。
事
実
上
の
監
督
だ
っ
た
。

矢
作
　
若
手
に
は
、
ど
ん
な
指
導
を
し
て
い
た
の
で
す
か
？

寺
田
　
相
川
さ
ん
が
神
奈
川
国
体
の
代
表
監
督
の
と
き
、
初
め
て
高
校
生
に
４
・
４
・
２
を
や

ら
せ
た
。
当
時
と
し
て
は
先
進
的
だ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
サ
ッ
カ
ー
の
シ
ス
テ
ム
（
布
陣
）
は

高
校
チ
ー
ム
で
は
３
バ
ッ
ク
の
Ｗ
Ｍ
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
を
４
バ
ッ

ク
に
し
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
「
ボ
ー
ル
を
受
け
た
と
き
、
で
か
く
蹴
る
な
、
あ
わ
て

て
フ
ォ
ワ
ー
ド
に
送
ろ
う
と
し
な
い
で
、
ま
ず
は
バ
ッ
ク
で
回
せ
」
と
当
時
の
高
校
生
に
し
つ

こ
く
教
え
て
い
た
。
「
蹴
る
な
」
と
言
わ
れ
た
の
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
。

足
達
　
い
ま
で
も
バ
カ
蹴
り
の
サ
ッ
カ
ー
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

寺
田
　
「
長
い
ボ
ー
ル
を
蹴
る
な
。
ハ
ー
フ
に
渡
せ
な
い
な
ら
、
フ
リ
ー
に
な
る
ま
で
バ
ッ
ク
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で
と
に
か
く
回
せ
」
と
い
っ
て
い
た
。

矢
作
　
ボ
ー
ル
を
大
事
に
し
て
、
正
確
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
教
え
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

足
達
　
そ
れ
は
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ー
チ
ン
グ
コ
ー
ス
で
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
の
指
導
を
受
け
た
後
で
す
か

ね
。

矢
作
　
相
川
さ
ん
は
　
一
九
七
三
年
に
テ
ヘ
ラ
ン
で
開
か
れ
た
第
三
回
ア
ジ
ア
・
コ
ー
チ
ン

グ
・
コ
ー
ス
に
参
加
し
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
の
コ
ー
チ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。

寺
田
　
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
導
入
し
よ
う
と
し
た
ん
だ
と
思
う
。

◆

若
手
に
対
す
る
指
導

渡
貫
　
俺
は
小
学
校
三
年
生
の
と
き
か
ら
読
売
ク
ラ
ブ
に
い
た
。
小
学
六
年
生
の
と
き
相
川
さ

ん
が
読
売
ク
ラ
ブ
に
来
た
。
そ
れ
が
最
初
の
出
会
い
か
な
。

斎
藤
　
最
初
は
バ
ル
コ
ム
監
督
（
オ
ラ
ン
ダ
人
）
の
通
訳
を
し
て
い
た
。

渡
貫
　
接
点
と
い
う
意
味
で
は
中
学
生
か
ら
か
な
。
中
一
の
と
き
に
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
の
担
当

に
な
っ
て
「
今
日
か
ら
俺
コ
ー
チ
や
る
ぞ
」
と
宣
言
し
た
。
口
が
悪
い
人
だ
っ
た
よ
ね
。
何
か

言
う
と
、
何
何
バ
カ
ヤ
ロ
ー
て
、
す
ぐ
に
バ
カ
ヤ
ロ
ー
を
付
け
る
。
「
俺
は
プ
ロ
・
コ
ー
チ
だ
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か
ら
先
生
じ
ゃ
ね
え
ぞ
！
」
と
か
「
俺
は
道
徳
と
か
な
ん
と
か
じ
ゃ
な
く
、
た
だ
サ
ッ
カ
ー
で

飯
を
食
い
た
い
や
つ
に
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
る
。
そ
れ
だ
け
だ
、
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」
。
そ
ん
な
感
じ
。 

足
達
　
当
時
は
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
」
は
必
ず
つ
い
て
い
た
ね
。

斎
藤
　
俺
は
、
読
売
ク
ラ
ブ
に
中
一
か
ら
は
い
っ
た
。
は
い
っ
た
と
き
に
「
お
前
は
暁
星
中
学

に
行
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
将
来
は
東
大
に
行
け
。
い
ま
す
ぐ
読
売
を
辞
め
ろ
。
サ
ッ
カ
ー
の
才

能
は
ま
る
で
な
い
か
ら
」
と
言
わ
れ
た
。

渡
貫
　
「
や
め
ろ
っ
て
」
す
ぐ
言
っ
て
た
よ
ね
。
い
ろ
ん
な
と
き
に
。

斎
藤
　
俺
は
む
か
っ
と
し
て
、
多
分
顔
に
出
た
ん
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
ら
「
そ
う
だ
よ
、
男

は
そ
の
悔
し
さ
の
顔
が
な
い
と
ダ
メ
な
ん
だ
よ
。
東
大
に
入
っ
て
見
返
し
て
み
ろ
」
と
言
わ
れ

た
（
笑
）
。
「
そ
の
顔
で
サ
ッ
カ
ー
が
ん
ば
れ
」
と
は
言
わ
な
い
ん
だ
よ
。
あ
れ
が
一
番
最
初

の
僕
に
対
す
る
爆
弾
だ
っ
た
か
な
。
自
分
に
は
都
並(

敏
史)

や
戸
塚
（
哲
也
）
に
比
べ
て
サ
ッ

カ
ー
の
才
能
が
な
か
っ
た
か
ら
、
こ
う
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
さ
れ
た
の
か
な
と
思
う
。
才
能
あ

る
人
間
、
つ
ま
り
、
選
手
に
な
れ
そ
う
な
人
間
に
対
し
て
は
違
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
こ
い
つ
は
サ
ッ
カ
ー
好
き
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
プ
ロ
の
選
手
に
は
な
れ
な
い
よ
、
み
た

い
な
区
切
り
方
を
さ
れ
た
か
な
、
と
子
ど
も
心
に
も
思
っ
た
な
。

寺
田
　
そ
れ
が
中
学
生
の
と
き
？
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斎
藤
　
こ
っ
ち
は
こ
っ
ち
の
野
望
が
あ
る
じ
ゃ
ん
。
そ
れ
を
打
ち
砕
く
言
い
方
だ
よ
な
。
相
川

さ
ん
の
判
断
は
当
た
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
チ
っ
て
変
わ
っ

て
い
る
よ
な
。
そ
れ
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
人
の
心
の
中
に
は
い
っ
て
く
る
よ
う
な
力
を
持
っ
て
い

た
の
か
な
。

足
達
　
俺
は
高
校
（
玉
川
学
園
）
の
部
活
が
イ
ヤ
で
し
ょ
う
が
な
く
て
、
や
め
て
サ
ッ
カ
ー
を

や
る
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
て
読
売
ク
ラ
ブ
の
事
務
所
を
訪
ね
て
み
た
。
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
行
っ

た
ら
「
何
し
に
き
た
？
」
と
聞
か
れ
た
。
そ
れ
が
相
川
さ
ん
だ
っ
た
。

渡
貫
　
相
川
さ
ん
ら
し
い
な
。

足
達
　
そ
の
と
き
に
事
情
を
バ
ー
ッ
と
全
部
し
ゃ
べ
っ
た
の
。
ア
メ
リ
カ
の
学
校
で
育
っ
て
き

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
論
理
的
に
パ
ー
パ
ー
ッ
と
伝
え
る
の
は
得
意
だ
っ
た
か
ら
。
事
情
を

具
体
的
に
伝
え
た
ら
「
明
日
か
ら
来
い
」
。
そ
れ
だ
け
。
会
話
は
単
発
。
暖
か
み
は
感
じ
な
い
。

そ
の
こ
ろ
、
中
学
生
、
高
校
生
の
練
習
指
導
は
千
葉
さ
ん
か
千
野
さ
ん
だ
っ
た
か
ら
相
川
さ
ん

と
の
接
点
は
入
り
口
の
一
日
目
だ
け
。
そ
れ
で
も
ユ
ー
ス
の
こ
ろ
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
廊
下
で

す
れ
違
っ
た
り
、
食
堂
で
会
っ
た
り
す
る
と
「
お
前
、
ま
だ
い
た
の
か
」
と
か
…
（
笑
）

渡
貫
　
相
川
さ
ん
は
シ
ャ
イ
な
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
で
乱
暴
な
言
葉
遣
い
に
な
る
。
で
も
実
は
暖

か
い
。
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足
達
　
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
の
駅
か
ら
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
へ
あ
が
っ
て
い
く
道
が
け
っ
こ
う
距
離
あ

る
じ
ゃ
な
い
。
相
川
さ
ん
は
必
要
な
い
の
に
、
そ
こ
を
車
で
通
る
の
よ
。
俺
達
が
通
る
時
間
に

ね
。
「
乗
っ
て
け
」
っ
て
言
っ
て
拾
っ
て
く
れ
る
。
本
当
に
よ
く
車
に
乗
せ
て
く
れ
た
な
。

矢
作
　
心
は
優
し
い
け
ど
人
づ
き
あ
い
が
苦
手
な
ん
だ
。

渡
貫
　
バ
カ
、
死
ね
、
帰
れ
、
そ
う
い
う
言
葉
を
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
使
っ
て
「
お
前
下
手
だ

な
」
っ
て
言
う
。
ふ
つ
う
さ
。
子
ど
も
に
対
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
言
う
コ
ー
チ
は
い
な
い
。
俺

は
言
わ
れ
な
か
っ
た
け
ど
・
・
・
。

寺
田
　
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
で
は
、
そ
ん
な
の
、
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
な
。
全
然
違
う
ね
。

渡
貫
　
僕
ら
に
対
し
て
は
、
も
の
す
ご
く
上
か
ら
バ
ー
ン
と
来
て
い
ま
し
た
ね
。

寺
田
　
う
ー
ん
、
変
わ
っ
た
の
か
な
。
ど
こ
か
の
時
点
で
。

足
達
　
違
い
ま
す
。
変
わ
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
は
多
分
・
・
・
。

寺
田
　
接
し
方
を
変
え
て
い
る
と
・
・
・
。

足
達
　
相
川
さ
ん
は
人
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う
よ
。
だ
け
ど
、
不
器
用
で
シ
ャ
イ
で
。
だ

か
ら
そ
ん
な
接
し
方
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

斎
藤
　
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
を
指
揮
す
る
と
き
と
、
高
校
生
を
指
導
す
る
と

き
の
、
接
し
方
が
違
う
の
が
分
か
り
ま
す
ね
。
結
論
み
た
い
な
こ
と
言
う
よ
う
だ
け
ど
、
育
成
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型
の
指
導
者
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
な
。

矢
作
　
そ
の
こ
ろ
の
相
川
さ
ん
は
、
昼
間
は
ト
ッ
プ
の
練
習
を
や
っ
て
　
夕
方
か
ら
中
学
生

チ
ー
ム
の
指
導
を
や
っ
て
た
と
い
う
感
じ
で
す
か
？

渡
貫
　
そ
う
だ
ね
。
中
学
生
は
、
学
校
終
わ
っ
て
か
ら
だ
か
ら
。

斎
藤
　
そ
の
こ
ろ
は
、
週
二
回
が
中
学
生
だ
っ
た
。
木
曜
日
は
ナ
イ
タ
ー
、
土
曜
日
は
昼
間
。

当
時
は
ク
ラ
ブ
の
中
学
生
チ
ー
ム
の
登
録
制
度
が
な
い
か
ら
　
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
中
学
校

チ
ー
ム
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
登
録
し
て
い
る
。
都
並
と
哲
也
な
ん
か
は
瀬
田
中
学
の

チ
ー
ム
に
登
録
し
て
い
た
。
読
売
ク
ラ
ブ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
人
で
サ
ッ
カ
ー
を
勉
強
し
に

き
て
い
る
と
い
う
か
、
う
ま
く
な
り
た
い
が
た
め
に
来
て
い
る
と
い
う
形
だ
っ
た
。
当
時
の
読

売
ク
ラ
ブ
の
中
学
生
部
門
は
塾
み
た
い
な
も
ん
だ
よ
。
俺
も
暁
星
の
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
っ
て
い

た
。

渡
貫
　
十
二
歳
か
ら
の
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
は
相
川
さ
ん
が
指
導
し
て
い
た
。

矢
作
　
じ
ゃ
、
中
学
生
の
三
年
間
は
相
川
さ
ん
の
指
導
を
受
け
た
わ
け
で
す
ね
。

渡
貫
　
高
校
生
年
代
の
ユ
ー
ス
は
、
そ
の
後
、
千
葉
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
。
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◆
権
威
に
対
す
る
反
発

斎
藤
　
当
時
の
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
の
ふ
つ
う
の
考
え
方
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
み
た
い
な
も

の
を
彼
は
持
っ
て
い
た
ね
。

足
達
　
あ
っ
た
よ
ね
。
そ
れ
は
強
か
っ
た
。

斎
藤
　
俺
は
、
小
学
生
の
と
き
は
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
る
と
か
、
声
を
出
す
と
か
、
そ
う
い
う

こ
と
を
教
え
ら
れ
て
き
た
ん
だ
け
ど
、
相
川
さ
ん
は
「
声
を
出
し
て
何
が
起
き
る
」
っ
て
言
う

ん
だ
か
ら
ね
。
一
方
で
「
自
己
分
析
を
で
き
る
よ
う
な
選
手
に
な
れ
」
み
た
い
な
表
現
は
す
ご

く
使
っ
て
い
た
。

矢
作
　
そ
う
い
う
こ
と
を
中
学
生
に
対
し
て
言
う
の
？

斎
藤
　
「
サ
ッ
カ
ー
は
個
人
か
ら
団
体
に
変
わ
る
も
の
だ
」
っ
て
い
う
表
現
も
よ
く
使
っ
て
い

た
よ
ね
。
「
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
し
っ
か
り
で
き
な
い
や
つ
が
、
み
ん
な
で
ガ
ン
バ
ロ
ウ

だ
っ
て
、
な
ん
で
言
え
る
ん
だ
。
自
分
が
が
ん
ば
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
み
ん
な
が
、
が
ん
ば

れ
る
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
言
っ
て
い
た
。

矢
作
　
す
ご
く
覚
え
て
い
る
の
は
、
相
川
さ
ん
ボ
ー
ル
の
上
に
腰
を
下
ろ
し
て
話
を
し
た
こ
と

だ
。
当
時
、
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
な
ど
の
常
識
で
、
大
切
な
ボ
ー
ル
の
上
に
尻
を
降
ろ
す
の
は
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い
け
な
い
も
の
と
思
っ
て
た
け
ど
「
座
っ
て
い
い
ぞ
！
」
っ
て
。
固
定
観
念
壊
そ
う
と
し
て
い

た
の
か
な
、
と
思
う
。

斎
藤
　
試
合
の
や
り
方
も
、
当
時
の
日
本
の
主
流
と
は
違
っ
て
い
た
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
攻
め
る

サ
イ
ド
か
ら
攻
め
る
と
か
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
中
央
突
破
に
こ
だ
わ
っ
た
り
し
た
の
も
、
そ

れ
だ
よ
ね
。

寺
田
　
俺
が
一
番
記
憶
に
あ
る
の
が
、
松
木
（
安
太
郎
）
が
ユ
ー
ス
代
表
に
選
ば
れ
て
行
っ
た

と
き
の
話
だ
ね
。
当
時
の
ユ
ー
ス
監
督
が
有
名
な
監
督
だ
っ
た
け
ど
、
代
表
で
紅
白
戦
や
っ
た

と
き
に
、
松
木
が
右
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
で
、
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
か
ら
ボ
ー
ル
を
も
ら
っ
て
　
相
手

の
ウ
イ
ン
グ
が
詰
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
相
手
の
股
の
間
に
ボ
ー
ル
を
通
し
て
、
ド
リ
ブ
ル
で

抜
い
た
の
。
そ
し
た
ら
、
そ
の
監
督
が
ピ
イ
ー
っ
て
笛
吹
い
て
松
木
を
呼
び
つ
け
た
。
「
お
前

は
右
サ
イ
ド
バ
ッ
ク
だ
ろ
。
そ
こ
で
お
前
が
ボ
ー
ル
を
取
ら
れ
た
ら
速
攻
食
ら
う
だ
ろ
。
な
ん

で
、
あ
そ
こ
で
相
手
の
股
を
抜
く
よ
う
な
こ
と
を
す
る
ん
だ
」
。
で
、
松
木
が
「
そ
れ
は
違

う
！
　
こ
う
い
う
と
き
は
抜
く
ん
だ
！
」
と
そ
の
監
督
に
反
論
し
た
。
松
木
は
、
翌
日
代
表
の

合
宿
を
抜
け
て
帰
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た
（
笑
）
。
朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
と
き
に
相
川
さ
ん
に
そ

の
話
を
し
た
ら
、
相
川
さ
ん
は
「
松
木
、
そ
れ
は
お
前
が
正
し
い
」
（
大
笑
）
。
こ
の
話
、

サ
ッ
カ
ー
マ
ガ
ジ
ン
な
ん
か
に
載
っ
た
ん
で
す
よ
。
松
木
と
ユ
ー
ス
の
監
督
が
ケ
ン
カ
し
た
っ
て
。
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◆

プ
ロ
を
め
ざ
す
ク
ラ
ブ
で

斎
藤
　
自
分
た
ち
が
二
十
歳
の
と
き
、
一
九
八
三
年
に
日
本
リ
ー
グ
初
優
勝
し
て
、
い
っ
し
ょ

に
三
軒
茶
屋
で
祝
賀
会
や
っ
た
じ
ゃ
ん
。
そ
の
と
き
は
、
相
川
さ
ん
は
読
売
ク
ラ
ブ
を
辞
め
た

あ
と
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
「
や
っ
ぱ
り
サ
ッ
カ
ー
は
中
盤
だ
」
と
言
っ
て
い
た
。
　
こ
れ
は
菅
平

の
合
宿
の
と
き
に
聞
い
た
ん
だ
け
ど
「
お
れ
は
幸
せ
だ
。
お
れ
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
（
与
那
城
）
が

い
た
」
と
言
っ
て
い
た
。
「
ゴ
ー
ル
に
行
き
つ
く
ま
で
の
ア
イ
デ
ア
を
ジ
ョ
ー
ジ
に
育
て
ら
れ

た
」
と
も
言
っ
て
い
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
の
よ
う
な
才
能
は
相
川
さ
ん
に
と
っ
て
は
憧
れ
だ
っ
た
。

矢
作
　
個
人
の
才
能
を
生
か
す
サ
ッ
カ
ー
を
め
ざ
し
て
い
た
わ
け
で
す
ね
？

斎
藤
　
日
本
人
的
な
「
み
ん
な
で
が
ん
ば
ろ
う
」
だ
と
か
、
「
一
所
懸
命
や
れ
ば
何
と
か
な

る
」
だ
と
か
、
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
だ
」
と
か
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
個
人
の
能
力
を
生
か
す
こ

と
を
考
え
て
い
た
。
サ
ッ
カ
ー
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
だ
と
い
う
こ
と
を
相
川
さ
ん
は
分
か
っ
て
い

た
け
ど
、
あ
え
て
そ
れ
を
最
初
に
い
わ
な
い
で
、
才
能
だ
と
か
、
セ
ン
ス
だ
と
か
、
中
盤
の
大

切
さ
と
か
、
ア
イ
デ
ア
だ
と
か
を
重
要
視
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
与
那
城
と
い
う
人
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間
が
読
売
ク
ラ
ブ
に
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
を
通
し
て
自
分
の
サ
ッ
カ
ー
観

と
い
う
も
の
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
大
き
く
さ
せ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
う
。
ど
こ
に
も
育
成
の
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
が
出
来
て
い
な
い
時
代
に
、
そ
れ
を
作
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
考
え
は
読
売
ク
ラ
ブ
が

独
自
に
出
し
て
い
た
季
刊
誌
の
第
一
回
か
ら
三
回
の
寄
稿
文
に
書
い
て
い
る
（
本
書
　
資
料
の

25
か
ら

27
ペ
ー
ジ
に
再
録
）
。

矢
作
　
相
川
さ
ん
の
サ
ッ
カ
ー
哲
学
み
た
い
な
も
の
で
す
ね
？

斎
藤
　
三
回
で
終
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
相
川
さ
ん
の
挑
戦
み
た
い
な
も
の
。
そ
の
第
一
回
に
サ
ッ

カ
ー
コ
ー
チ
の
仕
事
っ
て
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
だ
っ
て
書
い
て
い
る
。
要
す
る
に
農
業
み
た
い
な
も
の
、
一

生
懸
命
水
を
や
っ
て
稲
を
耕
し
て
も
一
回
の
台
風
で
消
え
て
い
っ
て
し
ま
う
。
選
手
だ
っ
て
そ
ん
な
も

の
。
そ
れ
を
荒
れ
果
て
た
中
か
ら
何
度
も
何
度
も
拾
い
出
し
て
、
耕
し
て
、
育
て
て
い
く
こ
と
が
サ
ッ

カ
ー
コ
ー
チ
の
仕
事
な
ん
だ
み
た
い
な
こ
と
書
い
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
育
成
だ
と
い
う
主
張
だ
。

矢
作
　
学
校
ス
ポ
ー
ツ
が
才
能
を
ダ
メ
に
す
る｢

台
風｣

だ
と
い
う
こ
と
か
な
？

斎
藤
　
そ
れ
と
日
本
サ
ッ
カ
ー
界
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
っ
て
い
う
部
分
で
は
、
三
菱
、
日

立
な
ど
当
時
の
実
業
団
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
反
感
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
日
本
を
戦
前
か
ら

支
え
て
き
た
巨
大
企
業
の
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
「
経
済
と
サ
ッ
カ
ー
を
、
い
っ
し
ょ
に
す
る
な

コ
ノ
ヤ
ロ
ー
」
み
た
い
な
感
覚
で
け
ん
か
腰
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
　
そ
こ
に
は
も
の
す
ご
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い
情
熱
が
あ
っ
た
と
思
う
。
プ
ロ
を
目
指
す
ク
ラ
ブ
組
織
の
読
売
ク
ラ
ブ
だ
か
ら
こ
そ
自
分
が

表
現
で
き
る
場
所
だ
と
い
う
ふ
う
に
彼
は
思
っ
て
い
た
。
「
自
分
は
早
大
を
卒
業
し
た
と
き
に

サ
ッ
カ
ー
が
な
け
れ
ば
間
違
い
な
く
外
資
系
の
会
社
に
勤
め
て
い
た
だ
ろ
う
。
（
安
定
し
た
日

本
の
年
功
序
列
、
終
身
雇
用
制
度
み
た
い
な
も
の
じ
ゃ
な
く
）
一
年
契
約
で
、
実
力
で
生
き
て

い
く
よ
う
な
人
生
を
お
れ
は
選
ん
だ
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
っ
て
い
た
。
で
も
、
自
分
に
は
読
売

ク
ラ
ブ
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
が
就
職
先
に
な
っ
た
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
晩

年
に
言
っ
た
の
を
聞
い
た
。

矢
作
　
読
売
ク
ラ
ブ
以
外
に
は
、
日
本
に
は
本
格
的
な
ク
ラ
ブ
・
ス
ポ
ー
ツ
は
な
か
っ
た
時
代

で
す
ね
。

斎
藤
　
ク
ラ
ブ
組
織
の
良
さ
、
ク
ラ
ブ
に
よ
る
自
給
自
足
の
育
成
。
そ
れ
を
彼
は
ク
ラ
マ
ー
さ

ん
か
ら
学
ん
で
い
る
。
育
成
シ
ス
テ
ム
を
作
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
同
時
に
ト
ッ
プ
が
勝
た

な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
う
と
い
う
両
輪
を
、
今
で
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
け
ど
、
最
初
に
完

成
し
よ
う
と
し
た
人
だ
っ
た
。

矢
作
　
Ｊ
リ
ー
グ
が
で
き
た
あ
と
に
も
、
仕
事
を
し
て
欲
し
か
っ
た
・
・
・
。

斎
藤
　
Ｊ
リ
ー
グ
が
始
ま
っ
た
あ
と
の
こ
と
だ
け
ど
、
相
川
さ
ん
が
お
れ
に
言
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
「
お
れ
は
つ
い
て
い
た
。
い
ま
の
監
督
だ
っ
た
ら
三
ヵ
月
で
お
し
ま
い
だ
ろ
う
。
お
れ
は

256



読
売
ク
ラ
ブ
の
監
督
を
五
年
も
や
れ
た
。
つ
ま
り
時
間
を
与
え
ら
れ
た
ん
だ
」
と
。
相
川
さ
ん

は
ね
。
多
分
、
悔
し
か
っ
た
ん
だ
と
思
う
、
一
九
九
三
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
が
で
き
た
と
き
、
読
売

ク
ラ
ブ
は
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
に
な
っ
て
、
松
木
安
太
郎
さ
ん
が
初
代
の
監
督
に
な
っ
た
。
日
本
で
プ

ロ
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
に
、
相
川
さ
ん
は
、
お
そ
ら
く
プ
ロ
・
チ
ー
ム
の
監
督
を
夢
見

て
い
た
ん
だ
ろ
う
し
、
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
っ
た
ん
だ
ね
。
相
川
さ
ん
、
悔
し
い
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
「
俺
は
幸
せ
だ
っ
た
よ
。
俺
に
は
タ
ー
ム
（T

e
r
m

・

時
間
）
が
あ
っ
た
。L

o
n
g
 
t
e
r
m

が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
失
敗
が
で
き
た
ん
だ
。
ま
た
育
成
か
ら

吸
い
上
げ
る
こ
と
も
で
き
た
」
と
言
っ
て
い
た
。

矢
作
　
小
学
生
、
あ
る
い
は
中
学
生
の
と
き
か
ら
読
売
ク
ラ
ブ
に
い
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス

（
中
学
生
年
代
）
、
ユ
ー
ス
（
高
校
生
年
代
）
、
ジ
ュ
ニ
ア
（
大
学
生
年
代
）
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

型
に
積
み
上
げ
て
い
く
。
そ
う
い
う
一
貫
し
た
育
成
の
で
き
る
組
織
を
相
川
さ
ん
が
作
り
上
げ

た
。
そ
し
て
、
プ
ロ
化
を
め
ざ
し
て
い
た
。

（
ま
と
め
）

矢
作
　
中
学
三
年
の
夏
過
ぎ
に
読
売
ク
ラ
ブ
へ
通
い
始
め
た
。
論
理
的
に
説
明
し
て
く
れ
る
、
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口
の
悪
い
指
導
者
が
相
川
さ
ん
だ
っ
た
。
個
人
技
の
レ
ベ
ル
が
高
く
、
攻
撃
的
で
ボ
ー
ル
を
大

事
に
す
る
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
先
輩
た
ち
に
魅
力
を
感
じ
た
。
サ
ッ
カ
ー
へ
の
真
剣
な
取
り
組
み

姿
勢
か
ら
は
「
自
立
」
し
た
厳
し
さ
を
強
く
感
じ
た
。

　
そ
し
て
、
当
時
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
ジ
ョ
ー
ジ
与
那
城
を
中
心
に
展
開
し
て
い
た
サ
ッ
カ
ー

の
虜
に
な
る
の
に
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
読
売
ク
ラ
ブ
の
一
員
に
な
り
、
先
輩
の
後
を
必

死
で
追
い
か
け
て
い
る
う
ち
に
「
自
立
」
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
自
分
の
中
に
刷
り
込
ま
れ
た

の
だ
と
思
う
。

　
今
回
、
相
川
さ
ん
を
偲
び
、
当
時
を
振
り
返
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
相
川
さ
ん
が

試
み
た
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
、
相
川
さ
ん
の
思
い
の
恩
恵
を
掘
り
起
こ
す
結
果
と
な
り
、
改
め

て
相
川
さ
ん
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
自
分
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
な
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
た
。
感
謝

そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
当
時
の
読
売
ラ
ン
ド
の
丘
で
過
ご
し
た
時
間
の
愉
快
さ
！
　
成
果
だ
け

で
は
測
れ
な
い
、
仲
間
、
先
輩
、
同
士
と
過
ご
し
た
至
福
の
時
間
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
こ
と
を

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
相
川
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇

こ
の
記
事
は
、
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
二
十
二
歳
以
下
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
で
相
川
亮
一
コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け

た
人
た
ち
の
座
談
会
の
内
容
を
再
構
成
し
て
ま
と
め
た
も
の
の
一
部
で
す
。
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D
ear 

相
川
さ
ん

日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ
監
督

元
読
売
ク
ラ
ブ
ベ
レ
ー
ザ
選
手 

野
田
朱
美

相
川
さ
ん
と
の
出
会
い
は
小
学
六
年
の
時
で
し
た
。

中
学
生
に
な
っ
た
ら
ベ
レ
ー
ザ
で
プ
レ
ー
し
な
い
か
と
読
売
ク
ラ
ブ
関
係
者
の
方
に
声
を
か

け
て
も
ら
っ
て
い
た
私
は
、
あ
る
日
見
学
を
兼
ね
て
ク
ラ
ブ
を
訪
ね
る
と
、
「
ベ
レ
ー
ザ
の
監

督
で
す
」
と
相
川
さ
ん
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
印
象
は
「
な
ん
て
怖
そ
う
な
人
な
ん
だ
」

ま
と
も
に
話
す
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

で
も
な
ぜ
か
私
は
相
川
さ
ん
に
惹
か
れ
、
大
し
た
話
し
も
し
て
い
な
い
の
に
「
明
日
か
ら
お

世
話
に
な
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
そ
の
場
で
ベ
レ
ー
ザ
へ
の
入
部
を
決
め
ま
し
た
。

こ
の
時
は
幼
く
て
な
ぜ
惹
か
れ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
思
え
ば
、
相
川
さ
ん

は
当
時
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
、
ラ
モ
ス
さ
ん
、
小
見
さ
ん
、
戸
塚
さ
ん
、
都
並
さ
ん
・
・
・
錚
々
た

る
メ
ン
バ
ー
が
揃
う
「
読
売
ク
ラ
ブ
の
監
督
」
で
し
た
か
ら
、
迫
力
が
な
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん
。
怖
い
け
ど
惹
か
れ
た
あ
の
感
じ
は
ま
さ
に
「
オ
ー
ラ
」
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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創
部
間
も
な
い
ベ
レ
ー
ザ
は
、
月
曜
〜
土
曜
ま
で
練
習
、
日
曜
日
は
試
合
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
と
は
い
っ
て
も
メ
ン
バ
ー
が
全
員
揃
う
の
は
土
日
だ
け
で

平
日
の
練
習
は
私
と
相
川
さ
ん
の
二
人
だ
け
で
し
た
。
結
局
、
相
川
さ
ん
に
サ
ッ
カ
ー
を
教
え

て
も
ら
っ
た
の
は
一
年
だ
け
で
し
た
が
、
こ
の
間
一
日
も
休
む
こ
と
な
く
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導

を
受
け
た
の
で
す
。

「
日
本
に
い
る
選
手
な
ど
相
手
に
し
な
く
て
い
い
。
お
ま
え
は
世
界
と
戦
う
ん
だ
」
が
相
川

さ
ん
の
口
癖
で
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
サ
の
字
も
知
ら
な
か
っ
た
私
が
、
中
学
三
年
生
で
日
本
代

表
に
選
出
さ
れ
た
の
は
こ
の
一
年
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
夢
の
Ｗ
杯
に
出
場
で
き
た
の
も
、
そ

こ
で
日
本
人
初
得
点
を
取
れ
た
の
も
、
私
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
全
て
の
原
点
は
相
川
さ
ん
と
の
三

六
五
日
に
あ
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
二
十
年
が
経
ち
、
私
は
今
年
ベ
レ
ー
ザ
の
監
督
に
就
任
し
ま
し
た
。
き
れ
い
に
片

付
い
た
机
に
「
野
田
へ
」
と
題
さ
れ
た
十
枚
の
レ
ポ
ー
ト
を
残
し
て
私
の
元
を
去
っ
た
あ
の
日

か
ら
、
長
い
年
月
を
経
て
私
は
相
川
さ
ん
と
同
じ
立
場
に
立
っ
た
の
で
す
。

監
督
就
任
祝
い
に
と
行
き
つ
け
の
お
店
に
招
待
し
て
く
れ
た
の
が
相
川
さ
ん
と
の
最
後
で
し

た
。
相
変
わ
ら
ず
の
毒
舌
で
監
督
た
る
者
の
指
導
を
受
け
、
別
れ
際
「
い
つ
で
も
相
談
に
こ
い
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よ
」
と
肩
を
叩
い
て
く
れ
ま
し
た
。

相
川
さ
ん
と
過
ご
し
た
三
六
五
日
、
二
十
年
間
何
度
も
読
み
返
し
た
レ
ポ
ー
ト
、
そ
し
て
就

任
祝
い
で
送
っ
て
く
れ
た
言
葉
を
軸
に
、
私
は
相
川
流
サ
ッ
カ
ー
哲
学
を
継
承
し
ベ
レ
ー
ザ
の

選
手
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

偉
人
・
変
人
の
相
川
さ
ん
。

大
好
き
で
し
た
。

ど
こ
に
い
よ
う
と
、
こ
れ
か
ら
も
未
熟
な
私
を
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
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マ
ラ
ド
ー
ナ
の
売
り
込
み
を
断
っ
た
話

元
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
職
員
）

佐
藤
英
男

相
川
亮
一
さ
ん
と
は
短
い
期
間
で
し
た
が
、
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
で
、
い
っ
し
ょ
に
仕
事

を
し
ま
し
た
。
兄
貴
的
な
存
在
で
し
た
。
い
ま
の
自
分
を
形
成
す
る
大
切
な
人
物
で
あ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ
だ
け
、
相
川

さ
ん
と
自
分
だ
け
が
共
有
し
た
誰
も
知
ら
な
い
事
実
を
書
い
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
九
七
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
デ
ィ
エ
ゴ
・
マ
ラ
ド
ー
ナ
の
代
理
人
か
ら

電
話
を
貰
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
と
契
約
で
き
な
い
か
と
い
う
も

の
で
し
た
。
マ
ラ
ド
ー
ナ
が
日
本
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
で
活
躍
し
た
年
で
し
た
。

日
本
が
気
に
入
っ
た
の
で
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

日
本
で
は
、
ま
だ
サ
ッ
カ
ー
の
プ
ロ
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
時
代
で
し
た
。
ま
た
、
外
国
の

ス
タ
ー
に
高
額
の
報
酬
を
払
う
力
は
、
当
時
の
読
売
ク
ラ
ブ
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
マ
ラ

ド
ー
ナ
と
契
約
な
ど
で
き
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
電
話
を
受
け
た
の
で
一
応
、
当

263



時
の
監
督
で
あ
る
相
川
さ
ん
に
取
り
次
い
で
指
示
を
仰
ぎ
ま
し
た
。
「
そ
り
ゃ
、
無
理
だ
よ

な
」
と
相
川
さ
ん
は
即
座
に
断
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
相
川
さ
ん
も
自
分
も
、
読
売
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
が
マ
ラ
ド
ー
ナ
に
認
識
さ
れ
た
こ

と
を
誇
ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。
良
き
思
い
出
で
す
。
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相
川
さ
ん
と
の
四
十
二
年

柏
レ
イ
ソ
ル
強
化
本
部
シ
ニ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

元
読
売
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
コ
ー
チ
、
元
ベ
レ
ー
ザ
監
督

竹
本
一
彦

相
川
さ
ん
と
の
付
き
合
い
は
、
中
学
二
年
か
ら
。
四
十
二
年
に
な
る
。
山
手
学
院
サ
ッ
カ
ー

部
コ
ー
チ
相
川
亮
一
と
出
会
い
、
サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
に
魅
か
れ
な
が
ら
、
同
時
に
、
相
川
さ

ん
が
醸
し
出
す
コ
ー
チ
像
、
指
導
者
像
に
憧
れ
た
。
将
来
、
自
分
も
指
導
者
の
道
に
進
み
た
い

な
と
、
ぼ
ん
や
り
と
だ
が
自
分
の
頭
に
描
い
て
い
た
。

高
校
一
年
の
終
わ
り
頃
、
相
川
さ
ん
は
一
通
の
手
紙
を
部
員
に
残
し
て
山
手
学
院
を
去
っ
た
。

手
紙
に
は
、
「
な
ぜ
自
分
が
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
を
や
っ
て
い
る
か
、
コ
ー
チ
は
サ
ッ
カ
ー
技
術

を
教
え
る
だ
け
で
な
く
、
人
を
変
え
る
、
成
長
さ
せ
る
楽
し
さ
が
あ
る
こ
と
、
人
は
必
要
と
さ

れ
る
場
所
で
生
き
る
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
最
後
に
、
若
者
は
自
分
の
好
き
な
こ
と
、
や
り
た
い

こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
い
う
こ
と
が
理
路
整
然
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

そ
の
時
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
く
、
尚
更
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
に
な
る
、
サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
り

た
い
と
い
う
情
熱
が
強
く
な
っ
た
。
高
校
時
代
か
ら
、
自
分
の
行
動
指
針
は
、
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

チ
な
の
だ
か
ら
、
と
か
、
な
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
だ
っ
た
。
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早
稲
田
大
学
に
進
学
し
て
か
ら
、
相
川
さ
ん
に
連
絡
を
取
っ
た
。
相
川
さ
ん
は
、
主
任
コ
ー

チ
ク
ラ
マ
ー
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
テ
ヘ
ラ
ン
で
受
講
し
、
日
本
で
は
数
少
な

い
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
公
認
コ
ー
チ
に
な
っ
て
い
た
。
仕
事
は
横
浜
駅
近
く
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
で
店
員
を

し
な
が
ら
読
売
ク
ラ
ブ
の
ス
ク
ー
ル
コ
ー
チ
。
同
時
に
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
地
域
巡
回

指
導
を
担
当
し
て
い
た
。
月
一
回
の
割
で
、
神
奈
川
県
内
、
大
井
松
田
や
厚
木
へ
、
小
学
生
、

中
学
生
を
指
導
に
相
川
さ
ん
と
行
っ
た
（
バ
イ
ト
代
は
た
し
か
一
日
四
五
〇
〇
円
）
。
横
浜
で

月
に
二
回
位
、
夕
方
か
ら
最
終
電
車
の
時
間
ま
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
読
売
ク
ラ
ブ
の

こ
と
、
サ
ッ
カ
ー
指
導
の
こ
と
、
サ
ッ
カ
ー
界
の
こ
と
を
聞
い
た
。

手
渡
さ
れ
た
テ
ヘ
ラ
ン
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の
英
語
の
講
義
録
を
食
い
入
る
よ

う
に
何
度
も
読
み
返
し
た
。
ク
ラ
ー
マ
ー
さ
ん
が
ミ
ー
テ
イ
ン
グ
の
冒
頭
に
（
社
会
で
は
、
今

朝
の
新
聞
で
は
、
昨
日
の
テ
レ
ビ
で
は
、
一
九
六
四
年
に
誰
々
が 

〜 

を
し
た
の
だ
が
、
）
と

い
う
今
で
言
う
つ
か
み
、
聞
き
手
の
関
心
を
引
く
喋
り
方
で
始
め
る
こ
と
を
知
っ
た
。

コ
ー
チ
の
生
き
方
に
触
れ
て
、
「
何
も
問
わ
ず
働
く
べ
し
」
「
勝
利
す
る
日
ま
で
休
む
べ
か

ら
ず
」
「
弱
き
隣
人
は
常
に
助
け
る
べ
し
」
「
二
つ
の
こ
と
の
み
石
の
如
く
動
か
ず
。
一
つ
は

人
の
窮
地
へ
の
い
た
わ
り
の
心
、
二
つ
は
己
の
勇
ま
し
き
心
」
な
ど
、
聖
書
か
ら
引
用
し
た
言

葉
も
あ
っ
た
。

強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
ク
ラ
マ
ー
フ
レ
ー
ズ
は
「
ゴ
ー
ル
ゲ
ッ
タ
ー
は
天
か
ら
の
贈
り
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物
」
。

例
え
話
や
格
言
の
用
い
方
が
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。
そ
の
頃
の
自
分
に
と
っ
て
「
ク
ラ
マ
ー

講
義
録
」
は
バ
イ
ブ
ル
だ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
基
本
、
考
え
方
の
イ
ロ
ハ
を
頭
に
入
れ
た
時
期

だ
っ
た
。
一
度
、
相
川
さ
ん
に
詰
問
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
ど
う
や
っ
た
ら
選
手
は
う
ま

く
な
る
と
思
う
？
」
。
う
ま
い
答
え
が
浮
か
ば
ず
、
答
え
に
切
羽
詰
り

10
分
ほ
ど
長
考
し
て
し

ま
っ
た
。
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
。
相
川
さ
ん
独
特
な
ニ
ヒ
ル
な
笑
み
を
浮
か
べ
て
「
試
合
だ

よ
！
」
そ
れ
が
答
え
だ
っ
た
。

相
川
さ
ん
は
読
売
ク
ラ
ブ
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
に
就
任
し
た
。
興
味
深
か
っ
た
の
は
、

Ｊ
Ｓ
Ｌ
二
部
を
戦
う
読
売
ク
ラ
ブ
の
「
生
の
チ
ー
ム
話
」
。
い
か
に
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
る
の

か
、
次
の
試
合
は
こ
う
戦
う
と
か
、
与
那
城
の
こ
こ
が
素
晴
ら
し
い
、
彼
を
バ
イ
タ
ル
エ
リ
ア

で
前
を
向
か
せ
る
に
は
？ 

と
か
、
入
れ
替
え
戦
を
勝
つ
た
め
に
ど
う
し
て
い
く
か
？ 

な
ど 

タ
イ
ム
リ
ー
な
生
き
た
話
だ
っ
た
。

自
分
は
大
学
に
通
い
な
が
ら
母
校
を
指
導
し
て
い
た
。
相
川
さ
ん
の
「
生
の
話
」
を
指
導
に

生
か
し
な
が
ら
、
時
間
を
作
っ
て
は
、
で
き
る
限
り
読
売
ク
ラ
ブ
の
試
合
を
見
た
。
Ｄ
Ｆ
ラ
イ

ン
か
ら
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ
、
攻
撃
を
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
く
読
売
の
ス
タ
イ
ル
は
異
彩
を

放
っ
て
い
た
。
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守
備
は
激
し
く
、
球
際
の
プ
レ
ー
は
巧
く
も
あ
り
、
汚
く
も
あ
る
。
局
面
の
攻
守
の
切
り
替

え
が
早
い
。
個
人
戦
術
が
高
く
、
チ
ー
ム
全
体
に
（
プ
レ
ー
の
予
測
）
（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
）
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
。

特
に
中
盤
。
小
見
、
橋
本
、
ジ
ョ
ー
ジ
、
こ
の
三
人
の
個
性
、
技
術
、
役
割
観
が
、
読
売

サ
ッ
カ
ー
た
る
所
だ
っ
た
と
思
っ
た
。
今
で
も
大
切
な
プ
レ
ー
の
原
則
だ
と
思
う
が
、
Ｄ
Ｆ
の

背
後
に
入
り
込
む
動
き
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
パ
ス
の
質
。
Ｄ
Ｆ
が
左
と
読
ん
だ
ら
右
に
。
右
と
読

ま
せ
て
左
に
。
Ｄ
Ｆ
が
パ
ス
と
読
ん
だ
ら
ド
リ
ブ
ル
で
。
ド
リ
ブ
ル
と
感
じ
さ
せ
て
、
パ
ス
で

突
破
。
ゆ
っ
く
り
と
見
せ
て
、
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
。
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
見
せ
て
ゆ
っ
く
り
と

ワ
ン
タ
ッ
チ
プ
レ
ー
が
で
き
る
判
断
力
を
持
つ
こ
と
。
個
人
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
か
ら
チ
ー
ム
全
体

の
戦
術
ま
で
、
相
手
選
手
の
逆
を
取
っ
て
い
く
こ
と
が
読
売
ク
ラ
ブ
で
は
習
慣
化
さ
れ
て
い
た
。

こ
ん
な
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
い
た
の
は
、
選
手
と
チ
ー
ム
を
束
ね
て
い
た
相
川
さ
ん
の
成

せ
る
業
だ
っ
た
と
思
う
。

試
合
や
練
習
で
、
選
手
の
プ
レ
ー
を
分
析
、
評
価
す
る
時
の
「
コ
ー
チ
の
目
」
に
つ
い
て
こ

う
整
理
し
て
い
た
。
プ
レ
ー
を
し
て
い
る
選
手
本
人
が
、

一
． 

何
が
見
え
て
い
る
の
か
？
　L

O
O
K

　B
E
F
O
R
E

　R
E
C
E
I
V
I
N
G
 
T
H
E
 
B
A
L
L

二
． 

何
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
か
？
　T

H
I
N
K

　B
E
F
O
R
E
 
R
E
C
E
I
V
I
N
G
 
T
H
E

　B
A
L
L
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三
． 

何
が
で
き
る
の
か
？
　W

H
A
T

　C
A
N
 
P
L
A
Y

　A
F
T
E
R
 
R
E
C
E
I
V
I
N
G
 
T
H
E
 
B
A
L
L

ワ
ン
プ
レ
ー
の
中
で
、
前
出
の
一
．
二
．
三
．
の
何
が
不
足
し
て
ミ
ス
が
出
た
の
か
。
何
が

向
上
す
れ
ば
正
確
な
プ
レ
ー
に
改
善
さ
れ
る
の
か
。
極
力
ピ
ッ
チ
内
の
選
手
目
線
に
近
つ
い
て

分
析
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
。

例
え
ば
、
ジ
ョ
ー
ジ
は
自
分
の
視
野
に
入
っ
て
い
る
も
の
（
味
方
選
手
、
相
手
選
手
、
ス

ペ
ー
ス
）
が
多
く
、
数
秒
後
の
各
選
手
の
動
き
を
予
則
し
（
相
手
の
Ｄ
Ｆ
の
背
後
を
取
る
）
頭

を
使
い
、
技
術
、
体
力
で
（
正
確
な
キ
ッ
ク
、
ボ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
ボ
デ
イ
バ
ラ
ン
ス
）

で
予
測
し
た
プ
レ
ー
を
正
確
に
実
行
す
る
。

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
か
ら
育
成
年
代
の
選
手
ま
で
、
こ
の
「
コ
ー
チ
の
目
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
選

手
と
の
対
話
を
可
能
と
す
る
し
、
選
手
を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

読
売
ク
ラ
ブ
が
入
れ
替
え
戦
に
勝
ちJ

S
L

一
部
に
昇
格
。
サ
ッ
カ
ー
界
に
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
の

名
前
が
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

一
九
七
八
年
の
十
一
月
、
大
学
五
年
の
時
、
飯
田
橋
駅
か
ら
相
川
さ
ん
に
就
活
の
電
話
を
入

れ
た
。
〇
四
四 

-
 

九
六
六 

-
 

七
七
四
六
。
今
で
も
覚
え
て
い
る
読
売
ク
ラ
ブ
の
電
話
番
号
。

夜
八
時
頃
だ
っ
た
が
、
「
今
か
ら
来
い
」
と
言
わ
れ
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
ま
で
行
っ
た
。
「
読
売
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で
サ
ッ
カ
ー
の
仕
事
を
し
た
い
」
と
初
め
て
口
に
し
て
お
願
し
た
。
笹
浪
事
務
局
長
に
後
日
面

接
し
、
読
売
ク
ラ
ブ
と
契
約
に
至
っ
た
。

一
九
七
九
年
、
「
読
売
ク
ラ
ブ 

プ
ー
マ 

サ
ッ
カ
ー
教
室
」
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
コ
ー
チ

役
が
最
初
の
仕
事
に
な
っ
た
。
ゼ
ロ
か
ら
の
仕
事
だ
っ
た
の
で
、
手
探
り
な
が
ら
進
め
て
い
っ

た
。
サ
ッ
カ
ー
教
室
で
は
ジ
ョ
ー
ジ
、
ラ
モ
ス
ら
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
と
か
な
り
近
い

距
離
で
仕
事
を
し
た
。
特
に
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
で
プ
レ
ー
を
し
な
が
ら
、
技
術
、
戦
術
を
盗
む
こ

と
が
で
き
た
。

相
川
さ
ん
は
サ
ッ
カ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会
に
つ
い
て
も
見
識
が
あ
っ
た
の

で
、
様
々
な
角
度
か
ら
相
川
流
の
話
を
聞
い
た
。
中
学
時
代
か
ら
相
川
さ
ん
と
話
す
時
は
か
な

り
緊
張
し
た
が
年
を
重
ね
て
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
場
所
は
六
本
木
、
赤
坂
、
世
田
谷

辺
り
の
相
川
さ
ん
馴
染
み
の
バ
ー
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
ち
ら
か
ら
、
話
が
あ
る
と
誘
え
ば

断
る
こ
と
な
く
い
つ
も
付
き
合
っ
て
く
れ
た
。
大
概
、
相
川
さ
ん
が
喋
っ
て
い
る
が
、
過
去
を

問
う
よ
り
、
前
向
き
な
内
容
が
多
か
っ
た
の
で
、
話
し
終
わ
っ
た
後
に
気
分
転
換
で
き
た
自
分

が
い
て
、
プ
ラ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貰
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

相
川
さ
ん
が
、
成
績
不
振
を
理
由
に
、
読
売
ク
ラ
ブ
を
辞
め
る
時
は
寂
し
か
っ
た
。
が
、

「
プ
ロ
コ
ー
チ
の
宿
命
だ
か
ら
」
と
相
川
さ
ん
は
潔
か
っ
た
。
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
夜
中
に
荷
物
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の
整
理
を
し
て
い
た
姿
や
、
「
コ
ー
チ
は
チ
ー
ム
を
持
つ
こ
と
。
チ
ー
ム
を
持
て
ば
目
標
が
で

き
る
。
」
「
明
日
、
職
安
へ
行
っ
て
コ
ー
チ
の
職
を
探
す
ん
だ
。
」
と
い
う
リ
ア
ル
な
言
葉
が

読
売
ク
ラ
ブ
で
の
最
後
だ
っ
た
。

相
川
さ
ん
が
読
売
を
離
れ
て
か
ら
も
、
年
に
二
、
三
回
は
会
っ
て
話
を
聞
い
て
い
た
。
二
〇

〇
〇
年
頃
、
自
分
が
ガ
ン
バ
大
阪
の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
で
仕
事
を
し
て
い
る
時
に
電
話
を
貰
っ
た
。

和
光
国
際
高
校
の
若
い
良
い
上
が
り
目
の
Ｍ
Ｆ
選
手
が
い
る
か
ら
要
ら
な
い
か
と
い
う
内
容

だ
っ
た
。
監
督
の
早
野
と
相
談
し
て
テ
ス
ト
生
で
大
阪
ま
で
来
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

神
奈
川
県
出
身
の
早
野
は
高
校
時
代
に
国
体
選
抜
コ
ー
チ
の
相
川
さ
ん
に
発
掘
さ
れ
た
選
手

と
い
う
繋
が
り
が
あ
り
、
二
人
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
選
手
を
ホ
テ
ル
で
休
ま
せ
、
三
人
で

焼
肉
屋
で
食
事
を
し
て
飲
ん
だ
。
サ
ッ
カ
ー
話
や
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
。
二
次
会
で
茨
木
駅

そ
ば
の
ス
ナ
ッ
ク
に
行
っ
た
。
相
川
さ
ん
は
楽
し
そ
う
に
和
洋
の
バ
ラ
ー
ド
系
の
曲
を
歌
っ
た
。

ち
あ
き
な
お
み
の
「
喝
采
」
が
十
八
番
だ
っ
た
。
自
分
も
早
野
も
こ
ん
な
に
相
川
さ
ん
が
カ
ラ

オ
ケ
好
き
か
と
初
め
て
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
分
た
ち
も
歌
は
好
き
な
の
だ
が
こ
の
夜
の
相

川
さ
ん
は
歌
い
ま
く
っ
た
。

翌
日
、
テ
ス
ト
生
は
練
習
に
参
加
し
、
相
川
さ
ん
も
ガ
ン
バ
の
練
習
を
見
た
。
同
じ
ポ
ジ

シ
ョ
ン
の
二
川
の
セ
ン
ス
を
認
め
、
褒
め
て
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
聞
け
ば
テ
ス
ト
生
は
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小
学
生
の
時
か
ら
育
て
上
げ
て
き
た
選
手
で
、
イ
タ
リ
ア
ま
で
相
川
さ
ん
自
身
が
直
接
売
り
込

み
に
行
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
時
期
は
、
サ
ッ
カ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
、
選
手
の
海
外
進
出
を
手
掛
け
る

仕
事
も
や
っ
て
い
た
。
テ
ス
ト
生
の
ガ
ン
バ
入
り
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
公
私
に
違
う
イ
メ
ー

ジ
の
相
川
さ
ん
を
見
た
時
だ
っ
た
。

柏
レ
イ
ソ
ル
で
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
年
に
三
〜
四
回
は
会
っ
た
。
赤
坂
で
飲

む
こ
と
が
多
か
っ
た
。
昼
の
一
時
か
ら
夜
中
の
三
時
ま
で
飲
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。
相
川
さ
ん

が
指
導
す
る
駿
台
学
園
や
日
本
学
園
で
の
チ
ー
ム
作
り
、
選
手
育
成
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
三

十
年
前
と
変
わ
ら
な
い
サ
ッ
カ
ー
へ
の
情
熱
を
持
っ
た
相
川
さ
ん
を
感
じ
て
い
た
。
常
に
最
先

端
の
世
界
の
サ
ッ
カ
ー
の
動
き
や
日
本
代
表
の
サ
ッ
カ
ー
を
自
己
流
に
分
析
、
批
評
す
る
姿
は

相
川
さ
ん
ら
し
か
っ
た
。

一
度
、
柏
の
ス
タ
ジ
ア
ム
に
招
待
し
た
ら
、
足
を
運
ん
で
く
れ
た
。
自
分
は
強
化
本
部
長
で

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
は
石
崎
監
督
の
時
代
だ
っ
た
。
レ
イ
ソ
ル
の
サ
ッ
カ
ー
を
見
せ
る
の
が
少
し
気

恥
ず
か
し
か
っ
た
。
相
川
さ
ん
は
フ
ラ
ン
サ
の
能
力
は
認
め
つ
つ
、
現
代
サ
ッ
カ
ー
に
あ
の
よ

う
な
選
手
を
い
か
に
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
る
か
の
困
難
さ
と
喜
び
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
。
も
し
か

し
た
ら
、
読
売
創
設
期
の
ジ
ョ
ー
ジ
与
那
城
を
い
か
に
チ
ー
ム
に
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
る
か
、
そ
し

て
チ
ー
ム
を
勝
た
せ
る
の
か
を
思
い
出
し
つ
つ
、
現
代
の
一
〇
番
の
選
手
の
行
き
場
を
思
っ
て
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い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
偉
大
な
チ
ー
ム
よ
り
、
記
憶
に
残
る
偉
大
な
選
手
を
作
り
上
げ
ろ
。
」
　
相
川
さ
ん
が
好

き
だ
っ
た
そ
の
言
葉
を
思
い
出
す
。

と
り
と
め
の
な
い
文
章
に
な
り
ま
し
た
が
お
許
し
く
だ
さ
い
。
ま
だ
ま
だ
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
が
あ
っ
た
四
十
二
年
間
。

こ
れ
か
ら
も
、
相
川
さ
ん
は
自
分
の
中
で
生
き
て
い
く
で
し
ょ
う
。

◇
 

竹
本
一
彦
氏
は
、
山
手
学
院
サ
ッ
カ
ー
部 
（
三
期
生
）
で
の
教
え
子
で
も
あ
り
ま
す
。
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第
一
部
　
相
川
コ
ー
チ
に
捧
ぐ

五
章
　
ユ
ー
ス
世
代
関
係

※

　
一
九
八
七
年
　
〜
　
二
〇
〇
〇
年
こ
ろ

埋
も
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
求
め
て

読
売
ク
ラ
ブ
の
監
督
辞
任
の
後
、

相
川
は
あ
っ
さ
り
と
サ
ッ
カ
ー
を

捨
て
て
外
資
系
医
療
機
器
販
売
の

営
業
に
転
じ
た
か
に
見
え
た
が
、

実
際
に
は
Ｊ
リ
ー
グ
予
備
軍
と
な

る
ユ
ー
ス
世
代
で
の
選
手
発
掘
を

始
め
た
。
コ
ー
チ
を
極
め
る
と
は
、

勝
負
の
世
界
で
の
「
勝
利
」
を
達

成
す
る
と
し
た
相
川
は
、
実
際
に

全
国
大
会
を
目
標
と
す
る
高
校

チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
を
務
め
る
傍
ら

で
少
年
サ
ッ
カ
ー
や
素
人
チ
ー
ム

の
グ
ラ
ン
ド
に
も
現
わ
れ
、
逸
材

の
発
掘
を
夢
見
た
。
ま
た
晩
年
に

は
、
母
校
栄
光
学
園
の
コ
ー
チ
に

も
就
任
し
、
相
川
サ
ッ
カ
ー
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
確
か
め
る
よ
う
に
「
コ
ー

チ
の
目
」
で
原
点
に
回
帰
し
て
い

た
。

1985 昭和60

昭和63

平成1

1990

平成5

1995

平成10

2000 杉並FCコーチ FISCO設立

日本学園コーチ

2002 FIFA ワールドカップ 韓国・日本

桐蔭学園
ほか強化
コーチ

外資系
医療機器
メーカー
勤務



相
川
さ
ん
を
偲
ん
で

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
イ
メ
ー
ジ
・
ス
ポ
ー
ツ
（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
代
表
、
ア
シ
ス
ト
会
長

元
読
売
ク
ラ
ブ
選
手

澤
井
光
彦

今
か
ら
十
三
年
前
、
読
売
Ｓ
Ｃ
時
代
の
友
人
か
ら
相
川
さ
ん
が
埼
玉
県
の
和
光
国
際
高
校
で

土
日
に
指
導
し
て
い
る
と
聞
き
会
い
に
行
っ
た
の
が
二
十
二
年
ぶ
り
の
再
会
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
経
っ
た
頃
か
、
「
人
生
の
最
後
を
サ
ッ
カ
ー
で
終
わ
り
た
い
。
」
と
言
わ
れ

恩
師
と
仕
事
を
す
る
戸
惑
い
も
あ
っ
た
が
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
イ
メ
ー
ジ
・
ス
ポ
ー
ツ
株
式
会
社

（
略
称
：
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、
相
川
さ
ん
が
社
名
を
決
め
た
）
を
立
ち
上
げ
た
。

す
ぐ
に
、
杉
並
ユ
ー
ス
、
國
學
院
久
我
山
高
校
、
日
本
学
園
高
校
、
駿
台
学
園
高
校
と
、
さ

す
が
に
、
知
名
度
抜
群
で
、
次
か
ら
次
ぎ
へ
と
、
指
導
依
頼
の
話
を
頂
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
順
調
に
来
て
い
た
と
こ
ろ
三
年
前
突
然
入
院
し
た
、
と
連
絡
が
入
り
見
舞
い

に
行
っ
た
。

変
な
話
だ
が
、
病
院
で
の
相
川
さ
ん
の
方
が
、
血
色
も
良
く
、
元
気
な
顔
を
し
て
い
た
の
で

安
心
し
た
。
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病
名
は
「
糖
尿
病
」
が
か
な
り
進
行
し
て
い
て
、
心
臓
・
目
に
合
併
症
が
出
て
い
た
。
そ
れ

で
も
、
食
事
制
限
と
服
薬
と
定
期
検
診
を
条
件
に
暫
く
し
て
退
院
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
元
気

な
頃
の
、
緊
張
感
を
与
え
る
、
相
川
さ
ん
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
立
つ
と
体
に
力
が
入
ら

ず
フ
ラ
フ
ラ
と
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
酒
好
き
だ
っ
た
の
で
食
事
制
限
は
す
る
も
の
の
酒
は
続

け
て
い
た
。
酒
の
力
で
か
、
呑
む
と
相
川
節
が
聞
け
た
。
止
め
た
こ
と
も
あ
る
が
、

「
俺
は
ア
ル
中
だ
か
ら
、
呑
む
し
か
な
い
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
な
り
に
制
限
し
て
い
る
。
」

と
、
冗
談
を
言
い
聞
く
耳
を
持
た
な
か
っ
た
。
お
互
い
、
必
要
な
時
に
連
絡
を
取
り
合
い
会
っ

て
い
た
の
で
、
訃
報
を
聞
い
て
残
念
だ
っ
た
が
、
驚
き
は
し
な
か
っ
た
。
仕
事
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
人
生
の
ベ
ス
ト
な
相
談
者
と
し
て
頼
り
に
し
て
い
た
だ
け
に
ポ
ッ
カ

リ
と
穴
が
開
い
て
し
ま
っ
た
。

「
人
を
愛
さ
な
け
れ
ば
、
コ
ー
チ
は
出
来
な
い
。
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

そ
の
通
り
の
人
だ
っ
た
。

亡
く
な
っ
て
寂
し
い
が
、
「
楽
に
な
れ
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。
」
と
も
思
う
。

自
分
が
自
分
で
な
い
辛
さ
を
、
き
っ
と
、
感
じ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

ご
冥
福
を
祈
り
、
相
川
さ
ん
が
名
付
け
の
親
で
あ
る
会
社
を
し
っ
か
り
と
守
り
続
け
る
。
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別
れ
の
言
葉

神
奈
川
サ
ッ
カ
ー 

リ
ー
ダ
ー
ズ 

ス
ク
ー
ル
受
講
者 

宗
形
　
弘

相
川
氏
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
一
九
七
五
年
（
昭
和
五
十
年
）
四
月
十
二
日
、
神
奈

川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の
第
一
回
コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
し
た
。
当
時
の
相
川
氏
は
県
協

会
の
技
術
委
員
長
、
お
よ
び
読
売
ク
ラ
ブ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
コ
ー
チ
で
し
た
。

い
ま
考
え
る
と
、
私
は
「
蹴
球
」
？
を
し
て
い
て
、
相
川
さ
ん
か
ら
「
サ
ッ
カ
ー
」
を
教
え

て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

相
川
氏
の
言
動
は
、
当
時
の
私
に
は
、
よ
く
理
解
で
き
ず
、
読
売
ク
ラ
ブ
の
試
合
を
、
仕
事

を
休
ん
で
見
に
行
き
、
検
証
し
て
い
ま
し
た
。

読
売
ク
ラ
ブ
が
、
日
本
リ
ー
グ
の
入
れ
替
え
戦
に
勝
っ
た
と
き
、
試
合
後
、
西
が
丘
サ
ッ

カ
ー
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
下
り
て
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
た
ら
「
お
元
気
で
す

か
」
と
握
手
し
て
く
だ
さ
り
大
感
激
で
し
た
。
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相
川
さ
ん
の
考
え
の
一
端
で
あ
る
、
相
手
の
逆
を
取
る
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
を
、
こ
れ
か
ら
も
、

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
川
さ
ん
の
頭
脳
、
人
間
と
し
て
の
器
の
大
き
さ
な
ど
を
考
え
る
と
、
代
表
チ
ー
ム
の
監
督

に
な
っ
て
も
よ
い
人
材
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時
の
日
本
協
会
の
幹
部
（
丸
の
内
組
）
の
見

識
の
な
さ
が
嘆
か
わ
し
い
気
持
ち
で
す
。

・
・
・
本
当
に
惜
し
い
人
を
な
く
し
た
・
・
・
。
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私
と
相
川
さ
ん

元
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
総
監
督
、
元
桐
蔭
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
監
督

李
　
国
秀

二
〇
一
一
年
二
月
某
日
、
相
川
さ
ん
の
訃
報
の
知
ら
せ
を
電
話
で
聞
い
た
。
お
驚
き
、
落
胆

よ
り
、
逝
っ
て
し
ま
っ
た
か
？
　
と
。

思
い
返
す
と
、
私
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
の
節
目
に
必
ず
彼
が
登
場
す
る
。

私
と
相
川
亮
一
さ
ん
と
の
関
係
は
と
て
も
縁
が
深
く
波
長
の
合
う
人
だ
と
思
う
。

あ
る
時
、
あ
る
人
が
、
相
川
さ
ん
は
李
さ
ん
の
サ
ッ
カ
ー
の
師
匠
で
す
か
？
と
、
聞
く
人
が

い
た
。
そ
の
時
は
、
妙
な
事
を
聞
く
も
ん
だ
な
、
と
思
っ
た
。

私
と
相
川
さ
ん
と
の
関
係
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
？
と
、
彼
の
死
を
通
し
て
考
え
て
み
た
が

言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
。
敢
え
て
申
せ
ば
「
そ
よ
風
の
よ
う
な
関
係
」
と
思
っ
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
界
の
現
状
や
未
来
に
つ
い
て
、
育
っ
た
読
売
ク
ラ
ブ
の
事
な
ど
。
と
に
か
く
サ
ッ

カ
ー
一
色
、
真
っ
直
ぐ
な
人
だ
。
名
が
欲
し
い
と
言
う
わ
け
で
も
な
く
。
金
が
欲
し
い
と
言
う

で
も
な
し
。
一
昔
前
の
侍
の
よ
う
な
潔
さ
を
持
っ
て
い
る
人
だ
っ
た
。

私
と
は
常
に
対
等
に
接
し
て
く
れ
た
し
、
私
の
サ
ッ
カ
ー
感
に
対
し
て
も
認
め
て
頂
い
た
と

信
じ
て
い
る
。
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一
九
七
四
年
、
七
五
年
の
読
売
ク
ラ
ブ
選
手
時
代
。
練
習
を
終
え
小
田
急
よ
み
う
り
ラ
ン
ド

か
ら
登
戸
へ
。

南
武
線
に
乗
り
換
え
、
武
蔵
小
杉
。
東
横
線
に
乗
り
換
え
相
川
さ
ん
は
白
楽
で
下
車
す
る
の

だ
が
。

そ
の
間
サ
ッ
カ
ー
の
話
を
夢
中
に
し
た
事
が
懐
か
し
い
。
相
川
さ
ん
は
「
李
、
こ
の
形
な
ら

ど
の
様
に
打
開
す
る
？
　
こ
の
ケ
ー
ス
は
？ 

」
と
、
質
問
攻
め
。
そ
れ
に
対
し
私
が
答
え
る
形

の
話
が
続
く
。
そ
の
後
、
私
が
香
港
の
プ
ロ
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
ヒ
ル
へ
行
く
時
も
、
そ
こ
の
監
督

は
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
合
宿
で
一
緒
だ
っ
た
、
と
教
え
て
く
れ
た
。
ト
ラ
イ
ス
タ
ー
時

代
は
読
売
の
若
い
選
手
達
を
引
き
連
れ
た
相
川
さ
ん
と
対
戦
。
試
合
後
な
ど
歓
談
し
た
事
で
縁

が
続
い
た
と
思
う
。

一
九
八
七
年
私
が
桐
蔭
学
園
を
指
導
す
る
事
が
決
ま
り
、
何
時
の
日
だ
っ
た
か
彼
が
桐
蔭
グ

ラ
ン
ド
に
現
れ
る
。
彼
は
「
李
、
お
願
い
が
有
る
の
だ
が
」
と
。
「
選
手
に
は
直
接
話
は
し
な

い
か
ら
側
で
見
さ
せ
て
く
れ
な
い
か
」
と
言
っ
て
き
た
。
次
に
「
ベ
ン
チ
に
座
ら
せ
く
れ
」
と

言
う
の
で
彼
の
希
望
通
り
に
し
た
。

彼
と
は
育
成
論
を
話
し
た
事
も
、
戦
術
を
語
っ
た
事
も
な
い
が
、
時
々
試
合
に
現
れ
て
は
私

の
話
を
聞
い
て
く
れ
た
。
そ
し
て
自
分
の
考
え
を
言
う
。
互
い
に
語
る
中
で
成
長
、
変
化
、
こ
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の
先
の
よ
う
な
会
話
が
弾
ん
だ
も
の
だ
。
こ
の
間
、
桐
蔭
学
園
学
校
関
係
者
は
、
彼
を
知
る
人

は
い
な
い
。
で
は
彼
は
何
者
な
の
か
？

私
の
良
き
相
談
相
手
と
し
て
「
桐
蔭
時
代
を
一
緒
に
懸
け
た
同
士
だ
」
、
こ
ん
な
こ
と
書
い

た
ら
天
国
で
「
バ
カ
ヤ
ロ
ー
！ 

」
と
言
っ
て
る
か
な
。

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
監
督
時
代
は
、
特
に
連
絡
は
無
く
、
彼
の
気
が
向
く
ま
ま
の
関
係
が
続
い
た
。

二
〇
〇
一
年
私
が
韓
国
プ
ロ
リ
ー
グ
に
参
戦
す
る
企
画
を
持
っ
て
い
た
。
結
果
的
に
は
形
に

は
な
ら
な
か
っ
た
が
同
じ
目
線
、
情
熱
で
参
加
頂
い
た
。

二
〇
〇
三
年
厚
木
の
地
で
サ
ッ
カ
ー
パ
ー
ク
を
や
り
た
い
の
だ
が
？
　
と
相
談
。
こ
の
時
も

親
身
に
変
わ
ら
ぬ
応
援
を
頂
い
た
。
こ
う
書
い
て
い
な
が
ら
思
っ
た
私
と
相
川
亮
一
、
似
た
も

の
同
士
？
同
志
？ 

と
言
っ
た
ら
私
を
褒
め
す
ぎ
か
な
。

◇

　
李
　
国
秀
氏
は
、
神
奈
川
県
横
浜
市
出
身
の
元
サ
ッ
カ
ー
選
手
お
よ
び
サ
ッ
カ
ー
指
導
者
。
現
役
時
代
は
攻

撃
的
Ｍ
Ｆ
と
し
て
読
売
ク
ラ
ブ
な
ど
で
活
躍
。
横
浜
ト
ラ
イ
ス
タ
ー
、
桐
蔭
学
園
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
で
の
指
導
を
経

て
一
九
九
九
年
か
ら
は
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
川
崎
の
「
総
監
督
」
で
最
後
の
指
揮
官
と
な
る
。
読
売
退
団
後
、
二
〇
〇
三
年

か
ら
神
奈
川
県
厚
木
市
に
開
場
し
た
フ
ッ
ト
サ
ル
場
経
営
お
よ
び
指
導
者
と
し
て
少
年
選
手
・
指
導
者
の
育
成
を
重

視
し
て
い
る
。
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相
川
さ
ん
に
教
わ
っ
た
こ
と

元
國
學
院
久
我
山
高
校
サ
ッ
カ
ー
部 

監
督

藤
原
英
吾

相
川
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
三
十
年
以
上
も
前
の
神
奈
川
県
の
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
ダ
ー
・
ス

ク
ー
ル
、
今
で
言
う
Ｃ
級
コ
ー
チ
講
習
で
あ
っ
た
。
そ
の
講
師
が
、
当
時
、
読
売
ク
ラ
ブ
の
監

督
で
あ
ら
れ
た
相
川
亮
一
氏
で
あ
っ
た
。
氏
が
、
Ｃ
級
コ
ー
チ
の
講
習
に
百
時
間
に
も
及
ぶ
時

間
を
割
い
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
熱
意
か
ら
し
て
並
外
れ
て
い
ら

し
た
。
当
時
、
サ
ッ
カ
ー
指
導
者
講
習
の
初
級
に
当
た
る
リ
ー
ダ
ー
・
ス
ク
ー
ル
の
講
習
時
間

は
、
東
京
都
や
他
県
で
は
十
時
間
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
百
時
間
と
言
え
ば
、
今
の
Ｓ
級
と
同
じ

ぐ
ら
い
の
時
間
で
あ
る
。
そ
れ
も
日
本
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
の
監
督
で
あ
る
相
川
氏
か

ら
サ
ッ
カ
ー
の
何
た
る
か
を
、
読
売
ク
ラ
ブ
の
強
さ
の
秘
密
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
こ
ろ
は
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー
は
、
ま
だ
組
織
と
し
て
の
プ
ロ
が
な
く
、
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

は
日
本
リ
ー
グ
で
あ
り
、
当
然
ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
り
企
業
チ
ー
ム
が
主
体
で
あ
っ
た
。
そ
の
中

で
も
プ
ロ
軍
団
読
売
ク
ラ
ブ
が
苦
節
十
年
、
日
本
リ
ー
グ
二
部
（
地
域
リ
ー
グ
時
代
も
含
め

て
）
を
経
て
、
日
本
リ
ー
グ
一
部
に
上
が
り
、
強
豪
と
言
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
そ
の
個
性
あ
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る
プ
ロ
軍
団
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
才
能
あ
ふ
れ
る
、
や
や
不
良
な
（
ご
め
ん
な
さ
い
）
軍
団
を
日

本
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
ま
と
め
あ
げ
た
の
が
氏
で
あ
る
と
今
で
も
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
そ
の
読

売
ク
ラ
ブ
監
督
で
あ
る
氏
が
ど
ん
な
サ
ッ
カ
ー
観
、
サ
ッ
カ
ー
哲
学
、
戦
略
、
戦
術
を
抱
い
て

い
る
の
か
勉
強
し
た
く
て
講
習
を
受
け
た
の
が
出
会
い
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
相
川
さ
ん
か
ら

サ
ッ
カ
ー
の
何
た
る
か
と
い
う
こ
と
、
サ
ッ
カ
ー
を
頭
で
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
大
い
に
教
え

て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
そ
の
当
時
、
早
稲
田
大
学
ア
式
蹴
球
部
に
在
籍
し
て
い
た
私
は
読
売
ク
ラ
ブ
と
の
練

習
試
合
で
も
ず
い
ぶ
ん
と
影
響
を
う
け
た
。
早
稲
田
大
学
は
監
督
が
堀
江
忠
男
先
生
、
コ
ー
チ

が
宮
本
征
勝
さ
ん
で
、
両
先
輩
と
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
で
あ
り
、
そ
の
薫
陶
を
十
分

に
受
け
た
早
稲
田
は
、
大
学
で
は
強
豪
で
あ
っ
た
が
、
日
本
リ
ー
グ
の
読
売
ク
ラ
ブ
に
何
度
と

な
く
胸
を
借
り
た
。

読
売
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
、
ラ
モ
ス
、
戸
塚
、
都
並
と
日
本
代
表
の
そ

う
そ
う
た
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
強
か
っ
た
。
上
手
か
っ
た
。
コ
テ
ン
パ
ン
に
や
ら
れ
た
。
お

ま
け
に
誰
と
は
言
え
な
い
が
、
肘
打
ち
を
何
度
と
な
く
食
ら
っ
た
。
ワ
ン
・
ツ
ー
の
時
、
何
度

も
足
を
か
け
ら
れ
た
。
ず
る
か
っ
た
。
何
を
や
ら
れ
よ
う
と
学
生
で
あ
る
早
稲
田
は
宮
本
さ
ん
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か
ら
、
黙
っ
て
や
れ
と
言
わ
れ
た
。
こ
ち
ら
の
せ
め
て
も
の
抵
抗
は
、
正
当
に
激
し
く
戦
っ
て

前
半
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
下
ろ
し
て
プ
レ
ー
し
て
い
た
読
売
の
選
手
が
後
半
か
ら
脛
当
て
を
つ
け

て
出
て
き
た
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

私
が
身
を
も
っ
て
サ
ッ
カ
ー
の
何
た
る
か
を
叩
き
込
ま
れ
た
の
も
相
川
さ
ん
か
ら
教
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。

余
談
と
な
る
が
、
そ
の
当
時
、
私
が
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
て
、
今
、
現
在
で
も
通
用
す
る

い
く
つ
か
の
本
物
と
い
え
る
も
の
を
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
メ
キ
シ
コ
五
輪
銅
メ
ダ
ル
組
の

確
固
た
る
技
術
。
勝
負
に
対
す
る
早
稲
田
魂
。
そ
し
て
、
相
手
の
裏
を
取
る
、
読
売
ク
ラ
ブ
の

技
術
、
戦
術
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
時
を
経
て
、
私
が
國
學
院
久
我
山
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
監
督
を
し
て
い
た
時
期

に
ま
た
縁
あ
っ
て
、
改
め
て
氏
か
ら
サ
ッ
カ
ー
の
何
た
る
か
を
ご
教
授
し
て
い
た
だ
く
機
会
を

得
た
。
特
別
コ
ー
チ
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
部
を
指
導
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
私
自
身
に
も

サ
ッ
カ
ー
の
こ
と
も
含
め
て
、
人
世
に
お
い
て
も
勉
強
と
な
る
数
々
の
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
こ
ろ
氏
は
、
外
資
系
企
業
の
バ
リ
バ
リ
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
Ｇ
Ｅ
系
の
企
業
に
勤
め
て
お

285



ら
れ
た
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
チ
の
話
を
う
か
が
っ
た
時
に
は
、
興
味
も
わ
き
参
考
に
も
な
っ

た
こ
と
を
思
い
出
す
。

一
方
、
久
我
山
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
の
方
も
、
久
我
山
は
東
京
の
代
表
に
な
る
ぐ
ら
い
の
チ
ー

ム
で
あ
っ
た
の
で
決
し
て
弱
く
は
な
か
っ
た
が
、
よ
り
上
を
目
指
し
、
結
果
も
サ
ッ
カ
ー
の
内

容
も
よ
り
高
み
を
目
指
し
、
全
国
の
強
豪
を
目
指
し
、
氏
を
招
聘
し
て
、
実
際
に
強
く
な
り
、

内
容
も
良
く
な
っ
た
。
わ
ず
か
二
年
間
の
短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
も
う
少
し
お
世
話
に
な
っ

て
い
れ
ば
と
残
念
で
な
ら
な
い
。

そ
の
後
、
私
は
機
会
あ
っ
て
母
校
、
早
稲
田
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
コ
ー
チ
と
し
て
五
年
ほ
ど
手

伝
う
こ
と
に
な
っ
た
。
早
稲
田
も
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
の
、
さ
ら
に
そ
の
下
の
東
京
都

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
に
低
迷
し
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
関
東
二
部
に
上
が
り
優
勝
し
て
、
関
東

一
部
に
上
が
り
、
リ
ー
グ
戦
で
優
勝
こ
そ
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
学
選
手
権
で
は
日
本
一
に
な

る
こ
と
が
で
き
た
。
学
生
の
指
導
を
し
て
い
た
時
に
も
東
京
都
リ
ー
グ
で
あ
ろ
う
が
、
関
東
二

部
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
一
に
な
る
チ
ー
ム
の
選
手
で
あ
ろ
う
が
サ
ッ
カ
ー
を
志
す
選
手
へ
の
指

導
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
氏
の
教
え
が
常
に
あ
っ
た
。
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そ
し
て
、
現
在
は
中
学
生
を
指
導
し
て
い
る
が
、
相
川
氏
に
ご
教
授
い
た
だ
い
た
数
々
の
こ

と
が
今
で
も
生
き
て
い
る
。
熱
意
を
も
っ
て
指
導
す
る
こ
と
。
サ
ッ
カ
ー
を
追
求
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
で
あ
れ
、
高
校
生
で
あ
れ
、
中
学
生
で
あ
れ
、
ま
た
上
手
い

下
手
に
関
係
な
く
サ
ッ
カ
ー
に
志
あ
る
者
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
何
た
る
か
を
教
え
、
人
生
の
何

た
る
か
を
教
え
る
姿
勢
は
、
相
川
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、
私
の
中
に
生

き
て
お
り
、
私
の
か
か
わ
っ
た
チ
ー
ム
の
選
手
の
中
に
生
き
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
う
、
相
川
さ
ん
と
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
談
議
が
で
き
な
く
て
残
念
で

な
り
ま
せ
ん
。

相
川
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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追
悼
文

日
本
学
園
高
等
学
校
　
サ
ッ
カ
ー
部
監
督 

石
塚
理
人

相
川
氏
と
の
出
会
い
は
、
高
校
進
学
を
控
え
た
入
学
予
定
の
桐
蔭
学
園
高
校
の
練
習
に
参
加

し
た
と
き
で
あ
る
。
高
校
入
学
と
は
、
相
川
氏
は
週
末
の
試
合
で
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
る
が
、

ほ
と
ん
ど
話
し
た
記
憶
は
な
く
、
謎
の
多
い
コ
ー
チ
な
ど
と
皆
で
話
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

あ
る
転
機
で
私
が
就
職
口
を
探
し
て
い
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
日
本
学
園
で
四
年
間
共
に
指
導

さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。

私
は
、
多
く
の
指
導
者
の
下
修
業
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
中
の
一
人
で
あ
る
相
川
氏
に
は

コ
ー
チ
と
し
て
の
考
え
る
楽
し
さ
を
他
の
指
導
者
と
は
違
っ
た
観
点
で
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。

言
葉
に
す
る
の
は
大
変
だ
が
、
大
学
時
代
の
選
手
と
し
て
の
悩
み
を
丁
寧
に
解
決
し
て
く
れ
た
。

例
え
ば
、
「
な
ぜ
慌
て
て
プ
レ
ー
す
る
の
だ
ろ
う
」
「
Ｍ
Ｆ
の
役
割
と
は
」
「
決
定
力
不
足
の

原
因
は
」
な
ど
。
そ
ん
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
日
々
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
相
川
氏
は
ア
イ
デ
ア
を
だ
し

改
善
し
て
い
く
の
が
は
っ
き
り
と
見
て
分
か
る
事
が
私
に
と
っ
て
新
鮮
で
毎
日
の
練
習
が
楽
し

み
で
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
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相
川
氏
は
い
つ
も
攻
撃
サ
ッ
カ
ー
を
夢
見
て
、
「
プ
レ
ス
の
破
り
方
」
「
フ
ラ
ッ
ト
ラ
イ
ン

の
破
り
方
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
題
材
に
研
究
し
て
い
た
。
そ
れ
を
個
々
の
能
力
で
打
開
す
る

の
で
は
な
く
、
チ
ー
ム
の
ボ
ー
ル
の
動
か
し
方
で
打
開
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
戦

術
的
な
崩
し
で
あ
る
。
様
々
の
こ
と
を
試
し
て
い
た
。
無
駄
で
は
？ 

と
思
う
こ
と
が
、
後
に
つ

な
が
っ
て
い
て
驚
い
た
な
ん
て
こ
と
も
あ
っ
た
。
サ
ッ
カ
ー
は
時
代
と
と
も
に
進
化
し
て
い
る
。

そ
れ
を
コ
ー
チ
は
論
理
的
に
、
そ
し
て
選
手
に
は
感
覚
的
に
成
長
さ
せ
て
い
く
。

ま
た
、
日
々
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
「
選
手
は
頭
で
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
そ
の
場
で
実
践
す
る

こ
と
が
大
事
」
と
い
う
言
葉
を
発
し
て
い
た
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る

言
葉
で
あ
っ
た
。
要
求
は
正
直
難
し
く
、
プ
ロ
に
な
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
偶
然
で
ゴ
ー

ル
を
決
め
よ
う
と
思
う
と
プ
ロ
と
し
て
は
生
き
て
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
る
指
導

で
あ
る
。

日
本
学
園
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
関
係
も
あ
り
、
ハ
ー
フ
コ
ー
ト
に
も
満
た
な
い
中
で
ゲ
ー

ム
形
式
の
練
習
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
ま
た
ゲ
ー
ム
し
て
る
よ
！ 

」
と
い
う
イ
メ
ー
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ジ
を
抱
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
毎
回
攻
撃
な
り
、
守
備
な
り
の
テ
ー
マ
が
あ
っ
た
。
技
術

面
や
戦
術
が
テ
ー
マ
だ
っ
た
り
と
。
こ
れ
を
選
手
は
週
単
位
で
習
得
し
て
い
く
わ
け
で
、
選
手

の
プ
レ
ー
に
コ
ー
チ
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
ふ
れ
出
て
い
く
。

そ
し
て
、
練
習
・
試
合
毎
に
必
ず
レ
ポ
ー
ト
が
メ
ー
ル
で
送
付
さ
れ
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の

指
導
の
他
に
、
記
録
を
残
す
こ
と
の
大
切
さ
は
勉
強
に
な
っ
た
。
レ
ポ
ー
ト
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
で
は
決
し
て
メ
モ
す
る
事
は
な
い
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
指
導
し
た
こ
と
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

内
容
で
あ
る
。

い
つ
も
選
手
の
成
長
を
待
ち
、
個
性
あ
る
選
手
の
た
め
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

り
上
げ
て
い
た
の
が
わ
か
る
。
サ
ッ
カ
ー
と
は
決
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
る
も
の
で
は
な
く

選
手
の
個
性
に
依
存
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
指
導
を
し
て
き
た
。

今
後
は
、
一
緒
に
学
ん
だ
私
を
含
め
た
指
導
者
た
ち
が
、
技
術
の
あ
る
、
攻
撃
サ
ッ
カ
ー
を

見
せ
た
い
と
い
う
思
い
を
継
承
し
て
い
き
た
い
。
日
本
に
も
素
晴
ら
し
い
指
導
者
が
い
る
こ
と

を
証
明
す
る
の
は
我
々
教
え
子
た
ち
だ
。
そ
ん
な
思
い
を
毎
日
忘
れ
ず
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
と
共
に
、
相
川
氏
に
負
け
な
い
指
導
者
に
な
り
た
い
。
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相
川
さ
ん
と
過
ご
し
た
四
年
間

駿
台
学
園
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部 

監
督 

浦
田
尚
希

相
川
さ
ん
と
出
会
っ
た
の
は
、
四
年
前
。
現
在
勤
務
し
て
い
る
駿
台
学
園
の
面
接
に
来
た
後

「
サ
ッ
カ
ー
部
の
監
督
と
話
し
て
み
な
い
か
」
と
事
務
長
の
蔵
田
さ
ん
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
お

会
い
し
た
の
が
最
初
で
あ
っ
た
。
話
し
た
内
容
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
な
い
が
、
こ
の
人
の
下
で

サ
ッ
カ
ー
の
指
導
が
で
き
る
こ
と
が
楽
し
み
だ
と
思
っ
た
事
を
覚
え
て
い
る
。

練
習
の
内
容
は
、
七
対
七
、
八
対
八
の
ゲ
ー
ム
に
テ
ー
マ
を
与
え
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て

い
た
。
日
々
、
テ
ー
マ
を
変
え
、
サ
ッ
カ
ー
の
上
達
は
勿
論
の
事
、
生
徒
に
興
味
と
楽
し
さ
を

与
え
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
練
習
方
法
で
指
導
す
る
監
督
と
出
会
っ
た
の
は

初
め
て
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

シ
ス
テ
ム
は 

４
・
３
・
３
で
今
で
は
主
流
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

て
い
る
チ
ー
ム
は
少
な
か
っ
た
。
日
本
代
表
に
オ
シ
ム
が
就
任
し
た
時
代
で
あ
っ
た
が
、
相
川

さ
ん
の
言
っ
て
い
る
言
葉
の
後
に
新
聞
で
オ
シ
ム
が
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

感
動
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
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相
川
さ
ん
の
行
動
は
力
が
抜
け
て
い
て
格
好
良
か
っ
た
。
服
装
は
い
つ
も
グ
レ
ー
の
ウ
ィ
ン

ド
ブ
レ
ー
カ
ー
を
着
て
片
手
に
は
夕
刊
現
代
と
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
コ
ー
ヒ
ー
を
持
っ
て
赤
坂

か
ら
電
車
で
練
習
に
来
て
い
た
。
発
す
る
言
葉
の
一
つ
一
つ
に
芸
術
性
が
あ
り
、
生
徒
に
は
難

し
い
部
分
が
あ
っ
た
と
思
う
が
私
は
話
を
聞
く
の
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
。

あ
る
日
、
相
川
さ
ん
が
入
院
し
た
と
い
う
の
で
お
見
舞
い
に
行
っ
た
ら
、
ベ
ッ
ド
の
横
に

デ
ッ
ド
マ
ー
ル
・
ク
ラ
マ
ー
氏
の
写
真
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
は
、
尊
敬
す
る
師
匠
の
写
真
を

飾
っ
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
ら
、
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
が
直
々
に
相
川
さ
ん
に
励
ま
し
の
手
紙
を

送
っ
て
き
た
と
聞
い
て
び
っ
く
り
し
た
。
相
川
さ
ん
は
あ
ま
り
喜
び
の
感
情
を
表
に
出
さ
な
い

人
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

私
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
で
少
年
の
頃
は
読
売
ク
ラ
ブ
、
高
校
の
頃
は
、
桐
蔭
学
園
、
読
売
ユ
ー

ス
が
憧
れ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
い
つ
も
相
川
さ
ん
が
携
わ
っ
て
い
た
の
を
後
に
な
っ
て
聞
い

た
。
私
の
サ
ッ
カ
ー
人
生
に
常
に
憧
れ
の
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
人
に
最
期
出
会
え
た
こ
と
を

幸
せ
に
思
う
。
ま
た
、
指
導
し
た
最
後
の
時
間
を
共
に
過
ご
せ
た
事
を
光
栄
に
思
っ
て
い
る
。

相
川
さ
ん
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
指
導
を
受
け
継
ぎ
、
相
川
チ
ル
ド
レ
ン
と
し
て
後
世
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
う
。
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相
川
さ
ん
を
偲
ん
で

埼
玉
県
立
福
岡
高
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
部 

顧
問
会
長 

武
田
　
淳

私
の
机
上
に
一
冊
の
サ
ッ
カ
ー
指
導
書
が
あ
る
。
世
界
に
一
冊
し
か
な
い
指
導
書
で
あ
る
。

私
は
そ
れ
を
「
相
川
レ
ポ
ー
ト
」
と
呼
ん
で
い
る
。

そ
れ
に
は
、
「
練
習
で
の
問
題
点
や
解
決
方
法
」
、
「
試
合
の
内
容
や
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
」
、
時
に
は
「
日
本
代
表
の
サ
ッ
カ
ー
、
世
界
の
サ
ッ
カ
ー
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と
い
う

こ
と
ま
で
踏
み
込
ん
だ
も
の
や
、
あ
る
い
は
「
生
徒
の
心
の
中
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
家
族
や
環

境
」
、
「
人
と
し
て
の
在
り
方
」
と
い
っ
た
内
容
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
今
読
み
返
し
て
も

そ
の
時
の
光
景
が
思
い
出
せ
る
く
ら
い
細
か
に
書
い
て
あ
る
。
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
の
動
き
や

心
理
、
チ
ー
ム
の
向
か
う
べ
き
方
向
な
ど
、
褒
め
言
葉
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
は
厳
し
い
言
葉

な
の
だ
が
、
実
は
情
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
約
四
年
間
の
レ
ポ
ー
ト
が
一
冊
の
本
に
な
り
、
言
う

な
れ
ば
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
書
と
心
理
学
、
行
動
学
が
一
緒
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
。

相
川
さ
ん
と
は
本
当
に
千
載
一
遇
の
よ
う
な
出
会
い
だ
っ
た
。
私
が
埼
玉
県
立
和
光
国
際
高
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等
学
校
で
サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
問
を
し
て
い
る
時
、
田
中
さ
ん
（
部
員
だ
っ
た
生
徒
の
保
護
者
）

か
ら
紹
介
さ
れ
た
の
が
縁
だ
っ
た
。
指
導
を
受
け
る
に
当
た
り
、
正
直
受
け
入
れ
て
良
い
も
の

か
迷
っ
た
。
肩
書
き
を
聞
け
ば
、
さ
ら
に
驚
く
ば
か
り
。
こ
ん
な
名
も
な
き
高
校
で
本
当
に
指

導
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
と
思
う
反
面
、
指
導
者
と
し
て
の
自
分
の
プ
ラ
イ
ド
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
私
自
身
中
学
・
高
校
・
大
学
と
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
本
当
の
指

導
者
の
下
で
指
導
を
受
け
た
経
験
が
な
い
ま
ま
、
生
徒
に
指
導
し
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

自
分
も
勉
強
の
意
味
で
思
い
切
っ
て
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
時
、
私
自
身
が
も
っ
と

プ
ラ
イ
ド
を
誇
示
し
て
い
た
ら
、
断
わ
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
と
思
う
。

相
川
さ
ん
は
「
お
腹
の
出
た
普
通
の
お
や
じ
、
し
か
し
、
眼
光
は
鋭
く
、
気
難
し
い
人
」
と

い
う
の
が
私
の
第
一
印
象
だ
っ
た
。
週
末
は
ほ
と
ん
ど
練
習
を
見
て
い
た
だ
い
た
。
駐
車
場
に

相
川
さ
ん
の
シ
ル
バ
ー
の
チ
ェ
イ
サ
ー
（
当
時
乗
っ
て
い
た
）
の
車
が
止
ま
る
と
、
生
徒
た
ち

も
私
も
な
ぜ
か
緊
張
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
降
り
て
く
る
と
、
「
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｒ

Ｉ
」
の
名
前
が
入
っ
た
緑
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
裏
返
し
に
着
て
グ
ラ
ン
ド
に
出
て
く
る
姿
は
、
第

一
印
象
と
は
違
い
、
実
は
お
茶
目
な
の
か
と
思
う
ほ
ど
で
、
そ
の
姿
は
今
で
も
忘
れ
な
い
。
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練
習
は
基
礎
基
本
、
そ
れ
こ
そ
ボ
ー
ル
の
蹴
り
方
か
ら
教
わ
っ
た
。
当
然
、
こ
こ
に
集
ま
っ

て
い
る
生
徒
は
、
サ
ッ
カ
ー
を
第
一
に
考
え
、
ま
し
て
や
プ
ロ
を
目
指
そ
う
な
ん
て
思
っ
て
い

る
選
手
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
技
術
的
に
も
精
神
的
に
も
意
識
は
低
か
っ
た
と
思
う
。
そ
う

い
っ
た
生
徒
た
ち
を
厳
し
く
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
と
く
に
「
心
の
弱
さ
」
に
つ
い
て
は
、

徹
底
的
に
叩
き
の
め
さ
れ
、
時
に
は
驚
く
ほ
ど
衝
撃
的
な
言
葉
が
出
て
く
る
の
だ
が
、
決
し
て

憎
い
か
ら
下
手
だ
か
ら
怒
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
が
故
の
愛
の
ム
チ
な

の
だ
っ
た
。

埼
玉
と
言
え
ば
サ
ッ
カ
ー
王
国
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
和
光
国
際
高
校
は
県
内
で
も
な
か
な

か
強
豪
校
と
は
練
習
試
合
な
ど
で
き
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
学
校
を
本
当
に
熱
心

に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
援
助
も
受
け
た
。
当
時
、
夏
合
宿
は
各
部
活

一
回
だ
け
と
い
う
校
内
の
決
ま
り
が
あ
り
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
群
馬
県
の
嬬
恋
村
で
合
宿
を
し
て

い
た
。
そ
こ
へ
静
岡
遠
征
の
話
を
持
ち
か
け
て
い
た
だ
き
、
日
帰
り
遠
征
と
い
う
名
目
で
遠
征

に
出
た
。
東
海
学
園
第
一
高
校
（
現
東
海
大
付
属
翔
洋
高
校
）
な
ど
と
練
習
試
合
を
組
み
、
川

口
能
克
が
下
宿
し
て
い
た
と
い
う
日
本
閣
に
泊
め
て
い
た
だ
き
、
サ
ッ
カ
ー
を
熱
く
語
っ
て
く

れ
た
親
父
さ
ん
に
も
出
会
っ
た
。
正
月
に
は
、
読
売
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ユ
ー
ス
と
練
習
試
合
を
組
ん
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で
い
た
だ
き
、
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
ま
で
足
を
運
び
、
ベ
ル
マ
ー
レ
ユ
ー
ス
と
も
練
習
試
合
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
た
だ
練
習
だ
け
で
な
く
、
成
果
を
上
げ
れ
ば

様
々
な
チ
ー
ム
と
試
合
が
で
き
る
喜
び
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
結
果
は
当
然
大
差
で
負
け
る

わ
け
だ
が
、
内
容
に
こ
だ
わ
っ
た
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

相
川
さ
ん
を
通
じ
て
多
く
の
方
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

澤
井
さ
ん
を
は
じ
め
ア
シ
ス
ト
の
皆
様
、
志
賀
さ
ん
、
田
所
さ
ん
、
『
サ
ッ
カ
ー
監
督
と
い
う

仕
事
』
の
著
者
湯
浅
さ
ん
な
ど
、
名
も
な
き
高
校
に
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
お
世
話
に
な
る
こ
と

が
で
き
、
生
徒
た
ち
は
そ
の
当
時
は
感
じ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
き
っ
と
今
そ
の
喜
び

を
感
じ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
う
。

指
導
者
の
一
人
と
し
て
、
相
川
サ
ッ
カ
ー
を
微
力
な
が
ら
継
承
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
私

の
相
川
さ
ん
へ
の
恩
返
し
と
思
っ
て
い
る
。
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生
涯
一
コ
ー
チ

Ｆ
Ｃ
和
光
キ
ッ
カ
ー
ズ
代
表
・
監
督 

田
中
泰
子

相
川
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
？
　
ま
さ
か
！
　
知
っ
た
の
は
す
で
に
ご
葬
儀
も
終
わ
っ
て
い
た

三
月
七
日
の
事
で
し
た
。
愕
然
と
し
ま
し
た
。
一
月
十
六
日
の
日
曜
日
に
子
供
達
に
ご
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
そ
の
四
〜
五
日
後
に
亡
く
な
っ
て
い
た
ら
し
い
と
知
り
、
私
が
風
邪
の
た
め
グ

ラ
ン
ド
に
行
け
ず
相
川
さ
ん
の
最
期
の
コ
ー
チ
ン
グ
の
現
場
に
居
ら
れ
な
か
っ
た
事
、
お
会
い

で
き
な
か
っ
た
事
が
悔
や
ま
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
数
年
間
、
相
川
さ
ん
に
は
年
に
一
度
の
サ
ッ

カ
ー
教
室
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
し
、
三
年
前
か
ら
は
「
キ
ッ
カ
ー
ズ
も
観
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
か
？
」
と
、
年
間
十
三
日
程
で
し
た
が
指
導
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

相
川
さ
ん
と
は
一
九
八
八
年
に
埼
玉
県
和
光
市
で
サ
ッ
カ
ー
は
素
人
の
親
達
が
地
域
の
子
供

達
の
た
め
に
困
り
果
て
て
Ｆ
Ｃ
和
光
キ
ッ
カ
ー
ズ
を
作
っ
た
時
か
ら
の
長
い
お
付
き
合
い
で
し

た
。
六
年
生
の
お
父
さ
ん
が
外
語
大
の
ボ
ー
ト
部
の
監
督
を
し
て
い
ら
し
て
、
同
僚
の
方
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
人
が
い
る
よ
と
い
う
こ
と
で
、
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。
私

の
息
子
は
五
年
生
で
し
た
が
、
初
め
て
子
供
達
に
ご
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
時
、
感
動
の
あ
ま

り
涙
が
あ
ふ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
翌
年
か
ら
私
が
代
表
を
務
め
る
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こ
と
に
な
り
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ん
て
テ
レ
ビ
で
も
見
た
事
も
な
か
っ
た
私
を
相
川
さ
ん
は

根
気
よ
く
教
育
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
二
年
程
は
言
葉
も
理
解
で
き
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
お
話
を
聞
い
て
い
る
の
が
精
一
杯
。
相
川
さ
ん
は
質
問
す
る
事
に
は
全
て
き
ち
ん
と

答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
陰
で
私
の
頭
の
中
は
整
理
さ
れ
て
行
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

今
で
は
私
の
言
葉
が
相
川
さ
ん
の
言
葉
と
重
な
る
の
を
実
感
で
き
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

一
九
九
二
年
頃
か
ら
は
和
光
二
中
の
大
井
先
生
が
「
こ
ん
な
所
で
相
川
さ
ん
の
様
な
人
が
指

導
し
て
い
る
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
」
と
言
い
な
が
ら
、
和
光
キ
ッ
カ
ー
ズ
で
の
相
川
さ
ん
の

練
習
を
観
に
来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
相
川
さ
ん
の
和
光
二
中
で
の
コ
ー
チ
ン
グ
も
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
二
年
程
で
埼
玉
県
大
会
第
三
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ど
れ
程
子
供
達
に
自
信
と
喜
び
と
希
望
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
か
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。

そ
し
て
次
は
大
井
先
生
と
一
緒
に
和
光
国
際
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
顧
問
の
武
田
先
生
に
交
渉

で
す
。
す
ん
な
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
相
川
さ
ん
の
和
光
国
際
高
校
で
の
コ
ー
チ
ン

グ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
武
田
先
生
に
は
色
々
な
意
味
で
ご
苦
労
を
お
か
け
し
た
事
と
思
い
ま
す

素
晴
ら
し
く
上
手
で
は
な
い
子
ど
も
達
が
見
る
見
る
う
ち
に
整
っ
て
く
る
。
表
現
が
合
っ
て
い

る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
で
こ
ぼ
こ
し
て
い
た
も
の
が
平
ら
に
な
る
感
じ
で
す
。
全
体
の

プ
レ
ー
が
美
し
く
な
っ
て
行
く
の
で
す
。
グ
ラ
ン
ド
に
は
山
手
学
院
、
日
本
学
園
、
杉
並
Ｆ
Ｃ
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等
々
、
相
川
さ
ん
の
関
係
す
る
チ
ー
ム
が
訪
れ
て
、
「
こ
こ
で
相
川
サ
ッ
カ
ー
や
っ
て
る

ぞ
！
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
充
実
し
た
日
々
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
育
っ
た
二
人
の
選
手
、
（
杉
並
の
澤
井
さ
ん
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
）

松
崎
君
と
山
田
君
を
二
〇
〇
〇
年
の
八
月
に
は
浦
安
の
齊
藤
さ
ん
の
繋
が
り
の
あ
る
イ
タ
リ
ア

で
試
さ
せ
る
旅
に
。
こ
ん
な
経
験
は
今
し
か
で
き
な
い
と
感
じ
、
私
も
運
よ
く
同
行
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
松
崎
君
は
そ
の
前
に
ド
イ
ツ
で
の
武
者
修
行
を
二
ヶ
月
程
し
ま

し
た
。
本
人
に
と
っ
て
は
心
細
い
不
安
な
修
行
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
二
人
は
平
成
国

際
大
学
へ
。

相
川
さ
ん
は
子
供
達
の
心
の
成
長
に
と
っ
て
大
切
な
時
期
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
子
供
達
の
青
春
が
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
充
実
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

今
当
た
り
前
の
三
十
代
の
大
人
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
子
供
達
は
相
川
さ
ん
に
心
か
ら

感
謝
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
が
羨
ま
し
い
の
で
す
が
、
指
導
し
て
頂
い
た
者
に

し
か
わ
か
ら
な
い
喜
び
と
感
動
と
コ
ー
チ
の
愛
情
を
私
も
そ
ば
で
少
し
だ
け
味
わ
う
事
が
で
き

幸
せ
に
感
じ
ま
す
。

私
の
様
な
サ
ッ
カ
ー
経
験
の
な
い
家
庭
の
主
婦
が
今
グ
ラ
ン
ド
に
立
ち
サ
ッ
カ
ー
を
指
導
し

て
い
る
な
ん
て
邪
道
だ
と
思
い
ま
す
。
何
度
か
相
川
さ
ん
に
尋
ね
ま
し
た
。
「
私
の
様
な
者
が

こ
ん
な
風
に
や
っ
て
い
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
ね
？
」
と
。
相
川
さ
ん
は
「
人
間
死
ぬ
ま
で
働
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く
ん
で
す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
「
辞
め
た
方
が
い
い
で
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
す

ぐ
に
辞
め
て
い
た
で
し
ょ
う
。

相
川
さ
ん
の
そ
ば
で
子
ど
も
達
が
戦
え
る
選
手
に
育
っ
て
行
く
過
程
を
観
て
い
て
、
私
に
も

こ
の
部
分
は
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
し
、
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
相
川
さ
ん
の
お
陰
で
見
え
て
来
る
も
の
も
多
く
は
な
り
ま
し
た
が
、
正
直
サ
ッ
カ
ー
を
指

導
す
る
事
は
難
し
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
最
初
の
入
院
の
時
に
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
か
ら
届
い
た
お
見
舞
の
葉
書

を
二
年
前
に
グ
ラ
ン
ド
で
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
遺
影
の
写
真
の
様
な
シ
ャ
イ
な
少
年

の
様
な
、
と
っ
て
も
嬉
し
そ
う
な
顔
を
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
ク
ラ
マ
ー
さ
ん
の
こ
と
を
慕
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
れ
は
相
川
さ
ん
の
宝
物
だ
っ
た
の
で
す
よ
ね
。

そ
し
て
、
『
生
涯
一
コ
ー
チ
』
と
し
て
人
生
の
幕
を
閉
じ
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。
早
す
ぎ
ま
す
。

今
年
は
レ
ッ
ズ
の
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
に
上
が
っ
た
風
薫
を
売
り
出
す
予
定
で
し
た
よ
。
楽

し
み
に
し
て
い
ら
し
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

相
川
さ
ん
、
長
い
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
掌
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相
川
さ
ん
と
の
出
会
い

Ｆ
ｃ
希
望
ヶ
丘
ラ
イ
オ
ン
ズ
副
代
表

Ｆ
ｃ
湘
南
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
コ
ー
チ

工
藤
雅
彦

相
川
さ
ん
と
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
一
九
七
七
年
の
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の

リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
に
私
が
参
加
し
た
と
き
で
す
。

湘
南
高
校
で
行
わ
れ
た
開
講
式
で
初
め
て
会
っ
た
時
の
印
象
は
「
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
人
」
で

し
た
。

そ
れ
か
ら
約
半
年
間
、
ラ
ン
ド
（
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ン
ド
）
に
通
い
相
川
さ
ん
の
指

導
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
時
の
経
験
が
私
の
コ
ー
チ
人
生
に
一
番
影
響
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
相
川
さ
ん
が

私
の
人
生
に
一
番
影
響
を
与
え
た
人
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
東
海
大
学
体
育
学
部
を
卒
業
い
た
し
ま
し
た
。
大
学
時
代
で
そ
の
後
の
職
業
（
コ
ー
チ

業
）
に
一
番
役
に
立
っ
た
の
は
相
川
さ
ん
の
講
義
で
し
た
。
コ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い
て
大
変
役
に

立
ち
ま
し
た
。
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そ
の
後
、
相
川
さ
ん
が
メ
デ
ィ
カ
ル
に
移
っ
て
か
ら
偶
然
仕
事
が
ら
み
の
付
き
合
い
が
始
ま

り
、
ア
シ
ス
ト
㈱
に
入
っ
て
か
ら
は
、
酒
の
席
を
囲
む
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。相

川
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

天
国
で
は
楽
し
く
サ
ッ
カ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。
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第
二
部
　
相
川
亮
一 

遺
稿
集

※

　
二
〇
〇
二
年 

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
前
後

 

平成15

ほか

2005

平成20

2010

2011.1月 逝去

栄光学園
コーチ

駿台学園
コーチ

2002 FIFA ワールドカップ 韓国・日本

一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
る
相
川
の

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
チ
黎
明
期
に

お
い
て
、
相
川
は
「
少
年
サ
ッ
カ
ー

王
国
」
を
築
く
こ
と
を
夢
見
た
。

そ
し
て
神
奈
川
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

技
術
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
や
読
売
ク

ラ
ブ
の
創
成
期
の
寄
稿
文
な
ど
に

よ
り
、
相
川
が
独
自
の
理
論
を
展

開
し
な
が
ら
着
実
に
そ
の
夢
を
追

い
続
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
後
年
二
〇
〇
〇
年
代
に
な
っ

て
か
ら
の
文
章
と
比
較
す
る
と
、
自

分
の
構
想
に
従
い
夢
を
次
々
と
実
現

化
し
続
け
て
い
て
、
し
か
し
何
十
年

経
っ
て
も
そ
の
目
標
が
ブ
レ
て
い
な

い
こ
と
や
最
後
に
は
自
分
の
育
っ
た

サ
ッ
カ
ー
風
土
に
回
帰
し
て
、
さ
ら

な
る
前
進
を
図
っ
た
こ
と
な
ど
が
よ

く
わ
か
る
。
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1

相川コーチから１期生（加藤）主将へ



※　以下は、相川コーチが当時のサッカー部加藤主将（一期生）

に残したメモである。当時は、サッカー部員全員が各自「サッ

カーノート」に練習や感想を綴りそれを相川コーチが読んでコメ

ントを返していた。

あらゆる帝国は不満の上に建てられた。そしてそれが滅亡する

ときの原因といえば、結局は不満を忘れ、発展することを放棄す

る精神の出現による。ぼく個人は常に山手のサッカー部を帝国に

すなはち最強の力をもった容易にうちまかすことができないと、

他のチームに思われる様なチームにして行こうと思い続けて来た。

そのために、たえず不満をみつけだすこと、それも又ぼくの仕事

のひとつである。

山手はどこの部もそんな感じだが、本来の部活らしい部活、す

なはち高３がいて、チームをひっぱり、高２がいて高３をたすけ、

高１がいて、高３高２を追いこんで、はげしく、だが気もちのよ

い競争を展開する前にそういう体制が不可能になってゆくみたい

だ。

一方に受験というものがしっかりと本当に頑固にそびえている。

「我々は受験なんかどうでもいいよ」とか「なんとかなるよ」と

かいってサッカーに君達をうちこませようとする立場は今までも

とってこなかったし、この先もとらない。そういったまるで天災

みたいなものがあるということをちゃんと計算にいれる上で、な

おかつこう言いたい。71年の部活（君が具体的にいつ正規の部生

活を終えるかどうか、こまかいところはここでは言わない）を

leadしていくのは１期生なのだということをである。この仕事は

次の理由から困難に思える。それは、

１） 仕事の内容がわからない

２） 他人をlead-upするというと、何か特別に意義があるよう

に思われてきて積極的になれない

具体的に考えていこふ。部活は、試合と練習とで成り立ってい
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る。ひとりのplayerであること、ひとりのleaderであるという

ことはどうちがふかといっても、leaderとして同じ様に試合し練

習する以外にやることはない。だがただのPlayerの時は極端に言

えば、他のplayerがダレていても、自分ひとりしっかりやってい

ればよかったろう。けれど、leaderとしては、常に全体がうまく

いっているのか、全体がダレているのかということに気を配らね

ばなるまい。そしてそうでないなら、そうなるようにしなければ

ならない。そうするためにcoachとかなんかでも同じことなのだが、

やたらにどなればそうなると思っているひとがいる。

２）に関係することであるが、他人をlead-upするといっても、

日本ではすぐなんでもかんでも俺についてこい、文句を言うな、

しっかりやれ式のleaderが多く、これが結局leaderというのは何

か意気がっていればいい　あるいはそうしないとleaderではない

のだと云うふうに思いこまれるようになった。

まあそれはそれでかならずしも全部ダメだとは言わないが、要

は「目的」は何かその「目的」が実現すればいいものだというこ

とではないだろうか。目的はかんたんである。チームを自分達の

きめた目的にむかって本当に組織としてうまく働きかけるという

ことである。その「目的」のための手段はひとつではない。どな

ることもひとつの手段としてはみとめられるから悪くはないけれ

ど、要はチーム全員がleaderの指示にしたがう、leaderの判断を

要するということがあたりまえな場をつくることである。

そのためにleaderたる人はSoccerに限らずどこにおいてもこう

でありたい。

１） 自分の言葉に責任をもたないと他の人がついてこない。

「ガンバロウ」と言う、他人に要求するからには誰がみ

てもそのleaderは一番がんばらなければなるまい

２） 態度が一貫していなければなるまい。ふらふら考えがか

はりそのため１日ごとに他人に接するその仕方がかはっ

ていては信頼をかちとれない。

３） 他人のめんどうみをよくしてやらねばなるまい。
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４） 他人を良く観察しその人間の特色をよくつかみ、つかん

だ上でleadすることである。

５） leaderをなぐさめてくれる人あるいは教えてくれる人は

誰もいないのだということを知らねばなるまい。ある場

合leaderはplayerをなぐさめたり元気付けたりする、だ

がleader自身はまったく自分で自分を（くじけそうに

なっても）支えるしかない。

我々はこれから関東大会をむかえる。新人戦では失敗したが、

内容を考えると不満をそこに見い出すと同時に、「よしこの次

は」と思っても別に夢をえがいているのではないことを言いきれ

るだけの自信をcoachはもった。だが、playerの方はいったいどう

なのか？　組織（team）はどんなにきたえてもきたえなおしきた

えなおしていかねば、くずれる。

特に高１の中心選手達が今ひとつの自覚をもっていないように

思える。これは危険である。中３の一部もヤル気がない。練習に

おける甘さはせりあった時に出てくるだろう。こういうことは、

スポーツは昔からかはらない。また、ひとりひとりのplayerが果

たしてほんとうに逆境をはねかえせるだけの強さをまだもってい

ないことをこのあいだの神工戦は証明してくれた。何よりも自分

自身に対して甘い。

つまり自分自身に不満をもたないでいる。これは危険である。

むしろ素質とか能力とかで、あまり良いとはいえない人の方が、

がんばっていたし、又がんばった時こういうことはすばらしいこ

となのだし、teamというものは結局そういうコツコツとした努力

を果たしている人のみでつくりあげるより他にできないものであ

るということは、関東大会は現実には負けるかも知れないという

ことでもある。

だが、それはそれで長い目でみればよいのだという立場をcoach

とかleaderはとるしかない。というのは、結局のところ、人間が

もっている最もおそろしい敵は思いあがり、うぬぼれだからであ
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る。「この態度でいいんだ、いいはずだ」と思いあがって努力を

しない人はいつかはteamにとってガンになる。

seasonははじまったばかりである。進歩することをやめればさ

きはみえている。中３がはいってteamがまがりなりにも11人以上

となれば、あたりまえのことが守られねばならない　すなはち

「練習をやらねば試合には出られない」正直いってこの点でcoach

の方はいつも苦労してきた。だがこれからはあたりまえのやり方

でいくべきだと思っている。

そういう部活にもひとこと、そういう困難な仕事を背負う事は

１期生の君あるいは２期生の中心選手達の他に引き受け手はいな

いことに注意されたい。義務ではない。だが他に誰がやるかとい

うことなのだ。そしてもうひとつ大切なことは、この仕事の代償

は君達自身が希望するものすなはちteamが勝つことである。自分

の力で自分の欲しいものを手にいれる基本はここにある。他人が

やれることはけっしてない。

最後に我々はたとえ抽選であったとは言え負けは負けなのであ

るが、この負けのなぐさめが次のgameに見つけるべきである。

けっして他人の言葉の中に感じて満足するものではないが、ひと

つは相手が試合後、山手とやりたかったと言ったことの意味を考

えてもらいたい。手頃な相手だからというつもりであればそれは

現実を知らない、相工くらいになれば自分達のためになるgameと

いうことをいつも考える。もしぼくが相工のcoachでも神工よりは

山手とやりたかったと思う。

そして今ひとつ、ぼくは鈴木先生の求めに応じて自分のteamの

中から推センできるplayerを伝えておいた。これが何を意味する

かは言うまでもないが、国体の選考はもうはじまっているのであ

る。本大会に出られなかった他のチームの諸君より一歩先んずる

chanceであったが、それらの内の何人かは自分がそのように今試

験されているとも知らず、まずく意志のたりないplayでみすみす

chanceをのがしたとも言えるのである。
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この様に我々はまだまだ足りないが、けっして一昔前のイナカ

チームそのものではない。一歩あやまれば又あともどりしてしま

う危険があるだけに、慎重になるのだが、同時にこれまでの努力

を更に続けていけば、誰もが我々の存在をみとめざるを得ない。

そして、もっともぼくにとって興味があることはchanceがきた

らそのchanceを確実につかめるということはいったいどうすれば

可能なのかということである。ぼくはこう思う。結局、３試合に

１試合　調子がよくても仕方ない。毎試合、安定するためには、

たえず自分に不満をもち、練習でその不満な点をなくしていくよ

り他にないではないかと、、、
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※相川さんが山手を辞める時の選手へのメッセージ

「蹴球部の諸君へ」

突然ですが君達と別れることになりました。

理由はかんたんです。「山手では君はいらない」と言はれたので、今ま

での自分の努力がどんな実をむすぶのかを見ることなく、又、私を信じ

私に夢を賭してくれた君達の心を傷つけるのが心残りのまま、去ります。

いつか誰かに言った通り「人は自分を必要とするところに存在すること

でしか、自分の生きていく意味を見出し得ない」ものです。君達がこの先

どの様な人生をすすめていくのか、私にわかることはすくないけれども、

もし君達が後悔しない様な生き方をしたかったら、この教え「君を必要と

するところに行く」ことを頭のすみにとどめておいてください。

今まで、休日や雨の日あるいは夏休みなどすくなくても今の山手の伝

統的ふんいきにはかんけいなく部活をすすめ、みんなよくついてきてく

れたものだと感謝しています。

そして、君達の努力に良い結果をもって報いてやりたかったが、遂に、

それを、自分の手で果たし得ず去ることは無念です。君達が深い徒労疲

労感に襲はれても、私には「そんなもの吹き飛ばせ」「夢をもって、夢を

実現する為に自分の人生をつくしてみよう」と言うことはできない。コーチ

の立場に関係なく私は最前線にいて、同じ問題に同じ様につきあたり、

同じ様に苦痛を感じる人間であることを自分に課す人間です。だから、

自分をかざって、自分がかっかりしている時にも君達には「勇気を出せ」

と言うこととか、自分がうちのめされている時にでも君達には「しっかりし

ろ」と言うことは、にが手であったし、そんな事を口に出すなら、口にする
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より先にまず行動していこうという事を選んできたつもりです。

今回のトラブルも、だから、私が君達のそばにいることが可能なら、私

は、どうやってでも、身をもって、きりぬけたでしょうが、はなれてしまって

は、言うことはすべて結局は口先だけのことになってしまいます。だから

「俺がいなくても、平気だ、がんばれよ」と言うのだけはやめます。明日か

ら君達がどう生きていくか部がつぶれてしまうのもよし、寮を出ていくのも

よし、自分達だけでやっていくのもよし、自分で決めてください。

私はといえば、結局のところ、10 年の時間をこれで無駄にすごしてしま

いました。別に誰かに煽動されてこういう生き方を選んだわけではありま

せんから、誰を怨むというわけでもないのです。でもあなた方の中には、

ここまでやってきたのにと、私を怨む人もいるかも知れません。怨まれて

も仕方がないことだと思います。他人を動かして、動かすことに成功した

けれども目的を達成することができないと指導者というものは怨まれるも

のです。それは、この世界にあるあらゆることについて真実です。私とし

ては、君達が心の底で私のことをその様に思ってくれたら、かろうじて、

かろうじて言える事ですが、君達が君達の魂の中に、物事に情熱を抱い

てくれた証左を見る思いです。君達自身にしても、君達が心に抱いた

サッカーへの「情熱」を、今となってはサッカーでなくてもよい、自分の魂

が真にわくわくと魅了されるものにむけてもらいたいと思います。

私は、10 年間やってきて、今、とてもつかれたし、心が動揺したことを

正直にいいますが、夢をすてて生きたいとはやはり思はないのです。

私は、自分ひとりがぬくぬくとして生きているのに若い人達に夢をもつ

ことを説く人が嫌いです。私が、今、山手を去って、私自身ものんべんだ

らりとした生活をおくって、ただ死んでいくだけなら、君達に何を言うこと

がありましょうか。
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山手ですごした日々は、私にとっては、楽しかったものです。山手の寮

生活は正直いって楽しいものばかりではないでしょう。だから寮を出てい

く人もいる。私が楽しかったという意味は、私が、どこにいたのかに関係

なく、私が、目的にある心をもって時間をすごしていけたから、そういえる

のです。

今の時代は、目的をもってくことがむずかしいとも言えるでしょうが、もし

目的の達成の為に、自分自身が不充分なら、自分を変えなければなら

ない　むずかしいことだが、自分を変えることに、よろこびを見出さなくて

はならない。意志が弱ければ　そして、自分にとって不満であったら、意

志を強くしなければいけない。ある知識が必要なら、それを身につけね

ばならないでしょう。

君達が自分とはいった何ものであるのか、自分が必要とされているとこ

ろはどこなのか、生きる目的とは何であるのか、を、発見するまで、まだま

だ長い時間がかかるでしょう。サッカーのコーチとしては　もう君達には

接することはないでしょうが、一人の人間としては君たちが、自身を発見

できるまで君達の力になりたいと思っています。

学校の予算で買ったボールは置いていきます。大島先生にあずけてく

ださい。メデシィンボールは２個だけが学校の予算で買ったものです。ア

レイは重たいので、もっていけません、ほしい人はもっていきなさい。サッ

カーの本はほしい人にあげます。

もし部活を続けていくならば、合議制で続けていきなさい。今まで何を

やってきたか、今までどういう考え方のもとにサッカーをやってきたかなど

にかんけいなく　自分達で決めていきなさい。その方が強くなるでしょう。

中学生は　CSの時にやることに風当たりが強いから当番制で高校生が

指導してやりなさい、そして今のところは、分譲地をつかってやればよい

と思います。　どういうことがどんなに大変なことかはわかっていますから、
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やれなければ部をつぶしなさい。それも仕方がないでしょう。　ただし、

県下の高校チームのほとんどは結局、自分達だけでやっています。　良

い選手をうむだすことはないでしょうが、けっこう成績だけは悪くならない

でしょう。　強いチームと自分達どの比較して、自分達にないものをさが

しだしていけば、はっきりいって高校のサッカーだから高級なことはかん

けいありません　　蹴れて　あたれて、走り負けなければ、（私はそういう

のはつまらないと思うのですが）なんとかなること、これはいつも言ってい

るとおりです。

突然すぎるし、又、君達と会って、さよならを言うこともありませんが、私

としては、これでよいと思います。　お互いに下手に感傷的にならず、私

は私で、山手での自分の仕事が不本意なかたちであれ、終わったから

には　未来を見たいと考えます。君達は　君達で山手から逃げるわけに

はいかないでしょうが、すくなくとも、私の夢にのることは　もはやないわ

けです。

けれど、もし、君達と、私との間にただのコーチと選手の関係以外の人

間対人間とのつながりを抱いていた人がかりにいたならば、私はその人

には、ほんとうにすまない気がします。　そして　そういう人逆に　今言え

ることは　唯ひとつです。「いつでも私の心はひらいています。コーチと

選手という関係でなく　ひととひとの関係まで、ここで終わることはないで

しょう、」と、

それでは　いつか君達が山手を卒業したら　どこかは知らないが、思い

がけぬ場所で再会しましょう。

1971. 11. 28.

相川亮一
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神奈川県サッカー協会創立50周年記念誌に載せた

「相川亮一君」の一文（抜粋、1978年）

　　　　　　（サッカー協会技術委員会の報告・昭和53年11月）

　技術委員会的発想によれば、今日少なくとも技術委員会の活動

に限ってみれば、神奈川ではかくたる戦果があったと胸を張って

報告し、回顧できる事実は唯の一つたりともない。それは何故

か？　他者が成果と認め得る物も実績も戦果もいまだに零だから

である。しかし、零なのは言ってみれば収穫物に対してであり、

種をまき耕しているということについて言えば、我ながら良く

やっている方だとうぬぼれている。しかし、世のどこに激烈な競

争関係の最中にある一方の当事者が、いまだ競争の決着がついて

いないのに過去を振り返って、うつ手の内容を公開してしまうだ

ろうか。技術委員会がやがて何時の日か胸を張って誇れる成果を

世に問う時には、それまでの畑仕事については、どうでもよい事

として、別に語らずという事が当然だと我々は考えるのである。

　それではいささかストイックな様子さえする技術委員会が、昭

和50年１月１６日に組織を一新することで、又今日もその途上に

あると信じて向けられている目標とは何か・・・

｢少年サッカー王国｣にすることである。王国は埼玉であり静岡で

あり広島であるから、だれが贔屓目に見ても神奈川はその他多勢

組の一員であり、そういう評価しかないことについては、ありの

ままにうけとめるしかない。・・・・・

リーダースクール、少年・中学・高校・サッカー指導者への提言

と続く・・

11



「創立60周年記念誌・技術委員会報告（サッカー王国を目指し

て）相川亮一」（昭和60年4月）（1985年）

◎ことサッカーに対してはマニアックな人間の集まりで組織され

た技術委員会が、此処10年来取り組んできた目標は、いわゆる

サッカー先進地域と比べて何か特徴があり、そしてレベルの高さ、

視野の広さを持ったサッカーの場、すなわち「サッカー王国」を

神奈川に創るということであった。全国有数の「サッカースポー

ツ少年団」という視野を保持している本県において、共通の目標

を持った指導者をリーダースクールより送り出すという具体的行

動はこの王国建設の初期における第一の取り組みであった。又、

リーダー養成という種をまき続ける仕事をする一方、委員会の中

に「指導」という他にはないスクールを置き、私塾的雰囲気の中

で様々な作業がなされた。

◎「芽」「成果としてのプレーヤー」

　技術委員会の仕事の一つとして国体少年チームの養成があげら

れる。そこで育った各代表選手を、種から育った「芽」とする以

下のようなプレーヤーが名を連ねる。

　大友・小柴・早野・植木・戸塚・都並・菅野・上島・平川・田

口・福田（全日本）

　早川・本吉・柳沢・菊原・小倉（ユース）

◎これからを考えて

　少年選手等のトップにあたる国体少年チームは、今や「個性あ

ふれるチーム」として全国的に毎年注目されるに至っている。

　59年国体全国優勝は60年記においても特筆されるものと考える

が前後数年の安定した力は技術委員会として満足はしないが高く

評価するところである

　広い視野を持った神奈川のサッカーが、これらユース選手、全

日本選手を夢見る少年達であふれ、そこにJFAに統括され本技術委
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員会の種としての指導者等が配置された時、組織として委員会が

大きく動き出すものと我々は考えている

県協会60周年にあたり、技術委員会の目標を改めて提示するこ

とは、目標達成のスタートについたということを確認する為であ

る。ここにD・クラマー氏の言葉を借り我々の今を表現したい。

「Do　it　！」
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2002年6月20日（木)　デトマールクラマー講演

2002年6月20日、

デトマールクラマー講演＠神奈川県サッカー協会技術委員会「か

ら」

この日、東京は雨。

晴れたら練習だが、クラマーさんが、神奈川協会で講演をすると

いうので、スケジュールは、はずしてもらってあった。

1973年の秋に、自分と、筑波大の松本先生と二人で羽田からバン

コク、デリーと乗り継ぎ、イランのテヘランで、3ヶ月、FIFAのア

ジア・コーチングスクールで、主任コーチ、デトマールクラマー

に相川、サッカーのコーチングを教わったわけである。

日本人同志の「人間関係」を円滑にするためにはどういった心の

「もちかた」が必要かといったようなテーマがあるとしたら、

「義理・人情」だ「先輩・後輩」「礼儀」等々いくらでもキー

ワードがでてくる。

では、アメリカ人の社会では、これもいろいろでてくるだろうが

「Being straight(＝率直であること)「 Open mind（＝心を開い

て）」「Being friendly（＝友人のような接し方で）」といった

ように、他にもいくらでもあるが（これらは,日本人「から」する

と）どう表現したらよいのか『他人と自分の距離』を「近くに近

くに、おきなさい」といっているように聞こえるところがある。

だから「こちらのグループだけ」しか『耳に入らないと』誤解し

て日本人どんどん、アメリカ人との距離をつめてしまう、「た

め」になったと錯覚する、ついには自分も「アメリカ人になっ

た」ととんでもないことになる。

「心を開け」とか「遠慮せず、ずばっと物を言え」とかそういう

ことをとくにアメリカ人のほうから,日本人に「言ってくる」ので
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その逆では「ない」ことにも興味があるがそれはカット。

日本人の側の誤解がはなはだしくなると、「みんな、ともだち」

ということになるが、どんな社会でも「そういうことは、ありえ

ない」

そういう「方向」とは逆の「ひと、と、ひとの」「あいだ」に

「距離」があるということを思い出させるほうの言い方では「To 

respect others（＝他人を尊敬しろ、うやまえ）」がでてくる。

「どんなぼんくら上司でも」「まずは尊敬しろ」ということなの

だ。

「そうでなければ成り立たない」「何が？」『職場とか企業とか、

組織』とかで、逆に「それがどうしてもできなければ、やめま

す」と、あるいは「部下からリスペクトされない管理職は、上級

管理職から、そういう理由で解雇される」ここはいっそ単純なと

ころがある、がその話しにもいかない。

（いかないが、ここで選手とトルシェの関係は、どうであったの

か？　という興味はある）

なんでこんな話しをしだすかといえば、クラマーさん、当時27才

の自分にとって、かけねなしに「尊敬」する対象であったことを

言いたかった。

27才の青年がなにからなにまで「世界を了解していたわけではな

いだろう」「から」その尊敬の念も、疑おうと思えば,疑える、が

ほぼ30年前のそのときの自分の心は確かにそうであった。

ところで、今からする話しは,73年よりさらにさかのぼって高校生

だったころ同窓にいたやつしかわからない、話なのだが、自分が

はじめて接したドイツ人というのがいたのである。

そのドイツ人も実際の「教育者」として当時は「自分の、頭のう

えの重い石」のように相川は感じていた、ここのところは相川

「だめな生徒であった」

もっというと例えば相川は登校の際いつも「ぎりぎり」の時間の

電車に乗るので「遅刻常習者」であった、それゆえそのドイツ人
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から厳しく叱責されるわけである。

なんと言われたかは忘れたが、大変こわい顔で、指をつきつけら

れて、「そんなことではだめだ、だめだ」といわれたのである。

言われても「やはり遅刻していた」

どうして「そのドイツ人の（いまから思えばありがたい指摘、指

導）が,相川の心にとどかなかったのだろうか？」

1975年かなにかに、当時自分は、読売でフランツ・ファン・バル

コム、というドイツ系オランダ人の監督のもと、コーチとして働

いていた。

後援会、といっても、松木の死んだ親父あたりが、選手激励とい

うことで、新宿の中華料理屋へ集合ということであった。

集合時間、「さー6時か、7時か」いまとなってはそんなことはど

うでもよいが、最初に、相川がそのレストランへつき、2番目がバ

ルコム監督であった。

そのときは、私とバルコムはまだ一緒に働き始めたばかりであま

り言葉を交わしたこともなかったのだが、バルコムが自分を見て

こう言ったのである。

Coaches always on time.

『コーチはいつも、時間厳守だな』とでも訳せるか。

変われば,変わるものである。

遅刻常習者の高校生がそうなったのである。

そうやって変化したのは、高校のころのドイツ人教師ではなく、

別なドイツ人たる、クラマーさんに出会えた「から」なのだが、

今振り返れば、ドイツ人はドイツ人であったということになる。

規律、克己、勤勉、責務、これらがいつも二人のドイツ人から説

き聞かされたことであった。

今回クラマ−さんの、講演では、彼が英語でしゃべってそれを、相

川が日本語で訳すということになった。

サッカーではないのだが、ついこのあいだまで、アメリカ人と日
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本人のあいだで、同じことを朝から、晩まで、会議室にこもって、

激するアメリカ人、激する日本人のあいだにいてやっていた。

「ああここで、英語をこうやって日本語に訳すると」「アメリカ

人絶対に怒りだすけど果たして、いいのかね」と日本人に「その

ことを、日本語で念をおしながら」すすめ、あるいは「アメリカ

人が,冷静にではあるがuncomfortableであるといえば、実はけっ

こうきつい不快感を表現したいのだが」それを「不快と訳すか、

不愉快」と訳すか、「日本人のほうは不快ですと」聞かされても

「ふーん」ってな表情無関心。

で、つまりはビジネスといえども心にとどかなければ、動かない

こともあるわけだから、「しょうがない、流れからいけば、ここ

は、不愉快だでいくか」とかそういうことをやっていたわけであ

る。

ただそのころは、自分は「通訳」ではなく「交渉人」と言う位置

であった、で、いつも「もめる」のは「そう言ったじゃねーか」

「いや、言ったことは言ったが、コミットしたわけではない」と

いったたぐいのやりとりが多く、自分は、アメリカ側に「立って

いる、わけだが」「ばかな、アメリカ人め、だから言わないこっ

ちゃねーだろう」とも思うし、「相手側,日本人が」「今,この瞬

間にアメリカの罠にはまる」わけだが、そこでポーカーフェース

をしていなければならないというようなそういうことばかりで

あった。

だが、きょうは通訳なので、気は楽である。

講演はクラマーさんが、日本にコミットしてきた歴史を実際の西

暦年をいいながら、たとえば、19XX年に「どこそこで、どこの代

表チームをひきいていたとか」かならず、具体的な時間を、まず

言うのである。

この話し方は、クラマーさんの特色である、が、ビジネスマンで

も上のほうにいるやつはやはり同じようなしゃべりかたをする。

なぜなら他人に「なにかいうとき」その「なにか」を『時間』の
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経過の上に整理して置くことで、本人も「その、なにか」が焦点

が結ばれた『絵』になっていくし、それを聞く側も『言葉ではな

く、絵が浮かびやすい』からである。

その講演の内容は、相川自身は翻訳ばかりで、手元に記録できな

いので正確に文章には起こせない、しかしながら、そのほとんど

はテヘランで、耳にしたことであるがゆえに、新しさはないが

（サッカーは新しいものである必要はないゆえ、それでかまわな

い）『今』また、インパクトを自分に与えたので、ランダムに記

録した。

■ コーチの仕事は「やさしい」ゲームを見て、分析し、練習にそ

の分析をもちこんで,次の試合にのぞむのだ。このワールドカップ

で自分が見たゲームを（本のような、ノートを見せて）ここに

「図」でそのチームの『システム』と『前半』『後半』のクラ

マーの分析および『総括』を記録してある、これらは、自分が

コーチとして次の機会で「役だたせるためのログである」

■ 日本対トルコ、『トルシェがどうだこうだ』は知らないし興味

もない、こういう言いかたはクラマ−ならずとも、本意としてはト

ルシェを批判している,と解釈できる。

というのは,韓国について言及したときには、韓国の勝因のひとつ

がヒデインク、だとはっきり名前を出している、日本の予選リー

グ突破を協会、監督,コーチ、選手に「祝福」するという言い方は

したが、トルシェの名前は出さなかった。

韓国と日本の差はなんですか？　という大野先生の質問に監督の

差だとして、ヒデインクは選手としては有名なハーフだった(言わ

ないが,トルシェはバックだ)。だから守備も攻撃でも「できるの

だ」コーチとしてもオランダのクラブをリーグでもカップでも優

勝させた、オランダ代表でもコーチであった、スペインも指揮し

た、(4年でなく)2年しかなかった（ここまでくるとトルシェ、4年

も準備してなにしてたの？　という示唆である）のに国際的な経
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験の力で、チームをビルドした。ヒデインクは彼の3—4—3システム

で「攻撃的」なサッカーを創出し、ヨーロッパのほかのコーチに

大きい影響を与えた、現在ヨーロッパのベストコーチの1人だと,

最高に評価している。

日本は不運でもあった(サントスのフリーキックをいっている)。

しかし、雨でスリッピーな、仙台のあの日のグラウンドでいかに

プレイすべきかが勝敗を分けると,ボビーチャールトンとも話しし

ていた。トルコは強い（ということは,ドイツ対トルコ,1951年に

ドイツは1—2で負け、1952年イスタンブールで3—0）のゲームの経

験で、前から知っている）、日本に対して、その優位にある体力

をおしたててくるだろうことは予想できた。

ならば日本はどうすべきか？　実際のプレイが、とくに前半、浮

かせたロング「ばかりで」ゴールラインを何度もわるようなパス

を見ていると失望した。ではどうすべきだったか、グラウンダ−

（でさえもボールスピードが加速するわけだから）ほんとうに味

方の選手の足元に、ワインをとどけるウエイターなみの、ていね

いさでショートを、それからスペースに（しかしなおスペースに

はいってくる味方に、タイミングをあわせて）ロングである。

対ロシア戦のとくに,後半は日本はすばらしかった、なぜその「集

中」がこの日のとくに前半にでなかったのか？　イングランドは

すでに19世紀の半ばにプロサッカーができて150年の歴史がある、

そのイングランドのサッカーのことわざに「勝っているチームを

かえるな」というのがある。

なぜか「チーム（というユニットは）繊細なものだからだ、目を

つぶっていても、あるいは目に見えていなくても、味方のプレイ

が理解できるという、そういう集合体である。そういう内容とい

うものはサブがはいってきても狂うことがある。

サントスを「いれたなら、いれたなりの理由があるだろう」その

理由というか目的とはいったい何であったのか？　というのは前
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半でサントスを「ひっこめたというのは」「その目的がなにかは

うかがいしるでしかないが、目的にそわなかった」「から」だろ

う。だったらその目的と、目的にそわなかった、ということを選

手に「説明してやらなければ」選手は「自分がなぜかえられたか、

わからずびくつくだけだ」

「なぜ2得点をいれた、かつ、過去のゲームでは後半になって活躍

する稲本をひっこめたのか？」「森島をいれるのはよい、だがな

ぜ最後の5分なのだ？」。対チュニジア戦では「前半のチュニジア

を分析して、ロッカールームで、それが交代選手に、説明され、

だから君をいれるのだ、どうプレイすべきか指示もされて」（の

はずで）後半はじめから出てきて、あっというまにゴールゲット

できたわけだろう、それが対トルコではどうなったのか？　せめ

て30分はあたえなければなるまい。

交代は「的確な選手を的確なタイミング」でだろう。そうやって

前半失望したが後半は立ち直るかと期待したもののやはりだめ

だった。コーチは「選手にミスをするな」ではなく「ミスはある

のだ、がミスから学ばない」ということが「いけない」と説く、

どんなゲームでも勝てるわけではない。ミスがあったり、相手が

強くて負けたゲームでは、選手に「そのチームをリスペクトさせ

るしかない」ので練習で同じミスをくりかえさないようにして、

またその相手に挑戦して今度は「われわれが勝つ」というわけだ。

だから準備の段階で、負けるゲームということがあるのはおりこ

み済みである、しかしなにがいけないといって(対トルコ戦のよう

に)勝てるゲームを失えば、自分も怒り狂う。　

■ グッドであるだけではだめだ、ベターにプレイできるなら、ベ

ターなプレイをしろ

■ 戦術というのは「なにかゲームで、こうしたい」ということが

できない「ときの、代案策だ」
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■ バイエルンでコーチしていたときには、バックは「買わない」

とクラブに言った。バックはつくれる。フォワードがストッパー

に、ウイングフォワードがウイングハーフに,『サッカーがやれ

る』やつなら,バックになれる、ゴールゲッターは天からの『贈り

物』だ

■ 大和魂は戦争とは関係ない、「おのれの弱さに負けない心」

「チームのために、おのれを忘れて尽くす心」「スパイクのひも

をしめたら、家族のことも、なにもかも忘れて、また結果がどう

だも忘れてゲームに没頭すること」それらを「大和魂」と言った

のだ。

■ フェア−プレイを選手にさせろ、子供たちは見ている。

■ 韓国と日本の差、『日本人はどうだ』とは言わなかったが「韓

国人はファイターだ」朝の6時に起きて、サッカーだけでなく、

アーチェリーの女子選手も、筋肉のつきすぎたウエイトリフタ−で

も400メーター60秒以内を10本走る。3本で走れなくなるウエイト

リフタ−が倒れていれば、コーチがその尻を蹴る。そのあと6時45

分から朝食である。

多分、ハード「すぎる」だろう、おなじことを、ドイツではやれ

ない、日本でもむりだろう、また韓国がそういうことをやれるの

も「伝統」の力ということもあるだろう。今は若者は世界中でそ

うなのだが、(サッカー選手)金がむこうからやってくる、ほしい

ものはなんでも手に入る、問題というものがない「から」「髪を

いじることぐらいしかない」ということになる。

戦前のドイツでは、食べることができないことが問題だった、戦

後は広島のように、街は破壊されてまた,食べられなかった、時間

をもどすことはできない「から」「今の選手、こどもたちに」昔
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のように「そうしなければ生きて行けなかった」ことを、要求で

きない。

ではどうやって強い選手をつくるか？　答えは educational 

procedureだろう、つまり教育過程だろう、30才でもベッケンバウ

アーは自伝のサイン会にきた人々にいわば無礼な署名をした、だ

から私は「おまえの金は、どこからくるのか？　人々をオナーを

もって遇せ」と「叱り飛ばした」我々コーチは「教育者」だ。選

手のトレーニングだけをコーチするのではなく、選手のライフを

トレーニングさせなければならない。

■ 母国ドイツはどうか？　と聞かれて、「ドイツ国内は今回の

チームに期待していなかった」予選段階を勝ちながら、コンデ

ションをあげてきた、しかし守備の中心選手を負傷で母国に残し

ているし、中盤でクリエートする選手も残してきた、ただナン

バー１のキーパーがいて、かつ得点を挙げる選手がでてきた(フ

ローデ)から、理屈ではなく期待の感情としては勝利を望んでいる。

だがアメリカは「失うものがなにもない」「負けても、あのドイ

ツに負けたんだからと言えるだろうし」体格もよいし守備も強い、

ドイツチームといえば、対カメルーン警告を8枚プラス赤紙という

のは恥だと思った。昔は実際退場をくらった25才のフルバックは、

翌朝呼ばれて、『君の家族たちは好きだが（そういう社交的ない

いまわしだろう）君にはもうこのチームにいる資格はない、だか

ら荷物をまとめて切符をもらい、家族の元に帰りなさい』と代表

チーム追放になった、そのあと2度と召集されることはなかった。

ドイツも、ECのルール（つまるところは政治の結果）で、外国人

選手ばかりがめだつ、バイエルンミュンヘンでさえ、去年の年末

のリーグのゲームでドイツ人は2人しかでていなかった、ひとりが

カーンでもうひとりは代表ではない、各クラブの下部組織の若い

選手はこういうことをいったいどう思うか？　実際代表アンダー

21やら23では多くのドイツ人がそのベースのクラブでは出場機会

がないのである。
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■ フランスの敗因は、1998年に勝って、2000年のヨーロッパ選手

権にも勝った。このあいだのコンフェデでも勝った。ひとつある

いは同じメンバーでひっぱりすぎた。若い血の導入がなかった、

このパターンはよくあることだ。

もうひとつはジダンのけがだろう、そのけがも練習で起きたこと

だ。なぜか1週間に3ゲームもやってくるフランス、イタリア、イ

ングランド、スペインの選手はみんなそれぞれのスケジュールを

終えて、たったの2週間しか、代表チームの準備をする時間がなく

てワールドカップにでてくる。

ましてやスター選手たちは小さな負傷（でさえ２−３日の休養が必

要なのが人間の身体生理だろうに）そうはできずにゲームにでる

ことを要求される、筋肉が疲弊しているのは無理がない。リーグ

の、構成数は、16チームがいちばんよい

■ ブラジルが良い、良いといわれても、リバウドとロナルドをイ

ングランドは『ゲームからたたきだす』戦術にでてくるにきまっ

ているのだで、そうなったらどうなるのか？　イングランドは自

陣で守っての速攻に鋭さをもつ、ドイツはイングランドの練習試

合で1—0リードから同点にされ1—5でドイツのホームで負けたとい

うより、壊滅させられたのである、オーエンもよい、いつもゴー

ルの一点を見る視線がはやい、そしてそこ例えばサイドネットに

ボールを送りこむ(蹴り飛ばすというのでなく)というゴールゲッ

ターだ。

■ 自分は今77才になった、51年間コーチをしている。基本的には

サッカーは変わらない、サッカーで成功するためには、強い心を

もった選手が必要だ。韓国のユースチームをひきいてたときに、

明日のゲームの前夜のMeetingで、いろいろいったあと「幸運をい

のる」といって、自分の部屋にもどった、少しして、主将と副将

が自分のへやにやってきた、（まだ若いのに）彼等が言った言葉

は「我々は勝たなければいけないし、また明日のゲームでは勝つ
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でしょう」というものであった。

■ 日本の子供たちの精神をどうしたら鍛えられるか？　という質

問には、私に向かって「それはわからない」と言った。（こうい

う経験は幾度かしている,率直にいえば、『外国人で、その道の専

門家ならば』なにかわれわれ日本人に「答え」をくれるだろう、

という日本人のある種の意識がベースにある）

クラマーさんといえども、「自分が知らないこと、研究していな

いこと」については語れない（というあたりまえのことなのだ

が）。最初に日本にくる前は、父親からも,日本を学び、また(日

本関係の)本もたくさん読んだ、しかし「今」は,『語るほどに

は』日本をわかっていないのであるからそれは「みなさん」の問

題だろう、というそういう言い方になるのである。

個人的な感想：

1925年生まれだから日本流でいえば大正,昭和のさかいめの世代で、

自分の母親と同じということになる。

元気でよかったね、と思った。

それと生涯一コーチという、日本的な言い方だとそうなるわけだ

が、生きかた（といっても何も見えないのだが）の先達がまだ努

力してサッカーをコーチするのだというあたりまえのことを、言

い放っているのを目にして、またおのれの「だめさかげん」を自

覚した。
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YOMIURI WINGS　Club Information（相川良一自筆原稿）

今でも私が読売サッカークラブに初めてやってきた日の事を鮮

明に覚えている。それは73年の事だからもう7年も前の事である。

あるチームを率いてゲームをやりに来ただけのきっかけであっ

た。何の劇的な予感も覚えたわけではない。読売サッカークラブ

がクラブサッカーの地歩を日一日と日本のサッカーの風土に浸透

させていく事が、果たして何事かであるのか。醒めていると良く

評されるのだが、スタートからして気負っていなかった。

その当時、トップチームは日本サッカーリーグ二部で上昇気流

中に在ったが、私自身は二部の試合など観た事もなかった。トッ

プチームは、今の降盛が往時に基礎づけられていたが、あとはた

だ在るというだけの高校チーム、チームとは縁遠い中学生、そし

て無目的に運営されているサッカースクールという感じを受けた。

トップ以外は参加すべき公式試合が皆無という状態であった。

局長と議論した時、私がまずとりあげた問題が、「何故クラブ

を少年から成人選手迄のピラミッド型選手養成機能をそなえたシ

ステムにしないのか」という事だが、是はコーチなら誰でも発想

できる事である。

そう思うなら、やってみろという事で、結局7年もかかってクラ

ブはようやく選手の自給自足システムを内包する処になったので

ある。

時間がかかった。

一つは、トップがJSL一部に昇格するのに長い時間がかかった事

と、もう一つは他に先達のいない本当のパイオニアであるという

事がその原因だと思う。
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個人的には後述した理由が、自分を読売にむすびつけている絆

であると私は常に考えている。すなはち毎日が、新鮮な目標追求

の日々なので、最低限度退屈するという事がない。

78年からJSL一部に昇格して二年が経過した。

シーズン中のコーチの意識というものは、馬車馬のごとく、勝

ち負けの事より他に向かないのである。

シーズン終了後やや余裕が出来て、勝ち負けの構造やら、その

意味について考え始めてみた処で、是はまったく別の思いから

かったるい。

どうしても口は重くなるのである。

昨年JSLは二位であった。我が事は至らなかったのであるが、読

売クラブの追求目標は遠大である。二年間の一部リーグでの日々

は、読売ファンを飛躍的に増やしたにちがいない。その方々から

みればJSLの二位も、天皇杯の惨敗も、コーチ百罪に値するとも云

うべき結果であろうが、下積みの日々を体験しているからか、

我々はあせりを覚えない。

稲城の山上では、うろたえず、めげず、しらけず、臆せず、や

がてナショナルイメイジとして日本を代表するサッカークラブは

読売という評価を確立する為の努力が誇張でなく、365日続けられ

ているから興味のある方は観覧に来られたらよろしい。

昔、二部に我々がいた頃から、実はこういう目標はもっていた

のだが、その当時口に出せば、狂人扱いされたであろう。

サッカーというスポーツは、一国がサッカー王国として興る為

にはいかにするべきかの議論が沸騰する体質をもっているが、議

論もいきつく処迄いけば堂々めぐりである。稲城の山上では、突

破口にいる人間の寡黙のみが目立つべきというモラルが在る。口

にせずとも事実は頑固につきつけねばならぬ。

日商岩井の海部某さんが毎朝その眼でみる迄は、会社が消えて

なくなっているんではないかという不安にとりつかれていたそう
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だが、会社のビルがあろうとなかろうと、仕事や、人材がなけ

れば何ものでもないのだが、その伝でいくと、読売クラブって何

だろう。

巨人軍みたいに、年間に幾百万の人間が観たいという需要が彼

らの存在を保証している。

サッカークラブもはやく、同じ様にならねばという思いが、

我々を駆り立てている原動力である。

思いというより、ならなければ明日はどうなるか、わかったも

んではないという不安を克服する為に、前進をやみくもにはかろ

うという現状は、食う為につきすすんだ日本経済高度成長下のそ

れによく似ている。当然さわやかな印象（苦労せず育った、お金

持ちの家の息子のかもしだす様なそれ）よりも、不屈の闘いを勝

ちぬく、なんとかゲリラとでもいうべき戦闘感がにじにでてしま

うのは、理の当然である。

だが、チームの印象は又別なものであろう。二部の時代を知ら

ぬ戸塚とか大友のような世代が、今後増えていく。苦闘の時代に

頼りになった選手達は彼ら自身が獲得したものに裏切られつつあ

るのかも知れない。

ならばサッカーというものが、どういうものなのか、その可能

性について考えられるのも我々だけの特権である。

それは第一にひとりひとりの選手におけるサッカー選手として

のイメイジを、彼の純資産とみなして、徹底的に高めようとする

サッカーである。ただ上へあがるという為には、別な方法でよ

かったのだ。

しかし、いずれにせよこういう方法は、小学生からトップ迄、

読売の全選手に適用されている。他の方法に頭がさけないとい

う？？にである。

一万人のサッカー愛好家がいて、その内、？？？？の最後迄

サッカーの中心にいすはり続けるのは一人か二人であろう。残り
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の人々は自分と同じ世代に、そうやって出現する名選手の人達を、

あたかも自分の人生の中の重要事として、おきかえ、みつめ続け

るというような、時の経過のしかたを体験できるのである。つま

り、ペレのプレイを、現に観る事のできた世代は、今ボールに触

れはじめた世代よりも幸福であると云い切れるような、そんな虚

構の大体系を、サッカークラブは演出可能なのである。

だから、様々に欠点はあるにせよ、78、79年と、小見、ジャイ

ロ、ジョージによるハーフが演じたプレイをご覧になられた方に

は、幸福である。それから大友や戸塚のように1960年近辺に生ま

れた世代の人には、あなた方も又つい5年前には考えられぬ状況に

たちあったのである。つまり同世代の若い選手が、結果はともあ

れ行動したのだから。

この様な考え方が誰かの反論を呼ぶとしても理はかわらない。

すばらしいチームをおくりだす前に、もっとも同時代の共感を

呼ぶ個人を。かかる大目標？　の達成状況は、79年何であったか。

そのような思いにいたって、私はただ時の経過のはやさと、昔

日の荒野の様なクラブの姿を想うのである。

グランドや、クラブハウスには変化はない。人の集まりの変化

である。

サッカークラブの財産は、これから先も他にはない。

31



本原稿は、『クラブサッカーの始祖鳥　読売クラブ〜ヴェルディ

の40年』（40周年記念誌）からの転載です。

読売クラブのサッカー
〜　総合クラブをめざして　〜

元読売クラブ監督　相川亮一

■ユースコーチとバルコム

　私と読売サッカークラブとの関係は、1974年（昭和49年）の

ユースコーチ契約から始まった。

　73年の秋、神奈川県の高校国体選抜のチームをつれてよみうり

ランドに行き、読売クラブのトップチームと試合をしてもらった。

当時は読売クラブのメンバーをよく知らなかったが、ジョージ与

那城も出てきて、一方的にやられた。その試合を見ていた笹浪昭

平さんに「おまえ、面白いサッカーをやるな。うちで働かない

か」と誘われた。

　大晦日に行われたイラン・テヘランで行われた国際サッカー連

盟（ＦＩＦＡ）主催のコーチングスクールから帰って来たあと、

正月に笹浪さんを訪ねた。その場で「サッカースクールで小、中

学生の面倒を見ないか？　給料はこうだ」と言われた。そんなに

よい額ではなかったが、サッカーで飯が食えるチャンスだからと

即答して、次の日曜から働き出した。

　小学生のサッカースクールは当時、日曜の朝、1時間半くらいし

かやらなかった。ごく普通のサッカースクールだった。環境だけ

は良かった。中学生も大会があるわけではないが、やる気のある

生徒が集まっていた。

■バルコムとの関係

　当時、読売クラブのトップチームの監督はバルコムだった。 

トップチームは日本サッカーリーグ（ＪＳＬ）2部に加盟していて
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1部昇格を目指していた。

　私は神奈川県の仕事もあったので、ある日、クラブに連絡をし

て練習を休んだ。

　そのとき、笹浪さんにひどく怒られ、「バルコム監督も怒って

いる」と言われた。監督に理由を聞くと、「俺はこのクラブを統

括しているから、たとえ小学生のコーチでも俺のスタッフだ。俺

の許可を得ずして勝手にほかで教えるな」と言われた。

　それで、「あなたが監督なら、このクラブの将来像はなんだ？ 

あなたの考え方がこのクラブの小学生にいたるまで浸透するよう、

我々はそれを受けてやるべきだろう」と反論した。

　すると監督は「お前の言うことはわかるけれど、今はトップ

チームを昇格させるのに必死だ。それ以外のことは全部棚上げで

も仕方ないだろう」と言う。それも理解できるし、大きな不満で

はなかったので、「わかりました」と答えた。

　また、別のある日、バルコムが笹浪さんを通して、「自分が練

習を休むときは、相川がトップチームを指導するように」と言っ

てきた。

　「監督のアシスタントコーチがやるべきでしょう」と答えると、

笹浪さんに「バルコムは『あいつは俺の言うことをちゃんと伝え

てない。自分のサッカー観を選手に話している』と言っている。

いいからお前がやれ」と言われた。

　次の土曜日、トップチームの練習に行った。サッカーコーチに

とって、こういう状況は困る。ずっとチームを見ていて、データ

があって処方箋があればよいけれど、いきなりなのだから。ろく

でもない定番のような練習で汗をかかせた。

　それがバルコムに評価されたかどうかはわからないが、正直な

やつだと思われたらしい。

　その後、代役はなかったけれど、「入替戦の前に新宿で激励会

をやる。お前もそこに来い」と言われた。当日、早く来ていたバ

ルコムに「お前も早いな」と言われたので、「俺はコーチ。コー

チはいつも時間通りだ」と答えた。そこから話が盛り上がり、
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「入替戦に勝てると思うか」と聞かれた。

　英語で説明するのが難しかったが、「自分が入替戦を見てきた

印象では、『肉を切らして骨を切る』とか『何としても相手を

やっつけろ』という気迫の面で負けている」と答えた。

　バルコムは「要するにスピリットだな」と言う。スピリットと

はちょっと違うのだけれど、それ以上は自分の英語力では説明で

きない。「スピリットが足りないのならお前がつけさせろ」と言

うから、「そんな簡単なものではないだろう」と思った。

　日本リーグ1部に昇格したあるチームは、選手を夜中にたたき起

こして走らせたりしていた。でも読売クラブはそんなチームでは

ない。バルコムは絶対そんなふうにはやらせないから、もちろん

それで良いのだけれど、チームで総力挙げてやる、という感じは

なかった。そんな水と油みたいなチームが戦って、読売クラブが1

点取ればよいのだが、取れなくて負けた。その年の入替戦も、ま

た負けてしまった。

■信念の攻撃サッカー

　入替戦後にクラブハウスに行ったら、笹浪さんが「バルコムは

辞めて帰った。相川のことを推薦していった」と言う。藪から棒

の話ではあったが、野心はあったから「やってやろうか」と思っ

た。バルコムが推薦してくれたのがカギだった。自分のどこを

買ってくれたのかは、わからなかったけれど。

　当時、自分はまだ29歳と若く、給料も安かった。だけどマネー

ではなく、自分へのパワーになると思って引き受けた。

　しかし日本サッカー協会から「相川という訳のわからない若い

やつより、もっとしっかりした監督にした方がよい」という話が

出てきた。それで西邑昌一さんが推された。

　西邑さんはランドに泊まり込むなど、思ったより熱心にやって

くれた。そして静かに観察していく、という感じだった。現場の

ことは自分に任せてくれた。こちらから頼んだわけではないけれ

ど、練習の流れや組み立ても任された。
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　ただ、今から思うと西邑さんなりにやりたいことがあったかと

思う。それが何かと言うと、やはり早稲田の型にはまったサッ

カーを考えていたのではないか。

　自分には信念があった。

　ジョージ与那城を基点に攻撃すれば、どんなチームにも負けな

い——ということ。だけど実際は、ジョージに過剰なマークがつい

てくる。すごく当たりが激しいとか、2人ついてくるとか、いろい

ろある。明らかに相手は、ジョージをつぶしに来る。彼もまだ若

かったから興奮して、試合がメチャクチャになってしまう。

　それをコントロールできないといけない。いかに彼に冷静に試

合をさせるか。それが自分のテーマだった。

　それからもう1つ細かい点を言えば、ここ一番の入替戦では、頑

張りとか体力的なものが影響する。それで笹浪さんに「コンディ

ショニング・コーチ入れて欲しい」とお願いし、東大の走り高跳

びの元学生チャンピオンに来てもらった。選手たちは「嫌だ嫌

だ」と言ったけれど、週1回、その陸上コーチに来てもらって長距

離や短距離を走らせた。

■高速プレーの弱点

　1977年、笹浪さんは自分のチャンネルを使ってブラジルからラ

モスとカルロス（・ニコトラ？）を呼んだ。当初は、ブラジル選

手の派閥争いみたいなものがあった。「ミスター読売」はジョー

ジだから、ジョージはそのことを怒る。それでラモスたちは、

ジョージが自分たちの先輩であることをよく理解した。

　最初のうちはラモスの使い場所で困った。彼はスイーパーとし

てすごくうまかった。一番うまい選手をスイーパーで使っても

もったいないから、センターフォワードで使おうかと悩んだ。

だったらジョージと並べようか、とも。彼らのパスワークは素晴

らしく速かった。

　ラモスは出場停止で78年3月の入替戦には出ていない。その2ヵ

月前に日本リーグ2部の日産戦で、乱闘騒ぎが起きて大問題に発展
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した。けれどもチーム構成の中では、ラモスが不在でも大丈夫な

ように計算を立てていた。ラモスがいなくても入替戦に勝った。

　ラモスがいるとちょっと速すぎる、という感じがあった。ほか

の日本人がついていけない。ジョージが行くと、追わないといけ

ないし、そのプレーに絡もうとしているのだけれど、スピードが

速くて絡めない。ジョージはラモスしか見てないし、ラモスも

ジョージしか見ていない。そうするとそれは、組織プレーではな

くなってしまう。

　ジャイロの場合は、全盛期のジーコみたいに中盤で止まったり

している。全盛期のジーコはハーフライン付近にいて、ディフェ

ンスの押し上げがあるとラインの後ろにいて、ラインが下がると

フォワードの後ろにいたりする。本人は全然動いていない。来た

ボール、来たボールをさばいていく。ジャイロも、そういう類

（たぐい）のプレーだった。だからチームは落ち着く。

　ジョージは1人で行ったらスピードがすごい。だから、それが失

敗するとカウンターを食らう。逆襲に対し、小見幸隆などが対応

できていれば大丈夫だが、対応できないと失点する。三菱などに

は勝てない。ずっとそれで勝てなかった。

　入替戦での相手チームは、引いて一発逆襲を狙ってくる。監督、

コーチとしてはそれが一番怖い。

　ジャイロだったら攻めが無理矢理な格好にならない。だけど、

それが同じブラジル人の感覚としてはおもしろくないようだ。

　ジョージの意識はピンポイントでリスキーなボールを出したい。

けれど、ジャイロは止まっているから出しにくい。「だから出さ

ない」と言っていた。

　流れとしてはちょっと落ち着かせた方が、逆襲のチャンスを相

手に与えないのだが……。
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■読売のサッカーは面白い

　日本リーグ1部に上がり、ジャイロと復帰したラモスの使い方と

組み合わせ方には困った。けれど、ジョージもいて読売クラブの

攻撃力は、ほかの日本のチームでは見られないものがあった。確

かに1部のチームは強いけれど、読売クラブとはコンセプトが全然

違うサッカーだなと思った。

1部の開幕戦は西が丘サッカー場で新日鉄とやった。スコアレ

ス・ドローでＰＫ勝ち。稲城の山の上で、選手が、自分たちで

作ってきたサッカーが、手作りのサッカーが、「天下の日本サッ

カーリーグの1部で通じる」ことを実感した。

◇写真：1978年頃の読売クラブの選手たち

　自分たちが演出するサッカーを「日本のほかのチームが真似し

てくれないかな」と考えた。真似るに値するサッカーではないか
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という期待があった。「読売のサッカーって面白い」と自分たち

は思っていた。

　2部にいた頃から「俺たちのサッカーは日本のスタンダードでは

ない」と感じていた。1部のチームとも練習試合もやっていたし、

そういう情報は伝わる。「あいつら汚ない」と思われていた。気

持ちの中には足元でボールを扱うことに関しては「俺たちが一番

だ」と思っていた。相手も、こちらのボール・コントロールを封

じるために肘を入れたり膝を入れたりする。「結局あいつらだっ

て汚いじゃないか」と思った。

　どんな選手だって思い切り身体をぶつけられたらボールなんて

コントロールできない。しかし、それでは、よいサッカー、美し

いサッカーなんて見せられない。

■下部組織の強化

　トップチームの監督をやっていた当時、トップの下にジュニア

というチームがあった。これが非常に中途半端なチームだった。

ジュニアの下が高校生年代のユース。私は目的がなくウロウロし

ているのが大嫌いだから、毎週1回は試合をし、年間を通して何試

合も参加して、ゲームを通して体と心を常に臨戦態勢に持ってい

くべきだと考えた。

　しかし、ジュニアからトップに上げて使おうとすると全然使え

ない。それは選手のせいではない。コーチのせいだ。だから神奈

川県のリーグに出られるよう、ジュニアの強化に乗り出した。

その下のユースにしても、当然高体連（全国高等学校体育連

盟）の大会には参加できない。それではまずいということで、例

えば西のヤンマーなども含めてユース・リーグを作ろうと考えた。

よみうりランドで第1回のユースサッカー選手権を開催した。それ

が今の高円宮杯に発展しているはずだ。
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◇写真：ユースリーグを作った頃のユースの選手たち

　私は読売クラブではまず、小学生のサッカースクールを担当し

たわけだが、中学生年代もしっかりしなくてはいけない。「中学

はどこの学校に行ってもいい、だけどサッカーはここでやれ」と

言えるクラブでないと。そのためには中学生のチームの組織を

しっかりしなくてはいけない。整備して組織して、モチベーショ

ンを上げることが大事だ。

　そして、次は高校。それをほぼ同時に行った。

　クラブを管理している人たち、具体的には笹浪さんは、そうい

う方式がヨーロッパ方式であることは知っていたと思う。しかし

現実的には多くの日本人は理解できていなかった。

　三菱には養和サッカースクールがあったけれど、養和を出ても

三菱の本社チームに対して、どこか断線していた。選手を育成し

てもトップに行くシステムがない。選手の気持ちとしては、養和
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に入ったら三菱の選手になれるんだという気持ちにはなれない。

そういう気持ちになれるのは読売クラブだけだった。

　読売クラブのユース組織は、トップが日本リーグ1部に上がった

1978年ごろには、だいたい形ができていた。中学生年代のジュニ

アユースにも、千野徹らの指導者を呼んだ。

　呼んだからには、仕事を与えなければいけない。才能のある選

手を集めなければいけない。ただ、どこかのチームに行って指導

者に頭下げるのだけは止めよう。誰もツバをつけていない選手を

見いだそう。そして、そういう選手がランドの芝生の上で練習し

てうまくなっていった。

■ベレーザの誕生

　女子サッカーには、ＦＣジンナンという名門があった。一番初

めに有名になったチームだ。

　そのジンナンでプレーしていた選手が、よみうりランドに遊び

に来た。「お前らどうした」と聞くと、「サッカーやりたくて

しょうがない」と言う。それなら「女子チームを作ってやる」と

言って、竹本一彦を指導者にして発足させた。1981年（昭和56

年）のことだ。

　読売クラブを総合クラブにしたかったから、女子のチームも

作ってしまう。作ってすぐ、ジンナンと試合をした。素人を集め

たのだけれど、結構、いい試合をした。素人を集めてサッカーを

させるのが、私は得意だ。

　女子のチーム作りは単純だ。野田朱美を取ったころから、ベ

レーザはあれよあれよという間に、強くなっていった。

　夢は女子サッカーの地位が、女子バレーボールぐらいになるこ

と。女子バレーはたいしたものだ。彼女らの、選手としての自覚

も、達成しようという意識も、肉体的な強さも、まだまだ女子

サッカーはかなわない。
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◇ 相川亮一（あいかわ・りょういち）

1946年生まれ。早大卒。73年、イラン・テヘランで開催された

FIFA主催のアジア・コーチングスクールを受講し、クラーマー氏

に師事。74年、読売クラブとコーチ契約。以後、小中学生、ユー

ス、トップのコーチを経て78年に監督。82年に辞任。その後は高

校サッカーを指導。
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栄光サッカー部50周年記念誌から

「コーチの中のサッカー風土に出会いに行く」

相川亮一（13期）

時は、2001年8月6日、ついこのあいだのことである。

イタリアのミラノからバスで4時間、トレンティーノ・ロンゾー

ネという、人口800人、標高1,100mの村にホテル・デル・アルピは

あった。イタリアワールドカップの際には、サッキがそこをイタ

リア代表の宿舎にも指定したホテルになぜか自分はいて、そこで

昔はACミランの選手で、今はイタリアのコーチのためのコーチを

やっている、ある男に会っていた。

その男は歳のころなら50の半ばをすぎ、頑健な骨格、はげあ

がった額、最初の朝に食堂で私が独りコーヒーを飲んでいると、

赤いACミランのジャージを着てやってきて、あいさつもそこそこ

に「選手はなぜ朝食を食べていないのか」と聞いてきた。こいつ

はファンダメンタリスト？…　一瞬これからうまくやっていける

かという思いがよぎったが、こういう時はかならず「サーをつけ

てしゃべれ」と勝手に会得したコツをつかって「私が07:30の朝食

を命じた。なにしろ昨夜ホテルについたのは深夜の02:00だったこ

とですし、サー」それでそこは終わった。

嫌味な野郎かと思ったが、グラウンドではすごかった。エネル

ギー、サッカーへの博識、理屈と感情をともに練習にくりこむ手

腕、遅々として進まぬ選手に対するあきらめ。ご同業ご苦労です

とひそかに感じる。１時間練習をやるのを見て、自分の最初の認

識はあらためた。

その男が、子供たちと戯れてカルチョをやるときは、ハーフを

やるのである。そしてうまい。彼はそういうときも興奮して

「チェントラ（＝中央）、チェントラ！」と叫んで、日本典型な

外へ散らすひ弱な魂のあらわれ、高校サッカーパスをさげすむの
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である。

Millan coach Daniele Paccagnan（これは後日私のところに来

た彼からのメールのサインをそのまま引用したのだが）。これが

その男の名前である。ミラン・コーチというタイトルをいつもつ

けるところに、この男のプライドがあるのだが、さて私はその8月

6日、すでに数日を過ごして、ともに酒も呑んだ。馬鹿なジョーク

も交換しあって、そののちに、彼に何を質問したか。

ロンゾーネくんだりまでイタリア料理のコックの修行にきた若

い日本人が臨時通訳をしてくれたので、日本語で「もしダニエル

さん、あなたがイタリア代表の監督ならどうやってフランスを

やっつけるのか？」というものだった。

ダニエル氏が、イタリア語と英語のちゃんぽんで答えを言った

瞬間に私は爆笑した。イタリア語は去年から勉強し出したのでほ

とんどわからない。わからないがそのときは確かに正確に彼が

言ったことを了解した。文章の意味と、もうひとつサッカーマン

のもつべきガッツのふたつである。

彼は、そこで、フラットだプレスだとはいわなかったのである。

そうではなく、「自分が監督なら？　そうではなくフランスなん

ぞは俺が選手として出ていって相手が３点いれるならば、俺が４

点いれてやる」と確かにそう言ったのである。

こういう魂のもつ倣岸なまでの自己依存というもの、それが正

しいサッカー選手のもつ魂である。自分はそういう連中と日々を

過ごしてきた。

◆「理論」も「感情」も

50年史編集部から、何か書けといわれたとき、サッカーという

ものではなく、サッカーの「コーチング」というものを表現した

い欲求にかられた。なぜなら、それだけが、自分にとってなじみ

のあるものだからである。けれどそれはコンピューターソフトの

コード編成のようなもので、一般受けはしないのである。で、す
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ぐその思いは封じた。

サッカーのコーチングというより、サッカーそのものには理論

もあれば感情もある。それらはゲームでは混然として、分かちが

たくさんある。

だからコーチとしての自分は、かなわぬ夢だが、理論をもって

サッカーを解析した結果を子供たちに伝えることと、激しく吹き

上がる感情もその逆に沈鬱であるがのようにも見える感情の抑制

もともに、「練習にくみこみたい」と思うのである。

ダニエル氏に「フランスをやっつける秘策はなにか」と聞いた

おのれは、真顔で答えがかえってくると思っていたか？　いやい

やそれはそれほどには相川もナイーブはない。「あのたぬきおや

じは、おれの問いかけにどうフェイントをかけるか」程度には

思っていた。そしたら、そのデジャブーのような、答えがもどっ

てきた。

これはつまりは、理屈ではなく、感情の方に彼のコメントが

行ったのである。そういいう指導者が成功するかどうか、という

ことを言ってはいないし、言いたいわけでもない。

マスコミを通じてでしかないのだが、トゥルゥシェのおもしろ

くなさそうな表情を見ると、こいつとこいつをかついでフラット

だ、なんだと騒いでいるやつらは「どこへサッカーを連れて行き

たいのか？」といつも思う。

どんなサッカーが良いサッカーかを言う資格はない。ただ限ら

れた生をサッカーをやりぬいて終わるからには、感情も理屈もと

もにということ、そこから離れたくないわけだ。それで、限られ

たスペースのなかで、今回は感情のことばかりを言う。

「俺はサッカーをやれせたら、だれよりもうまい。他のことは

知らん」その激しいが、わかりにくい思いを、そのままに企業社

会の中などにはいっていけば、その魂は秒殺されるのがおちであ

る。ゆえに、プロサッカーというものが求められる。そうではな

いか。
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次は、ではどうやったら子供たちに「今からフランスとゲーム

をやりにいくのだが、あいつらにサッカーってのはどういうもの

か教えてやろうじゃないか」と武士の昂揚を言葉にする、そうい

う子供を育成してゆくのか？

どうやったら、社会がほとんどそういう価値観をもたない現代

ジャパンの子供たちに、ダニエルが言ったと同じような魂のかま

えを根底にすえて、サッカーを教えるか？　そういうことにかま

けて気がつけば40年である。しかもご推察どおり、夕暮れちかい

が道は見えずだ。

フラットラインで押し上げて、トップとの間隔をせばめ、ある

いは相手のボールサイドに、こちらの逆の外側選手をしぼりこま

せ、プレイゾーンを横幅３分の２にするとか、アルゼンチンの守

備は相手のトップの前に位置するとか、理屈はいくらでも知って

いるのである。またそのコーチングの方法も知っているのである。

唐突に風呂場で自死した江藤淳氏のことを思い出した。知識が存

在に役に立つのか？

知識は道具だ。そして、それらはすべて外国メードだ。だから

日本対フランス戦を思い出してくださいという。手も足もでな

かった。それはそうだ。本家本元にそのコピーキャットが知識で

も独自性も出さずに対戦してどうするのか？　理屈はコピー、感

情に訴求するものなし、それでどうするのか？

で、こういうときはつまりコーチ自身が煮詰まってしまってい

るときは、酒を呑みにいくか、故旧にもどっていくのである。故

旧はどこにあるか？

◆「コーチ」から「コーチ」へ

サッカーの場合は、故旧は書物のなかにはなく、それぞれの

サッカー風土のなかに埋もれているのである。それゆえ一歩間違

えば、おのれもコピーキャットになりかねないが、故旧を求めて、

それぞれのサッカーネーションの名もなき人々、ローカルコーチ

たちに会いに行くのである。会って理屈を聞けば、それはすでに
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承知しているものである。

ただその承知している理屈をこれまたダニエル氏が、別なとこ

ろで、彼もプレーするゲームのまえに、「カワ（相川というのが

発音しにくいから、外国人にはいつもこれで呼べという）昔なあ、

自分がミランの現役だったころ（おそらく有名なコーチであった

のだろう、私は名前を聞き取れなかった）なになにが俺のコーチ

であったのだが、自分にエクステンド（ウィングということだろ

う）をやるならこの白線の外で、お前はプレイしろと言われたん

だよ」と、こう言うのである。

その声のひびきに「数理を解くような理屈の響きはない」と自

分は感じた。そうではなく、なにか世代をくりかえしくりかえし

伝習されていく、世間から見たらどうでもよいマイナーなテーマ

でありセオリーなのだが、それはやはりサッカーに生涯をささげ

たそのコーチの某氏から、若きダニエル氏が受け取り、いまだに

心に残る言葉として50年を経ても滅びず、今また東洋からきた

コーチに、コーチとして伝習していこうとする。なぜかそういう

予期せぬ連続のなかに、はるかなる人生を感じて、心のゆらぎを

覚えているかのように自分は感じたのである。

サッカーに携わるヒトの感情を知りに行く。それが故旧にあた

るということである。それがおもしろい。

さて、場所はかわって深夜の東京・六本木。

負けては呑み、勝っては呑むのがサッカーコーチだ。相川さん

のかっこう、ほとんどジャージ、素足にサンダル、六本木ティア

ラでは、現場監督ということになっている。名前も知らない白金

マダム（自称）やら年老いたおかまのなかに、すばやくとけこむ

ことが大事だ。これを和光同塵という。仏陀が悟りを開いて、で

その先どうすべきかということを指し示す言葉と言われる。

コーチはそれを骨換奪胎。簡単な話だ。悟りをひらいたわけでは

ないが、知に偏して、頭が邪悪な戦術に占領され、それで勝った

日には、天下を取ったような気宇壮大にして、他人がみんな馬鹿
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に見えもするし、負ければ負けたで、自分は最低のクズである。

滅びるしかないと思い込む。どちらもともに危険な危険な状態か

ら早く脱するために、コーチは暗闇のなかに消えていくのである。

だいじょうぶ。これが自己管理というやつだよな。（本当か？）

また唐突にフランクシナトラの古い歌のタイトルを思い出した。

Imagination Plan to help alone

◇あいかわ　りょういち：元読売クラブ監督
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あと二つ

これは2002年ジャパンワールドカップ開催時のライブ記録です。

Date: Thu, 04 Jul 2002 01:34:58 +0900

To: aikawa@tkh.att.ne.jp

Subject: あと二つ

From: Ryoichi Aikawa

ワールドカップ中、「おのれの感じたままを、つたなく作文し

て」自分が知る限り、この人なら「相川言うところ、賛成,反対は

別に、」サッカーコーチの言う所に興味が「ありそうな」人たち

に、メールしていたわけである。

その目的というか「ねらい」はなにであったか？我々コーチは

しゃべる必要はない、（とう相川信念がある）しかししゃべる必

要があるなら、「世の中的に見て、まともに」しゃべれて「あた

りまえだろう」

自分が「言うところ」が正しいかどうかは、第3者が「いかように

も判断すればよい」ただサッカー人、「バカじゃねーぞ」という

ところだけは、松木だ、都並だ、川平だ、永島だ、長谷川だ、と

そういうのとはちがう『コメント』を限りある数であれ発信した

かったということがねらいである。

ジーコが次の代表監督だという、その理由は「トルシェ対日本

人」ではとにかく「うまく」いかなかったということだとした

ら？おいおいそれは、トルシェ批判だろう。

「トルシェでうまくいかなかった、総括はどうするの？」そこが

抜け落ちているではないか？まーそういうことはありがちではあ

51



るが。

どちらにせよ、総動員体制が「答えである」、ほかに答えはない

のであるジーコに「マル投げ」最初から失敗だよね。

さて、このワールドカップレポートをいろいろな人に発信した結

果、自分の後輩の坂本氏が口を聞いてくれて、ある雑誌に「おま

えが,書け」という次第になった。

批判していた湯浅だ、早野だ、セルジオだと,その他大勢だと、い

う連中と同じ立場に「相川立ちたいわけではない」ぼろを着てい

ても、天下の相川だという姿勢、それがいまや自分を支える。

だから別に、与っているチームが幼稚園のチームでもよいのだ、

天下の相川仮に幼稚園のチームを担当しようが、「いつも世界と

通底している」という自負を「今ももつ」

コーチから見て「あいつが担っているチームは良いね」というそ

ういう評価は大事にする、しかしあいつは「口がうまいね」とい

うそんな評価はほしくない

だからプレジデントに今度のる文章についてもせっかくみなさん

とコミュニケーションをしていたわけだから、今回もその経緯も

ふくめて、オープンだ。

いかにも今日的でしょうが、そう言うことが好きである。

それがこういうことを「やっても」せこくはないぞという相川の

主張だ。

相川せこくサッカー考えないぞ、というそういうおのれの意欲が

ベースである。

小金をかせぎたいわけではない。
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プレジデントに掲載される「はずの」文章と「相川のオリジナ

ル」比較すればおわかりのとおり、後半「ナショナリズム」を

語っているところは削られている、そのことについて「まったく

クレームはない」それはそうだろうペンネーム「我満　硫」、文

章の世界では「どこの馬の骨」であろう、だから、そのことには

謙虚である。

だがどちらが相川らしいかといえば、むろんオリジナルである。

しかしだからプレジデントがどうこうではない、文論の世界には

その世界の仁義がある、そういうことだろう。

コーチ相川、ひとがなんと言おうが、「おのれの信ずるところを

これからさきも進むだけである」それだけだろうが。

あと二つというのは、これが一つ、もう一つは最終レポートのよ

うなものを「考えているのだが」またそれを「独りでも、つくる

ぞ」という意欲はある、だが「できることなら」それ=最終レポー

トを、みなさんの「侃侃諤諤のなかで」造りたいねというロマン

はある。この相川の思いにだれが応えてくれるか？そのことで

2006年はちがうぞ,といってもだれも信じないかな？

けれどそう思う。

例により、Ｆｅｅｄ　Ｂａｃｋ歓迎である。

----
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コーチという職業
2007年1月30日(火)

柴野先生から、2月3月4月までもの栄光サッカー部のスケジュール

が、おくられてきた。自分はそのスケジュールを、相川の私的日

記というファイルにコピーして、ペーストする、相川の場合、日

記は、またスケジュール表としても機能させているので、駿台の

スケジュールだろうが、栄光のスケジュールだろうが、そのほか、

どこへ「のみにこい」とか、あらゆるスケジュールは、自分の日

記に、現れる。

なんでもかんでも、日記に、ほうりこんで、「で」例えば、2月02

日には、なにをしたらよいのか英語でいえば。What to do？そこ

に、書き出して、「で、それをやらなければそのままデリート、

やったなら記録にとどめる」何月何日は、駿台の試合で、千葉の

四街道まで行ったならそのスケジュールが事実としての記録で残

る、おなじときに栄光の練習なり、試合があったとしてもいかな

ければデリートして、スケジュールそのものの、記録は、どこか

へ消えていく。

そこまで、おたくにはならない、ということだ。

で、そうやってスケジュールだからいざその日になって、どこへ

でかけるかはわからないにせよ、4月5月までもすくなくとも栄光

の、スケジュールはでてしまって、駿台がなければ栄光の行事に

いくわけだが、このあいだ、06年が終わって、07年になったと

思ったら、その07年もスケジュールの上では5月がすぐきて、5月

は「これこれこういうことを、何月、なんぼにします、」という

ことが、迫ってくるというわけだ。

そうやって、人生はあっというまにたぶん過ぎていくのだろう。

一方に、言って見ればコーチという職業だが、個人として「時間

というものの、過ぎ方に、どうしても、なじめないで、」「もう
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ここまできたのか」とか「あっというまに、時が過ぎたがそれが

おかしい」という感情を、もっている個人の存在と、その時間の

経過にしたがい、なにかいつのまにか、なにかが達成されたかの

ような、思いも、感じる、二つの、よくわからない感情に支配さ

れている、「自分というものが」いるわけである。

職業的な視点ではなくて、目の前で、栄光の中学生がサッカーで

遊んでいれば「自分の思いは、はるかな過去にむかって、いまの

中学生と自分が同じ、年齢であったときに、場所は違えども、

ボールに救われていた、その日々に、もどるのである。

いやボールにすくわれていたのではなかった。

そうではなくて、友の、なんということのない、情にすくわれて

きたのだろう。

だから人生なんてそれだけだろうが、とあえて思う。

だれそれは別に、相川のことを、深くかんがえてくれたわけでは

ない、ただ、その友人を育てた、父や、母が、単純に彼に教えた、

考えに沿って、「相川なら、相川を、さりげなく救ってくれた、

さりげなく、対等に、さりげなくひととして、扱ってくれた、そ

ういうことであった。」しかし、そういうことが、あったから、

この場合は、相川は、救われたのだろう。

それが貴重と、いまは思える。

だから、いまも、栄光別に、勝たなくても、だからどうしたであ

る。

いまの高校生であれ、中学生であれ、サッカーやって、結局は、

救われるのである、どんなに、若き、シニシズムの信徒がいよう

が、サッカーではなくて、ともに、サッカーをやった友に救われ

るのである。それ以外に、若い日々に、サッカーを「やる理由な

ど、ないぜ」といまなら、相川はっきり、言える、受験狂いの親

にでさえ、「言える」と思っている。

55



だから、サッカー続けなさい「であろう」

新人戦は、シードの1回戦、のあと、サレジオの2回戦は久里浜に

行った。

アップをせんしゅにやらせていたら、１０期生の清水さんが「お

おーい」とばかり手をあげてくれた。これもまた「ありがたい」

ことである。

コーチの、指導マニュアル、なんていうものはないのだが、それ

に近い教本にこうある「とにかく選手に、機会さえあれば話しか

けなさい」と、清水さんは、選手に「おおいと」いったかもしれ

ないが「相川に」「おおいと」いってくれたわけだから、それが、

ありがたいことだと、そういうように感じる、自分は、十分に、

栄光サッカー部で、相川に「なった」のであろう。

だから同じことを、現役に、それとなく、設定してやりたいので

ある。

ほかにも、菅沢さん、石原さん、大泉さん、押本さん、望月さん、

高橋さん、坂本さん等々が寒い久里浜のグラウンドに、やってこ

られた。

ありがたいことである。

いつか現役も、そのことを、感じるだろう。

ひとが、他人にふれあう、そのことができにくくなって、でいろ

いろな問題が起きている。１３期でだれだかわからないが「死ん

だやつがいて」自分のともだちがあるやつに、「葬式にきたら」

といったら、そいつが「なんであいつの葬式にいかなければなら

んのか」といったとか、いや、それはそれで、いい。人間が関係

していくときに理屈を先行したら、あいつとは交わらない、あい

つは嫌いだから、葬式にも出ない、ということ「も」あろうか、

いまさらそれを驚かない。

栄光のサッカー部にいたからといって、なんで、昔の人間関係を、
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復活させるのかとか、なんで現役に、サポートよせるのかって、

理屈言ったら、なんでも通る。

だからこちらは昔、仲間が無意識のうちによせてくれた、情とい

うもの、を「いまも、たよりにしている」というのではなくて、

いまはいま、あくまでも、30年前の先輩であっても、いってみれ

ば新たに、人として交情を、新規に、つくりなおすというように

思っている、ひらたくいえば昔「があるから」だから「いまも」

などとは思わない。

サッカーをやっている後輩のふるまいを見て「楽しむ」そこを、

共通の感覚として、いま、あらたに交情をつくっていくことがで

きそうだから、「ここに」いるのだろう。あるいは、だれそれさ

んは「ここに」きてくれるわけだ。

翌日は、めしのたねにしているほうのチームが、当座のライバル、

保善との一番で、久里浜に顔出せなかった。保善は新人戦の地区

大会の決勝で、０−０、ＰＫ勝ちで、やつけてやれやれ当座は対戦

しないだろう、と思っていたのに、都大会で、1回

戦、また対戦という状況。かろうじて２−１で、やつけた。

次は、暁星、これは4月になる。

栄光は、市立東に、逆転で負けてしまったそうな。ベスト１６で

終わってしまった。

14期赤沢、いまは大島先生と2年前に話したとき「相川さん、いま

は公式試合で一勝もできない」と話したのを、思い出す。

それに比べたら、なにごとかの達成かもしかし、８でも４でいけ

たのでは、実は思っている。
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相川亮一　「コーチの目」

★電子メール通信より（原文のまま）

Ryoichi Aikawa さんは書きました：

-----

コーチング日記添付します。

サッカーお好きな人、まったく興味なくて、すぐダンプしてしま

う人、またどこへどう転送されてもけっこうです。

他のところにも書きましたが、2002年、日本でワールドカップ見

ることができたなんて、高校生のころ想像もできなかった、とこ

ろをまたまた4年がたって、今年もワールドカップイヤーというわ

けです、今後は「おつり」 じゃないの、と思えます。

※　資料：以下は電子版の目次ですので、「コーチング日誌」は

付録の電子版をご覧ください。

------------

2007年編

●日本国サッカーアイデアの、日本語表現（2007年7月9日）

●オシムの考えるサッカー（2007年4月9日）

●コーチの辞任あるいは解任（2007年3月7日）

●どう戦うのか反町ジャパン（2007年3月1日）

●コーチという職業（2007年1月30日）

------------

2006年編

●オシム監督の教え（2006年9月7日）

●オシム監督の存在（2006年8月10日）

●ワールドカップ2006ベスト４確定（2006年7月3日）

●ブラジル対ガーナ戦（2006年6月28日）
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●ワールドカップ検証 - ジーコの敗戦とファウルの判定（2006年

6月26日）

●祖母井（うばがい）氏の見た、オシム監督（2006年3月21日）

●フラットくずしの心（2006年3月21日）

●古典的スキルと向き合う（2006年1月1日）

------------

2005年編

●トヨタカップ決勝を見て思う（2005 年12月19日）

●行臓は我にあり（2005 年10月3日）

●誰がチームの未来を統括するのか？（2005 年9月26日）

●コーチの人生観（2005 年9月20日）

●サッカーのチーム造りと指導者の思い（2005 年9月6日）

●敗因21ヶ条（2005 年8月23日）

●東アジアカップにおける日本代表の攻撃（2005 年8月1日）

●ジーコに学ぶブラジルサッカー（2005 年6月25日）

●悲しき北朝鮮（2005 年6月8日）

●北朝鮮戦直前（2005 年6月6日）

●ジーコ流監督論（2005 年5月30日）

●勝負に勝てる「戦略」の考え方（2005 年5月12日）

●サッカーの楽しみとは？（2005 年5月2日）

●選手の精神的後見人としてのコーチ（2005 年4月18日）

●WCup予選：バーレーン戦 1:0で辛勝（2005 年3月30日）

●WCup予選：イラン戦 1:2で敗退（2005 年3月25日）

●コーチが自覚すべき自学練習（2005 年3月11日）

●コーチの判断、練習への取組み（2005 年3月5日）

●春休みの練習テーマ（2005 年2月23日）

●サッカーの練習（2005 年2月20日）

●彼岸から、なサッカー模様（2005 年2月16日）

●「全日本監督：ジーコ」論（2005 年2月14日）

●試合後、ジーコの反省（2005 年2月10日）

●北朝鮮戦を終えて（2005 年2月9日）
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●対北朝鮮戦の展開予測（2005 年2月7日）

●北朝鮮戦を目前にして（2005 年2月4日）

●非凡な選手（2005 年1月30日）

●北朝鮮戦への憶測（2005 年1月25日）

●練習課題の見つけ方（2005 年1月24日）

●前橋育英における「対戦経験」（2005 年1月16日）

●選手は育ったグランドに戻る？（2005 年1月11日）

●良い解説者像（2005 年1月10日）

●現場コーチの仕事（2005 年1月2日）

------------

2004年編

●クリンスマンドイツ戦（2004 年12月18日）

●最後のトヨタカップ（2004 年12月12日）

●チャンピオンシップ - マリノス対浦和（2004 年12月11日）

●選手の登用「考え方」（2004 年11月13日）

●「うまい」だけでは、勝てない（2004 年10月11日）

●コーチの「こだわり」と指揮（2004 年10月3日）

●東京の正月選手権予選ベスト16に臨む（2004 年10月1日）

●コーチの使うサッカー用語と練習化（2004 年9月18日）

●高校コーチの活力（2004 年9月8日）

●コーチの「とことん」（2004 年9月7日）

●「勝てる」コーチ（2004 年9月6日）

●驚きのプレイ（2004 年8月20日）

●コーチの任務（2004 年8月19日）

●選手の闘いへの情熱（2004 年8月17日）

●オリンピックチーム に見るコーチの役割（2004 年8月16日）

●普遍的なもの（2004 年8月10日）

●日本アジア杯優勝戦 を見て（2004 年8月8日）

●アジアカップ決勝 日本vs中国（2004 年8月5日）

●コーチの知りたいと ころ（2004 年8月2日）

●オーバーコーチング の問題（2004 年8月1日）
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●サッカーの「勝負」（2004 年7月26日）

●戦い方は無限（2004 年7月16日）

●サッカーのダンディ ズム（2004年6月6日）

●「白線のなか」の世 界で の練習（2004年6月4日）

●練習試合で転戦中（2004 年5月31日）

●コーチの幸せ？（2004 年5月23日）

●フットサルビジネス ＆高校コーチの日々（2004 年5月13日）

●清水遠征レポート（2004 年3月30日）

●選手の素質（2004 年3月17日）

●イルハン・楽天に登 場（2004年2月14日）

●グランドに集中（2004 年2月8日）

●2003年仕事納 め、そして新年（2004年1月2日）

------------

2003年編

●コーチの目（2003 年12月15日）

●サッカービジネスの 種（2003 年11月30日）

●「知と熱」とジーコ（2003 年11月21日）

●「知と熱」とサッ カー（2003 年11月20日）

●対戦相手の分析と自 己テーマ（2003 年11月18日）

●練習ゲームの課題（2003 年11月10日）

●新チームの準備（2003 年11月2日）

●敗戦分析後のフォ ロー試合（2003年10月14日）

●2003年の成果（2003 年10月6日）

●コーチの信条（2003 年10月2日）

●セオリー論（2003 年9月27日）

●実りの秋、さまざま（2003 年9月24日）

●彼岸の入り。コーチ 道（2003年9月21日）

●順天堂・専修らとの テストマッチ（2003年9月15日）

●Dボーイズ的アプ ローチ（2003年9月10日）

●正月選手権にむけて 命削る時期（2003年9月7日）

●コーチの心得（2003 年9月6日）
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●韓国遠征日記（2003 年8月31日）

●高校選手権の地区予 選（2003年8月20日）

●フラット崩しの本質（2003 年8月17日）

●理論の実戦報告（2003 年8月13日）

●フラット崩しの 「解」（2003年8月9日）

●夏休み練習行脚（2003 年8月4日）

●菅平合宿２：フラッ ト崩し（2003年7月25日）

●菅平合宿１（2003 年7月24日）

●「ぼろチーム」の コーチ（2003年7月23日）

●コーチ VS 評論家（2003年7月21日）

●プレスはずしの攻撃（2003 年7月12日）

●湘南高校 鈴木先生（2003 年7月4日）

●ジーコの監督手腕（2003 年6月20日）

●マスメデｲア（2003 年6月11日）

●フラットプラスプレ ス？（2003年6月8日）

●ジーコの資質（2003 年6月1日）

●栄光ボーイ（2003 年5月24日）

●李国秀との出会い（2003 年5月8日）

●負けた原因（2003 年5月6日）

●この世のものとは思 えない：夢（2003年4月30日）

●とりくむテーマ（2003 年4月27日）

●コミュニケーション（2003 年4月26日）

●スポーツ環境（2003 年4月21日）

●練習のなかでのこつ（2003 年4月14日）

●練習・ゲーム分析（2003 年4月11日）

●連動する、させる（2003 年4月10日）

●奇妙な現象（2003 年4月7日）

●勝負の不思議（2003 年4月6日）

●局面の戦術と勝敗の 結果（2003年4月5日）

●練習テーマの与え方（2003 年3月14日）

●ボールの走らせ方（2003 年3月6日）
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●サッカースタイルの 原点（2003年2月25日）

●コーチの戦術（2003 年2月19日）

●コーチの仕事（2003 年2月17日）

●おもしろいゲーム（2003 年2月12日）

●ワイルドライフ（2003 年2月10日）

●コーチングのテーマ（2003 年2月4日）

●練習のありかた（2003 年2月1日）

●ライン崩しの深層（2003 年1月29日）

●「ライン崩し」と 「プレスはずし」（2003年1月25日）

●コーチの道具（2003 年1月23日）

●攻撃サッカー（2003 年1月21日）

●闘う魂（2003 年1月20日）

●最後はフォワード（2003 年1月2日）

●コーチの美学（2003 年1月1日）
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